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インドシナ

南ベトナムをめぐる内外の動きは自に自にその速度をよ脅している。ゴ政権の崩壊後

に成立したDuongvan Minkの政権はその内外施策を実行する間もなく， 3ヵ月にし

てNguyenKhan政権にとって替られた。

本年1月30日のクーデター後， Nguyen Khanh将軍と現地米軍はワシントンの動

揺，フランスの動き，ベトコンの攻勢といった内外のあわただしい動きを気にしなが

ら，反共に徹する「国民統一政府Jの実現に努力しなければならなかった。

しかし 8日に発表された新内閣の陣容は，南北双方の出身者，各種宗派，派閥の指

導者らを含めた「民族連合政府Jと呼ばれているにもかかわらず，政党勢力の代表と

しては反共，反摘民地主義〈反フランス）の大越党だけが参加している。とくに同じ

反ゴ，反中立のパリ亡命者であり，少くとも海外では大越党より，米国と近い存在と

考えられていたベトナム国民革命戦線の Phamhuy Co氏の入閣が実現しなかったこ

とは半数が軍人閣僚であることともに“反共戦闘体制の徹底化”を物語るものといえ

よう。

しかもCaoDai Hoa-tao，仏教徒の代表を新政権の下に結集しえたといっても，現

に解放民族戦線（ベトコン）の中央委員会にはこれら各派および政党が参加している

のであって，両者を比較する時，解放民族戦線側が各宗派のよりインフルエンシャ Jレ

な人物を結束できているように思われる。 1月の解放戦線第2回大会では仏教代表の

トン・パ ・フォロン氏が副議長に指名された。

しかし何よりもNgnyenKhanh新政権の性格を予想させるものは第 1にDuongvan 

Min1王将軍が国家主席としてとどまったことであろう。「クーデター以来国民の間では

Nguyen Khanh将寧の人気が決してよくないこと，それだからこそ英雄的な人気のあ

るDuongvan Mink将軍を絶えずなんらかの形でかつぐ必要があったJという外電の

指摘をまつまでもなく，サイゴンではクーデター直後の 2月 4日学生による Duong

van Minh将軍支持のデモが行なわれた程で、ある。

内外ともtこ非難を浴びていたゴ政権の Duongvan Minh政権による倒壊は少くと

も都市の市民に解放感を与え，レゾン ・デート jレを持ちえた。それに反して， Duong

van Minh政権ーから刊gungenKhanh政権への交替は軍事委内部の権力闘争からのみ

で説明できるだろうか。

第 2に早期に判断するにはあまりにも危険であるが， 「反共戦闘体制Jの強化とい
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インドシナ

う点である。新政権の陣容発表につづいて13日には軍事委の拡大，兵士の俸給20%増

額が発表された。

3副首相の権限を明確にし，統治体制jを強簡なものにしたり，高級官吏の汚職に重刑

を課すとの決定など，戦闘体制の強化はある外人記者をして“warmachine of S. Viet 

Nam”化と形容せしめるほどである。

また一方 NguyenKhanh政権はその成立の発端から内外の“中立化への動き＂ ~’こた

えず悩まされてきた。解放戦線の「DeGaulle提案は検討に値するJとの声明はもち

ろん，南ベトナムの軍事，経済援助の全額を引き続き－受けているアメリカ自体の中に

公然と「中立化」あるいは「DeGaulle構想Jの検討を望む戸が聞かれるようになっ

たことである。 「ドコーJレ提案を検討すべしJとのマンスフィールド上院内総務の発

言はともかくとして，クーデター直後には政策決定者たるジョンソン大統領，マクナ

マラ国防長官ら自身が，失言ともいうべきあいまいな声明，証言を行なって，アメリ

カの対南ベトナム政策がいまだ確定してないことをうかがわせた。

大統領選挙は現政権の意図に反して「南ベトナム問題Jをその争点、のーっとしよう

としている。これはベトコンの攻勢激化，政府軍の敗北といった一般軍事情勢に加え

て，最近の都市における米国人にたいするテロ行為が増大したこともあって， アメリ

カ国内，南ベトナム現地の双方に「北進論」 の指頭を招いているO この北の 『聖域』

の攻撃という誘惑は，アメリカが“giveup or deeper”という選択方式から抜けださ

ないかぎり，単に南北ベトナムインドシナ地域においてのみならず，極東，東南ア

ジアの全域をめぐって今後も依然として箆頭してくるであろう。

フランスはインドシナのみならず中悶，中近東，ソ連，東欧，南米とその現実的独

自の政策を展開して，米国を閣議させているO 「フ ランスのアフリカとの結びつきは

他に優先する」との思怨を背景に考えれば，とくにメキシコを初めとするフランネの

南米への進出はアメリカのモンロー主義への復帰とはなりえても， ことインドシナに

関してはフランスの意図を疑わしめるのみであろう。ともあれ， カンボクアの動き，

Benard氏らフランス議員団のハノイ訪問，南ベトナム現地におけるべ トコンによる

フランス人有力者の位致ななど「中立化Jへの動きと無関係ではあるまい。

リップマンは「遅きに失しない時期にアメリカはインドシナ問題の解決をドゴーん

に委託すべきであるJと書いている。アメリカは 3月に幾度目かのマクナマラ国防長

官のサイゴン訪問を予定している。“北進論”をとらなければ，アメリカの回答は“反

共戦闘体制の強化”という従来の未回答という回答にならざるをえないだろう。

インドシナをめぐるあわただしい動きを前にしてジョンソン大統領はその態度決定

をいつまで延期できるだろうか。
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南ベトナム日誌

1964年 2月 1日

Vジョンソン大領領は l日の記者会見で南北ベトナム双方の中立化案を支持する

との言明を行なった。

ツョンソン言明は「南北両ベ トナムを中立化する考えはよいが， ドゴーノレ提案は

北からの脅威をそのままに事実上南ベトナムだけを中立化するように見える」とい

うものであるo この言明の背後に米国が具体的な案をもっているのか，関係国と交

渉する用意があるのかは不明だが，ホヲイトハウスはヅョンソン言明の影響を恐れ，

1時間後に字句修正や解説を試みているところからみて，どの程度本気なのか，秘

衝を隠そうとしているのか，記者団の聞でも判断が一定してない。

ホワイトハウスは，ツョンゾン大統領がドゴール案について，はじめ「私が了解

する限りでは」といったのを「事実上Jと直し，さらにジョンソン大統領の真意に

ついてうぎのように述べた。

。ヅョンソン大統領はドゴーJレ案の解釈で、東南アジア諸国に不安が起っている

ので，この点，米国の態度を明らかにする必要を感じた。

o ドゴール大統領の言明は米軍の南ベ トナムからの撤退を意味しているが，米

国はそのようなことを考えていない。

。ジョンソン大統領は，南ベトナムが中立化されはしまいかという南ベトナム

国民の懸念に関心を寄せているム

。 ドゴーJレ案に対する米国の答えは，具体的な検討をまって行なうが，東南ア

ジア中立化のドゴール呼びかけは問題にはならない。

これらの点は，南北双方の中立化そのものについて直接ふれず，大統領の発言を

基本的に訂正するわけにはいかないが，もみ消しにかかろうといった印象さえ与え

ている。ドゴール大統領が考えている具体的な中立化手段は，ワシントンでもはっ

きりしないが，南ベトナム中立化後，北ベトナムと統ーして，あわせて中立化い

これをカンボジア，ラオスとあわせてインドシナ全部を中立地帯にするというのが

定説になっている。

順序として南ベトナム中立化が先になっているが，南北とも同時に中立化すると

いう案が，ヅョンソン大統領の主張するようにドゴ－Jレ案ときして矛盾するとは思

えない。米軍を撤退させる意思はないとホワイトハウスはいうが，南北とも中立化
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する時には当然撤退すべきでこのあたりもおかしい。

米国の大統領の発言として額面どおり受けとるべきであろうが，ホ ワイトハウス

の説明が混乱状態だけに，失言のにおいも濃く，記者団はきわめて奇異な感に打た

れているO した．がって，米政府の方針を知るにはなお事態の発展を見守る必要があ

ろうが，米首脳の頭のなかで中立化案が捨てられていないことを示唆した重大な発

言であることは間違いない。

V米国務省は1日，南ベトナム新政権を事実上原認する次のような声明を発表し

た。

南ベトナム外務省は 1月31日，サイゴンの米大使館に覚え書きを送り， Nguyen

Khanh将軍がDuongvan Minh少将に代わり軍事革命委議長になったことを伝

えるとともに，軍事革命委は南ベトナムの国際的義務を守ることを明らかにした。

米大使館はこの覚え書きを公式に認める覚え書きを送ったO 米国は南ベトナム政

府の新しい指導者との関係を継続しているので承認問題は起こらない。

’サイゴンの日本当局筋は l日， 「南ベ トナム新政権は対仏関係悪化Iこ伴い，フ

ランス援助の肩代わりに日本の援助をますます期待している。日本の援助に依存す

るいろいろな建設計画も新政権が引き継ぎ具体化を進めることになろうJと活ったO

同筋が明らかにした南ベトナム政府の計画は次の通り。

①サイゴン西南方，メコン川の橋〈フランスからの援助金を他に流用したため

新たに日本援助を求めて行なう希望〉 ②レーヨン ・プラント（三菱と旭化成両社

が関係している〉①砂糖工場（フランース援助に代わるもの〉④製紙工場。

2月2日

V ニューヨ ーク・タイムス紙は2日の社説で南ベトナム問題を取上げ，米国も話

合いに応ずる用意のあることを示すべきであると次のように論じた。

南ベトナムでいま念、を要するのは，箪事的にも政治的にも不利な流れの向きを

変えることである。しかし，同時に，われわれの同盟国やアジアの中立主議諸国，

の唱える平和確立の提案について検討しなければならないc 新たな軍事的努力と

ともに思い切った外交を展開すれば，南ベトナムでの戦いに新たな見通しが開け

るかもしれない。

われわれは，戦うと同時に突渉にも応ずる；告し思のあることを示して，アジアお

よび自由世界の支持を集めるよう努力しなければならない。

2月3日
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南ベトナム

Vベトコン（民族解放戦線〉兵4人が 3日早朝，サイゴン東北 416キロのコント

ム市にある米軍宿舎構内に侵入，手投げ弾で米軍将校1人を負傷させた。ベトコン

側は2人が射殺され，他の2人は逃走した。ベトコンが米軍宿舎を襲撃したのはこ

れが初めて。

V米政府当局者はドゴール仏大統領が東南アツア中立条約を提唱したことが何を

意味するか，何をする考えであるかについて近日中にパリから説明を求めるようで

あるO ドゴール大統領の中共承認とならんで，この中立化案はワシントンの政府最

高レベノレの聞で、深い憂慮の源となっている。これらフランスの動きが極東，とくに

1万5000の米軍を置いている南ベトナムにどう響くか，ジョンソン大統領，米指導

者たちを悩ませている。

（注〉 ワジントン3日AP田共同。

V英外務省スポークスマンは3日，英国は南ベ トナムの新政権を承認したと発表

した。

V南ベトナム軍事革命委員会の DoMau将軍（情報相〉は3日，情報省、の執務

室で毎日新聞記者と単独会見し，グエン ・カーン革命委議長がクーデタ ーを起こし

た理由，ジョンソン米大統領のベトナム中立問題についての声明，対仏関係の見通し

などについて「フランスをベトコン〈ベトナム共産党〉と同じ敵Jというはげしいこ

とばを使い，フランスに対するはげしい敵意をみせた。談話の要旨はつぎのとおり。

クーデターは寧事革命委員会の内部で，ある人がドゴール・フランス大統領の

中立化構想、に応じて，ますこ第一線のはげしい戦争にもかかわらず享楽にふけって

いるので、行なわれた。われわれは中立を支持する空気が強くなったとは考えてい

ない。声明は， われわれの行動が正しかったこ とを証明するものであり， 北ベト

ナムが中立化されないかぎり南ベトナムだけが中立化されることはありえない。

われわれの今後の活動の重点は仏教，ホアハオ，カオダイの宗教団体，各反共政

党と団結して農民に向けられるので，対ベトコン戦も必ず成功する。これがドゴ

ーJレ大統領に対する回答になるだろう。もしフランスがかれわれに困難を与えつ

づけけるなら，われわれはベ トコ ンに対すると同じように敵として対処する。経

済関係を断つことを考慮しているが，その場合には，日本との貿易が増大するも

のと思う。

2：月 4日

, M. Nguyen ton Hoan氏は10年間の亡命生活に終止符をうち，4日パリより

エール ・フラ ンス機で帰国した。

司。
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インドシナ

’4日サイゴンでは約1000の学生がデモを行ない「共産主義者， 中立主義者の陰

謀を粉砕し，国民のすべての力を動員するために，有効な手段をとるよう」要求し

た。スローガンの中には Duongvan Minhの留任を要求したものが人目をひいたo

yアメリカ農務省、はこの程ベトナムにたいして， 154万5000ド‘ル相当の小麦粉の

購入許可を与えた。これはP.L.480の第1章にもとづき，1月9日調印の協定を実

施したものである。この金額で 1万8000トンの袋入り小麦粉が購入され， 2月4日

より 6月30日までの期間に受け渡される予定であるo

’3日のモスクワ放送は「キプロス，パナマ，南ベトナムでの米国の武力干渉計

画は民族解放運動打倒という一定の政治方針をもった“宣戦布告なき戦争”の政策

で戦争の最大の原因の一つになっている」と非難したO

（注〉 ソビエト ・ニュース東京 4日

Vサイゴンで4日約ゆ00人のベ トナム大学生が，クーデターで追放された Duong

van Minh少将支持のデモを行なった。学生たちは 「新統治者の NguyenKhonh将軍

に反対するわけではないが，彼の統治能力は不明だ」と述べている。

〈注〉 サイゴン 4日発Up I z 共同。

2月 5日

, Nguy en Khanh 1有ベトナム軍事革命委員会議長は5.日朝，ニューヨークで放送

さたCB Sテレビの録画記者会見で「南北ベ トナムの中立化の可能性についてのジ

ョンソン米大統領の発言は興味ある見解で，慎重に検討する価値がある」と諮り，

さらに次のように述べたの

南北ベトナムの中立化について話合いを始める前に，共産主議者が全部南ベト

ナムから引揚げなければならないことを強調したい。ドゴーjレ仏大統領が示唆し

た南ベトナムの中立化は不公正であり，命をささげたわれわれの仲間に対する裏

切り行為であるO 米・南ベトナム関係は良好であり，両国とも共産主義者に対す

る戦を促進する点で一致している。

（注〉 New York 5日発＝AP。

, Nguyen Khanh将軍はS目午後以下の人々と会見した。

MM. Luong trong TuonιLam thanh Nguyen, Nguyen giac Ngo将軍から

なる Hoa-Haoの代表団。

Cao Dai:のMM.Nguyen thanh Phuong，ベトナム国民革命戦線（Frontnational 

revolutionnaire du Viet-Nam）議長 Pham huy Co, C. V. T. C.議長 Tranquoc 

Buu氏とそれぞれ別個に会談した。
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南ベトナム

V仏外務省スポークスマンは5日「フランスは南ベトナムの新政権を承認してい

るJと述べた。これによると，窓認はサイゴン駐在のフリュシュ仏代理大使が 1日，

新政権のグエン ・カーン軍事革命委員会議長の招きで同議長を訪問したさい行なわ

れずこo

（注〉 パり， ロイタ 一目安全同。

Vサイゴン南方約 100キロのベトコン（解放民族戦線〉ゲリラの拠点，タンプー

島にたいし， 1月17日から2300の南ベトナム政府軍を動員， 20日間にわたり続行さ

れたヘリコプタ一部隊による空前の大規模作戦は5日，次の人員，兵器に多大の損

害を出し失敗に終わった。

マ戦死＝米軍乗員6，英軍観戦武官l，南ベトナム政府軍20, V負傷＝米軍5' 

政府軍39，マ損害＝ヘリコプター 2機。

なお政府軍部隊の発表ではゲリラ側に与えた損害は戦死70，捕虜 102，ほかに疑

わしい住民413人を捕えたという。

2月6日

V箪事革命委員会議長 NguyenKhanh将軍は6日，ゴ政権下に1955年以来拘留

されていた政治犯を自由にしたと発表した。

おもな釈放者次のとおり。

M. Tran van An (Nguyen van Xuan政府の情報相〉

M. Nguyen huu Thuan (Tran van Huu政府の外相〉

Nguyen van Thanh元将軍〈カオダイ教〉

MM. Nguyen van Phuoc 

Nguyen thien Phuong 

Nguyen van Hon 

M. Le van Phuoc 

〈注〉 終身刑の Levan Phuoc民の｛也はすべてゴ政権によって死刑を主告されて

いた。これらの政治犯は昨年11月のクーデターにより PouloCondorからサイ

ブンに移されていたものである。

V南ベ トナム政府軍の駐とん地に 6日共産ゲリラの大規模な襲撃が加えられたと

伝えられる。共産側は大隊程度の兵力であった。

アメリカ筋が伝えるところによると，サイゴン南方の町フィミが1個大隊の共産

ゲリラにじゅうりんされたほか，メコン川デJレタ地帯の政府軍前進基地も別のベ ト

コン部隊に襲われ，間基地に向かった政府軍放援部隊までも事実上一掃されてしま
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つずこ。

南ベトナム各地でヰこれらのほかにも共産ゲリラによる襲撃が伝えられている

が，いずれも最近のク｝デターへの反応が急速に現われていることを示すものであ

る。さる30日りクーデター以米，共崖側の“解放戦線”放送Vt，政府軍施設への攻

繋を開始するようゲリラ分子！こ呼びかけていた。

2月7日

中共を訪問していたフランスのフランソワ ・ベナーJレ氏（元閣僚〉を団長とする

経済 ・文化関係議員団一行は7円，北ベトナム政府閣僚らの歓迎をうけてハノイに

はいった。 一行は12円までハノイに滞拒，阿国の産業施設の巡回や産業指導者との

話し合いが予定されている。

〈注〉 ハノイ 7日AF P。

, Ben-Cui：こある S.I. P. H.プランテーションの支配人 M.Richard de Hea-

ulmeが7日ベ トコンより釈放された。同氏は先月 8日ベトコンに投致されていた。

〈注〉 S. I. P. H. (Soiete Indochinoise des Plantations d'Hev白s）はベトナム

でゾヒ淳：串：第 2ts'，：のプランテーツョンである。

’南ベトナムの車部筋が7日語ったところによると，約1000人のベトコン・ゲリ

ラ部隊が6日未明サイゴン西北約80キロのカンボジア国境近くにあるこつのij攻略村

に攻撃をかけ， 19時間の激戦のすえ両部落を占領した。この戦闘で南ベトナム政府

軍は死者 114，負傷32の被害を出し村民多数が死傷した。

V米閣のノーベル化学，平和両賞受賞者ライナス ・ポーリング博土は7日，米カ

ノレフォJレニア工科・大学の学生自治会で演説，南ベトナムの農業地帯で作物を枯らす

磁薬を使用していることを警告して次のようtこ述べた。

米国は南ベトナムの農業地帯で対ベトナム作戦のために毒薬を使用している。

これはたぶん同地帯の農民がベトコンに食糧を補給しているために，穀物を破壊

し，農民を戦略村にはいらせようとするためであろうが，それでは農民を不必要

に戦いの中；こまき込むことになるO

2月88

V ベトナム ・日本協会の発表によれば， 63年度学期に， 60人の聴講生（中級40

人，初級20人〉が同協会本部での4ヵ月の日本詩学習を終了した。

V軍事革命委員会は8日新政権の陣容を次のように発表した。

Che千del'Etat: 
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南ベトナム

General DUONG VAN MINH 

President du Conseil : 

General NGUYEN KHANH 

Vice-presidents : 

-Charge des Aff aires de Paci抗cation: Dr NGUYEN TON HOAN 

-Charge des Affaires economiques et flnancieres: 

Pr. NGUYEN XUAN OANH 

-Charge des Affaires culturelles et sociales: General DO MAU 

Ministre d’Etot: 

Dr LE VAN ROACH 

Ministres: 

-Affaires etrangeres: Dr PHAN HUY QUAT 

-Interieur: M. HA THUC KY 

-Travaux Publics : M. TRAN NGOC OANH 

一－Educationnationale : Pr. BUI TUONG HU AN 

-D毛fensenationale : General TRAN THlEN KHIEM 

-Affaires rurales : M. NGUYEN CONG HAU 

-Sante publique: Dr VUONG QUANG TRUONG 

-Travail : M. DAM SY HIEN 

-Information : M. PHAM THAI 

-Finances: Pr. NGUYEN XUAN OANH (temporairement) 

-Economie: M. AU TRUONG THANH 

-Justice: M. NGUYEN VAN MAU 

Seer針。iresd’Etot : 

-Affaires sociales: P. TRAN QUANG THUAN 

-Presidence du conseil: Me NGH[EM XUAN HONG 

' 8日成立した南ベトナム新内閣の特徴は，グエン ・カーン首相を除いて閣内の

勢力が将官数人と大越（ダイベト）党首脳部数人とに分割されていることである。

大越党出身の閣僚はグエン ・トンホアン副首相，ファンフイクアト外相，ハ・トク

キ内相，フ ァム・タイ情報相らである。

大越党は発足当初から反共， フランス植民地主義反対の立場をと り， とくに初期

には北部ベトナムに勢力が集中，現在の党指導者にも北部出身者が多い。1951年p

- 57一 一（45）ー



インドシナ

当時のフランス当局は同党を非合法と宣言，その後同党は，指導者でこんど副肯相

となったグエン ・トンホアレ博士らを中心に地下活動を続けてきた。

グエン ・カーン首相は，新内閣は南北双方の出身者，各種分派，宗教関係の指導

者らを含めた「民族連合政府Jと呼んでいるがp 政党勢力の代表としては， 乙の大

越党だけが入閣しているわけである。

V グエン ・カーン将軍を首班とする南ベトナム新内閣が無血クーデタ ーから10日

目の8日に生まれた。結論を先にいえば，こんどの新内閣の顔ぶれや性格からして

南ベトナム政情は今後さらにクーデターなどの危険をはらむ複雑で不安定な状態を

続けることになろう。

このような観測理由の第一Aにあげられるのは，クーデターいらい国民の聞ではグ

エン ・カーン将軍の人気が決してよくないこと，それだからこそ英雄的な人気のあ

るドン ・パンミ ン将軍を絶えずなんらかの形でかつぐ必要があった。

さらに国民が求め，まだグエン将軍も公約していた「国民統一政府」とそれを率

いる強い民間人の首相が選ばれなかったく組閣構想中に学生はこの点を強調したデ

モを展開していたほどだ〉 一ーの 2点で、ある。グエン将軍が自ら首相になる可能性

をすでにクーデター翌日の記者会見でほのめかしていたことにたいし，世論は敏感

に反応，グエン将軍も各政党の協力による組閣の線を進めざるをえなかった。

数多くの下馬詳の中で，最も呼び声の高かったのは，ゴ政権に反対しながら亡命

生活から帰国した大越（ダイベト〉党の指導者クeエン ・トンホアン氏だった。

しかしクφエン・トンホアン氏をはじめ，カオダイ教，ホアハオ教などを含めての

政界，宗教界の指導者たちとの連日にわたる交渉も， ついに待望の挙国一致内閣実

現に失敗した形に終わった。

失敗の理由について消息筋は，①カ トリックのグエン ・トンホアン氏に仏教徒側

が反対した，②長い亡命生活者の感覚のズレというグエン氏個人にかんする感情的

理由のほかに，さらに重要なものとして，ゴ政権の長い圧制のなかで真の政党が育

成されず，本格的政治活動に慣れていなし、。グエン将軍の軍事革命委と新内閣の関

係調整に困難があった（グエン ・トンホアン氏らは新内閣の権限拡大を強く要望し

ていたという〉 ー一ーの2点を指摘している。

結局新内閣はグエン将軍を首班とし，その下に政治家のグエン ・トンホアン氏，

緊急、視されている経済再建の担い手として銀行家グエン ・スアンオアン氏，それに

実力者の1人， ド・マウ代将（前情報相〉の3人を副首相に据え，グエン将軍のお

もな支持者チャン ・チェンキエム少将が国紡柑になっていることが注目される。
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・このように民間人による挙国一致内閣ができなかったことについて，学生をはじ

め国民がどのような反応を示すか。また民族主義的傾向の中堅将校たちが今後のベ

トコン作戦や，外部からの外交攻勢などによる複雑な環境にある新軍事革命委の態

度，行動にどのような動きをみせるか，さらにそれぞれの思惑をいだく政治，宗教

団体がどう出るかも注目され，こんどの新内閣成立は決て明るさをもたらしたとは

いえないようだ。

（注） シンガポーノレ8日共同。

V南ベトナム新内閣の誕生についてサイゴンの米当局者は一般に楽観的な見方を

とっており，新政権が効果的な施政を進めるとともに，対ベトコン作戦を再び軌道

に乗せることができようとみている。

しかし抱の一部アメリカ筋によれば，南ベトナムは今後なお相当の長期間にわた

り行政面の混乱を続け，これによってベトコンがさらに大きな戦果を収めようとさ

れているo一当局者にいたっては「もし新内閣が早急に使命を果たさないかぎり，

次にくるものはベトコンの首相による南ベトナム内閣になるかもしれない」と極言

していた。

V当地の情－報機関筋が8日発表したところによると，ベトコン（南ベトナム共産

分子〉は先月 1日いらい当地在留米人に対する全面的なテロ工作を進めるため各地

方から破壊工作と暗殺の工作分子をサイゴンに潜入させているO 国家警察当局によ

ると，ベトコンはロッツ大使はじめその他のアメリカ要人を暗殺する計画を積極的

に進めているといわれ，アメリカ要人に対する護衛も最近では強化されている。こ

としはこれまでになくサイゴンでは手投げ弾，爆弾事件がひんぱんに起こっており，

先週末米兵ひとりが殺され，また7日夜にはパーの爆弾事件で米兵6人が負傷し，

ベトナム人5人が殺されている。

Vサイゴンの米軍スポークスマンは8日p カンボツア国境8キロのところにある

戦略村ベンカウでさる 6日行なわれたベトコン掃討戦の結果を発表したが，この戦

闘で政府軍は最悪の敗北を喫したようである。発表によるとこの攻撃で政府軍94人

が死亡， 32人が負傷したが，非公式報道はさらにベトコン掃討のため政府軍が行な

った砲繋，爆撃で約200人の村民が死傷したと伝えている。これに対し政府軍部隊

が翌朝見いだしたベトコン軍の死体はわずか5つである。

2月 夕日

Vサイゴン空港に近い米軍専用のパーシング野球場で9日夜，米兵がソフトポー

Jレの試合中，ベトコン（共産ゲリラ〉の仕掛けた爆弾2発が爆発，米兵2人が死亡
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し，家族ら18人が負傷した。負傷者のなかには婦人4人，少女1人が含まれている。

爆弾は客席の下に60メート Jレの間隔で、仕掛けられた模様で， 1塁側観客席が完全に

！吹っ飛んだ。

’モスクワでの報道によると，モスクワ訪問中のプレステス書記長以下のブラ U

Jレ共産党代表団は，フルシチョフ首相らソ連側首脳との会談で，中・ソ論争でソ連

側を支持したことが明らかにされ，またモスク ワ訪問中のレ ・ツュアン第一書記ら

北ベトナム共産党代表団もソ連支持の色彩をこくした模様である。

ソ連紙によると， 「共産主義運動を内側から割ろうとする企てとの闘争で，ソ連，

ブラ YJレ両．党の見解は完全に一致した」と報ぜられ，またブラジjレ共産党はすで、に

党内の “教条主義者”追放を断行したと諮ったという。

一方， 北ベトナム共産党~i，これまで中共側に傾いているとみられていたが 7 日

行われたソ連首脳との会見で「57年と60年の世界共産党会議で採択された決議，声

明を基盤に両党の結びつきを深めるとの点でソ連側と見解が一致した」と発表し

た。

これは各国共産党がソ連支持を表明するさいしばしば使われる方式で，北ベトナ

ム共産党があいまいな表現でソ連支持を表明したものとみられているO

この両党のソ連支持表明は，中ソ論争の動向を決めるカギがアツア，中南米諸国

共産党の態度にあるとされ，しかも両党が各地域の共産党の間で主要な地位を占め

ていることから注目を号｜いている。

（注〉 モスクワ 9日発 NewYork Times。

V イギリスのノーベJレ賞受賞哲学者パー トランド ・ラッセJレ卿は9日付けのオブ

ザーパー紙に投書「アメリカがベトナムで毒ガスや化学兵器を使用， 住民多数に被

害を与えている証拠がある。私は国際機関が調査することが必要と考える」との見

解を明らかにしたO

なお同紙はこの投書にって「ラッセJレ卿の趣旨は明らかに“ランチ・ハンド作戦”

つまり ベト コン・ゲリラの潜伏場所を奪．うため米軍機からジヤンクソレの樹木の葉を

枯らす薬品を散布することをさしている」と論評している。

2月 108 

V南ベトナム解放通信の報道によると，南ベトナム政府軍から 107人が昨年末脱

走， 一部は解放軍巳加わった。

（注〉 ハノイ発＝新華社。

’南ベトナム解放通信によると南ベ トナム解放民族戦線中央委員会は，南ベ トナ
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ムの愛国諸勢力は民族解放闘争に参加するため，まず （1）米国が戦争を中止し，す

べての軍隊，兵器，戦争遂行施設を南ベトナムから引き揚げさせる （2）南ベトナム

の平和，－中立，独立を基礎にし，南ベトナム人民が国内紛争をその国家的利益を最

優先に取り扱うという原則に基づいて南ベトナムの各政党，各勢力が合理的な解決

方法をみつけるため話し合う一一ことを提案，またドゴール仏大統領の提唱した考

え方は検討に値すると述べた。

〈注〉 ハノイ10日新華社＝共同。

' 10日のモスクワ放送によると，北ベトナム労働党代表団の団長として訪ソ中の

レ・ジュアン同党第一書記は，このほど行われたモスクワの大学で学んでいるベト

ナム入学生との会合であいさつし「社会主義陣営と世界共産主義運動の統ーを強化

し，マルクス ・レーニン主義およびプロレタリア国際主義の原則に基づいてソ連共

産党とベ トナム労働党友好，団結を強化しなければならない」と強調した。

同第一書記はまた民族出身の専門家を養成するうえで北ベトナムに大きな援助を

与えているソ連国民に深く感謝した。

2月 11日

, Ho chi Minh北ベトナム大統領は11日，ハノイ訪問中のフランス議員団代表の

Franc;:ois Benard氏と約 1時間にわたって会見し，国際問題とくにアジア問題につ

いて意見を交換した。その・際カンボジア問題について， Ho大統領は 「フランスの

同国への援助は東南アジアにおける平和に貢献するだろうJと諮った。

（注〉 ハノイ12日発AF P。

2月 12日

T 12日東京で聞いたハノイ放送によると， 北ベトナム労働党〈共産党〉機関紙

「Nhandan（人民〉」は同日の論説で「北ベ トナム人民はわが国の中立化を絶対に認

めない」と述べた。これはさきにジヲンソン米大統領が南北両ベトナムの中立化に

よるインドシナ問題の解決を米国が受入れるかもしれないと示唆したことについて

行なわれたもので「北ベトナムは南ベトナムの中立化なら認めることができる」と

している。

一方， 北ベトナム外務省は12日声明を発表，中立化問題には触れなかったが，南

ベトナムに全面的援助を続けるとのジョンソン大統領の決定を非難して次のように

のベた。

ベトナム民主共和国政府は，米国は1954年のツュネーブ協定を尊重し，南ベト
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ナムから軍隊，軍事顧問，軍需資材を引きあげて，南ベトナム自身に問題の処理

を許さねばならないと考える。これこそ南ベトナム問題の正しい唯一つの解決方

法である。

〈注〉 UP I＝共同，ハノイ13日AF P。

2月 13日

, 13日，陰暦元旦！こNguyenKhonh首相は Gi平原でニつの重要な決定を発表し

た。

1° C. M. R.の拡大。

20 伍畏までの兵卒の俸給を20%引きあげるO

2月 1.4日

Vソ連共産党とベトナム労働党の代表団は， l月31日から 2月10日までモスクワ

で会談した後， 14日大要を次のような共同コミ ュニケを発表したO

われわれは，帝国主義，反動勢力に反対し，民主主義，民族独立の勝利のため，

平和と社会主義のため一つの戦線に立って戦ってきたし，これからも戦うであろ

う。両党はマルクス・レーニン主義およびプロ レタリ ア国際主義の原則に基づき，

社会主義陣営と国際共産主義運動の団結のため引続き戦う。われわれはソ連とベ

トナムの友好を両国人民の偉大な成果として守り増進する。

（注〉 モスクワ15日発タス。

2月 15日

V南ベトナム軍事筋が15日語ったところによると NguyenKhanh同国首相をダ

ナンに迎えに行った空軍機が14日行くえ不明とな り， 15日午後から大規模な空から

の捜索が始まった。同筋によると，行くえ不明機はゴ ・：／ンツエム大統領の愛用機

で，クーデター後軍事革命委員会の高官が使っていた。

南ベトナム軍スポークスマンは14日 「C47型ダコタ機がサイゴンから北へ約600

キロのダナンへ飛行中行くえ不明になった」と発表しただけだった。行くえ不明機

は悪天候と視界不良のため計器着陸を準備中，ダナン南方約40キロの地点で消息を

断ったものだが，捜索軍スポークスマンは破壊行為による墜落で、はないかとの報道

については論評しなかった。

過去数日間， Nguyen Khanh将軍にたいするクーデターが起こるとのうわさが

広く流れており， • 13日からの！日正月中首都サイゴンの警備は増強されているO

行くえ不明機にはおそらく時限爆弾が仕掛けられていたのが，ク。エン・・カーン将
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軍が乗る前に爆発したので、はないかと推測されている。

〈注〉 サイゴン15日発ロイタ｝＝共同O

2月 16日

v軍事革命委員会議長は16日， 2月1日付けの政令で，共産主義または共産主義

に同調する中立主義的イデオロギーを直接的にしろ間接的にしろ実現せんとする個

人，団体，クツレープはいかなる型態をとろうともすべて非合法化することを発表し

たO

（注） I サイゴンVp 。

, 16日夜サイゴンの映画館“Capitol'＇でプラ スチック爆弾が破裂し，アメリ カ人

3人が死亡し 49人が負傷した。負傷者の大部分はアメリカ人である。

, Peter Thomas英外相は「若し北ベトナムの共産主義者の援助を受けている南

ベトナムのベトコンの活動が止むなら，この地域に平和をもたらす機会があるだろ

う。これこそわが政府が試みようと努力しているところのものである」と語った。

（注〉 これは労働党議員 M.Wiliam Warbey氏が，中立化提案を検討するため，

ベトナムに関して再度ジュネープ会議を招集するよう英政府に勧告したのに答

えたものである。

2月 17日

’サイゴンのフランス人消息筋によれば， laRadio-Television fran i;aiseのベト

ナム特派員 GeogesPenchenier氏はこの週末にベトコンによ って捕えられた模様

である。同氏は12日ラオスの Vientianeに着き，15日サイゴンの東方80キロ Xuan-

Loe地方にあるゴム閣を訪問ののち，15日午後 Bariaへ向けて 1人で出発した。消

息筋によれば Xuan-Loeと Bariaを結ぶ国道上で捕えられた模様である。

〈注〉 Penchenier氏が行こうとしていたゴム閣の支配人 MarcEsteneは夫人と

ともに去る 2月8日にベトコンによ って投致された。

V米国務省スポークスマン，フィリプ氏は17日の記者会見で「サイゴンで最近激

化しているべトコンの在留米人にずこいするテロ活動は共産主義者の攻撃から南ベト

ナムを守ろうとする米国の決意を強めるだけだ。米政府は在留米人にたいするテロ

活動の激化のために，米人引き揚げを行なうようなことは計画していない」と諮っ

た。

T 17日夜サイゴンで再び米軍将校宅のへイに仕掛けられたあやしい包みを調査し

ていた米軍治安維持班に向かつてべトコンが手投げ弾を投げ込み，米軍将校 1人が
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軽傷を負ったc

事件は同日 1米人将校が自宅のへイに結びつけてあったあやしい包みに円をと

め，米軍治安本部に電話で急報した。岡本部から2人の係り官が車で同将校宅に急

派され，爆弾調査班の到着を待っているところに手製の手投げ弾が車内に投げこま

れたもの。調査の結果で、は爆弾にみせかけたあやしい包みには“ぶどう”しかはい

っていなかった。

なお未確認情報によるとベトコンは「 1自に2人のアメリカ人」と書いた印刷物

を配布しているといわれている。

T 17日明らかになったところによると，南ベトナム駐留米箪司令部はベ トコンの

テロを防止するため，特別治安班を設置することを決定した。治安班は米軍人およ

び家族の使用する各種施設を警芸術する。

2月 18日

T 18日明らかにされたところによると，マクナマラ米国防長官は去る 4日の下院

軍事委員会で，南ベトナムの戦況がうまくいかなくても1965年末まで南ベトナム駐

留米軍の大半を引きあげる計画を変えるつもりはないと証言した。同長官は昨年秋

いらいの南ベトナム情勢はこの計画についての決心を変えさせていないと言明 し

た。

（件．〉 ワシントン18日AP＝共同O

V南ベトナム解放通信がこのほど報じたところによると，昨年11月の南ベトナム

軍部のクーデターいらい，南ベトナムの7州で 1000人近くの南ベトナム軍兵土や

“戦闘青年n が軍を離れ南ベトナム解放戦線に加わるか，自分の故郷に帰った。

〈注〉 ハノイ発新華社＝共同O

V南ベトナムの解放放送局は18日夜，あらゆるベトナム人および米国人以外の外

国人にたいし，米国人の集まっているところや事務所，邸宅に近づかないよう警告，

米国人の近くにいるものは殺されてもその責任は本人が負うべ主であると述べた。

米当局者はこの放送をサイゴンにいる米国人をおどし，テロの心理的効果を高めよ

うとするものだとみている。 2月1日いらいテロ爆弾で米人6人が死亡， 87人が負

傷している。

くをt.）ーサイゴン19日APo 

2月 19日

V経済省は最近のコミュニケの中で，自動車付属部品とくにづランスよりのタク
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シーの付属部品輸入のライセンスを今後も発行し；続けると発表したO したがって，

自動車の付属部品の輸入業者はフランスから付属部品を輸入するために，すでに割

り当てを受けている外国為替割り当てを今後も使用できる。

Vプレイクの Leservice de la Cooperation et du Credit agricoleは1963年中

に，ブレイク州の2787人の農業経常者に総額523万3450ピアストルの貸付・けを行な

っ7こO

V サイゴンの米当局者は，最近続発している米人へのテロ事件は 1月に開かれた

南ベトナム民族解放戦線（ベトコン〉第2回大会の決定によるもので、はないかとみ

ている。

「1月 1日から 8日にかけてサイゴン東北約 100キロのタィニンに 150人の指導

者を集めて開かれたといわれる同秘密大会では， （1）米帝国主義者を南ベトナムか

ら追い払い戦争を終わらせる， （2）ベトナムに平和と中立をもたらす合理的解決策

を見いだすため，全党派による交渉を実現する一一の2項を当面の主要目標として

掲げ，米国人との戦いが初めて大会議題の筆頭に押し出されたわけである。

同大会ではまた軍事指導者チャン・ナムチュン氏を新設の 「解放軍および人民軍

を代表するJ幹部会副議長 （国防相に担当）に指名した。

大会での基調報告は 「解放地区の拡大，人民の戦いの発展，民族連合戦線の拡大

にとって，今日ほど見通しの明るい時期はないとJ述べた。また別の報告は次のよ

うな事実を指摘した。

。過去3年間に米兵1455人を含め政府軍は25万2300人の死者を出した。また政

府軍飛行機865機が撃墜され，兵器3万｛聞が捕獲された。

。これらの勝利は，ヘリコプターを中心とする政府軍空輸戦術の撃破に成功し

たことからもたらされた。この勝－利は敵軍が空輸戦術を全作戦のパックボーンと

みなしていることから重大な意義を持つQ

。南ベトナムは4主要都市を含め，すでに全土の3分の 2が解放されているo

なおこの大会でグエン ．・ブート議長が再選されたほか，新たにトン ・パ ・フォン

ロン氏が副議長（仏教代表〉にフュン ・タンファット氏が書記長に指名されたO

（注〉 サイゴン19日AP。政府軍，米軍に与えた禍害についての数字には疑問が

あるo

vベトナム政府は19日，前日の閣議で承認された決定事項として次の諸点を発表

しTニ。

1. “誠実な野党”の結成を許可する。各野党は新聞の発行を許される（中立

F』
1υ

FO
 

一（ 53 )-



インドシナ

主義や共産主義に加担する野党組織は認められない〉

2. 地方長官クラスから首相に歪る高級官吏の汚職には死刑または終身刑を課

す。

3. ゴ政権時代の報道ぶりにかんがみ，サイゴンで発行されている六つの新聞

を発行禁止にするほか，他の7紙に発行停止を命じる。

（注〉 サイゴン発＝AP。

V米民主党のマンスフィールド上院院内総務は19日上院で 「ドゴール仏大統領の

ベトナム中立化提寮を検討すべきだ」と次のように述べたc

ベトナム中立化実現の可能性はきわめてむずかしいかもしれないがp その可能

性をはじめからしりぞけるべきではない。ドゴール大統領の中共承認は“悲劇的

なあやまち”だと思う。しかしベトナムおよび東南アジア全域にわたる絶えざる

動揺と不安に対処する新たな方策を見いだすためにドゴーJレ大統領は歴史に学

び，ステーツマンシップを発揮した。最近南ベトナムで政権を握った軍事政府が

同国を悩ましている危険な問題に終lト．符を打つことができるかどうか疑問であ

る。

米国は“ベトナムの戦争”を米間人の生命を犠牲にして行なわれる“米国人の

戦争”に転換する危険のせとぎわにあまりにも長くしがみついてぎた。いまのと

ころこれを米国の戦争に転換することを正当化するに足りるだけの国家的利害は

存在しない。

（注〉 ワシン トン19日AP。

V南ベトナムの NguyenKhanh首相（・:t..19日記者会見で，カンボジア国境付近で

クーデタ一計画があるとのうわさを取り合わず「私は生命の危険を恐れないJとだ

け述べた。しかしサイゴンの観測筋の間では，同首相が政府転擁計画を未然に防止

するため厳戒措置をとっている事実を指摘している。

, Nguyen Khanh首相は19日， 17日副首相の権限を規定する法令に署名したと

発表した。この法令によれば， 3名の副首相は各省、の活動の調整，監督，相互連絡

に当り，また首相に各計画を提出することになっている。

(1）“融和担当”副首相（Leviceprおidentcharge de la_ Pacification) 

内務省、 Ministerede 1’Int紅白ur

国防省 Ministerede la Defense 

公共事業・電気通信省、 Ministeredes Travaux publics et Communications 

地方省 Ministeredes Affaires rurales 
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情報省 Ministerede l’Information 

青年及びスポーツ特別委員会

Commissariat apecial a la J eunesse et aux Sports 

新地方生活委員会 Commissariata la Nouvelle Vie rurale 

(2) “経済・財政担当”副首相（Levice-president charge des Aff aires econo-

miques et五nancieres）は次の各省、の活動を調整する。

経済省 Ministerede l'Economie nationale 

大蔵省 Ministeredes Financ白

(3) “文化・社会問題担当川副首相（Le vicepresident charge des Affaires 

culturelles et Sociales）は，次の各省、の活動を調整する。

国民教育省 Ministerede l’Education nationale 

保健省 Ministerede la Sante 

労働省 Ministeredes Travail 

社会福祉国家委員会 Secretariatd’Etat a l’Action sociale 

2月20日

’サイゴンに到着したフェルト米太平洋軍司令官は20日，商ベトナムの Nguyen

Khanh首相， Duongvan Minh元首， Tranthien Khiem国防相とそれぞれ別個

に会談した。この会談にはロッジ米大使，ハーキンス商ベトナム駐留米軍司令官も

出席したo

vワシン トンで20日明らかにされたところによると，ジョンソン米大統領は21日，

カリフォ Jレニア州パームスプリングスで，ロペス ・マテオス・メキシコ大統領と会

談したのち，同地のカルフォ Jレニア大学〈ロサンゼルス〉で2人そろって演説する。

ジョンソンソン大統領の演説は外交政策に関する重要演説で，とくに南ベトナムに

対する米国の最新の政策を明らかfζするものとみられる。

ジョンソン大統領とその補佐官たちは過去数週間，ベトコンとの戦争における南

ベトナム政府軍の体制を建て直すのに，どのような措置をとったらよいかに注意を

払ってきた。

ワシントンの一部観測筋は，ヅョンソン大統領が“生涯で最も重大な決定”を迫

られていると述べてきた。

一般に米国では対ベトコン戦がうまくいっていないと考えられており，こうした

情勢のもとで政府は，①南ベトナム駐留米軍の増強，②米軍の直接介入，③ベトコ

ンを支援する北ベトナムに対する報復ーーなどの措置をとるべきかどうかを検討中
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といわれる。

〈注〉 ワシントン20日ロイター＝共同O

2月21日

’ツョンソ ン米大統領は21日ロペス ・マテオス・メキシコ大統領とともにロサン

ゼJレスのカノレフォノレニア大学でアメリ カの外交政策に関する演説をし，南ベトナム

問題についてつぎのようにのべた。

われわれの不変の同標，われわれの不動の目的，われわれの迷うことのない政

策は，平和への希望を強化するー切のことを行なうことであるO 今日のわが外交

政策においては， 自己満足に陥ったり恐れおののいたりする余地はない。世界は

小さくなり， そうぞう しく なっている。日ごとに新たな挑戦がホワイト ・ハウス

のとびらをたたく。

南ベトナムでは，外部の敵に指導され， 支援された恐怖と暴力がただ平和に生

きることのみを求める国民の生命と白白に圧迫を加えている。わが国は十年間に

わたってかれらの自由を支持すると誓約してきたが，われわれはその誓約を守り

続ける。南ベ トナムでいま行なわれている競争は，まず第 1に南ベトナム政府と

その国民が自分たち自身のためにかちとるべき競争であるo しかし2 外部からの

指導や支援に従事している者たちは，このような形の侵略がきわめて危険なゲー

ムであることを十分に記憶しておくほうがよいだろう。

2月228 

V米共和党のニクソン元副大統領は22日， ピオリアでの演説でジョンソン政権の

外交政策を痛烈に批判するとともに，ベトナム問題につきつぎのよ うに提案した。

ベトナムの共産主義者が活動をやめないなら，南ベトナム側に北ベトナム進撃

を許すべきである。

2月23日

V米官辺筋は22日夜，米国が南ベトナム政府軍の特別訓練部隊を援助し，北ベト

ナムに対し“ある種の軍事新作戦”を考慮していることを確認した。消息筋による

と，新作戦は，北ベトナムから南ベトナムに潜入するベトコン ・ゲリラ勢力への援

助を阻止するのが主要目的で，その作戦のうち，も っとも可能性があるとみられる

のは，南ベトナム政府軍のゲリラ部隊を北ベトナムにはいりこませ，後方かく乱活

動を実施させることであるといわれている。

新作戦には，米軍は参加せず，南ベトナム寧が主体となって北ベトナムの特定目
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標を破壊し，北ベトナムのベトコン援助の根を断ち切るというものである。

すでにこの種の計画を含む一連の新作戦は，南ベトナム駐留の米軍当局と，この

ほどサイゴンを訪れたフェ Jレト米太平洋方面司令長官の間で、詳細に検討されたよう

であり，21日にロサンゼルスで、行ーなわれたジョンソン大統領の北ベトナム，中共へ

の警告演説と密接なつながりがあるのはいうまでもない。

’南ベトナム政府および米軍当局者の一部は北ベトナムへの侵攻計画を支持して

いると伝えられるが，サイゴンではこれに関連しマクナマラ米国防長官が再度南ベ

トナムを訪問すると信じられている。

（注〉 サイゴン23日ロイター＝共同。

2月 25日

V米国ホワイトハウスは25日，ヒルズマン極東担当国務次官補の辞任を発表した。

同氏の辞任は突然のことなのでワシントンに大きな波紋を投げており，政府筋は同

次官補の辞任が学界に帰りたいという本人の意向によるものと説明しているが，ベ

トナム政策についての不満と，ヅョンソン政権の混乱が大きな理由とみる観測がき

わめて有力である。特に前日国務省がベトナム問題についての国務，菌防両省， C

I A （中央情報局） USIA（対外情報宣伝機関〉の調整委員会の設置を明らかに

いいままでハリマン国務次官の補佐官をしていたウィリアム ・サリパン氏を委員

長に任命した直後だけに，一層その疑惑を強めているO

ベトナム問題はいままで国務省ではヒルズマン氏の専管問題であり，これが同氏

の手から離され各省委員会に移されたばかりか，同じ国務省の下僚がこれを担当す

ることになったのは，東南アジアのゲリラ対策の専門家としてベトナム問題に当た

ることを第一の使命と思っていた同氏に対する明らかな不信任であり，一部ではす

でに同氏の動向が取りざたされはじめていた。

しかしヒルズマン次官補の辞任ti:，こんどの委員会設置より前からくすぶってい

た米政府内の見解の対立に端を発する根深いものとする解釈も行なわれている。昨

年9月1日，ゴ・ジンジェム南ベトナム政権を倒した軍部革命に先立ち，ヒノレズマ

ン次官がゴ ・ジンジェム政権の打倒のほか南ベトナムを救う道なしと秘街裏にロッ

ジ駐南ベトナム大使に使令を出し，マクナマラ国防長官と激しい対立を起こしたこ

とは一般に伝えられており，その後もベトコン戦の勝利は南ベトナムの政情安定と

社会改革によるべきだとする「内政改革派」として特に国防当局CI Aと摩擦があ

ったといわれている。

ヒjレズ、マン氏はいま論議の中心になっている北ベトナム侵攻論に対しても，南ベ
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トナムの改革を主張して強く反対していたとされている。

一方，このヒルズマン氏の考え方について，最近の南ベトナムが第2次軍事革命

と戦況の悪化をあげて理想主義に走り過ぎるという非難があったことも確かだ。各

省の調整委員会の設置もヒ Jレズマン氏を源とする政府部内の見解の対立の調整にね

らいがあったともいえるo同氏は国務省入りの前は国会図書館におり，上院議員時

代のケネディ前大統領と親しく，ニュー ・フロンティア ・グループの有力な一員と

目されており，ジョンソン政権になってから必ずしもジョンソン大統領の極東政策

に満足しなかったといううわさもある。

いずれにせよベトナム問題で苦しい決定に追い込まれようとしているジョンソン

政権と，いま混乱の極にある米政府，議会，言論界にとってヒルズマン氏の辞任は

さらに重大な一石を投ずることになるに違いなく，ベトナム戦争は米国を軍事，外

交，内政のいずれの面でも泥、沼に巻き込み，いよいよ深刻な様相をみてきた。

, 25日のモスクワ放送によると，同日ソ連のタス通信はベトナムム問題について

戸明を発表，米軍の南ベトナム駐留が問題の解決を複雑にしていると非難するとと

もに，ソ連としては南ベトナム国民の民族解放闘争に必要な援助と支持を与えるで

あろうとのベた。声明の要旨は次の通り。

。南ーベトナム民族解放戦線はもっとも広範な国民の支持を得，すでに南ベトナ

ム全土の 3分の 2，全人口の半数を確保しているO 「北ベトナム侵攻」に関する

アメリカの一部公式筋の問でかわされていることばは，南ベトナムの内政に対す

るアメリカの不法干渉を改めて示すものであり，南ベトナム問題の解決の複雑化

に役立つだけであるO 事態の実際的な解決策は1954年のベトナム問題に関するジ

ュネーブ協定の厳守であり，米軍の撤退ならびにベ トナム人自身に問題解決の可

能性を与えることである。

。民族解放と自由独立をめざして戦う国民に対する連帯の政策に忠実なソ連政

府と国民は南ベトナム国民の正義の戦いに深い共感を持ち，この戦いに必要な援

助と支持を与えるであろう。

〈注〉 ソビエト・ニュース＝東京。

, 25日サイゴンで伝えられるところによると， 南ベトナムのダナンーサイゴン間

急行列車が中部ベトナムのボンソンから約20キロの地点でベトコン軍に攻撃され，

死者11人，負傷者22人を出した。

〈注〉 サイゴン25日発君AFP 。
, 25日のハノイ放送によると，北ベトナム国会議員の 3回目の総選挙は4月26日

におこなわれ， 366人（少数民族代表50人を含む）の議員を選出する。
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（注〉 RP＝東京。

Vジョンソン米大統領は25日，ラスク国務，マクナマラ国防両長官とベトナム情

勢について協議した。ホワイト ・ハウスのハッチャー副報道官によると，この討議

は個別的に電話で行なわれたものだがその内容については明らかにされなかった。

米首脳のこの討議は国務，国防両省がはかばかしくないベトナムの対ベトコン作

戦に勝つための最善の方法について緊急に検討を加えているとの報道のさなかに行

なわれたものである。ハッチャ副報道官はマクナマラ菌防長官の南ベトナム訪問計

画については，詳しくは知らないと諮ったc

（注） ワシソトン25日発ーUp I 。

V サイゴンの英字紙「サイゴン ・ポヌト」は25日ヲェ Jレト米太平洋軍司令官が先

週サイゴンを訪問したさい，戦闘を北ベトナムまで拡大する案が検討されたとつぎ、

のように報じたO

権威筋の話によると，新軍事計画は北ベトナムの主要工業セニィタヘ橋に一連

の小規模な｜盤，海，空攻撃を加えるというものである。この案はまだ決定されて

いないが，引き続き協議が行なわれている。しかしマクナマラ米国防長官の訪問

を控えて同案は多くの関心を呼んでいる。この戦争拡大案のねらいは，ベトコン

をその支配地域，とくにメコン ・デルタ地帯から切り離す作戦行動の仕上げにあ

る。

なお消息筋によると，この新戦略はアメリカの支持の下にベトナム軍が行なうこ

とになっている。

〈注〉 サイゴン25日発＝AFP。

’3月初めのマクナマラ米国訪長官のサイゴン訪問とべトコン作戦の北ベトナム

の拡大計画をめぐるこの 2, 3日のワシントン情報に対して，ノマリの極東問題専門

家筋は「米国の東南アジア政策はいよいよ総決算期に近づいたJとの印象を強めて

いる。パリでは早くから，米国は南ベトナム問題処理のためには，国際政治的解決

か北ベトナムへの戦闘拡大かの二つに一つの道しかないだろうと観測していた。

フランスは昨年夏のドゴーJレ声明以来「インドシナ戦争の教訓から，ベトナム問

題の解決にはその中立化を目標とする政治的解決しかない。それが西側にとって理

想的な解決方法ではないとしても，それは “やむをえない唯一の現実的な政策”で

あるjとの立場を間執している。

ガロア将軍のような戦略家は 「もし米国が戦術核兵器を含む大規模な軍事作戦に

よって北ベトナムをたたくだけの決断を持てば，軍事的成功をえられるだろうが，
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それ以下の作戦では敗北は不可遊である。しかしベトナムtこおける米国の利害の大

きさは核兵器使用に伴なう危険性の大きさと釣り合わないので，結局，米国は一息

には思い切れないだろう」と観測していた。

フランス消息筋の観測は，この米国の決意について「戦争の限定的拡大」か川I

共との対決を辞さない本格的紘大Jかで分かれてし、るO 限界的肱大論者はガロア将

軍と同じ観点から伝えられる米国の北進政策が，さしあたり米軍自身の直接介入を

含まず， 北ベトナム｜勾における南ベトナム寧のゲリラ活動を強化するという方向を

とっていることに花日している。そしてこの筋は，米国の決算がこの範間内にとど

まる限り，ふとの北進計画の効果は疑わしいと観測，悶鄭f性を指摘している。

ぐ注〉 パリ 25日発＝m：日初出｝特派員。

.2月 26日

V 米政府は南ベトナム.~r政策の検討を続けているがp その前挺として米政策の一

元化を図る意向であり， 25日に発表されたヒ Jレズマン閑務次官補のti宇任もそのー療

をなすものとみられている。

ヒJレズマン次官補の辞任は米｜主！のl布ベ トナム政策転換がうわさされているときだ

けに大きな注目をリlいている。政府およびヒルズマン次官補自身はいずれもこんど

の辞任が南ベトナム政策に関係ないと強制しているが，米紙はこの関連を指摘，そ

の多くが南ベトナム問題を取り上げるため設置された各省問委員会がサリパン委員

長を経てラスク国務長官に直結，これまでこの問題を主管してきたヒルズマン次官

補を素通りする結果になったことが，その辞任を値iめさせたとみている。

ただヒ Jレズマン次官補は南ベトナムの軍事，政治情勢を安定させることによって，

北を含まない南ベトナムで、の作戦を処理すべきだと主張していたが，現在一部で考

えられている北ベ トナムに対する報復攻撃を含む新政策検討にも反対していなかっ

たといわれ，新政策をめぐる対立がこんどの辞任になったとは受け取られていない。

米政府は南ベトナム情勢の行－き詰まりを打開するため，対外同1では21日のジョン

ソン演説に示された北ベ トナムなど外部勢力に対する饗告による心理作戦と同時：に

今後のベトナム作戦の強化など軍事面を慎重に検討している。

これと並行して対内面では各省問委員会の設置に示される機構面の改革と人事の

刷新の2点、から閣内体制の整備を急いでいる。人事面については従来，国務，国防

両省， CI A （中央情報局）， US I A C海外情報局〉などの各機関がワシントン，

サイゴンの両方で多くの摩擦を生じてきたことが指摘されている。

これらの対立を解くための第一の措置として南ベトナム政策の立案に当たってき
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たとJレズマン次官補がかねてもらしてきた辞意を認めることになったものと解され

ている。

現地ではゴ ・ジンジェム政権と近く，対ベトコン作戦についてきわめて楽観的な

見通しだけを報告して問題になっているハーキンス司令官を更送するのに時間的ズ

レはあるにしても必至とワシン トンでは観測されている。

ロッジ米大使についても同大使をことしの共和党大統領候補にかつぎ出そうとす

る動きが依然、続けられていること，同大使のやり方に批判があり，そのもとで各機

関が必ずしもしっくりいっていないことなどからその更送が一部でうわさされてい

る。

いずれにせよ，これら人事面の刷新はマクナマラ国防長官の現地訪問の際対ベト

コン作戦の今後の強化策とと もに検討されるものとみられ，その決定vi:同長官の帰

国後，ジ ョンソン大統領が下すことになろう。

（注〉 ワシントン26日共同O

2月 27日

北ベトナム通信社が27日伝えたところによると， 北ベトナム外務省はインドシナ

に関するクュネ｝ブ会議の共同議長国であるソ連とイギリスに覚え書きを送 り，ア

メリカとその追従者たちに南ベトナムにおける戦争を拡大させないように要請する

とともにつぎのように述べた。

ベトナム民主共和国政府はアメリカの帝国主義者とその追従者たちが北ベ トナム

の領土保全を犯すほどのパカ気たことを万ーするようなことがあれば，そのために

起こりうる重大な結果について，かれらが全責任を負わねばならないことをおごそ

かに宣言する。

（注〉 ハノイ27日発信AF P。

曹南ベトナム首相 NguyenKbanh中将は27日，側近に対し南＇＼ トナムにいる作

当局者の支援のもとにp 同日行行れるはずだった首相暗殺計画を未然に摘発したと

語ったといわれる。

この情報によると，グエン首相は「仏当局者が暗殺者に10万ピアストノレ（約47万

円〉を渡して私の暗殺を依頼した。私vt賠殺計画を事前に知って旅行を取りやめ

た」と語ったといわれる。

グエン首相は27日，南部メコン・デルタの対ベトコ ン （共産系ゲリラ〉戦闘地点

を視察中，約90メートJレ離れていた装甲兵員輸送車が地雷にひっかかってふっ飛び，

－危 うく死を免れた。 しかし仏大使館スポークスマンは暗殺計画の支援を否定してい
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る。

〈注〉 サイゴン27日発＝AP。

2月28日

Vセイロン訪問中の周思来中共首相は28日コロンボで開かれた労働者集会で演

説，ベトナム問題につき次のように述べた。

米国は南ベトナムでの戦争に勝つことはできない。米国がもがけばもがく ほど

戦争は長びくだろう。

（注〉 コロンボ28日発 E A P。

V信頼すべき筋が28日明らかにしたところによると，ロ ッジ米南ベトナム大使は

これまで数回にわたって手紙で暗殺の脅迫を受けており，これまで平気でサイゴン

市内を歩いていた同大使は厳重な護衛をつけることに同意した。サイゴン郊外の警

察署には28日1発の手投げ弾が投げこまれ，勤務中の警官6人が負傷した。

一方，ベトコ ン（共産ゲリラ）は今週にはいってサイゴン市内で反米ピラの散布

を始めた。このピラは「南ベトナム民族解放戦線のサイゴン地区委員会は，北ベト

ナム労働党の結成記念日 3月3日を期して，地区住民が果敢な反米闘争を行なう よ

う要請する」と訴えている。ロッジ大使の身辺護衛は，こうした動ぎに対処する も

のだ。

ベトコンはまた，米軍事顧問団と政府非軍事要員を目標に反米闘争強化特別行動

隊を設置したと伝えられる。

きる16日サイゴンの米人専用映函館に爆弾が投げこまれ， 3人の米人が殺された

が，この事件以後サイゴン市内は厳重な警戒に包まれており， 3月3日の記念日の

ために特別の警戒措置を要する必要もないほどである。

映画館の爆弾事件のあと，一時閉鎖されていた米人の娯楽施設はその後再開された

が，しかし米軍酒保などは弾丸よけの砂袋で厳重に閉まれている。また米入学校そ

の他の米人関係施設の警戒も厳重をきわめ，米人の社会活動は出来るだけ地味にす

るよう要求されている。

〈注〉 サイゴン28日発z A P  。

v北ベトナム通信によると，北ベトナム労働党機関紙 Nhandan（人民〉は28日の

社説で，北ベトナムはベトナムとの戦争を拡大しようとする米国のいかなる陰謀も

粉砕する用意があると声明した。

（注〉 香港28日発出ロイタ ー。

V権威筋が28日語ったところによる と， 23日辞任を表明したヒルズマン国務次官
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補（極東担当）の後任候補は4人にしぼられており，国防次官補（国際安全問題担

当〉のウィリアム ・p.パンディ氏が最有力である。

パンディ国防次官補はジョンソン大統領の国家安全問題についての顧問マクジョ

ーヅ・パンディ氏の弟で，南ベトナム政策調整各省問委員会の有力メンバーで、ある。

'28日付のニューヨ ーク ・タイムス紙はパリ電として，フランス国内にベトナム

中立化論が強まっていると次のように報じている。

クープドミュ JレピJレ仏外相は27日， 上院外交委員会の秘密会議で，交渉と中立

化が南ベトナム問題の唯一の可能な道だと語り，また米国に関するかぎりサイゴ

ンでの勝負は負けだとの確信が仏政府内に強まっていることを示唆した。

フランスではここ48時間，全ベトナムの統一，中立化を目ざす交渉を強調する

声が急速に強まっているがp 消息筋はこれは南ベトナムの戦況が悪化したためだ

と述べている。

21月29B 

' :5'ョンソン米大統領は29日のテレビ記者会見で， ヒノレズマン極東担当国務次官

補の後任としてウィリアム ・パンディ国際安全保障担当国務次官補を起用すると発

表，ベトナム問題について次のようにのベた。

。米国はベトナムできわめて困難な状況に直面している。ベトナム中立化につ

いての観測も，また米国はベトナムで戦いに負けているという観測も，全く根拠

がない。こうした観測はわれわれの正しい主張を大いに傷つけるものだと思う。マ

クナマラ国防長官が数日中に南ベトナムを訪問するが，非常に貴重な情報を持ち帰

．ってくるであろう。

〈南ベトナムの園境を越えて戦争を発展させた場合，中共とソ連が介入すると思

うか，との質問に対し〉南ベトナム軍の作戦をとやかく推測しでも，大した役fこ

は立たない。この点については，すでにあまりにも多くの推測が行なわれている

と思う。これらの推測の多くは正当な根拠に基づいたものではない。

もしアイゼンハワー将軍が1945年のノルマンディ一作戦に先立ち，彼の軍事機

密がすべて明るみに出されるような事態に直面していたら，いったいどんなこと

になっていただろうか。私は南ベトナムでどんなことが起るかについて推進した

くないしすでに新聞で論議された諸計画は，私のもとにもたらされたものでも，

私が承認したものぜもない也
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1964年 2月38

' 3日のモスクワ放送によると，カンボジア，東独間の文化協定がこのほどプノ

．ンペンで調印された。両国はこの協定で学生，教師の交換および文化協力などを行

う。

（注〉 ソヒ”ヱト ・ニュース。

2月 6日

V カンボツア外務省は 6日，南ベトナム袋軍機2機が4, 5の両日，南ベトナム

との国境近くにあるカンボジア東部の村務に爆撃と銃躍を加え，死者3人，重傷8

人を出したと非難する声明を発表した。

〈注〉 プノンペン 6日Up I。

2月8日

V シアヌーク・カンボツア国家元首は8日，ツョンソン米大統領にあて書簡を送

り，カンボツア領内の部落に対する市ベトナム軍用機の空襲を非難するとともに

「もし南ベトナムのカンボジアに対するしつような侵略行為を阻止するためになん

らの “国際的措置”もとられない場合，カンボジアは “友好的な大国との援助協

定H を結ぶという手段に訴えるほかはない」と響告した。観測筋はこの協定は中共

との軍事援助協定を意味するとみている。

（注） プノンベン 8日AFP 。

2月8日

V シアヌーク ・カンボジア元首は8日，ヅ ョンソン米大統領あてに電報を送り，

南ベトナムからカンボジアへの 「侵略jを防ぐために》米悶が費用を負担して IC 

C （国際蛇視委員会〉の闘定監視所をカンボジア・南ベトナム国境の事件の起こり

やすい地点に設置するよう提案した。

V カンボジア・通信8日の報道によると，シアヌーク ・カンボジア元首はこのほど

ジュネーブ会議の共同議長に書簡を送り「南ベ トナム部隊によるカンボジア侵略は

なお続いている」と述べ，ヅュネーブ会議の再開を強く要請した。

〈注〉 プノンベン，新華社諸共同O

Vソ連がカンボツアに与えるミグ17ツェット機3機，ジェット練習機l機，高射

一（ 64）一 - 76ー



カンボ ジア

砲24台， トラック24台，レーダー施設l基，移動用野戦無施設からなる軍事設備が

8日，プノンペンのポチェトン飛行場で、行なわれた贈与式で、シスヌーク・カンボジ

ア元首に引き渡された。

2月 10日

’マレーシアのラーマン首相はマカパガル ・フィリピン大統領と会談のため10日

午前，特別機でプノ ンペンへ向った。同首相は出発前の記者会見で次のように語っ

た。

「プノンペン会談のあと，私はカンボジアと，タイ，南べ、トナム両国との紛争

解決のためバンコクとサイゴンを訪問する。」

2月 12日

カンボジア訪問中のマカバガJレ・フィ リピン大統領とシアヌーク ・カンボジア国

家元首は12日要旨つぎのような共同声明を発表した。

。シ国家元首はラーマン ・マカバガ、Jレ会談の結果，マレーシア，フィリピン両

国間によ りいっそうの相互理解のふんい気がでぎたと思うと述べたO また岡元首

はカンボジアと米国間にある若干の誤解を解消するためマ大統領へ払った努力に

感謝した。

。マ大統領はこれを基礎にしてカンr.l｛ジアと，米国が両国間の懸案の討議と解

決を容易にするため友好的関係を続けるようにとの希望を表明した。

Vロンドンの当局筋が12日語ったところによると，シアヌーク ・カンポツア元首

は西側の提案するカンボフア中立化案をすでに承認したといわれる。

1954年のインドシナ停戦会議の共同議長国をつとめイギリスとソ連はジュ ーブで

開く国際会議で公式にカンボジアの中立宣言を行なうことで，すでに原則的に意見

が一致している。同筋によると残された問題点は会議招集の理由とその時期である。

アメリカは国際会議開催には気乗り薄だが，開催の条件がはっきり打ち出され，

全参加国に承認されれば，会議には出席するとみられている。ソ連はすでにイギリ

スにたいし，参加国は54年の停戦会議の全参加国とし，招待状を直ちに発送するよ

う求めているが，イギリスはこのほどモスク ヲに送った覚え書きでこれを拒否し，

開会の時期はすべての下準備が整うまで待つよう提案した。

西側案は3.年前のラオス中立化方式にならったもので，カンボツアが中立を宣言

し，会議参加国にその中立を尊重するむねの宣言を通告するよう求めるものである。

ゾ連はこの案に賛成するかどうか何も言明していない。しかしすべてが順調にいけ
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インドシナ

ば，この春には各国の外相級によるジュネーブ国際会議が開催される可能性もある。

（注〉 ロンドン12日発UPI＝共同。

2月 14日

’カンボヲア滞在中のフランス議員団を招待したレセプションで， Noroclom

Kantol首相は14日，「フランスは今後ヨーロッパとアジアの橋頭録の役割を演ずる

であろう」と諮った。

（注） Pnom-Penh, 15日AF P。

2 角15日

、、ー ’シアヌーク・カンボジア元首は15日，米国が5月までにカンボジア中立化案を

受け入れなければカンボジアは中共，北ベトナムと軍事同盟条約を結ぶことになろ

うとつぎのように警告した。

。米国が4月末までにカンボジア中立化案を受け入れない場合は，カンボジア

は北ベトナムのハノイに使節団を送り，両国国境時確定する交渉を行なうととも

に，外交関係を樹立する。

。ハノイ政府と国交樹立後は，カンボツアは北ベトナム政府をベトナム全土に

わたる唯一の政府と認める。

o米国が5月末までに中立化案を認めなければ，カンボジアは北ベトナムおよ

び中共と防衛軍事援助条約を交渉するn この条約はつぎのような内容のものとな

ろう。

① カンボフアは南北ベトナムの抗争において北ベトナムを援助する義務は

負わないが，北部領土が侵されるようなことがあれば介入するo

② 中共と北ベ トナムはカンボジアが侵略された場合介入する。

。カンボジアは中立化会議開催を米国その他の国が妨害すればそのような国と

断交するo

2月 17日

V シアヌーク ・カンボツア国家元首は17日「カンボジア政府と在カンボジアの米

国大使館との聞で会談が続けられていたが，両国間の誤解を解消することがでぎな

かったJと公式に発表した。

’米国務省スポークスマンは17日「スプラウス駐カンボジア米大使は，カンボク

ア中立化国際会議提案について米国の態度を表明するため，シアヌーク元首に会見

を申し込・んでいるが，先方がまだこれに応じていないjと述べた0 ・
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カンボジア

同スポークスマンは，米政府の立場についての質問に答えなかったカ。

Vカンボツア国営クメ ール通信が17日明らかにしたところによると， 「シアヌー

ク・カンボジア元首は15日「カンボジアは中共の援助でタイおよび南ベトナムとの国

境近くにジェッ ト機用の2空軍基地を建設するJと発表，さらに次のように述べた。

カンボジアが南ベ トナム，タイからの攻撃に備ええて国境防衛のため国内に中

共軍駐留基地を持ったところで，西側は驚く必要はない。マレーシアが英軍の駐

留を希望したのと同じだ。カンボジアは自分の選ぶ国からの援助を受ける権利を

持っており，現在中共と交渉を続けている。

2つの基地は南ベトナムとの国境から 5キロのスパイリエンとタイ国境から 100

キロのバッタパンである。

（注〉 プノンペソ17日AP。

V カンボツアのシアヌーク元首は17日「カンボジア政府とプノンペン駐在米大使

館との間で行なわれていた話し合いは不成功に終わり，両国間に存在する誤解を解

消することができなかった。米国からの援助を受けることができないためカンボU

ア政府はプノンペンーシアヌークビ、jレ閲のハイウエー建設計画を自力で遂行するこ

とに決定した」との声明を発表した。

（注〉 プノンベンAF P。

Vロペス ・フィリピン外相は17日「米，カンボフア関係は再び緊張している」と

次のように諮った。

フィリピン政府は米，カンボジア間の外交関係維持のため，仲介を申し出てい

る。しかしシアヌーク元首によると，カンボツア，南ベトナム国境で米国の兵器

を使った南ベトナム軍兵士が，カンボジア側に多数の損害を与えており，両国関

係は再び極度に緊張している。フィリピンはこの問題について調停するつもりは

ない。

2月 18日

V カンボジアのシアヌーク元首は18日，カンボジアの中立を確立し “真の国境”

を確定するため3月中に首都プノンペンで米，南ベトナム，タイ，カンボジア 4カ

国の会議開催を提案すると次のようにのべた。

「“一部のアングロ ・サクソン勢力クがカンボジアの中立保障会議開催地とし

て提案されているジュネーブに行くのを拒否しているので，私はこの解決案を提

案するものである。これらの勢力はまたカンボジアが自国を傷つけることなしに

中国，北ベトナムと同盟するのを黙視するものではないことをほのめかして，カ

ny
 

巧
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イソドシナ

ンボジアを脅迫しているc もしこの 4ヵ国会議開催：案が受諾されるなら，カンボ

ジアはアメリカとの関係を.if常化し，南ベトナムとの外交関係を復活するつもり

である。カンボジアは厳正中立を誓約する用恵；がある。この中立保障の費用は，

数カ所の国民監視所の維持費と国際監視委員会移動資用を支払うことのでさ－るア

メリカに負わされよう」

〈注〉 プノンベン18日AF Po 

2月 19日

’米国務有スポークスマン，フィリップス氏（;l:19円の記者会見でカンボジア，南

ベトナム タイおよび米国の4ヵ開会議開催を呼びかけたシアヌーク ・カンボジア

元首の提案について，米政府がこの報告を受け取り日下検討中であることを明らか

にし，同時にこの提案が興味あるもので深い考慮に値すると考えると論評した。

米国が同日のシアヌーク提案｛こ直ちに好意的な論評を加えたのは，シアヌーク元

首がこれまで唱えてきたラオス方式の国際会議に比べ， 4ヵ国による中立保障の会

議というこの妥協案が，米国にと って受け入れやすいものであり，これをきっかけ

にしてカンボジア問題の行き詰まりを打開しようとの積極的な精神を示すものと解

されている。

しかしシアヌーク元首が5月までという期限付きで、米国の国際会議同志；を求めた

のはつい最近のことであり，シアヌーク元首の発言はすぐ変わる例がこれまでもし

ばしばあったことから，米政府都内にこんどの提実にたいし警戒的な見方をするも

のも少なくない。

米国がラオス方式のカンボツア中立保障会議開催に同意；をしぶってきたのは，中

国，フ ランス，ソ連を加える大国際会議の運営と成果に確信を持てなかったと同時

に，米国のカンボジア中立保障が南ベトナム内に悪影響を与えるの安恐れたなどの

点が指摘されている。

国務省スポークスマンは，シアヌーク提案がより大規模な国際会議に言及してい

ないと述べ， 4ヵ国会議が中立保障の最終的会議になる ものと受け取っており，こ

の点で会議運営にこれまで提案されている大会議ほどの大会な困難は予想していな

いが，南ベトナムへの影響については米政府としてさらに考慮を要する問題が残さ

れている。まずこシアヌーク提案でカンボジアの国境が問定されるとすれば，従来か

らカンボジアと国境紛争を起こしているタイの態度にも問題があるだろう。

いずれにしてもシアヌーク元首相手の今後の交渉で会議開催にこぎつけ，この会

議を成功させるまでにはまだ多くの困難な事態がでてくる ものと米国は考え，楽観
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カンボジア

はしていない。

ぐ注〉 ワシγ トン19日共同。

Vカンボツアのシアヌーク元首は19日，もし米，タイ，南ベトナムの 3国がカン

ボヅアの中立と地域保全を承認するなら，カンボツアは中国援助による飛行場建設

を断念するだろうとのべた。

（注〉 プノンベン19日発＝A FP。

2月22日

V カンボジアのシアヌーク元首は22日p さきに提案したカンボジアの中立に関す

る4ヵ国会議〈アメリカ，南ベトナム，タイ，カンボツア〉にアメリカが応じる旨

をアメリカ駐在のカンボジア大使に伝えてきたとのべ，さらにつぎのように諾った。

カンボヲアの提案に対する積極的な回答，アメリカだけでなく南ベトナムこ

とにタイからのもっとはっきりした反応のあるのをわれわれは静かに待つ。この

4ヵ国会議への参加をアメリカが正式に決定するのを3月いっぱいは待とう。ま

たカンボクアの中立に関するジュネ｝ブ会議については5月いっぱい待ったうえ

ではっきりした決定をする。

2月24日

V カンボジア政府は23H声明を発表しさきにシアヌーク元首が提案した同国の

中立を保障する米，カンボツア，南ベトナムタイの 4ヵ国会議開催に次の2項目

の条件を付けることを明らかにした。

1. 会議に参加する米，タイ，南ベトナム 3ヵ国は国際監視委員会でカンポッ

ア領土，とくに国境の総括的管理を受け入れ，これを支援する0

2. タイ，南ベトナム両国はカンボジアにたいするすべての領土要求を放棄し，

従来の条約，協定によるカンボジアの領土保全を厳粛に認めること。

さらに声明はカンボジア提案への回答期限を，これまでどおり 3月とし，これは

カンボジアの譲歩できる限界だと述べている。

（注〉 プノンベン24日ロイタ ー＝共同O

2月 25日

曹パトラ一英外相は25日ヅュネーブでの記者会見で「南ベトナムとタイは反対し

ているが，カンボクア中立保障についてのツュネーブ会議は本年中に開かれること

になるかもしれない」と言明，さらに次のように述べた。

シアヌーク ・カンボジア国家元首はできるだけ早く〈本年4月か5月〉こうし
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インドシナ

た会議を開きたいと切望しているc 英国もこの動きを支持するが，英閣としては

さし当たりシアヌーク元首が英国の提案したカンボジア中立宣言案で満足する二

とを希望している。

（注〉 ジュネープ25日APo 

2月26日

V タス通信26日の報道によると，ソ連外務省は21日， トレベリアン英駐ソ大使に

戸明を送り，カンボツア中立保障国際会議を 4月に招集するため “緊急措置”を講

ずるよう重ねて要求した。

（注〉 モスクワ26日ロ イター＝共同。

2月 28日

V米国務省スポークスマンは25日「米国はカンボジアにたいし，カンボジアの中

立保障のための 4ヵ国会議（南ベトナム，タイ，米間， カンボジア〉を開きたいと

のシアヌーク国家元首ーの提案を討議するため高級代表の派遣を申し入れた」と言明

し7こ。

（注） ワシントン25日ロイター＝共同。
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インド シ ナ

3月J 4月とアメリカ政府及び箪の首脳はあい次いで、サイゴンを訪れた。ジョンソ

ン大統領，国務省高官，政治評論家はこれらの訪問を説明するのに，南ベトナムの戦

況悪化とそれに対する政策立案にあるとしていたが， 4月19日のラオスのクーデター

はこれらの訪問，及び会談が単なる南ベトナム問題の討議以上のものであったととを

示した。サイゴン訪問は例の北進論を押えるためであったと考えるべきであろう。国

内での北進論の台頭は南ベトナムを選挙戦の争点にしたくないとのジョン大統領を窮

地におとしいれた。アメリカ国内でベトナム戦争の Newsが解禁されたととは，国内

にマクナマラ長官攻撃を生み，真相を知らされてし、ない世論は， 中共をパックにした

北ベトナム共産主義者の侵入， したがって北ベトナム攻撃といった景気のν、い共和党

あたりの北進論に味方していきそうな傾向が生じている。一方これに対する南ベトナ

ムの停戦，中立化を望む声も日増しにアメリカで多く聞かれるようになった。最近の

‘ととではなく， 去年7月に発生した仏教徒運動の頃より現地寧とアメリカ最高首脳部

との問に南ベトナムひいてはインドシナ全体にたいする政策についての意見の相違が

明らかになった。 しかも単なるワシントンとサイゴンという対立ではなくて国防省，

国務省内部にまでこの対立が持ち込まれていることで事態を一層複雑にしている。

現地軍を中心とする北進論派は問題を南ベトナムでの戦闘に限定するかぎりアメリ

カ本国を踏み切らせるととができないと判断したように思われる。北進論とは北ベト

ナムを攻撃することであるからレ、かに希望的に考えてもこれは現在南ベトナムで行な

われている限定戦闘をインドシナ全体すなわちラオスに戦闘を拡大することを意味す

る。したがって北進論者がラオスの現状に無関心でいる筈はなかった。そこではプー

マ首相のひきいる中立派は一段と勢力を減じ， その左派の閣僚は“中立連合政府の右

寄り化”に不満を表明して， ピエンチャンを離れ，連合政府は有名無実のものになっ

ていた。

プーマ首相は連合政府回復のため， 17日のジャール平原で・の三派の会談にかけた。

彼はハノイ，北京を訪問して中立支持の保証をとりつけてきたが， これはラオス右派

の後援者アメリカにたいしでもある程度の譲歩を条件とするものであった。

会談は右派が18日首都を王都ノレアンプ。ラパンへ移すということを拒否したため決裂

した。プーマの辞任がi噂された。 19日ラオスのピエンチャン放送はクーデタ一成功と

プーマ内閣の倒壊とを放送した。パテト・ラオ，北ベトナム，中共はアメリカ帝国主
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ーか］の賀イ壬はアメリカにあると非難したり

最初アメリカヂlJ品はずーマ首相支持，軍事革命

パテ卜 ・ラオがq，立協定違反とし、う 1...1実

しかも京事革命委員会とゾーマとの妥

インドシナ

アメリカのJi.義者の新たな陰謀とすが平し，

応は非常に注目すべきものであった。

委員会不承認という線を出した。

で中立派，右派軍拠点を次惜してくるにつれ

ところが，

突如ラオスにおける共i?.7U：殺の脅威ということが叫ばれ，

インドシナ全体を対象としてその地盤を獲得し

協が成功するとともに，

北進論は再度南ベトナムのみな i;）ず，

た。

従来北進論を抑えてきたアメリカ最高首脳はラオス情勢の如何によっては米軍進駐

も辞せずとの戸l明をtUさざるを件なかった。

たしかに北jjJ%論者はfi灼を逮するかに見えたが，

パテト ・ラオ，北ベトナム，中共は予想通りのJx応を示したが，他のインドシナ関係各

国，ジュネーブ会議参加国は戦争J広大を1filえるとともにこの機会を利用して，

ジアのシアヌーク比首がi日i淳してし、た第3次ジュネーブ会7誌を開催して， ラオスの中

南ベトナムを合むインドシナ全体の問題解決をはかろうという動きを

SEATO会議で米と対立したフランスはラオス問題会議を第3次ジュネ

ーブ会議にしようと懸命の努力を続けてし、る。

ラオスではパテト ・ラオが攻勢をj民間し， l下立派の拠ii

．に陥つたとイ云えられる。 一方南ベトナムでは対ベトコン戦はますます不利になってき

ベトコンはデ、ノレタ地帯で攻勢を強化するとともに，サイゴン市内でのテロ行

アメリカの孤立化をねらってきている。

このラオス情勢の忠化にたいして

カンボ

立のみならず，

示してし、る。

ている。

為を憎して心理的に厭戦気分をあおり，

“「11立化構想”の

論議を招くおそれのあるm3次ジュネーブ会議開催を避けようとしてし、る。

のととろジ。ョンソン大統領，マクナマラ長官は米軍の投入といった“北進論”に通ず

る動きを封じえてし、るけれども，パテト ・ラオの攻勢， 南ベトナムでの戦況如何によ

っては重大決意を迫られるだろう。 とくに最近アメリカ国内で発表された南ベトナム

戦線に参加のシャンク大尉の“我々が使ゥているのは朝鮮戦争以前の武器だ，

新式の武器があったら勝てるのに”また“我々は前線でできるかぎりのことをしてい

いままで

せめて

アメリカはラオス南ベトナムでの戦闘で窮地に立ってU、る現在，

るのに， アメリカ闘いjの誰も気にかけなU、りといった前線からの手紙は選挙戦の高場

とともに外交論議を招色政策決定者に微妙な影響を与えてきている。

ジョンソン政権が好むと好まざるとにかかわらず，

鮮戦争末期の様相を呈してきたように思われる。

いまや雨－ベトナムはかつての朝

n
H
U
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1964年 4月 1日

V名士会は31日，自発的解散を要求した NguyenKhanh首相の命令を拒否したo

Khanh首相は名士会のかわりに， 10名からなる諮問機関と， 20名からなる立法

議会を創設するととを提案した。〔UPI,Reuter-Le monde 4. 2〕

Vマクナマラ国防長官は孜， CB Sテレビのインタビューで 「米政府は北ベ トナ

ムに対する軍事攻勢開始の可能性と，それに代わるべき手段を検討したが，現在の

ところ米国の政策は南ベ トナム政府に対する援助強化に局限されているJと述べた。

またロッジ駐南ベトナム米大使は同じインタビューで 「戦いが長期にわたったに

せよ，南ベトナム政府はとの戦いに勝つことができょう。米国にと って東南－アジア

を失うことは，孤立主義への復帰をもたらす恐れがあり p そうなれば米国はアメリ

カという要さヤに立てこもり，誘導ミサイノレによる戦ν、に備えることとなろうJと

諮った。〔AFP－一一毎日4.3〕

, vVashington post紙は 1日，南ベトナムの中立問題とジョンソン大統領の対南

ベトナム政策について， LouisHarrisが3）ヲ31日に行なったアメリカ国民の世論調

査の結果を発表した。

南ベ トナムの中立化 賛成35%

反対28%

わからない37%

北ベトナムへ侵攻 賛成26%

反対45%

わからなν、29%

南ベトナムからの撤退賛成20%

反対58%

わからない26%

〔Lemonde 4. 2〕

Vサイゴンの各新聞は去る 1月30日のクーデターで逮捕されたTranVan Don, 

Ton That Dinh, Mai Huu Xuan 3将軍の運命に注目している。XayDung紙は

将軍達を革命裁判にかけるか，無実もしくは証拠不十分の場合は，釈放すべきこと

を要求した。また Danbao紙は政府は多くの将軍， 将校を監禁することによって
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反共戦の力を弱めていると論じている。 〔AFP-Lemoride 4. 2〕

4月2日

vグー乙ン・カーン・首相は，汚職及び公金私消の罪に対してはiO万ピアストノレを越

える場合は死刑，それ以下の場合には無期懲役の刑を課することなどを定めた－政令

に署名した。〔De’xtreme-orient4. 3〕

4月4日

V蒋介石国府総統は，記者・との単独会見で，南ベトナム，中ソ紛争など当面の国

際問題について次のように述べた。

0南ベトナム政府の対ベトコン（共産主義ゲリラ〉戦争にたいするアメリカの以

前の援助方式は不成功だ、ったことが・証明された。アメリカが同じやり方を今後も続

けるならば，効果はさ っぱりあがらないだろう。私はアメリカがもっと南ベトナム

人の見解に耳を傾けることを希望する。さらに私は共産主義者にたいして実際の戦

いをしている峰東の人たちの見解に，アメリカがもっと耳をかすよう要請する。

。アジアのあらゆる紛争の根源は共産＂lj'.JI.Iである。この根源を取り除かないかぎ

りアジアには平和はないだろう。中ソ紛争はもはや引き返すことのできない点にま

で達しているO7ジアのあらゆる紛争の線源を取り除こうとするアメリカの行為が，

世界戦争を引き起こすだろうとアメリカが考える必要はもはや少しもない。ソ速は

決して介入しないと私は確信している。アメリカがこの好機にアジアの紛争の根源

を除く有効な措置を講じないならば，アメリカの政府と報道界は歴史によってその

責任を問われるであろう。 〔AP－一日経 4.5〕

V北ベトナム＝ラオス両国政府代表団の共同声明一一北ベトナムのファン ・バン

ドン首相とラオス政府代表団長として北ベトナムを訪問したラオスのプーマ首相は

ハノイで要旨つぎのような両国政府代表団の共同声明に調印した。

0双方はラオスの情勢を改善する唯一の方法は，ラオス問題に関する1962年のジ

ュネーブ協定を厳；格に履行し，ラオス民族団結政府の正常な活動を回復させるにあ

ると一致して認めた。北ベトナム側は同~J政府がプ一マ殿下を首

族団結政府の平和中立および、民族親和政策をで貫．して徹底的に支持するむねのベ

た。

0双方は代表機関の正常な活動を保証し，一方の居情民の他の領土における正当

かつ合法的な利雄を保証することを表明した。

0双方はベトナム問題に関する1954年のジュネープ協定の厳格な実施を保証し，
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この協定の精神にもとづいてベトナムは平和的に統一されなければならないと認め

た。

。双方はカンボジアのシアヌーク元首の提案にもとづいて，なるべく早くジュネ

ーブ会議を開かなければならないと認め，またいつでもこの会議に参加する用意が

あるむねのベた。

0双方はパンドン会議の大きな成果を一層活用させるため第二次アジア ・アフリ

カ会議を開こうとのインドネシアの提案を歓迎する。〔RP一一東京 4.5〕

4月5日

Vジョンソン米大統領は記者会見で南ベトナム問題について次のように語った。

我々はこの地域において①戦争を拡大する，②逃亡する， ③自 ら撤退する，④

中立化方式実現に向って努力するの4つの可能性を持っている。しかし現在の情

勢はこの地域での中立化実現を疑わしいものにしている。したがって我々の政策

は，従来と同じくベトナム人が自由のために戦うのを勧告，軍需品を提供するこ

とによって援助することである。

, Do Mau副首相は記者会見で， ①HaThuc ky内相の辞任，②学生は前線に送

らない，③民間防衛組織の拡充の 3つを発表した。

新内相には Lamvan Phat将軍〈第3軍団，第3戦術区司令官〉が， 第3軍団，

第3戦術区司令官には Tranngoc Tam将軍（Thn・Due予備士官学校司令官）が

任命された。

4月 11B 

Vアンロクチの南ベトナム政府軍大隊長は，政府軍がアンロクチの町を引き揚げ

ベトコンにゆだねるむね発表した。

4月 12日

V南ベトナムのグエン ・カーン首相は記者会見で，ベトコンとの戦いのためSEA

TO （東南アジア条約機構〉から援助を受ける必要はないと次のように述べた。

。（中共および北ベトナムがベトコン支援をますます強めていることに関して〉

われわれはSEATOからの寧事援助はまだ必要ではない。われわれの持てるもので

勝利を得ることができる。

0しかし SEATOが共産側の侵略から東南アジアの小国を守る決意を証明する

ことは重要である。この戦争は南ベトナムばかりでなく全自由主義諸国，とくに東

南アジアの自由諸国と国際共産主義との戦いである。
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0南ベトナムは現在戦闘状態にあり，フランスの提案しているベトナム中立化構

想は問題にならない。今年の 1月から：jJ-:1までの問にわれわれは2000人以上の損害

を出している。

0私は独裁者になるつもりはない。しかし無責－任な床屋政談が政府を妨害し，政

治的分裂のたねをまくことは許さなし、。

閣僚間にいく らかの意見の不一致があったのは事実だ‘が，文官と軍人間に守的、が

あるという報道は根拠のないものである。民主的グノレープには小さい混乱があるの

が普通だ。

。政府は数力月以内に制憲議会招集を計商してν、る。新憲法は国民投票に付さ

れ， 1年以内に新国民議会が選挙されよう。［UP1－毎H 4.13] 

〔SEATO会議〕

’フィリピン政府の招きでマニラに着いたファン ・フイクアト外相は空港での記

者会見で，雨ベトナムはベトコンとのi践し、のため王式に SEATO （東南アジア条

約機構〉に援助を要請することになろうと述べたの 〔UPl－毎日 4.13〕

4月 13日

• ..ノJ

V東南アジア条約機構（SEATO）理事会にオブザーパーとして出席している南ベ

トナム代表団は同理事会に対し，フテンスの前ベトナム中立化案を非難し「共産主

義者の侵略に対し最後の勝利が得られるまで戦う」との決意を表明する覚書を捉－出

した。〔AP- l i経 4.14〕

, SEATO理事会で，タイのタナット・コーマン外相は南ベトナムの中立化構想、

に反対し「このような動きは，南ベトナムの手足をしばって北ベトナムの佼略者に

引き渡すのと同じであるJとのベた。

’SEATO （東南アジア条約機構）J連事会の権威筋によると，クープドミュノレビ

ノレ仏外相は秘密会で，南ベトナムに人民の支持を結集した中央政府を樹立すること

を提案して次のよ うに述べた。

0フランス政府は南ベトナム問題を軍事的に解決するととを歓迎するが，もしこ

れに失敗したら政治的解決の道しかなU、。南ベトナムに人民の支持する中央政府を

樹立することは，ベトナム人自身だけがなし得ることで，外部勢力が画策すべきこ

とではなし、。

東南アジアのあらゆる問題の根源は中共問題である。中共承認問題も無視できな

いが，中共を帝国主義，拡張主義に向かわせる代わりに国内開発に専念させるよう

にすることが最善の策である。 SEATO加j盟国のうち英，仏，パキスタンの3国が
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中共を承認している事実を注目すべきである。フランスの中共承認は，中共の拡張

主義を停止させ，その精力を自己開発に向けさせるためである。〔AF P一一東京

4. 14〕

4月 14日

, Nguyen Xuun Oanh副首相親経済 ・財政相は記者会見で， 「Oanh副首相が

首相になるだろうとのうわさに対してどう思うか」との質問に次のように答えた。

「私は自分自身を一個の技術屋だと考えている。したがって私には純粋に技術

的役職が適している」 〔SaigonDaily News 4. 14〕

' 4日公表されたところによると，テーラー米統合参謀本部議長は2月17剖，下

院歳出小委員会で、証言， 「南ベトナムでの反政府ゲリラを鎮圧する直接的手段とし

て米軍を使うことには反対であるJと述べた。またマクナマラ国防長官も同小委で

の証言で「現在ベトナムで展開されている戦争はベトナム人自身の手によってのみ

勝てるものだ」と述べた。〔AP一一東京 4.15〕

V南ベトナム人民解放軍ベトコン機関紙“解放” 4月1日号は，南ベトナムでの

対政府軍戦闘の成果を次のように伝えた。

解放軍は63年中に8万人の政府軍将兵を撃滅したが，これは前年に比ベ3分の

l増となっている。また航空機696機を撃墜破し， 4000の戦略村を破壊した。こ

のほか4万人以上の兵士が政府軍から脱走した。

また64年1' 2月中に 1万5000人の政府軍を撃滅， 航空機157機を撃態破，

約1800丁のライフノレ銃を捕獲，米国人414人を殺した。〔新華社＝共同一朝日

4.15〕

4月 15日

’SEATO （東南アジア条約機構）理事会は15日夕， 3日間の討議を終わり，共

同コミュニケを発表した。

問コミュヱケは8ページにわたる長文のもので「南ベトナムの共産主義者を打ち

破ることが，同国のみならず東南アジア全体の安全保障に不可欠であるJとの宣言

も含んでν、るが，参加8ヵ国中フランスだけはこの項について参加を拒否したこと

がコミュニケで明らかにされている。

これによると，クープドミュノレピノレ仏外相は「フランスはすでに長い間きびしい

試練を受けてきた南ベトナム国民に同情するが，現在の重大な状況下では，このよ

うな宣言を差し控えるのが賢明だ」と述べている。
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最終コミュニケの要旨次の通り。

OSEATO加盟各国はこの 1年間，平和のうちに前進し安全を保ったが，共産主

義の脅威は続いている。公然たる侵略や反乱への対策とともに，間接侵略への抵抗

力を増すため，経済的社会的発展にも引き続き重点をおくべきである。

0理事会は打ち続く共産税ljの南ベ トナム侵略に重大な関心を表明した。加盟各国

が能力に応じて条約による義務を遂行するために，具体的な措置をとる用意を持つ

こと，南ベトナムで、の共産主義運動を打ち破ることが全東南アジアの安全に不可欠

であることに意見が一致した。

0理事会は独立，中立のラオス連合政府の立場が，北ベトナムからの軍事援助と

ノごテト ・ラオの攻撃によって危うくされていることに懸念を表明した。 〔Up I一

東京 4.16〕

V南ベトナム政府当局は，アメリカ当局と最近合芯；をみた新しし、農村治安 ・生活

改善計画を発表した。計画の概要次のとおり。

1. 肥 料： 1964年中に500万袋を約100万の農家に配給する。

2. 改良種子：2kg入りの袋， 70万袋を今春期及び夏期に配布する。

3. 平和のための食糧：主としてコーン，次に小麦と植物油40万袋を1964年中

に配給する。

4. 殺虫剤： 100万世帯へ配給

5. 教科害：今年度300万冊の教科書が印刷され支給される。

6. 農村の経済開発計商：農作物の価格安定，農村金融と共同組合の拡充強化，

新しい換金作物の導入。

7. 防衛訓練：今年末までに40万人が防衛訓練を受けるようにする。

〔SaigonDaily News 4. 16〕

’SEATO閑僚理事会に山席したラスク米国務長官は南ベトナム政府および同国

駐在の米高官と南ベトナム情勢について会談するため17日サイゴンに到着するが，

この会談に加わるためウィーラー米陸軍参謀長も15日サイゴン入りをした。同参謀

長は空港で「ラスク長官はグエン・カーン首相はじめロッジ米大使，ノ、ーキンス米

南ベトナム援助軍司令官らと会見する予定だ。私は南ベトナム戦況の進展を観察し

対ベトコン戦での勝利への計画をν、かに進めるかを検討する」と述べた。〔Up I 

－東京〕

4月 16日
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, SEATO閣僚理事会を終わって台湾を訪れたラスク国務長官は台北で「フラン

スを除く SEATO全加B盟国は，南ベトナムにおける共産主義の侵略を阻止するた

め可能なあらゆる措置をとることに同意した」とつぎのように語った。

ベトナム問題でフランスと SEATO加盟国の聞に意見の不一致があったが，

私はフランスがベトナムでもつ責任にいささかも疑いをさしはさむものではな

い。フランスはいぜん SEATO加盟国としての義務をもっており， SEATO脱

退を望んで、いる兆候はない。〔Up I一朝日〕

4月 _17日

Vアメリカ国防総省は，南ベトナム駐在のアメリカ軍将兵が61年 1月1日以来，

M年4月13日現在まで，ベトコンにより受けた被害状況をつぎのように発表した。

死者 209人（うち124人は戦死，他の85人は非戦闘時の死亡〉

負傷者 780人

’ラスク米国務長官は17日サイゴンに到着したが，向長官は空港で中共，北ベト

ナムに指導されたゲリラ戦争に対し南ベトナムが勝手ljを得るため米国およびSEAT

o C東南アジア条約機構〉が援助するとの強い決意を表明した。

ラスク長官の談話内容つぎのとおり。

0北ベトナム，中共がその隣人に手を出さないよう教えられたときにこの美し

い固に平和がくるだろう。

。南ベトナム人およびその味方であるわれわれは，南ベトナムに共産主義の悲

惨さを押しつけようとする連中の努力を打ち破らねばならない。 とれができると

いうことに，私はいささかも疑いを持たず，私はあらためて南ベトナムの勝利を

助けることを明らかにするため南ベトナムにやってきた。

。マニラでの SEATO理事会で南ベトナムの隣人と強力な友閣の問で達成さ

れた深い連帯から諸君は勇気を出すことができょう。

0共産主義者の活動をうち破ることは，南ベ トナムだけでなく，東南アジアの

安全にとって欠かせないということにわれわれは意見が一致した。またSEATO

加盟国は必要なら条約の定めるところにより，それぞれの能力の範囲内で具体的

な措置をとる用意をつづけねばならないことにも意見が一致した。 〔Up Iー毎

日〕

V米国務省スポークスマン，リチヤード・フィリップスは，南ベトナム情勢およ

びラスク国務長官のサイゴン訪問について次のように語った。

0南ベトナムの戦局は，勝敗の帰すうをめぐって政府軍と共産ゲリラが一週間
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ごとに一進一退を続けているが，おそらくこうした情勢は当分続くだろう。ベト

コン側の活動が活発化しているのは， Tfjベトナム揺がペトコン支配地域をと り戻

そうと一段と積極的な攻勢をかけていることに反発してν、るからだろう。

。ラス ク長官はマニラの SEATO（東南アジア条約機構〉閣僚会議に出席して

いたさる14日にすでに南ベトナム滞在を一日のばすことを決定していた。ラスク

長官は最初の予定の20日早・朝ではなく，同日深更にワシントンに帰着するはずで

ある。

0ラスク長官が帰国を延ばしたのは，サイゴンで今週末 3三回目の軍事クーデ

ターが起こるかもしれなU、とのウワサがあったかt）だとャう憶測が飛んでν、るが

そのようなことはなく，われわれはこのようなウワサを裏づけるu、かなる兆候も

手にしていなν、。同長官が 1口滞在を延ばしたのは南ベトナム側ともっと広範囲

な話し合いを続ける時間をうるためとサイゴン以外の地域を視察するためであ

る。 〔Aドー毎日〕

4月 18日

v朝，ベトコンが米軍用パスに手投げ弾一位iを投げ込み，米軍要員二人がケがを

した。ちょうど数ブロック附れた場所ではラスク米国務長官が南ベトナム当局者に

対する最初の儀礼訪問にでかけるところだった。パスはショロンからサイゴン市内

に向かつて走っていたときで，手打げ弾はバスの乗降口から投げ込まれた。〔Ap 

一朝日〕

v南ベトナム訪問中のラスク米国務長官は午前グエン ・カーン首相と一時間半に

わたって会談，南ベトナムの軍事情勢につヤて同首相の評価をきいたのち，午後は

同首相と連れだってサイゴン北かの比較的平静な地域を視察した。グエン ・カーン

首相は記者団に次のように語った。

この数週間べトコンとの大刷機な戦闘が起きているが，私はラスク長官に，ベ

トコンが年内にさらに断国たる行動をしかけてくると思うと告げた。ラスク長官

との会談および午後の視察中に，私はこの南ベトナムに対するいっそう大きな脅

威について討議した。

一方ラスク長官のスポークスマンによると，ラスク長官とグエン ・カーン首相

はベ トコンを f 掃するためには軍事的努力と並行して社会，絞済活動も進めなけ

ればならないという点で意見が一致した。ラスク長官は 81時間にわたった視察旅

行では経済面の視察に専念した。なお視察には米側からロッジ南ベトナム駐在大

使，ウィーラー陸軍参謀総長らも同行した。 〔AP一朝日〕

一（ 80 ）ー - 46 -



南ベトナム

4月20日

T Viet nam Japan Associationはサイゴンで1964-65年度の役員の選出を行な

った。 その結果は次の通り。

会長

Mr. Tran ngoc Oanh （公共事業，交通通信相〉

名誉会員

Mr. Nguyen ngoc Oanh （経済，金融担当，副首相）

Mr. Nguyen Cong Hau C農事相〉

高橋駐南ベトナム日本大使

Mr. Tran van Minh 〈少将・〉

第一副会長

Mr. Tran luu Di （工業家〉

第二副会長

在南ベトナム日本人協会代表

事務局長

Mr. Duong kich Nhuong （公共事業，交通過信省，秘書官長〉

事務局次長

木村駐サイゴン東京銀行支店長

会計

Nguyen tha出 Nam（実業家〉

会計

岩佐駐サイゴン三井物産支店長

顧問

有国駐南ベトナム日本大使館顧問

Le dui H6i （外務省秘書官長〉

Mr. Bui quang Trach （大佐）

Mr. Nguyen quang Dat （実業家）

相談連絡委員

浜田駐サイゴン三井商事会社

Mr. Nguyen thanh Liem （実業家〉

Le Sa出〈実業家〉

Mrs. Nguy en linh Chieu （請負業者）
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（注〉 Viet nam Japan Association は1960年に創立された。現作，会員は100人

にのぼっている〔SaigonDaily News〕。

, Tran ngoc Oanh土木相は外務省に大平外相を訪問した。 Oanh土木相は①

910万ドノレ（32・億7600万円〉の民間経済協力が具体化するように努力してほしい②

そのほか大規模な経済協力を検討してもらいたい，などの諸点を要望した。

V南ベトナム訪問を終えたラスク米国務長官は午前，サイゴンを出発空路帰同の

途についた。同長官は出発に当たり「南ベトナムから共産佼時が根絶されるまで米

国は南ベトナムに踏みとどまるJと述べた。

ラスク長官はさらに次のように諾・った。

0私はグエン ・カーン首相と米国の対南ベトナム援助を強化するいろいろな方

法について話し合った。

0私は南ベトナム首脳との会談の結果，彼らが勇敢な南ベトナム国民を率いて

共産侵略に対して勝利を収め，よりよい生前を実現する能力を持っているとの自

信を強めた。

なおラスク長官は台北，アンカレッジ経向ワシントンに向かった 〔AP一東京J

4月22日

V特別軍事法廷は，故ゴ ・ジンジェム大統領の実弟ゴ ・ジンカンく元中部地区行

政の最高顧問〉に死刑の判決を下した。

4月23B 

Vフランスのポンピドゥ首相はバリの口仏協会で演説，ベトナム問題に関連して

次のように述べた。

。ベトナムの住民は南北を問わず，平和を望んでいるとわれわれは考える。フ

ランスがベトナムの中立を語る場合，それは南北双方を含んでいるが，その場合

もまず現地住民の意思が先行すべきだというのがフランスの伝統的な方針であ

る。

0同時にベトナム問題の政治的解決には関係大国の理解と同意が必要である。

とくにアメリカ，中国とともに，この地域に特殊な関係を持つフランスと日本の

参画が不可欠だと考える。

4月24日

V マクナマラ国防長官は記者会見で南ベトナム問題について次のように述べた。

一（ 82）ー - 48ー



南ベトナム

。米国は南ベトナムでの戦争がどんなに長びいても，必要なあらゆる援助を続

ける。

ベトコンはこの2, 3ヵ月間南ベトナムの政治的困難を利用して活動を強化し

た。この一週間の戦闘で政府軍，ベトコンの双方は過去2, 3年間のどの時期よ

り多く犠牲者を出した。対ベトコン戦争遂行が大きな成果あげるまでにはまだ数

ヵ月かかるだろう。

。対ベトコン戦争に勝つことは南ベトナム政府に対する米国の軍事援助，訓練

および補給面での支援という現在の計画で達成できると信ずる。

米国が地上軍を派遣すれば、情勢を有利に変えることができるとは思わなし、。

。一部のSEATO（東南アジア条約機構〉加盟国は，ジョンYン大統領が23日

述べように，対ベトコン戦争強化に協力してくれるものと期待している。〔Up I 

－東京〕

V北ベトナムとソ連との問に技術その他の分野で援助し合うための専門家交流取

決めの議定書が調印された。〔AF P一朝日〕

Vサイゴンの米軍スポークスマンは南ベトナム駐留米軍のクエストモーランド語lj

司令官を乗せた軍用機が24日ラオスとの国境に近い山岳部の滑走路でベトコンのそ

撃兵に射撃され3人の乗員が軽傷を負ったが，ウエストモーランド高1］司令官は無事

だったと発表した。〔AP一読売）

4月25日

V ジョンソン米大統領は記者会見で，南ベ トナム援助軍司令官，ハーキンス大将

を8月更迭し，後任に現高1J司令官ウエストモーランド中将を昇格させると発表し

た。ノ、ーキンス大将は5月に60才の定年になるが8月まで留任することになってい

る。〔東京 4.25〕

Vラスク米国務長官はインジアナ州のパルパライゾ大学で 「西太平洋における情

勢Jと題して演説した。

演説のおもな点つぎの通り。

。東南アジアにおける共産－主義の脅威とアメリカの態度＝＝l.後進国において

“共産主義は発展の近道”という仮説は経験の前に敗れた。ソ連はそれほ左でも

ないが中国，北ベトナムは明らかに経済的に失敗している。

。しかしこの経済的失敗にもかかわらず，あるいは失敗したからこそ，アジア

の共産主義は引き続き危険である。絶望は彼らを非理性的行動にかりたてるかも

しれない。さらに南ベトナム，ラオスにおける共産侵略は共産主義者の辞書によ
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れば“解放戦争”でありこの点はY速すら口先だけにせよ認めている点である。

0もし南ベトナムが共産化すれば東南アジアは共産化し，世界の力の均衡には

大きな変化が起ころう。オーストラリアは直接の脅威にさらされようが，それよ

りも共産主義のめざましい勝利は他の自由諸国の人々の自己防衛の意思を弱める

であろう。ここにアイゼンハワ一政権が南ベトナム援助を決定し，故ケネディ大

統領が援助を増大し，ジョンソン大統領がさらに勝利の日まで援助を継続すると

まで約束した理由がある。

マ南ベトナム＝私は南ベトナムの比較的安全な地域では経済的，社会的発展が

促進されるべきだと思う。

マラオス＝ハノイ，北京・とも1962年のジュネーブ協定を侵犯している。もし彼

らが現存協定を守れば問題はきわめて簡単だ。アメリカとしてはひきつづき同協

定を守り，プーマ首相の中立政府ーを支持する。

マ結語＝アジアの指導者はアメリカの力をよく知っているが，アメリカがアジ

アから手を引きはしないかと不安を持っている。私は至るところで共産主義者と

妥協するつもりはないし，アジアからアメリカが手を引くことはないといってき

た。この点はアジア政策遂行上重大な点である。

4月26日

Vグエンカーン首相は政府の各省首脳を集めて農村経済再建協議会を成立させ

た。委員会のメンバーは次の通り。

オアン，ホアン両副首相：共同議長

各省，局の大臣，局長：専門委員

協議会は，農村経済の事情を研究し計画を作成し，政府の政策を農村経済の実状

に合わせることを任務とする。

〔VietnamPress 4. 26〕

4月27日

v南ベトナム内務省は「新国会議員の総選挙を 8月から10月までの聞に行う。

18歳以上で身分証明書を持っている者は全員投票権を持つとの声明を発表した。

4月28日

V クープドミュノレピノレ仏外相は国民議会での外交演説の中で，南ベ トナム問題に

ついて次のようにのベた。
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0中国とアメリカの軍事力の聞に立つベトナムー私のいうのはベトナム全体で

あるーがもう一度平和を見いだし，独立をかちとることができるとすれば，それ

は中立の道をおいて他にはないと考えるのが自然である。泥沼の戦争はなかなか

足を洗うのが困難だ。

0キューパ事件で、東西が核戦争が不可能なことを知り，西方とソ連の間で諸問

題の解決が行き詰まって以来，紛争と地域的戦争はアジアに集中して起きてい

る。これは統ーされた大国としての中国がふたたび登場したためである。フラン

ス政府はこの本質的な事実から結論を引き出して，中国を承認した。

0フランスがインドジナでの90年の経験と 7年間の戦争の経験にもとづいてい

えることは，中国を抜きにベトナムの運命を決しようとしてもむだだということ

である。

0フランスは時代遅れのナショナリズムにふけっているわけではないが，フラ

ンスの政策は民族の独立と人類の連帯という 2つの基本的原則の上に立ってい

る。プランスはいまや世界中のあらゆる分野の問題の中に自己の立場を再発見し

てレ、る。〔AF P一読売〕

4月 29日

Vパリ訪問中のウ ・タント国連事務総長はフランス記者団の質問に答えて「ベト

ナム問題は政治的外交的手段によってのみ解決が可能だろう」と述べた。これはド

ゴール仏大統領のいわゆるベトナム中立構想、にたいして意見を求められたもので，

同総長は「フランスのような大国の外交政策を評価することはできない」と前置き

しながらも「十年前，ベトナム問題を軍事的に解決しようとしたが，これは失敗し

た。私としては，どうして同じととを繰り返すのか理解できない。東南アジアの問

題をみると，それは本質的には軍事的なものではなくて，政治的なものである。し

たがって，政治的，外交的な方法のみが問題を解決できるだろう」と答えた。 〔A

F Pー毎日〕

4月 30日

, Pham Thai通信相は SaigonDaily news紙の出版を停止する命令を出した，

通信省のスポークスマンによれば，同紙は新聞条令に違反し， Tranvan Don, 

Ton that Dinh，及び Levan Kim将軍らの釈放どいう事実無根のニュースを報道

した。
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なお同新聞の500部が響察によって没収された。

〈注〉 Saigonで英語の新開は SaiεonDaily News, Saigon Postの2つだけであ

る。 〔VietnamPress. 〕

カンボジア日誌

4月3日

V ド大統領，カンボジア中立協定に賛意一一ドゴーノレ仏大統領はシアヌーク ・カ

ンボジア元首にメッセージを送って，カンボジアの中立と領土保全協定を結ぶとと

に賛意を表明した。 〔AFP＝東京 4.3〕

4月4日

V ロンノノレ副首相兼国防相以下のカンボジア軍事代表団がソ連国防省の招きでソ

連を公式訪問のため4日北京からモスクワに到着，グレチコ ・Y連軍元由111らの出迎

えを受けた。

’周恩来中共首相は4日夜北京を訪れたプーマ首相を団長とするラオス政府代表

団の歓迎宴を催したが，同首相は席上，インドシナ情勢についてふれ①中国人民は

カンボジア人民の正義の闘争を断固支持する。中国政府は，カンボジアの中立を保

障するための国際会議の開催を支持する。②中国人民は南ベトナム人民の克義の闘

争を支持するとともに，米帝国主議の南ベトナム植民地化 ・箪事基地化を強く非難

する，とのベた0

4月6白

血プノンベンで公式筋が語ったところによると，毛沢東中共主席は3月31日カン

ボジア代表団と会見した際「もしカンボジアで戦争が起これば中共はこれに介入す

るだろう」と言明した。〔AF P一読売 4.6〕

4月 13日

v米英記者の入国再禁止一一カンボジア政府は13日， ①米英新聞記者の入国を再

び禁止する，②カンボジア人は祝日以外は米英外交官の招待を受けない，③さきの

国会で無礼な態度をと った米英外交官にはカンボジア元首の主催する式典に出席し
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ないよう通知するーーの 3つの措置を決定したことを明らかにした。〔Up I一朝

日 4.14〕

4月 14日

' 7 Jレシチョフ ・ソ連首相は14日クレムリン宮で，訪ソ中のロンノノレ副首相兼国

防相以下のカンボジア軍事代表団と会談した。会談にはマリノアスキー ・Y連国防

相が同席した。

4月 15日

V シアヌーク ・カンボジア元首は東南アジア条約機構（SEATO）に対し，同国を

同条約の適用国から除外するよう要求した。

同会議議長のロペス ・フィリピン外相は， 「理事会は， ｜同機構事務総長がシアヌ

ーク元首の通達を受けたことは認めたが，理事会としてはとの要請に対して何らの

措置もとらなかった」と述べた。

4月 23日

’カンボジア国営クメーノレ通信が23日発表したところによると，シアヌーク国家

元首はこのほど，ジュネープ会議の両議長国英プの外相に書簡を送り，ラオスと南

ベトナム問題に関する新しいジュネーブ会議を開くよう要請し，次のように述べて

いる。

私は南ベトナムの戦争が広がることを恐れている。新しいジュネープ会議はラ

オスとベトナム双方の事態の安定化を目ざすとともに，インドシナ半島全体の問

題を扱うさらに別の国際会議を準備するのがよかろう。

フオス日誌

1964年 4月2B

V ラオス政府は「プーマ首相はラオス国際会議の共同議長であるパトラ一英，グ

ロムイコ ・ソ連外相の要請に答え，ラオス右派代表のノサパン副首相，左派パテト

p
h
u
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ラオ代表のスブ ァヌボン殿下〈副首相〉にたいし12日にラオス三派会談を開くよ う

要請した」と発表した。

v北ベトナムのベトナム通信が2日報ずるところによるとプーマ首相を団長とす

るラオス政府代表団が同日ハノイ！と着いた。フ ァン‘ バン ドン北ベトナム首相は一

行を歓迎して 「プーマ首相らの訪問は両国政府がジュネーブ協定の正しい履行を保

証する有効的な方法を見つけ出すため協力するうえで好ましい機会を与えるもので

あるJと演説した。

Vプーマ ・ラオス首相はハノイへ出発する前行なったラオス人記者団との会見で

「ノ、ノイ，北京への訪問でなにも成果が得られなければ私は辞任するつもりだjと

述べた。

Vラオス民族連合政府代表団（団長＝プーマ首相〉は北ベトナムのホー・チミ ン

大統領を訪れ会見した。

4月4日

V ファン・パンドン北ベトナム首相とラオス政府代表団として北ベトナムを訪問

したプーマ・ラオス首相はハノイで要旨つぎのよ うな阿国政府代表団の共同声明に

調印した。

0双方はラオスの情勢を改善する唯一の方法は，ラオス問題に関する1962年の

ジュネーブ協定を厳格に履行し，ラオス民族団結政府の正常な活動を凶復させる

にあると一致して認めた。北ベトナム側は同国政府がプーマ殿下を首班とするラ

オス民族団結政府の平和中立および民族親和政策を一貫して徹底的に支持するむ

ねのベた。

0双方は代表機関の正常な活動を保証し，一方の居留民の他の領土における正

当かつ合法的な利益を保証するととを表明した。

0双方はベトナム問題に関する1954年のジュネーブ協定の厳格な実施を保証

し，この協定の精神にもとづいてベトナムは平和的に統ーされなければならない

と認めた。

0双方はシアヌーク ・カンボジア元首の提案にもとづいて，なるべく早くジュ

ネーブ会議を開かなければならないと認め，またいつでもこの会議に参加する用

意があるむねのベた。

0双方はパンドン会議の大きな成果を一層活用させるため第2次アジア ・アフ

リカ会議を開こうとのインドネシアの提案を歓迎する。
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vプーマ首相を団長とするラオス政府代表団はハノイから北京に到着，中共側の

周恩来首相，陳毅副首相兼外相ら政府首脳と会談した。

4月 58

V劉少奇中共国家主席は5日午後，中共訪問中のラオス政府代表団（団長，プー

マ首相〉と会見し，友好的に話合った。これには中共楓ljから周恩来首相が同席した。

4月7日

V プーマ・ラオス首相は帰途北京空港でのあいさつで「中共政府指導者は北ベトナ

ムの場合と同じく，ラオスの諸問題解決に理解を示した。私はラオスの諸問題に対

する中共の助言がラオス三派首脳会談で相互の意見の対立を解くうえで役に立つも

のと確信している」と述ベ，ラオスの複雑な懸案解決に自信のあるところを示した。

これについて北京の外交観測筋は，プーマ首相が中共および先に訪問した北ベト

ナム政府指導者からパテト・ラオのスファヌボン党首に妥協的態度をとらせるよう

働きかけるとのある種の確約を得たのではないかみている。しかし，中共のプーマ

首相への保証は米国がラオス右派の指導者ノサパン将軍にたいし同じような影響力

を行使することを条件としているものと，同筋はみている。

’周恩来中共首相は空港で短い演説を行い，ラオスの統一政府を支持すると要旨

次のようにのべた。

中国人民および政府はこれまでと同様これからも1954,62年のジュネーブ協定

を守り，ラオス人民がその国家的独立と主権を保持することをひきつづき支持す

るつもりである。また平和と中立の政策をかかげるフ。ーマ首相のもと，ラオス政

府が国家的統ーを追求し，中国との善隣関係をたえず強化する努力を支持するも

のである。

V ラオスの中立，左，右三派代表はビ‘エンチャンでの会談で，三派首脳会談を17

日ジャーノレ平原で、開くことに同意した。

この首脳会談の日取りははじめ 4月12日にきめられていた。また三派代表は首脳

会談中，プーマ首相（中立派〉スファヌボン副首相〈左派〉ノサパン将軍（右派〉

の三人の安全を確保する三派軍事委員会の権限についても合意した。

4月8日

V プーマ・ラオス首相と周恩来首相の会談にかんする中共・ラオス共同コミュニ

クが北京で発表された。要旨つぎのとおり。
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0双方は196.2年ジュネープ協定締結後のラオス情勢を検討した。双方は平和，

独立，中立のラオスを実現する道は， 1962年のジュネーブ協定を守P，これを効

果的に適用し，ラオス連合政府の政治綱領を全面的に実施することであるという

点で意見が一致した。

0中国側はラオス人民の民族融和，祖国の統一，平和中立をめざす闘争に支持

を表明し，ジュネーブ協定を尊重するとともに，ラオス三派が外国の干渉を排除

して協力的に，平和的に内政問題を解決するよう希濯した。

0ラオス側はrp国政府の王当な友好的立ち場に感謝を表明した。双方はジュネ

ーブ協定の他の調印国にも協定を厳格に守るよう希望を表明した。

0双方はカンボジアの中立を保障する国際会議を開く提案を承認し，関係国が

この会議開催に必要な手段をとるよう希望した。

0双方はベトナム問題にかんする1954年ジュネーブ協定は尊重されるべきであ

り，ベトナムの平和統ーは協定の精神にもとづき，外国からの干渉は排除される

べきであると認めた。

4月 11日

V プーマ・ラオス首相は10日聞にわーたる北ベトナム，中共同I＝国訪問の旅を終え空

路ピエンチャンに帰着した。同首相は空港で両国訪問の成果にっし、て次のように述

Jくfこ。

私は中国にたいし，ラオス問題を南ベトナム問題とからませるペきでなし、と主

張し，中国側はまずラオス問題を解決し，その結果さらに｜日仏領インドシナ全体

の問題を解決することに同意した。私は17円に予定されてν、るジャーノレヤ・原の三

派首脳会談に期待している。

4月 16日

T 16日夕イ政府筋が受けた報告によると，同日ラオスの首都ピヱンチャンでクー

デターが起った。クーデターの首謀者はサナニコン元首相であるといわれる。ノミン

コク駐在のラオス大使もまた記者団の質問に対し「私もそのうわさをきいている」

と語った。

なお，パリからの報道によると，同地駐在のラオス大使は 「クーデターの報は何

もきいていない」とこれを否定している。

4月 17日

Vラオス三派首脳は，ジャーノレ平原で2時間にわたって会談，ラオス危機解決策
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を討議した。会議から出て来たプーマ首相は記者団に対し「なんらの決定も行・なわ

れなかったが，18日も会談を続行することになったJと語った。

Vタイ駐在のラタナボン ・ラオス大使は17日午後， AF P記者に「16日夜バンコ

クで流れたラオス ・クーデタ一説はまったく根拠のないうわさである」と強く否定

してつぎのように述べた。

ラオスの首都ピエンチャンは正常な状態にある。ビ、エンチャン放送は17日朝，

いつものとおり聞こえたし，政変が起きたとし、う放送はなにもなかった。

4月 18日

Vプーマ ・ラオス首相は「ラオス危機打解のための三派首脳会談で意見が一致し

なかったので，バッタナ国主に三派連合政府首相の辞表を出すつもりだ」と諾っ

た。

4月 19日

Vクープラシト・アパイ将軍のひきいる右派将校たちがクーデターを起した。軍

事革命委員会は次のように発表した。

1) 軍事革命委員会が成立し，・ 4月19日朝首都ピエンチャンを掌握した。

2) クーデターの目的は現在のラオス連合政府の無能力を認識し－，ラオス国民

の平和と繁栄のために決起した。

3) 軍事革命委員会のメンバー ；

Kouprasith Abbay将軍 議長

Siho1an Phoutahcoul将軍 副議長

Thaito Ma将軍 副議長

La Pathammavong将軍 高iJ議長

その他右派の軍隊より70～75名の士宮が革命委員会に参加した。

Vラオス右派軍によってつくられたラオス軍事革命委員会は戒厳令を布告し，国

軍〈右派〉は時と所をとわず捜索できる権限があると宣言した。

Vサイゴンからピエンチャンに急ぎ帰任したアンガー・ラオス駐在米大使は19日

午後，アパイ将軍はじめクーデタ一派の指導者と会見し「米国はクーデターに反対

であるJむねを強く申し入れ， 「米国は情勢を正常に戻す最初の措置として，逮捕

されている中立派の人物を全員直ちに釈放するよう望むjと伝えた。

しかしアパイ将軍は米国の反対を無視して，このあとラオス国務省の前に集まっ

た少数の市民を前にして演説，こんどのクーデターの意義を訴えた。
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インドシナ

V ラオスの中立に関するジュネーブ国際会議の共同議長国英ソの代表，デンソン

駐ラオス英大使館参事官とアブァナシェフ・ソ連大使は，ラオス情勢検討のため 1

cc Cラオス国際監視委員会〉の 3国〈ポーランド，カナダ，インド〉の代表たち

と会談した。

外交筋によると，この会談では正式の首相はいぜんプーマ氏であるから，プーマ

首相から事情を聴取すべきで，アパイ革命委議長と直接接触すべきではないし，革

命委を正式に承認すべきでないという点で意見の一致を見たという。

V ラオス愛国戦線党〈パテト・ラオ〉議長兼ラオス連合政府高1］首相スファヌボン

殿下はカンカイでラオスのクーデターについて声明を発表，そのなかで今回のクー

デターは米帝国主義がその手先をつかってひき起こしたものだと非難するとともに

要旨次のように宣言した。①あくまで連合政府をまもる②ジュネーブ条約と三派間

の諸協定をまもる③ノξテト ・ラオ軍は解放区を守る④中立派軍司令官コン ・レ将軍

ならびに敵の支配下にある全将兵にパテト ・ラオと協力して民族の敵とたたかうよ

う呼びかける。

4月20B 

V ラオス連合政府のプーマ首相はとつぜん，パッタナ国王と会見のため空路ノレ

アンプラバンに向かった。プーマ首相はクーデタ一指導者により軟禁されていた自

邸から空港ーに向かったが，とれは明らかにクーデター指導者の許可をえた行動であ

る。

プーマ首相にはノサパン副首相のほか，クーデターを指導したアパイ，プータク

ノレ両将軍も同行した

V英外務省筋は20日，ラオスのプーマ首相， ノサパン副首相らが主都ノレアンプラ

バンへ向かったことについて「プーマ首相らはバッタナ ・ラオス国王との会談で，

先週末の連合政府維持のための交渉を決裂させた複雑な諸問題の整理にあたるだろ

う」と述べた。

一方ノξトラ一英外相はグロムイコ・ソ連外相と接触，プーマ政権転覆に反対し，

ジュネ←プ協定を支持するとの西側の意向を伝えたもようである。英国としては左

派のパテト ・ラオが報復行為に出て新たな内戦を引き起こさないようソ連が全力を

尽くしてくれることを期待している。

V ラオスのバッタナ国王はノレアンプ。ラパンで、プ」マ連合政府首相，アパイ革命委

員会議長らと会談したさい， 19日に起こった右派のク｝デターを非難し，プーマ首

相を政権の座に復帰させるよう要求した。
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V ソ連政府機関紙イズベスチヤはラオスのクーデターを論評，いまのところ情勢

が混乱しているため，その結末を論じるには時機尚早としながらも， 「東南アジア

における軍事クーデターの病菌は，米国の政策によって培養されたものであるJと

述べた。

4月21日

v米国務省スポークスマンはラオス駐在米大使館からプーマ首相は辞任していな

いとの報告を受けたことを明らかにし「アンガ一大使はプーマ首相はじめ関係者に

米国の立ち場を明らかにしている」と語った。

vワィリアム ・パンディ米大統領特使〈極東担当国務次官補〉は短時間のラオス

訪問を終えて21日バンコクに到着，タナット・タイ外相，マーチン駐タイ米大使と

会談を行なった。

消息筋によ。と，ノモァデ7梓慣はサイゴンから当地に到着したホイーラー米陸軍

長官と共に22日早朝東京に向かう予定である。

4月22日

V中共外務省は22日「ラオス情勢がとれ以上悪化するなら中国はジュネーブ会議

の全参加国にたいし会議開催を要請するだろう」との声明を発表した。

中共外務省の声明次のとおり。

0中国政府はラオスにおける現在の危険な傾向を逆転するためには，プーマ首

相ら連合政府指導者の自由を直ちに回復し，全逮捕者を釈放，クーデタ一指導者

をきびしく処罰することが急務だと考える。

0これに次いで，ラオス三派指導者はできるだけ早く会談を再開し，連合政府

が適切に機能を果たし，かつその政治綱領を遂行するために有効な保証措置につ

いて取り決めることが必要だ。

。もしもこれらすべてが米帝国主義者の妨害と破壊により実現せず，その結果

ラオス情勢がいっそう悪化するのであれば，中国政府はジュネーブ会議の両議長

国（英ソ〉および全参加国が遅滞なく協議し，62年のジュネーブ協定とラオス連

合政府を守り，ラオスとインドシナの平和を守るよう要求する。

0ラオス右派将校による19日のクーデターは米帝国主義とラオス反動勢力が共

同で画策した行動であり，62年のジュネーブ協定を侵犯する重大事件である。

ここで指摘せねばならないのはこのクーデターがインドシナにおける米帝国主義

者の侵略，戦争政策と切り離せないということである。彼らはその手先を通じカ
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ンボアにたいする侵略，転覆活動を強化し，南ベトナムでは武力侵略と干渉を精

力的に拡大している。

0中国はジュネーブ協定の調印国であり，ラオスの隣国である。中国は米帝国

主義者とその手先によるジュネーブ協定の重大｛受犯および迎合政府転覆を無視す

るわけにはいかない。

Vラスク米国務長官とドプノレイニン・ソ連駐米大使はラオス中立化にかんする62

年のジュネープ協定を守るために取るべき措置を話し合った。

－会談後国務省スポークスマンは米ソの合意を示唆し 「われわれはソ速にジュネー

プ協定尊重の願望があることを知って元気づけられたJと述べた。同務省は具体的

にどんな措置をとるかは明らかにしてない。しかしアンガー米駐ラオス大使がクー

デタ一指導者説得のためあらゆる努力を払うよう指令されていることは疑いない。

ラオス憲法によれば政府指導者の任命，解任は国王でなければできない。バッタ

ナ国王がプーマ首相の辞職を認めず，また新連合政府の組織も承認していなし、こと

に米当局者は期待をつないでいる。

’ネーノレ ・インド首相は，ラオス連合政府のプーマ首相に電報を送り 「プーマ首

相が指導する連合政府だけが54年のジュネーブ協定が定めたラオスの平和，独立，

領土保全を確保できるJと述べ，同首相にたいする完全な支持を表明した。

4月 22日

V北京駐在の信頼できるアジア人筋が直接入手した情報として伝えるところによ

ると，ラオスの首都ピエシチャンで行なわれた右派軍によるクーデターは米軍部過

激派分子の扇動により，タイの首都パンコクで、仕組まれたものだという。

同筋の情報によると，タイはビ、ヱンチャン西方のラオス国境の“領土権益”を与

えるという約束と引き替えに，ピエンチャンに親米的な政府をこしらえて，南ベト

ナム軍の北ベトナム進攻のためラオス領を白山に通過させようとする右派軍の一派

に“積極的な支持”を与えるととを約束したという。

さらに同筋によると，米軍部やCI A （中央情報局〉の過激分子は，ソ連との対

立悪化のため，中共は北ベトナムへの全面的進攻が行なわれてもこれに対し精神的

な介入以上のことはやらないだろうし，ソ連も北ベトナムが親中共的な立ち場をと

っているため消極的な態度に終始するだろうとタイ政府に保証したという。

また同筋によると，ラオスのクーデターについてはマニラの SEATO（東南アジ

ア条約機構）理事会に参加したフランスを除く各国の一部軍関係者の間で意見の交

換が行なわれ，大幅な意見の一致をみたともいう。
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一方， 23日朝のラオス問題に関する中共外務省の声明からみて，北京駐在の外交

観測筋では，もしベトナムの戦火が拡大し，ラオスの独立が引き続き脅かされる場

合には，中共はだまっていないとみている。その場合中共はラオス右派政権の成立

に無関心ではないだろうし，ジュネーブ会議共同議長田によるラオスの中立回復が

失敗すれば，もっと積極的な態度をとるようになるかもしれないと観測筋ではみて

いる。 (AFP－東京 4.24)

V ラオス軍事草命委員会のアパイ議長とプータクノレ高lj議長はピエンチャンの国防

省ピノレでラオス軍部指導者18人と 3時間半にわたり会談した。会談後，アパイ議長

は記者団に「ラオス軍の各指導者は全員ピエンチャンに集まり，満場一致で革命を

支持した」と語った。

V ラオスの左派パテト・ラオのスポークスマンは声明を発し同国中立派の軍隊に

対し，クーデターにより連合政府を倒した右派に対して“米帝国主義とその追従者

に対する共同闘争”を組むよう呼びかけた。

4月24日

Vラオス軍事革命委員会は，連合政府が軍事委の要求どおり改造されないかぎり，

プーマ首相に政権を返すことを拒否する態度を示している。軍事委は24日夜，ラオ

ス放送を通じて，プーマ首相が連合内閣を改造するまで権カを握ると声明した。

4月25日

V ピエンチャン駐在のソ連大使館当局は，ラオスのプーマ連合政府を“改造拡大

する”左いう軍事革命委員会の要求は認めるととができないとのソ連政府の態度を

明らかにした。

4月26日

V アンガー駐ラオス米大使は，ラオス在住の米国人にたいし，警告を発表し，「米

国人は瞥戒体制をとり，婦人，子どもは病院，または食料品店へ行くとき以外は不

必要に外出してはならない」と述べた。

4月27B 

Vラオス右派の指導者ノサパン副首相は，ピエンチャン放送でクーデター後初め

て公式に見解を明らかにし，プーマ首相の連合政府の強化，閣僚の権限確立などを

提案した。

外交消息筋はとの提案でノサパン副首相がプーマ首相を支持し，軍事革命委の指
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導者に反対の立ち場を明らかにしたととを重視，とれによってラオス情勢はいっそ

う混乱し緊張の度を加える可能性があるとみている。

4月28日

ラオスのスーク・ボンサク国務相（左派パテト ・ラオ〉は連合政府の全閣僚にた

いしピエンチャンにくるよう呼びかけたノサノミン副首相の提案を拒否し，次のよう

に述べた。

ノサパン提案は宣伝に過ぎなし、。ビエンチャ ンの治安状態が悪いので、パテト ・ラ

オめ閣僚が岡地へくることはできない。パテト ・ラオは，述合政府が王都ノレアンプ

ラパンで活動できるよう同地を中立化する案を支持している。またパテト ・ラオは

適当な治安措置がとられれば，右派，中立派とともに三派会談を開くことを望んで

ν、る。

Vラオス左派ノξテト ・ラオ軍はジャーノレ平原北東端プサン高地付近の右派軍の陣

地を大挙攻撃し占領した。

軍事消息筋によると，プサンには右派軍一個大隊がいるが．バテト・ラオ軍は大

部隊で大規模な攻撃をかけている。

パテト・ラオ軍は何時に中立派軍司令部のあるムオンパンに通ずる道路に向かつ

て進んでいる。パテト ・ラオ寧の行動のねらいは明らかでないが，当日朝ピエンチ

ャンに達した情報によれば，同軍はムオンパンの北方2キロの地点で同道路をしゃ

断することを目的としているようである。

’米国務省スポークスマンは28日，米国はジュネーブ国際会議の共同議長国であ

る英国とソ連に対し，ラオス中立化を規定したジュネーブ協定を支持し，プーマ連

合政府を支援するための措置を直ちにとるよう呼びかけたことを明らかにし，つぎ

のように述べた。

米国が現在入手している情報では，左派ノξテト・ラオ軍の攻撃がどのていどの

ものであるかは明らかでない。しかし米国はラオス情勢に深い関心を持ち，なり

ゆきを注目している。

4月 29日

V ラオス中立派軍スポークスマンが29日語ったところによると，ピエンチャン駐

留の中立派軍兵士約1000人は， 28日から中立派軍司令部のあるムオンパンに非武装

のまま空輸されている。同スポークスマンによると，とれは27日のプーマ首相とノ

サパン副首相の問の取り決めに従ったものである。
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消息筋によると，中立派軍のピエンチャン出発は，同派とクーデター派兵士の問

の摩擦を避けるためだとみられてャる。これら兵土はクーデター前までプーマ首相

邸の警備など、にあたっていた部隊で，同首相邸は現在クーデタ一派兵士が警備して

いる。

バテト・ラオの指導者スファヌボン殿下はプーマ首相に書簡を送り， 5月5日に

カンカイのパテト ・ラオ本部で会談したいと提案した。なおプーマ首相は28日中立

派地区のムオンパンで会談する・ことを提案している。

4月30日

Vプーマ ・ラオス首相は，クーデター後初の公式声明を発表し，政府が全権を与

えられなければ，ラオス危機解決のための最後の努力も成功しないだろうと述べ

た。

声明要旨次のとおり。

私はラオスに平和と和解を回復する努力をすることを決めた。この最後の努力

は，政府があらゆる権限を与えられなければ成功しないだろう。ノサパン副首相

はこの問題では私と同意見であり，政府がより能率的に機能を果せるよう，政府

に権限を戻すための協力を約束した。

私は不在の閣僚にたいし，すみやかにそのポス トに戻るよう要請した。彼らの

安全ははっきりと保証される。

私はとのような状況にあって政府が真の権限を与えられるなら，われわれがい

ま心配している諸問題，とくに軍と行政府の統合問題を解決できると期待してい

る。 (UP I一読売 5.1) 
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マクナマラ米国防長官は 3月の南ベトナム訪問につづν、て再度サイゴンに赴かねば

ならなかった。南ベトナム政府筋の中にすら，マ長官の視察を一応は歓迎しながらも，

とれが軍事情勢の悪化についての米国のあせりを示すものだとのべ， ベトコン側の宣

伝を招き，一般の南ベトナム人も米国の不安の現れた、と誤解するかもしれないとして

疑問視する向きが多かった。

事実ベトコン側も 5月7日のディエン・ピ、エンフー陥落記念日前後にかけて攻勢を

激化して成果を誇示したとも考えられるが， これは南ベトナム政府軍の対ベトコン戦

がますます不利に展開していることを示すものである。 マ長官の訪問が，軍事的面に

おいてスカイレーダー75機の派遣，それにサイゴン米大使館付武官府の閉鎖，米軍事

顧問団の軍事援助司令部への統合といった米軍事出先機関の一本化を生んだ‘ことは，

全般的軍事情勢の悪化とそれに対する米国のあせりを示すものであることは言うまで

もない。

しかしながらラオス，カンボジアを含めたインドシナ全体をめぐる動きは， この訪

問がj単なる軍事情勢視察より以上のものであったことを暗示しているように恩われ

るe

4月19日のクーデター以来，ラオスでは右派と中立派軍隊とを統合して，軍事革命

委員会の右派権力を中立連合政府プーマ首相の下に統合しようとする努力が行なわれ

てきた。 そして5月2日プーマ首相は右派軍司令部の解体と連合政府が実権を掌握し

たことを発表した。パテト ・ラオ放送は「右派と中立派軍隊の統合というぎまんに断

闘反対する。 自由を拘束されたまま，プーマ首相がノサパン将軍の断言だけで直ちに

全権力を掌握できょうかと述べ， プーマ首相の真意を確めるため，カンカイでのスフ

ァヌボン ・プーマ会談を申しいれた。

しかしながら 4日の首脳会談は失敗し， プーマ首相は左派系の中立派2閣僚の解任

を発表，右派軍による4月19日のクーデターを是認し，11日には左派の合同政権への

参加を要求した。 12日バテト ・ラオはこのプーマ連合政府の右傾化に対して，再度

ICC委員のカンカイ訪問を要請した。

しかしながら西側通信はこり項よりバテト ・ラオの攻撃を伝え， 16日の中立派軍の

ムオンパン撤退について， プーマ首相は「この攻撃はラオス全土における総攻撃であ

る」と語り，ラオス情勢はにわかに各国の注目を集めた。アメリカ国務省は5月19日

「米国はラオスの中立と独立を保持するのに必要とあれば， おそらく軍事行動を含む
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いかなる措置も辞さないだろうJと戸明， インドシナにおけるアメリカの強硬政策へ

の転換を明らかにした。

マクナマラ米国防長官はサイゴン訪問に先だって， 西ドイツを，ラスク長官はベノレ

ギー，オランダを訪問，南ベトナムへの援助要請を行なった。 これらの動きについて

北ベトナムは「米国は南ベトナムでの戦争に NATO加盟諸国を引き込もうとしてい

る」と非難した。しかし国府，韓国を除いては NATO諸問の回答は冷いものであっ

fこ。

14日サイゴンよりワシントンに帰還したマ長官は 「アメリカは共産ゲリラによるテ

ロ攻撃のいちじるしい増大に対処するため， 南ベトナムにおける責務の遂行を拡大せ

ねばならぬ」とのべ強硬策への転換を示した。

18日ジョンソン米大統領は南ベトナムへの追加援助を要請，ゴールドウォタ一議員

は南ベトナムでの原爆使用を示唆した。

マ長官のサイゴン訪問はラオスF 南ベトナム双方での米国の対応の仕方に一つの転

機をもたらしているようである。

インドシナでアメリカは“瀬戸際政策”を取り始めているようだが， これではマ長－

官訪問のもう一つの側面を見落すことになるだろう。 5月半ば以後のアメリカの政策

はラオスではたしかに“瀬戸際政策”であるが， 南ベトナムでは現状の強化維持の政

策でしかありえない。

マ長官はラオスにおいては“北進論者”の既成事実を承認し， これを利用すること

にしたが， 南ベトナムでは国府，韓国と結んだより国際的なしかもより直接的北進論

者を抑えることにしたのである。

しかしこのアメリカの政策は， アメリカの大統領選挙の高まりにつれ，ワシントン

の現地軍に対するコントローノレを強化しないかぎりさらに“大きな既成事実”をつき

つけられるだろう。

最近のサイゴンにおける反米デモ， グエンカーン首相のサイゴン政府と仏教徒との

微妙な関係，カンボジャの動きなど，インドシナ現地の情勢をみるとき， インドシナ

問題の将来の解決が DeGaulle仏大統領の中立化構想と無関係ではありえないよう

に思われる。
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1964年 5月2日

vサイゴン港に停泊中の米航空機輪送般〈元空母〉カード号（15000トン〉の吃

水線下でべトコン分子による爆発が起こり ，同艦はサイゴン川に座礁沈没の危険に

さらされた。

V沈没した航空機輸送艦をみていた米人4人が，ベトコンとみられるテロ分子に

より手投げ弾を投げられ負傷した。

Vアメ Yカ軍事援助司令部のスポークスマンは米海軍用のヘリコプター 3機がベ

トコン ・ゲリラによって撃墜されたと発表した。〔VietNam Press 5. 2〕

V サイゴン！駐留の米軍スポークスマンが語ったところによると，首都からわずか

27キロしか離れていない Duehoa付近で2目白昼，政府軍1個中隊約150人がベト

コン1個大隊約500人に襲撃され，政府軍側は戦死17人，負傷31人，行くえ不明5

人の損害を出した。ベトコン側は戦死6人のほか，負傷者l人が捕虜になったとい

われる。

この政府軍は道路上の障害物をのぞくために派遣され，現地に着いたとたん道の

両側で待ち伏せていたベトコンから集中攻撃を受けた。 〔UPI＝東京 5.4〕

5月3日

Vパンデ、ィ米国務次官補（極東担当）はテレビ会見で南ベトナム，ラオス問題に

ついて次のように語った。

1. 南ベトナムのベ トコン ・ゲリラは在留米人に対する“テロ”戦術を強化し

始めたようだ。ベトコン ・ゲリラはメーデーや5月7日のディエンピ、エンフー陥

落記念日に関連して大きな成果をあげようとしている。

2. 航空機輸送船カード号がサイゴン港で、爆破された事件については，正式報

告を受けていないが，船内での爆発が原因のようだ。

3. 南ベトナム在留アメリカ人の保護強化のため，さきに引き揚げた米軍憲兵

隊を再び派遣することも可能だ。一時米軍人家族の引き揚げも考慮したが，現地

の士気を落すので賢明な措置とはいえない。

4. 北ベトナムまで戦争を拡大することについてはまだなんの決定もみていな

い。われわれはいまこれを慎重に検討中である。これは確かに重大な決定で，現
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在の戦線で勝利を収めることの方がはるかによいし，またそれが可能だと信じて ．

し、る。

5. ラオスのプーマ首相はいまなお政権を担当してν、るが，政府の権限はまだ 、

全面的に同首相に返還されてν、ない。アメリカはプーマ政府に全権を委譲すべき

だと信じており，これ以外のやり方は内戦をもたらすことになろう。

’北ベトナムのホー ・チ ・ミン大統領は 5月3日記者会見で次のように述べた。

．問い一南ベトナムにおける平和の再建方法は？

答えーまずアメリカは軍隊と兵器を完全に撤去し1954年のジュネーブ協定を厳

守しなければならない。その後，独立，民主，中立の原員ljによってこれを行なう

問いードゴール大統領の南ベトナム中立の提案をどう考えるか？

答え一南ベトナム問題について，フランス政府の指摘を私は次のように考える

同政府はジュネープ協定を承認したのでその協定に対して責任を持たなければ‘な

らない。同協定によってベトナムの平和と統ーを樹立する任務があるc

CL’Humanite, 5. 4〕

V南ベトナムのパム・カクラウ駐米代理大使はラジオ放送で，南ベトナム政府は

新憲法議会の選挙を大がかりにやるため、 8月までにベトコン地域の相当部分を掃

討する計画であると語った。

5月5日

• ＇米財務省は，北ベトナムの在米資産をすべて凍結し‘米国と北ベトナム間の商

業取引もすべて禁止すると発表した。

v南ベトナム解放通信社の報道によると，南ベトナムのグエン ・カーン首相はこ

のほど夜間外出禁止令の出ているサイゴン，ショロン地区．の普察軍を 2万3000人か

らδ万人に増強した。〔Tass＝東京 5.6〕

Vサイゴンのタクシー運転手i万2000人以上は，運転手3人が米兵に殺された事

件に抗議するデモを行なった。このため米国の施設では戒厳態勢がしかれ，米大使

館，ロッジ大使邸の警備は強化された。〔新華社＝朝日 5.9J

5月68

Vジョンソン大統領は，マクナマラ国防長官を来週また南ベトナムに派遣すると

発表した。

同長官には，ホイーラー陸軍参謀長，マクノートン安全保障担当国防次官補らも

同行し，現地の戦局の進行状況を直接視察するのが目的である。
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• t 

V 日本とベトナムの賠償協定は今年1月12日から最終年度〈第5年度予来年1月

ム11日まで〉を迎えたが，その実施計画についてこのほど日本政府と在日ベトナム賠

償使節団との問で意見が一致したので，両国間で、合意文書を交換した。これによる

と最終年度の実施金額は約12億2300万円でそのあらまし次のとおり c

A分類〈ダニム水力発電所建設計画〉約5億7900万円，おもな内訳，発電所用

資器材7000万円， Bienhoa送電線3億円，配電網用電圧器2億円。

B分類（その他物資）600万円。

C分類（施設関係その他） 200万円。

D分類（その他事業計画） 6億3600万円，おもな内訳は鉄鋼圧延工業7400万

円，沈没船引き上げ作業2億5200万円，ディーぜノレエンジン1億4400万円， My 

Thuan橋建設1億円など。

5月 78

' 7日明らかにされたところによると3 ラスク米国務長官は9日ブリュッセノレの

ベルギー ・アメリカ協会で演説し，南ベトナムに対する西側同盟国の援助を強く要

請する予定である。権威筋によると，ラスク長官は南ベトナムの共産化防止は米国

ならびに西側諸国に大きな利害関係があるとのジョンソン政権の意向を強調するだ

ろうといわれる。

ラスク長官はこのあと12日からハーグで開かれる NATO理事会で，加盟各国に

南ベトナム援助の具体的措置を明らかにするととになろう。これには医師，看護婦

医薬品の提供，借款供与，工業設備や技術援助，軍事顧問団派遣などが含まれてい

る。

権威筋によると，この問題がこの時期に NATOに提出される理由の一つは， 7 '

ランスの東南アジア中立化呼びかけに対抗するためである。米国は中立化が共産主

義支配を招くとして繰り返し非難している。4月にマニラで開かれたSEATO理事

会では，フランスを除く 7カ国が南ベトナム援助に参加する確約をしたが，フラン

スはこれに加わわらなかった。

ラスク長官はとれに力づけられて， NATOの南ベトナム援助参加にさ－ぐりを入

れようとしているわけである。しかし援助は各国の自由意思によるものとされてお

り，NATO全体としての行動ではない。〔AP＝東京 5.8)

V南北ベトナムを旅行し最近モスクワに帰ったオーストラリア出身のバーチエヅ

ト記者は，北ベトナム滞在中， Vo nguyen Giap副首相兼国防相と会見，その内

容を公表した。 Giap副首相は，この会見のなかで「米国が南ベトナムの戦闘を北
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ベトナムにまで拡大しようとすれば，それは自殺行為になろう」と述べ，さらにつ

ぎのように諾った。

(1) 米国防総省指導者は，北ベトナム進攻が自殺行為であることを知っており

冒険を試みる前に熟考するだろうと思うがわれわれは警戒の目を向けている。

(2) 米国の侵略に対して戦っている南ベトナム民族解放戦線の戦いは“聖なる

戦い”であり南ベトナム政府内の愛国勢力からも｜詩情をかちとっている。

(3) 南ベトナムの米人は帰国しなければならなν、。早晩，彼らは帰国の荷造り

をしなければならないだろう。米人はいまや戦争の勝敗を議論しているのではな

し敗北がどれだけ早くくるかを議論しているのである。 〔AFP＝毎日 5.8]

V南ベトナムのグエン ・カーン首相は，マクナマラ国防長官の南ベトナム視察旅

行を歓迎すると述べたが，南ベトナム人の聞には3片の規擦に続くとんどの訪問に

疑問を持つ向きも多い。

信頼できる南ベトナム筋によれば，ベトコン側はたび重なるマ長官の視察は軍事

情勢の悪化について米国があせっていることを示すものだとの宣伝攻勢をかけるだ

ろうし， 一般の南ベトナム人も米国の不安の現われだと誤解するかもしれないと ν、

フ。

また南ベトナム政府筋は，マ長官の訪問は有益で、あると述べながらも，回数が多

くなると米国の南ベトナム支持の方針が揺らぎ，金のかかるゲリラ戦に代るやり方

に転換しようとしてヤるとの誤解を生みかねなヤとしてし、る。LUPI＝東京 5.8〕

5月8日

l＇米国務省当局は，米国が世界の25ヵ国に対し，南ベトナムに実際的，物質的援

助をあたえるよう要請しつつあることを明らかにした。l司当局はこれについて「こ

の援助要請には戦闘部隊の派遣は含まれなν、が，軍事，経済援助が対象となろう。

また，最近は控えめの要請を行なうこともあり得るが，現在各国が考えているよう

な象徴的な援助であってはならない」と語った。

なお，米国が援助を要請する25方国の内容は明らかにされてし、ないが，この数は

SEATOとNATO両加盟国を上回ってν、る。国務省当局者によると， 25力固に要

請された援助は2種類で，ひとつは経済，社会面の援助，他は箪事計画への援助。

これには戦闘要員を除き，医療，技術団，ゲリラ戦訓練固などが含まれる。

現在，米国以外に，南ベトナム軍の訓練に当たっているのはオーストラリア，英，

マレーシア，韓国の 4ヵ国，物資援助をしている国は西独，日本，英，オーストラ

グア，カナダ，ニュージーランド，フランスの7ガ国p 技術援助をしている国はフ
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ランス，西独，オーストラリア，カナダ，英，ニュージーランドの6ヵ国。このほ

かに今後援助を始めるとみられるのはフィリピン，タイ，国府，パキスタン， トノレ

コ，ギリシャ，イタリア，デンマーク， ノノレウェー，オランダの10ヵ国である。

〔AP＝東京 5.9〕

V西独外務省スポークスマンは南ベトナムに対する西独の経済援助増加を求めて

いる米政府の要請に応ずる意向であることをほのめかして，つぎのように述べた。

マクナマラ国防長官は 9日から 3日関西独を訪問するが，同長官との話し合い

で対南ベトナム経済援助問題が持ち出されれば，西独はこれに賛成し，援助を増

額することになろう。西独は南ベトナムとの結び付きを感じており，過去18ヵ月

間に7000万マルクの経済援助を与えている。〔AP＝毎日 5.9〕

’消息筋が伝えたところによると，サイゴン北西部の Tayninhの南約24キロの

南ベトナム，カンボジア国境付近でカンボジア軍の戦車が南ベトナム軍の兵員輸送

用装甲車を攻撃，午後に至るまで車両および乗員を立ち往生させている。

この南ベトナム軍装甲車は Tayninh南方の国境地区でベトコンを掃討中だ、った

もので，消息筋では「国境線上をあるいは数フィート越境したかもしれないが，故

意の国境侵犯ではなく，手違いからであるJと強調している。〔AP＝読売 5.9〕

5月9日

’ジョンソン米大統領は，ニューヨークで開かれている世界博覧会を訪れたさい

即席の記者会見をし次のようにのベた。

われわれは南ベトナムで多く問題をかかえている。われわれはできるだけ多く

またできるだけ，じかに南ベトナム新政府と接触し，できるかぎり援助しようと

努力している。ロッジ駐南ベトナム大使の時に応じた協力，助言とならんで，私

はラスク国務長官，マクナマラ国防長官，テーラ一統合参謀本部議長およびその

他の統合参謀本部員，ホィーラー将軍を派遣し，われわれに助言，援助，勧告を

させるつもりである。しかし私がこれらの人の派遣を決めるのはなにか特別の情

勢が生じてν、るときばかりではない。これらの人は数週間ごとに現地におもむき

指導力を発揮して判断し決定することになろう。われわれは情勢を掌握していな

ければならない。

Vサイゴンの責任ある、治安当局筋が諮ったところによると，南ベトナム警察は12

日サイゴンを訪れる予定のマクナマラ国防長官をサイゴン到着直後に暗殺するとい

うべトコンの陰謀を 9日夜，未然に防いだ。

ベトコンのうち l人は橋の下に導火線を敷いているところをつかまり， 60メート
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／レほどはなれたところで爆薬が発見された。〔AP＝筒：日 5.11〕

V 南ベトナム陸軍の装甲車が対共産ゲリラ作戦中カンボジア領に侵入した事件に

つき，南ベトナム政府は 「過失による侵犯」であったと謝罪した。

’サイゴンの南ベトナム軍事法廷は，昨秋のクーデターで死んだゴ ・ディン ・デ

イェム大統領の弟ゴ ・ディン ・カンがサイゴン刑務所で銃殺芳IJに処せられたと発表

した。

同氏は4月に軍事法廷で殺人，汚職，職務上の不当取得および権力乱用の罪で死

刑の判決を受けていた。それいらいロッジ駐南ベトナム米大使は同氏の助命嘆願を

続けていた。〔AP＝共同＝毎A5.10〕

.・5月 10日

V ブリュッセノレからハーグに着いたラスク米国務長官は，オランダのマライネン

首相を訪問，そのあとノレンス外相と一時聞にわたって会談した。

この二つの会談でラスク長官は南ベトナムで共産側の活動を押えるには，西側か

らの物資的援助が必要だと強調したが，オランダ側消息筋によると，ノレンス外相は

東南アジアに属領ないし政治的責任をもっ諸国（英国，フランスなど）が第一に援

．助を提供するのが当然であると答えた。

’サイゴンの米権威筋が明らかにしたところによると， 10日南ベトナム南端の

・Ca mau半島西側のソンゴンドク河円で政府軍とベトコン軍の問で最初の “海戦”

が行なわれ，ベトコン側の勝利に帰した。これはシンガ．ポールの漁船3隻を 2隻の

政府側武装ジヤンクが護衛していたところ，隻数不明のベトコン漁船が攻撃を仕掛

け，武装ジヤンクの2隻とも沈没させ漁船を奪取，いず、れかにつれ去ったものであ

る。〔AFP＝毎日 5.12〕

ぷ月 11日

’マクナマラ米国防長官は空路ボン発，南ベトナム視察のためサイゴンに向かっ

た。同長官はボンで3日間にわたり？西独のフォン ・ノ、ツセIレ国防相と会談したが

南ベトナム戦争の公式支持ないし軍事援助の約束を西独から取り付けるととには失

敗した。

西独外務省当局が述べたところによると，西独はフランスとの密接な関係から，

南ベトナムで公然と米国を支持するのをためらったもょうである。

マ長官とフォン ・ノ、ッセノレ西独国防相との会談の後，次のような共同コミュニケ

が発表された。
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両国防相は自由世界の防衛策に関して意見を交換した。このさい米国側は他の

NATO諸国が共産主義の脅威と戦っている南ベトナムのように世界の他の地域

でも支援を与えるよう希望した。

両国防相は自由世界の防衛が不可分であり，自由世界が脅威を受けてし、る地域

ではどこでも安全が確保されなければ、ならない点で意見の一致をみた。

両国防相は米，西独問の防衛面での協力に関連してとくに重要性のある 4つの

分野，すなわち（1）将来の戦車の開発，（2）米国が西独のためミサイノレ巡洋艦3隻を

製造する協定など米独共同生産計画，（3）将来の共同研究開発計画，（4）西独の米兵

器購入継続について検討した。〔Reuter＝東京 5.12〕

つV アメリカのエマーソン駐日臨時代理大使は，外務省に大平外相を訪問，南ベト

J ナム政府を支持するための援助に日本も加わってほしいと口頭で、正式要請した。大

平外相はこれに対して 「日本も自由陣営の一国として南ベ トナム政府の希望もきい

たうえ，できることがあれば応分の援助をする」と援助を約束した。

どのような援助を行なうかについては，まず外務省で事務的に検討したうえ政府

．首脳によって決定されるが，外務省では軍事援助はできないので，南ベトナムの民

生安定に役立ち，同国政府の立場を強化するものが望ま しいとの考えから医療品や

農業関係の援助を検討する方針である。

南ベトナム援助は昨年1月の日米安保協議委員会でもアメリカ側から話があり，

政府はやはり医療関係の援助を考慮したが，南ベトナム援助を自分一国だけでなく

NATO諸国など与国に呼びかけており， わが国も自由陣営の有力国としてアメリ

カ政府の要請に応ずることになったもので，援助の種類は有償で、も無償でも，技術

援助でも，南ベトナムの希望するものなら何でもよいとされている。〔読売 5.12]

V米官辺筋は，ラスク米国務長官が南ベトナムに対する援助を要請したところオ

ランダ政府から拒絶されたとの報道を否定した。米代表団筋によれば， 10日のラス

ク長官とオランダのマライネン首相およびノレンス外相との会談で南ベトナム問題は

触れられなかったという。〔UPI＝毎日 5.12〕

5月 12日

Vマクナマラ米国防長官はサイゴンに到着，ロッジ米大使はじめ現地米軍首脳と

一連の会談を行なった。

v北ベトナム外務省スポークスマンは，南ベトナムでの戦争に NATO加盟諸国

を引き込もうとする米国の計画を非難する声明を発表し，次のように述べた。

NATO外相会議で，ラスク米国務長官は， 米国が南ベトナムで行なってかる
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侵略戦争に若干の加盟国を引き込む目的で南ベトナム問題を討議するよう会議に

要請した。またマクナマラ米国防長官はサイゴンに到着する前， NATOブロッ

クの加盟国である西独のハツセノレ国防相と会談し，南ベトナムでの侵略政策に積

極的に参加するようそそのかすためボンにおもむいた。米帝国主義者は南ベトナ

ムにおける現在の苦境と失敗から自らを救うため，あらゆる方法でその同照固と

従属国に責任を分担させようとつとめている。こうして米国は南ベトナムの情勢

をますます複雑にし，インドシナと東南アジアの平和に重大な脅威を与えてい

る。〔RadioPress＝東京 5.14〕

’サイゴンの信頼できる筋によると，サイゴン北西にある Tayninh西方約40キ

ロ上空をカンボジアのジェット戦斗機2機が侵犯し，ベトナム軍に対し爆撃し，数

分で両機ともカンボジアに引き返した。

この侵犯機は米国型のF88型か，仏国製のジェット練習機とみられている。

〔AP＝共同＝毎日 5.13〕

V西独外務省スポークマンは「我国は南ベトナムにおける対ベトコン戦を助ける

ために軍事援助をするととは考えていない。 これはハーグで聞かれNATO理事会

でも変更されるととはあるまい」と次のように述べた。

両独は現在南ベトナムに開発援助資金として約7200万マルク（1800万ドル〉出

しており，これは今後も続ける。しかしその他は問題にならない。 〔AP＝東京

5.13〕

Vソウノレ放送によると，韓国の金聖恩（キム ・ソングオン）国防部長は記者会見

の席上「南ベトナム政府から対ベトコン作戦に援助を要請してくるなら，韓国は軍

事援助をする用意がある。正式な要請はまだなし、が，要請によって戦斗部隊の派遣

も考慮する」と言明した。

韓国は1962年5月，南ベトナムに軍事顧問団を派遣したこともあり，当時一個師

団内外の兵力派遣も検討したことがあるO 〔新亜＝読売 5.13]

’大平外相は閣議で，米国のラスク国務長官から 4月27日付けで池田首相にあて。日本の対南ベトナム援助を要請する書簡が届いたこと，エマーソン駐日代理大使か

ら11日口頭で援助要請があったことを報告するとともに「日本は自由陣営，アジア

の一員としてこれに協力する考えで‘ある。援助品目や方法については近く通産，大

蔵，厚生，農林など関係各省と協議したうえ決めたいJと発言し，閣議の了承を得

fこ。

外相が閣議で明らかにしたところによると米側の要請内容は，①物資援助，②技
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令！討委I#J，③金融援助の三項白で，日本側としては物質と技術面の援助を考慮する方

針である。

ラスク米国務長官の書簡は，同長官が先月下旬， SEATOと南ベトナム情勢を視

察したことに触れ，日本を含む自由陣営の諸国家が対南ベトナム援助を行なうとと

の意義を強調したものといわれる。

政府としては米側の援助要請リストを慎重に検討したうえ援助額や品目を決めた

ヤとしているが，米側の要請品目は次の通り。

物資援助一 トタン，セメント， レーノレ， クギ，井戸堀り資材，手工具，小型発

電機， ノミイフ＼ポンプ，苗種，殺虫剤，ワタチンなど医薬品，その他。

技術援助一外科医，保険医，農業技術，電気事電信技師など。

資本援助一無償または有償援助。〔東京 5.13〕

’参院外務委員会は大平外相の出席を求めて，社会党の森元治郎，羽生三七，岡

田宗司氏，民社党の曾称益氏らが米国から要請のあった対南ベトナム援助問題につ

ヤて「日本がこれに協力することは軍事紛争に巻きこまれる恐れがあるので反対」

と強調した。〔東京 5.12J

5月 138 

V南ベトナム情勢の視察を終えたマクナマラ米国防長官とテイラー米統合参謀本

部議長はサイゴンを出発，ホノノレノレ経由帰国の途についた。マクナマラ長官は出発

前の記者会見で次のように述べた。

0南ベトナムの戦闘は5年，あるいは10年も続く長期戦となるだろう。現地を

視察した感じで、は，南ベトナム政府軍の質はかなり向上したと思うし，政府行政

官の訓練計画もよくできているといえる。ともかく現在，政府側の軍事力はいち

じるしく改善されつつある。

0米国としてはB57ジェット爆撃機やその他のジェット機を南ベトナムに持ち

込むかどうか，まだ検討してし、なヤ。いまのところ南ベトナムへジェット機を配

備する計画は全然ない。 （UPI＝東京 5.14]

V マクナマラ米国防長官は，サイゴ、ンで，米国は南ベトナム空軍の戦力増強のた

め，スカイレーダー機〈プロペラ機） 75機を送ると諮った。 〔Reuter＝共同＝毎日

5.14〕

’陳毅中国外相は，ラオス左派のスファヌボン連合政府副首相の 4月24日付け書

簡に回答を送札 4月19日の右派軍部ク←デターを認めず，それ以前のプーマ三派

連合政府の機能を回復せよとのスファヌボン副首相の要求を支持した。
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陳毅外相はその中で 「米帝国主義は侵略計画を推進するため，南ベトナムに対す

る軍事干渉拡大をもくろみ， SEATO,NATOおよびH木と蒋介石派〈国府〉の軍

隊を南ベトナムヘ引き込もうと企図している。米帝国主義者らが演出したピιンチ

ャン ・クーデターなど，ラオス連合政府をぶちこわそうとする一連の行動も 4れら

との関連で行なわれたものであるj と非難した。〔新華社＝共同＝東京 5.14〕

V消息筋が語ったととろによると，南ベトナムの Nguyenngoc Le少将を団長

とする軍事使節団が台北に着いた。使節団の任務は秘密とされているが，国府：が1南

ベトナムにゲリラまたは正規軍を派遣するかもしれないという情報があるとき使節

団が訪問したことは注目されている。〔UPI＝東京 5.14〕

V沈昌燥国ff-J外相は，記者団に 「国府は南ベトナムでの反共産ゲリラ戦に対して

現在援助している技術援助以上にさらに別の種類の援助を送ることを考えている」

と語った。この別の種類の援助はなんらかの軍事援助を含むのかとの質問に対して

同外相は「それは南ベトナムの情勢しだいた、」と答えた。〔UPI＝東京 5.14〕

V米国務省スポークスマンは，米軍が台湾で‘国府軍に南ベトナムでの戦闘のため

の特殊訓練をしてν、るとの報道について 「米国は過去数年間， 国府軍訓練を援助し

てきたが，これは台湾防衛のための対ゲリラ戦訓練などを含むもので，南ベトナム

芳、の戦闘のための援助や訓練はしていないJと述べた。〔UPI＝東京 5.14〕

v南ベトナムの Nguyenxuan Oanh副首相（経済担当〉はこの15日ごろ訪日，

日本政府当局者と賠償，経済協カ問題を協議する。おりからアメリカが SEATO,

NATO加盟諸国への訴えに続いて， 日本にも南ベトナム援助を正式に要請したや

さきでもあり p 日本人には“対岸の火事”視されてν、たベトナム問題もにわかに身

近となりそうだ。

ベトコン対策で、苦境に立ったワシントンが，西方諸国に南ベトナム援助を要請し

た最大のねらし、はどのような形であれともかくサイゴン政府への支援を取りつける

ことによって，アメリカ“孤立化”を否定するためと当地で、は受け取っているc し

たがってこのような時期におこなわれる Oanh副首相の訪日が注目されるのは，た

とえそれが既成の経済問題にせよ，タイミングの点から反ベトコン政策への直接支

援という特別の目で見られる可能性もあるからだ。

Oanh副首相は，三高，京大出身，その後ノ、ーバード大学を卒業， IMF（国際通

貨基金〉に勤めていた。昨年11月，ゴ政権を打倒した第一次クーデターのあと帰国

し国立銀行総裁に就任， l月の第二次クーデターで副首相に抜てきされた経歴の通

り，この圏第一級の財政専門家で，との 4月ラスク米国務長官がサイゴン視察にき
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たさい訪米を招請されている。こんど日本訪問後その足でワシントンに飛ぶが，そ

のさい主としてアメリカの経済援助について打ち合わせる予定といわれる。なかで‘

も3月に NguyenKhanh首相がマクナマラ米国防長官に示した“平定計画ロに対

するアメリカ側の具体的援助が最終的に決定されるのではないかと注されている。

ところで，日本の南ベトナムに対する賠償は， 1959年調印した3800万ドノレのうち

.3600万ドノレで、ダニム ・ダムを建設，現在200万ドノレ分が残っている。その分につい

ては目下「沈船引き揚げ」事業に振り向ける交渉が進んでいるようだ。また賠償協

定の付属文書には，賠償終了後， 日本政府は10年以内に 910万ドノレの範囲内で経済

協力をするとされている。この経済協力は，受け入れ側の態勢が不確実なため軌道

に乗らなかったがいまのところ砂糖精製プラント，レーヨン工場，メコン川の橋り

ょう建設が候補にあがっている。

Oanh副首相は 2日間の東京滞在中，得意の日本語で外務，大蔵当局および政府

要人と賠償の残孔経済協力について話し合うとみられるが，そのほかにも追加借

款を希望するのではないかとみられている。アメリカは NguyenKhanh政権に経

済的にも無制限の援助を確約しており，第三国の援助はさほど必要としないとみら

れるだけに，アメリカ，南ベトナム双方からの「援助の要請Jは注目されよう。

なお Oanh副首相はワシントン訪問後，ロンドンでイギリス当局者と会談する予

定である。〔星野特派員二読売 5.14〕

5 月 14日

Vサイゴンからワシントンに帰還したマクナマラ米国防長官は，ホワイト・ハウ

スでジョンソン大統領と会談したのちテイラ一統合参謀本部議長とともに記者会見

にのぞみ「アメリカは共産ゲリラによるテロ攻撃のいちじるしい増大に対処するた

め，南ベトナムにおける責務の遂行を拡大しなければならない」とのベ，さらに次

のように語った。

アメリカの南ベトナム向け軍事および経済援助は増加されるであろう。訓練任

務につく米軍要員をさらに南ベトナムに派遣することが必要かもしれない。私は

15, 16の両目ふたたび大統領と会談する。ベトコン ・ゲリラは南ベトナムの農村

住民へのテロ攻撃をいちじるしく増強してし、る。とれらの攻撃で注目されるのは

誘かい，殺人，待ち伏せ，地方指導者のざん首のような残虐行為である。南ベト

ナムは，正規部隊および準軍事部隊の兵力をいちじるしく増強しなければならな

い。戦争は長期にわたる困難なものとなり，それによって来年末までに南ベトナ

ムから米軍を引き揚げるというアメリカの計画は再検討を余儀なくされるかもし
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れない。 （戦争を北ベトナムに持ち込む可能性を問われて〉共産主義者によって

演じられている攻撃は，南ベトナム領土上での対抗措置を必要とするものである

北ベトナムにおける軍事行動は，その可能性がまったくなし、とはいν、切れない内

〔AP＝読売 5.15〕

’南ベトナムの権威筋は，サイゴン北方40キロのタン ・クエン ・プーギァオ地方

で14日， 南ベトナム政府軍がベトコンの攻撃を受け， 51人が戦死， 10人余が行方不

明になったと言吾った。

この政府軍はベトコンの攻撃を受けたタン ・ウェンの町と3前哨地点， 1“新生

活村－”を増強するために派遣されたもの。この新生活村がベトコンに攻撃三れたさ

いの戦闘では政府軍3人が戦死した。14Hの戦闘は， 4月中旬にベトコン軍がサイ

ゴン南西200キロのキエン・コン地方で展開した作戦いらし、最大のものだった。

またベトコンは，カンボジア国境に近いタイニン士也方のプオク ・タン前哨地点を

攻撃したのち，同地慌にある“新生活村日の居住民約 100人を強制的に連行してカ

ンボジア領にはいった。

一方， 12日から15日にか吠て中部，南部ベトナムのふたつの新生活村を含む各地

にベトコンが攻撃を加え，政府軍兵士 4人が戦死した。この戦いで少なくともベト

コン兵士6人が戦死した。〔AFP＝朝日 5.16]

5月 15日

？ ジョンソン米大統領は，ホワイトハウスで凶家安全保障会議を開き，マクナマ

ラ国防長官の報告を中心に南ベトナム情勢を検討した。この席には特に民主，共和

両党幹部13人が招かれ，今後の政府の政策遂行に協力するよう求められた。この日

の中心議題は，米国の対南ベトナム援助強化と，北ベトナム進攻作戦の可否の二つ

にしぼられたようである。

マクナマラ長官の報告はこれまでになく暗い，きびしい調子のもので，長い困難

な戦争を勝抜くためには米国がもっと積極的に介入しなければならないと強く主張

したといわれる。

現在米国は南ベトナムに対して 1！：－！約 150万ドノレの経済および軍事援助を支出し

1万6000人以上の米人を駐留させているが，これをさらに大幅にふやすためには議

会の積極的支持が必要であり，場合によっては大統領みずから議会に出席して勧告

を行うかもしれないとされている。この会議では特に具体的な数字や計画は出なか

ったがp とにかくひととろ国防総省が感んに流したような楽観論，早期解決論は影

をひそめ，日増しに勢力を広げるべトコンに対決するジョンソン政権の決意が繰返
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L強調された。

問題は南ベトナムへの本格的テコ入れが 「北進」の準備につながるかどラかであ

るo 北ベトナムに反撃してゆくことになれば，事実上朝鮮戦争以来はちめて米軍が

“直接，．戦闘するというリスクをおかすことになりョ米国民の関心もその点に集中

している。

ワシントン・ポスト紙によれば北進論の主唱者は空軍，とくにノレメー空軍参謀総

長とパワー戦略空軍司令官で，空からの一撃によりベトコンの勢力は相当程度衰え

るものとみている。そしてこれは早ければ早いほど効果があるとしている。

これに対し国務省は現在の段階〈とくにドゴール大統領のベトナム中立化構想、が

発表され，また自由陣営の中に米国と同じ程度の熱意で南ベトナムを深刻に考えて

いる国がまだほとんどないという時期）において，北ベトナムに攻撃をかけること

には当然消極的だ。

この“北進”可否の問題でイブニング・スター紙が報じているところでは，米政

府高官は 「マクナマラ国防長官はととし末〈つまり大統領選挙後〉まではその最終

決定を延期するだろうJと語ったといわれる。〔松山特派員＝朝日 ・5.16〕

V 米国防総省は， 1961年はじめからことし5月11日までの問に南ベトナムで米軍

e 人225人（うち戦死128人〉が死亡， 867人が負傷， 13人が行方不明になったと発表

した。 〔UPI＝共同＝朝日 5.16〕

, Doan Ket （サイゴンのベトナム語新聞〉紙にのったニュースによれば， サイ

ゴンに居住するフランス人3人がサイゴン警察当局に逮捕された。同当局はこの3

入は国家治安と警察法に違反したと発表した。3人の職業と理由は次の通り。

1. De Pollak Engene Charles氏， Groupementsd’achats mines Industries 

の総裁

警察当局が市民家族名簿を調べることを拒否したこと。

2. Malliet Henri Louis Marcel氏（38才〉

ゴム・プランテーションの管理人。

ドゴールのベトナム中立化提案を宣伝したこと。

'3. Gertho妊ertClaude氏（36才〉

サイゴンのフランス文化センターの職員，サイゴン大学の文学部の講師

南ベトナムのインテリ階級〈大，中学の教授教師と学生など〉と結んで南ベト

ナム中立化運動の機関を組織したこと。〔DoanKet 5. 15〕

W 南ベトナムの米軍事顧問団（MAAG）が，ノ、ーキンス大将指揮の「米軍事援助
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司令部Jに統合された。MAAGはが010年前から南ベトナム軍の訓練，装備に当た：

ってきたが，今回の措置は南ベトナムの米軍活動をより能率化するためといわれる

〔UPl＝共同＝読売 5.17〕

5月 16日

V 台湾の徴信新聞報は，権威筋が明らかにしたとして，｜孟IH;f，韓国，フィリピン

などのアジア反共国が連合してベトナム志願軍を編成することについて協議中であ

るとトップ記事で報道した。

同権威筋はこの志願軍を編成することには韓国，フィリピン政府筋がすでに賛成

編成は時間の問題だと指摘した。この志願軍の編成計画は 2力月前に韓国特使の金

鍾泌民主共和党議長が台湾，ベトナム訪問のさい提案したもので，編成方式は現在

研究中であるとν、う。 〔中央社（台北〉ニ読売 5.17]

V政府予算の支出に関しては，下院が大きな権限をもゥているため，この支出増

額の議論は下院が中心になるが，こうしたいきさつもあ勺て．政府．の南ベトナム対・

策が，これを機会に改めて議論の的になることも予想、されているc 〔杉浦特派員＝

東京 5.17〕

5月 17日

Vサイゴンの米軍スポークスマンが語ったところによると，ベトコン ・ゲリラは－

午前2時から明け方にかけてサイゴン西方約百キロのカンボジア国境部 Mochoa 

州首都 Kiengia時および政府軍の六陣地を急襲，政府軍に総計死者36人，負傷者

23人，行くえ不明10人の損害を与え，きゅう砲三台など兵器87点を捕獲した。この

攻撃で上陸用舟艇一隻が爆破されて沈没，釆員19人が死亡した。ベトコンが大隊規ー

模で政府軍を襲ったのは14日に続き 2度目であるo ｜’A P＝東京 5.18〕

5月 18日

vジョンソン米大統領は正午議会に特別教書を送り，南ベトナムへの軍事経済援

助追加として， l億2500万ドノレを要請し「アメリカの基本的な安全保障の危険Jに

対処せねばならぬとのべた。

教書は追加援助を必要とする理由に，（1）ベトコン ・ゲリラのテロ活動が活発とな

ってきた，（2）グェン ・カーン政権が共産ゲリラに対する作戦を成功させるとの確信

をもっている，との2つをあげている。増額分はすでに下院で、審議中の新年度対タト

援助予算34億ドノレへの追加として要請したもので，こんと、の内わけは経済援助が，

7000万ドノレ，軍事援助が5500万ドノレで，前者は防衛支持援助を 3億3500万ドノレから

必
吐
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4億500万ドノレ，後者は軍事援助を10億ドルからLO億5500万ドノレへと増額する形を

とっている。 〔斎藤特派員＝読売 5.19〕

5月 19日

V米国のラスク国務，マクナマラ国防両長官は下院外交委員会の秘密公聴会に出

席，南ベトナムの情勢と援助増加の必要について証言した。終了後ラスク長官は，

議会側は南ベトナム向け援助1億2500万ドノレ増額を求めたジョンソン大統領の要請

に好意的な反応を示しているとつぎのように述べた。

問委員会の委員たちは南ベトナム情勢の深刻さと3 米国の援助増大が東南アジ

アの安全維持のために重要であることをよく自覚していた。ラオスで、共産系パテ

ト・ラオスが攻勢に出ていることは必ずベトナム問題にも影響ょするだろう。

なおラスク長官は「共和党委員が問長官に対し南ベトナムはなぜ米国の援助下に

北ベトナムに戦争を拡大しないのかと質問した」という報道について論評を避けた

〔AFP＝東京 5.20〕

V信頼できる米国筋が明らかにしたところでは，南ベトナム駐在米大使館付武官

府 （20人〉が閉鎖されることになった。

同筋によれば，これはハーキンス南ベトナム駐在米軍事援助司令官の進言で，マ

クすマラ米国防長官が決定したものだが，ハーキンス司令官はこの武官府が独自に

送った南ベトナムに関する報告に不満だったとみられている。〔UPI＝朝日5.20〕l

5月20日

V米下院外交委員会は，ジョンソン大統領が要請した南ベトナム援助のための特

別援助費1億2500万ドルを無修IEで可決した。委員会は非公開で，賛否の票数は明

らかにされていない。〔UPI＝朝日 5.21)

V台北のチャイナ ・ポスト紙が20日伝えるところによると， 国府はこのほど南ベ

トナムに対し50万ドノレ（ 1億8000万円〉の援助を行う計画を立てた。

この援助の半額は工業施設，建設資材，農業用具，組立て住宅など，他の半額は

種々の技術援助にあてられる。またこのほか南ベトナムに精糖所建設のため精製機

械が送られるとヤわれる。 〔UPI＝朝日 5.21〕

T ＇.） ワノレ放送によると，韓国国防省は南ベトナムに野戦病院斑を派遣する計画を

検討中であり，午後国家安全保障会議にこの問題を上程した。〔新亜＝朝日 5.21〕

5月21日

Vサイゴンの DoanKet紙が伝えるところによると，南ベトナムの中部警：察当局
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． ， 

は Quocgia doan ket chien tuyen （国家団結戦線〉の分子の大部分を逮捕した。

間当局のー発表によると，この分子らは2将軍（’franvan Don, Ton that Dinh) 

を釈放する要求のパンフレットを Quangtri, Quang Nam, Thua Thienの諸州に

配布した理由で逮捕された。

〈注〉 Don, Dinhの阿将軍は第 1クーデタ ーの軍事革命委員会のメンバーである

が第 2クーデタ ーによ って中立化巡動の作疑で投獄された。

逮捕者は次の通り。

Bui Cao, Nguyen v. Thong, Ton that Hien, Ho <lac Tien, Nguyen duy 

Chau, Vinh Oai, Le dinh Ai, Le khac Long, Le Mang (Doan Ket 5. 21) 

V南ベトナムの Nguyenxuan Oanh副首相 〈経済担当〉は，サイゴンの国立中

央銀行総裁室で〈読売星野特派員〉と会見した。同氏は50分間にわたる会見中，新

たな国づくりの青写真，民生安定に重点をおく構想、を諮った。なかでも，日本との

経済提携，とくにフ。ラント借款，産業投資に大きな期待を寄せている旨力説した。

訪 日の時期については， 6月10日ごろと予定されるワシントン公式訪問の前後に実

現したいとのベ，その際，日本の産業，金融業のトッ プ ・グループと会見したし、と

のベた。会見の要旨次の通り。

聞い一一南ベトナム経済は，かなりの部分をアメリカの援助に依存しており，

最近ジョンソン大統領が，新たに 1億2500万ドルの軍事3 経済援助の追加を議会

に要請， うち7000万ドノレを経済援助にあてるといわれるが。

答え一一これまでの経済計画は，あまりにずさんだったうえ，派閥，利権が横

行していた。また何より悪かったのは直接援助にたよりすぎ，園内産業の育成，

貿易拡大に目を向けなかったことである。外周からの援助は，うまく運用しない

とかえって悪結果を招く。こんご輸入は，どうしても国内で生産できないものに

限り，どしどし資本財を入れたい。貴重な外貨はたとえ 1ドJレでもムダにしない

つもりだ。

問い一一経済再建の具体的構想は。

答え一一以前の5ヵ年計画は一時たなあげし， 3年間の調整期間を置いて青写－

真をまとめる。これについては，先日サイゴンに来たアメリカのランド ・コーポ

レションの友人たちの協力を得て半年間で構怨をまとめるつもりである。

問い一一当面の政策は「平定計画」 （農村の生活改善はじめ民心の掌握）に重

点をおいているようだが，それが実際の効果をあげるのはいつごろをメドとして

いるのか。

答え一一一ベトナムは農業国である。したがって地方農村の生活向上．農業生産
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の増大に全力を集中する。具体的には農業金融をふやし，肥料増産，農地拡張，

技術導入などのほか，農民の家屋建築を計画している。このような平定計画は，

来年の5月までの 1年間に少なくも全地域の75ないし80%を軌道にのせる予定で

ある。現在政府の調査によると， 1450万の人口のうち， 850万は政府支持， 200万

がベトコン支持とされているが，残り 400万については，夜はベトコンの支配下

にある。これを改善するため，南部デノレタ地帯に努力をそそぐ。

問い一一訪日に際して日本に何を望むか。

答え一一先進工業国として，また同じ東洋人としての日本と，貿易その他で親

密な関係を深めたいと思う。日本でi土産業，金融界のトップ ・グループと会談し

苦しい戦争はしていても預金はふえつつあり，産業投資，貿易面で希望に満ちた

一面があることを説明したい。日本の賠償によるダニム発電所は，今年末に発電

を開始するが，目下話し合いが進んでいる賠償の残りの分の使途および910方ド

Jレの経済協定についても訪日のさい仕上げをしたい。具体的にはいま製糖， レー

ヨン，製紙の各プラントを交渉中だが，そのほかテレビの組み立て工場，漁業技

術の導入など，日本の借款，技術に期待をよせている。とくにベトナムを知る植

村甲午郎経団連副会長や松下光広氏（ベトナム貿易の草分け大南公司社長〉はじ

め三高，京大時代の同窓とも連絡したい。〔星野特派員＝読売 5.22〕

Vアメリカは東南アジア政策を転換して3 国連が同地域の平和維持に積極的な役

割りを果たすよう努力することを決めたと伝えられる。スチブンソン米国連代表は

国連安保理事会で，カンボジアと南ベトナムの国境に国連軍の監視隊を送ることを

提案した。これと関連して信頼できる筋は同夜「平和維持のための国連の役割りは

南ベトナム，カンボジア，ラオスを含む全紛争地域に及ぼすことができる」と語っ

Tこo

同筋によると，アメリカが考えているのは， 1948年にパノレカン地方に設置された

ような監視委員会または国連軍という形をとり，全地域にわたって紛争の解決に－あ

たる任務をもつものとなり得ょう。（Reuter＝読売 5.22〕

5月22日

v南ベトナムは，ベトナ｝.，.P カンボジア国境を監視するために国連軍を派遣する

とかうスチブブン国連米首席代表の提案を原則的に受諾した。

Nguyen Khanh南ベトナム首相は「私としては国境の実際的な管理に関心を持

っているが，このような国連軍は強力なものでなければ価値がないだろう。南ベト

ナムとしては国連軍の派遣を歓迎する」と述べた。〔AP＝朝日 5.23〕
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5月 23日

’サイゴンの Doanket紙が伝えるところによると， NguyenKhanh首相は，

ABCテレビの特派員 RayFalk氏とのインタビ、ューで次のように答えた。

問いー←ー最近，仏教徒の反政府運動再開と中立主張に賛成するうわさがあった

が，首相はそのうわさに対してどう考えるか。

答え一一それは全 く事実無根である。まず，仏教徒でもベトナム人であり，わ

れわれ全ベトナム人は共産主義の独裁と奴隷の禍をよく知ってν、る。共産主義者

と植民主義者の中立提唱を支持するのは奴隷への道である口共産主義的無信仰に

反対する戦線の中に，宗教はl重要な役割を持ち，また，仏教はベトナムでは一番

大きな宗教である。

なお私も仏教の信者であリ， ベ トナム兵士はほとんど仏教の信者である。した

がってベトナムの会兵士は以共反中立に対して熱心である。われわれはラオスの・

ような中立を望まないのである。それは共産主義に対して降伏することを意味す

。。
間い一一仏教徒は政府にやJJを要求しているか，政府はどんな方法で彼らの要求

に答えるのか。

答え一一以上の述べたことによって重大な問題はなし、。革命後，仏教徒の問題

はほとんど解決している。〔DoanKet 6. 1〕

5月 24B 

V ロンドンのサンデー・タイムズ紙 〈保守系〉は，香港特派員電として「中共は，

南ベトナムでの戦いが北ベトナムに発展するのに備えて，約10万人の軍隊を集結し

ているJと次のように報じた。

降下部隊，突撃隊を含む中共箪は中国南部の戦略地点南寧に集結している。ま

たハノイおよびハイフォン港の対恕防衛態勢は中共箪によ丹て強化され，南寧で

は戦闘機，輸送機など空軍力が増強されている。中共は南ベトナムの戦闘が北ベ

トナムへ延びることを真剣に心配し，かれらの懸念は高まっている。 〔AP＝朝3

日 5.25〕

V米国のゴーノレドクォータ｝上院議員 （共和党〉は，テレビ ・ラジオ放送で南ベ

トナムのジャングノレを切開き，共産ゲリラの補給線をあばくため，小規模の原爆を

使用したらどうかと提案した。 ［AP＝朝日 5.25〕

V南ベトナムの NguyenKhanh政府は，サイゴンの 6つの新聞に対する発禁処

分を発表した。これは昨年11月ゴ ・ジンジェム政権が倒れて以来南ベトナムの新聞
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に加えられた最大の弾圧措置の一つである。 6紙のうち 3紙は24日発禁となったが

このうちの Tienbo （進歩〉紙は2ヵ月の発禁のあと再刊第1号を出したばかりで，

この第l号は現政権を“いわゆる民主的”政府と書いたという理由でサイゴン中の・

新商売場から押収されたo 24日朝一時発禁となった他の 2紙は政府当局者を中傷し

秩序を破壊しようとしたとされている。〔UPI＝毎日 5.25〕

5月 25日

’ホリオーク ・ニュージーランド首相は夜，南ベトナム政府に対し非戦闘面のイ壬

務をもっ軍部隊の派遣を申出たと発表，南ベトナム政府から間もなく返事があると

予想してし、ると述べた。この部隊は工兵隊の将校，兵士など25人からなる。

〔AP＝朝日 5.26〕

5月 26日

Vフェドレンコ ・ソ連国連代表は国連安保理事会でスチーブンソン米代表のあと

を受けて発言，米共和党の大統領選指名候補のひとりゴーノレドウォーター上院議員

が， 「米国は南ベトナムで原子兵器を使うべきだ」と“残虐政策”を強調したこと

を非難した。フェドレンコ .＇）連国連代表はスチーブンソン米代表に対し「ゴーノレ

ドウォーター上院議員のこの発言は米政府の政策を示すものなのかどうか」と迫

り， 次のように述べた。

これまでのところ米政府の代表はだれひとりゴーノレドウォーター上院議員が公

言したこの残虐な考えを非難していない。これは単なる偶然なのか。この米政府

の沈黙はどう解釈すればよいのか。スチーブンソン米代表は答えるべきだ。

〔AP＝東京 5.27〕

V カナダを訪問中のウ ・タント国連事務総長はオタワで記者団と会見，現在の国

連の力では，東南アジアの現情勢に対し有効な役割りを果たし得るかどうか，はな

はだ疑問であると次のように諮った。

米国はインドシナへ国連軍を派遣してはどうかと提案しているが，国連の成長

の度合ν、からみて，カの及ぶ問題とそうでない場合とがある。子どもに10ポンド

の荷物をかつがせることはできるが， 200ポンドの荷物をかつげと命じても無理

なのと同じことである。 〔Reuter＝共同＝東京 5.27〕

V米下院外交委員会は，ジョンソン大統領が要請した1965年度（本年7月一明年

6月〉の対外援助支出権限35億ドルを無修正で仮採択した。このうち約5億ドルは

南ベトナムの対ベト コン戦用である。下院外交委が大統領の要請する対外援助全額
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を認めたのは7年間にわたる米対外交助史上初めてである。［U PI＝東京 5.27

5月27日

Vベトナム通信の発表によると，昨年11月， Ngodinh Diem旧政権の崩壊ν、ら

ヤ南ベトナム全閣の刑務所から台計2万3600人の政治犯が釈放された。 〔AP＝共

同＝毎日 5.281

5月 28.B 

V このほど南ベトナムの対北ベトナム宣伝を目的とする出力50kwの“自由の戸刊

ラジオ放送局が完成， 27日その初放送で NguyenKhanh南ベトナム首相が南北ベ

トナム統一を呼びかける演説を行なったのなおこの放送局の送信機所在地は，共産

側の破壊活動を普戒，極秘にされてし、る。向首相放送の内容つぎのとおり。

北ベトナムの友人諸君。われわれの国ベトナムが分割の悲運に直面じて以来、

この7月で満10年になる。しかし南北ベトナムが再び一つになり，平和と幸福と

自由の楽ー十．を築きたいという全国民共通の願いは必ず達成されよう。共産主義者

や植民地主義者の企図がいかに陰険なものであろうと，ベトナムの領土は南北ベ

トナム全部にわたることを私はここに強調したい。〔UPl＝侮H 5 .29j 

5月31日

v南ベトナム軍事革命委員会は，さる 1片30日のクーデタ」のさい逮捕拘禁した

前政権の幹部、将背軍人5人の処罰を， Nguyen Khanh首相および委員会の段高

級将宮6人の署名つきで公表した。

処罰の内容は， j)5将軍の軍事委員会からの追放， ②いっさいの軍隊指揮権はく

奪，③懲戒および箪紀にもとづき処罰，となっているが拘禁は解かれよう。

なお処罰される 5将軍は，昨年11月のクーデターで Ngodinh Diem大統領政権

を倒した軍事革命委員会第一次の幹部で，当時のベトナム軍総司令官 Levan Kim 

少将，国防相 Tranvan Don少将，内相兼サイゴン治安局長Tonthat Dinh少将

などが含まれてし、る。（UPI z 東京 6.1〕

V米共和党政策委員長のレアード下院議員は，ラジオ・インタビューで 「米政府

は南ベトナムの対ゲリラ戦争を北ベトナムへ拡大するための準備をしている」こと

を明らかにして次のように述べた。

この準備は過去数ヵ月にわたって進められてきた。必要なら北ベトナムへ進む

というのがジョンソン政府の立ち場である。下院国防歳出委員会も今後米軍が必

要のさい，遅滞なく行動できるだ、けの準備を持つべきだとの判断から，政府の方
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針を支持している。

Nguyen Khanh南ベトナム首相はいまのところ南ベトナム軍を北ベトナムに

進撃させるととは望んでいないと信じられる。しかし同首相はできれば北進した

いと考えて＇..， ・、るものとみられ，そのための準備が進められているもょう。

〔UPI＝東京 6.1〕

カンボジア日誌

5月 78 

V カンボジア軍部筋は「13台の南・ベトナム軍装甲車が3 カンボジア領内に侵入，

村落を攻撃したJと語った。同筋によると，南ベトナム軍はカンボジア南東部スパ

イリエン地方のタエイ村を襲い，このためカンボジア側警備隊員 l人と住民5人が

死亡，警備隊員I人が重傷を負ったという。カンボジア政府は，国際監視委員会委

員と報道関係者にタエイ村を視察するよう要諦した。〔AP＝共同＝毎日 5.9〕

5月 10日

干プノンペンで発表されたところによると，シアヌーク ・カンボジア元首はフル

シチョフ ・ソ連首相とドゴー／レ仏大統領に親書を送り，カンボジアの中立を保障す

る国際会議開催をはばんでいる障害を取り除くためp 両首脳が全力をつくすよう訴

えた。

向元首は同時に， 1954,年ジュネープ国際会議英 ・ソ商議長国に覚書を送り，カン

ボジア問題に関する国際会議開催に努力するよう要請した。〔UPI＝東京 5.11]

5月 11日

V カンボ、ジアのシアヌーク元首は，中共の国慶節の祝典に出席するため， 10月北

京を訪問すると言明した。CAP＝朝日 5.l2〕

5月 12日

V カンボジア政府が発表したところによると，カンボジアのサンパト外相は安保

理議長に覚書を送り，米国と南ベトナムは，カンボジアの領土権を侵し，無防備の
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，民間人を殺害したと述べ，さ らにカンボジアが南ベトナムの反徒と共謀してν、ると

の米国の主張が正しし、かどうかを確かめるため， 国連がカンボジアに調査団を派遣

するよう要請した。〔AF p ＝＝朝日 5.13〕

V カンボジアの学生，僧など数百人は，南ベトナム軍のカンボジア国境侵犯事件

に米軍が加わっていたことに抗議して国民議会周辺でデモを行ない，政府に対し米

国人全員の国外退去を要求した。これに対しサト悶民議会議長はデモ隊の要求をシ

アヌーク元首に手渡すことを約束した。

なお，これよ りさきカンボジア政府は，7日の南ベトナム軍の国境侵犯事件でカ

ンボジア人7人， 8日の同様事付で南ベトナム兵3人が死んだと発表した。

〔UPl＝共同＝朝日 5.14〕

V カンボジアのシアヌーク元首は， 「米英との全面的外交断絶は不可能である。

米国へのゴム輸出は貴重な外貨をかせいでいる LP シンガポーノレや香港と貿易する

には，英国と取り引きしなければならない」と述べた。〔UPI＝東京 5.14〕

5月 18日

vカンボジアは，南ベトナム揺が18日カンボジア国境の村落を攻撃し，民家7戸

を焼いたことを明らかにし 「この侵略はサイゴン政府とこれを支持するアメリカが

ベトナムでの戦闘拡大を目的として凶境紛争を多発させるよう執ように望んでいる

ことを示しているJとのベた。CAP＝読売 5.22〕

Vカンボジア政府は 「米国防総省は，米国がカンボジアの中立主義を転覆させる

ため直接介入することを強く要求してν、るJとのワシントン ・ポスト紙の報道に関

連して「カンボジアは領空を侵犯するし、かなる飛行機も撃墜する」と警告した。

〔Reuter＝朝日 5.19)

5月 19日

V 米国ならびに南ベトナムの “侵略目に対するカンボジアの非難を討議する国連

安全保障理事会は午前10時58分〈日本時間午後11時58分〉からセイドー仏代表を議

長として関かれた。

席上，フェドレンコ ・ソ連代表は南ベトナム現政権は非合法であり，打倒された

ゴ・ジンジェム政権とは1部閣僚をおきかえただけで大して異ならないとの理由で

安保理に南ベトナム代表を招くことに反対したが， 表決の結果， 賛成9' 反対2

〈ソ連とチェコ〉で南ベトナム代表を議決権なしで安保理の討議に参加させること

に決定した。
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セイド一議長は南ベトナムからウ・タント国連事務総長に正式に信任状が提出さ

れ次第，南ベトナム代表を安保理に招くと述べた。〔UPI＝東京 5.20〕

V カンボジアのソン ・ブェンサイ代表は国連安保理で，カンボジアの中立保障の

手段として，インドシナに関するジュネーブ14方国会議を早急に開催するよう要請

するとともに，次のように述ベた。

カンボジア国境は昨年とことしで261回侵犯され， うち数回は米軍事顧問が参

加していた。われわれの抗議にかかわらず，このような侵略行為は停止されない

ばかりかp かえって数がふえてU、る。安保理は平和への脅威を除去するため侵略

者を非難し，その行為を停止させ，再発を防がねばならない。このためにこそわ

れわれはカンボジアの中立と領土を国際協定によって保障するよう主張している

のである。〔Reuter＝共同＝東京 5.20〕

V カンボジア航空は，カンボジアの首都プノンペンからノ、ノイ経由で中共の広州

に至る新航空路を開設した。同空路はプノンペン＝ジャカノレタ聞の空路および広州

＝北京間の空路と連絡する。〔UPI＝毎日 5.20〕

5月218 

V南ベ トナムのパム ・カクラウ ・ワシントン駐在代理大使は，国連安保理で 「南

ベトナムはカンボジアに侵略行為をしたことはなく，ベトコン追討中，画定不完全

な国境を不注意に越えたもので，カンボジアに対しては犠牲者への補償を申し出て

いるJと言明した。〔UPI＝共同＝読売 5.22〕

5月24日

V カンボジア官営のクメーノレ通信は，シアヌーク元首がiごゴール仏大統領の 5月

5日付け書簡に対して送った返書の内容を明らかにしたが，シアヌーク元首はこの

なかでドゴール大統領のインドシナ中立化案に全面的に賛意を表明した。

また向通信はドゴーノレ書簡の内容にふれて次のようにのベた。

ラオス中立を維持するため均衡のとれた 3派連合政府が尊重されるべきだ。南

ベトナムについていえば，政治的解決以外に解決の道がないことは明らかである

インドシナ全体の問題を討議するジュネーブ会議を開くべきだとのシアヌーク元

首提案を歓迎する。〔UPI＝共同亨読売 5.25〕

5月25日

V国連安保理事会で Vuvan Mau南ベトナム代表〈駐英大使〉は国連の支持の

下に南ベトナムおよびカンボジア双方が合意した専門家による調査団を組織し，こ
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れにより両当事国にと って納得のゆく国境を商定し，国境地域の地図を作成すると

ともに，南ベトナム，カンボジア両国軍による混成パトローノレの創設を提案した。

〔AFP＝毎日 5.26〕

5月 26日

V カンボジア問題の安保理は午後再開され，スチーフ。ンソン米代表がカンボジア

国境の紛争処理のためには国連が監視の役割を担当するのが最も妥当だと主張し，

14ヵ国国際会議の開催や国際監視3国委員会の活用に反対する米国の態度がまだ変

っていないことを明らかにした。

i司代表は「カンボジアが問題を安保理に提訴しておきながら，その解決を国連外

に求めようとするのは玉県解に苦しむ」と述べ，カンボジアとこれに同調するフラン

スを批判した。

続いて，これまでこの問題の決議案とりまとめに劃＇J＼，、たモロツコのベンヒマ代表

がフランスの態度を称賛しながら「どちらの側にも満足されるような決議案の作成

はこれまでのところ不成功だ」と発言した。

米国の国連導入案は英国と国府の支持を得ているだけで，次第に孤立の色を強め

ており，米国の反対にもかかわらず「インドシナ問題ははヵ国国際会議で政治的に

解決せよ」との声が大勢を占めつつある。〔朝日 5.27'1

5月 28日

’カンボジア国境問題の国連安保理事会は， 28日から討議をしめくくるための決

議案文につヤて理事国の問で、活発な意見調整を続けてU、たが， 28日中には意見の一

致が見られなかったため，理事会の再開を 6月2日午前に延期した。

いま検討されてν、る案文は， ⑦カンボジア，南ベトナム問の国境紛争を遺憾とし，

②両国間での平和的解決， ③カンボジアへの損害賠償＼ （お国境線表示を援助するた

めの国連派遣問の設置を含んでし、る。〔朝日 5.30)

’サンパット ・カンボジア外相は国連安保理事会で次のように演説した。

シアヌーク・カンボジア元首は「われわれはソ連，フランスと同様IC Cの強

化を主張してし、るが，国連が監視班を派遣するなら受入れる用意がある。われわ

れは国連に監視班の組織を要請するj と述べている。なお安保理は同外相の発言

のあと休会にはいった。 （Reuter＝朝日 5.29〕

5月 29日

V シアヌーク・カンボジア元首は「国際監視委員会（ ICC）に代って国連が設
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置する特別委員会には決して同意しなし、」と言明した。

同元首はカンボジアが国連特別委員会に同意したとの報道を否定し「私は単に国

連のオブザーパ一派遣に応ずるといったにすぎない。国連のオブザーパーは ICC' 

の任務を補佐するものであるJと述べた。〔UPI＝共同＝朝日 5.31〕

フオス日誌

1964年 5月1日

V インドシナ問題に関するジュネープ会議の共同議長国である英国とソ連は，共

同メッセージで，ラオスについてのジュネーブ諸協定と プーマ殿下の連合政府を全

面的に支持すると発表した。

ロンドンの権威筋によると，このメッセージはプーマ政府が平和と中立の線に沿

ってラオスの発展を確保するよう要望している。

このメッセージは，パトラー英，グロムイコ ・ソ連外相によりラオス 3派首脳と

ジュネーブ会議参加国政府に送られたもので，右派箪が4月19日連合政府を倒そう

として起したクーデダーに重大関心を表明するとともにこれを非難し，さらに次の

ように述べている。

。ラオス 3派指導者とジュネープ会議参加国政府が1962年のジュネーブ協定を

厳格に守ることを希望する。

。ジャーノレ平原の 3派会談が再開され， 3派が早期解決に全力を尽すことを希

望する。

0ジュネーブ協定と連合政府に敵対する人たちが直ちにその不法活動をやめる

よう希望する。〔Reuter＝朝日 5.2〕

，ァンガー駐ラオス米大使は，ピエンチャンでAF P通信記者に対し「米国は 4

月19日の右派のクーデターを認めない。連合政府がラオス問題を解決する唯一の手

段であるj と語った。

同大使はさらに「私はクーデクー以後p 2度にわたってこの米国の立ち場を軍事

革命委員会に通告した。またクーデター後，ラオス駐在の各国外交官は共同歩調を

とっており，英，ソ，仏，インド，オーストラリア外交代表はク）デターについて
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l司じ見解を持っているJと述べた。

またワシントンで，米国務省スポークスマンは 1日［米国はラオスの諸問題を解

決するためプーマ・ラオス首相のとっている建設的な方式を全面的に支持する。ま

た，左派ノξテト ・ラオスを含むラオス 3派が，この困難かつ重大な任務と取り組ん

でいるプーマ首相を支持するよう希望する」と語った。〔AFP＝東京 5.2J

5月2日

Vプーマ・ラオス首相は，クーデター後初の記者会見を行ない「右派とはすでに

妥協ができたので、3日，カンカイの左派パテト・ラオ司令部を訪問し，右派と同様

の譲歩を求めるつもりだ」と述べ，さらに次のように語った。

0右派および中立派とい．う攻治的派閥を解消し，こんどは私が双方を代表する

O右派はその司令部を解体し，軍隊を国防省〈国防相はプーマ首相が兼任〉の

もとに置くことに同意した。

01960年の中立派コン ・レ軍によるクーデター以前のような強力な軍隊に戻す

ためラオス国軍を改編することになろう。

。中立派と右派は連合政府閣僚が実権を持ってその省を運営することに同意し

た。左派が同じ立ち場を受け入れ，同様の措置をとれば私の仕事は容易になるだ

ろう。〔UPI, AFP＝東京 5.3〕

v混迷を続けるラオス情勢収拾のため，左派のスファヌボン副首相はプーマ首相

に対し， 5日カンカイで両首脳会談を開催することを提案した。これに対しプーマ

首相は3日開催説を提案，スファヌボン副首相がこれに応じたため，クーデター以

後， 3度目のプーマ ・スファヌボン会談が 3日カンカイで行なわれることになった

しかし左派はこのところジャーノレ平原で中立派，右派に攻撃をかけているので，こ

の会談に多くは望めないようだ。〔毎日 5.3〕

Vバテ ト・ラオのボンピチット情報相は“／ごテト ・ラオの声”放送の記者と会見

し「ラオス愛国戦線党は右派と中立派軍隊の統合というぎまんに断闇反対する。自

由を拘束されたまま，プーマ首相がノサバン将軍の断言だけで直ちに全権力を掌援

できょうか」と述べた。 〔RadioPress＝毎日 5.3〕

5月4日

V ラオス放送によるとプーマ・ラオス連合政府首相は午前10時，空路ピエンチャ

ンからカシカイに到着，ラオスの現状について左派のスファヌボン副首相と意見を

交換したのち，同日午後5時ごろピエンチャンに帰った。なお同首相にはジュネー
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ブ会議議長団である英ソ両国代表が同行した。〔新華社＝共同＝毎日 5.4)

5月 8日

V プーマ・ラオス首相は「カンボジアのプノンペンに滞在中の中立派2閣僚がピ

エンチャンに帰任することを拒否したので，彼らを解任し，内閣改造を行なうjと

の声明を発表した。

プーマ首相は4月28日，ケオラ保健相，モンコピライ国務相に帰国を要請したが

2閣僚はプーマ首相がつけた期限の切れる 6日，王都ノレアンプラパンが中立化され

ぬ｜現り帰国せぬと回答してきた。

2閣僚はプーマ首相の中立派の中でも左派色が強く，その帰国拒否の理由は王者IS

ノレアンプラパンや首都ビエンチャンは右派勢力が根を張っているので，生命の安全

が保障されぬというものである。

左派ノとテト ・ラオは，同派の同意なしに連合政府の内閣改造を行なうことに断固

反対している。一方ノサバン副首相と軍事革命委を含む右派は，早期改造をプーマ

首相に迫っており，プーマ首相は深刻な事態に直面することとなった。

5月 11日

Vプーマ・ラオス首相は，ピエンチャンで開カ亙れた憲法記念式典で演説し，左派

のバテト ・ラオが右派，中立派の合同政権に参加するよう訴えて，つぎのように述

ベた。

最近のクーデターは三派聞の交渉がいつまでもまとまらないことに失望した国

民の不満が爆発したものだ。私は反対派が偏見を取り除いて，私のすべての行動

が統一と調和を目ざしていることを理解してほしいと思う。 〔Reuter＝共同＝毎

日 5.12〕

.5月 12日

Vスファヌボン副首相は，ラオス情勢を討議するためジュネーブ会議の議長国で

ある英，ソ両代表をはじめ Icc （国際監視委員会〉委員をカンカイに招くことを

明らかにした。

ノミテ ト・ラオ〈左派）スポークスマンによれば，各国代表は15日カンカイに向か

う予定。 〔AP＝共同＝毎日 5.13〕

.5月 14日

・y西側軍事筋が語ったところによると，タトム北方の北ベトナム国境近くに攻め
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込んでν、たラオス右派軍約1400人は， 4月初めからの左派ノξテト ・ラオ軍の反撃に

より撤退中，兵力の 4分の lを失った。

右派軍はパテト・ラオの支配地域に深く食い込んで，左派の陣地および北ベトナ

ムに通じる補給／レートに攻撃を加えていたが，北ベトナム正規軍500人の補強を受

けたと信じられる左派箪2000人の反撃にあい， 4月初めメオ族避難民3000人と撤退

を開始した。いらν、右派軍はジャーノレ平原南方40キロの友軍陣地に帰り着くまでに

350人の兵力を失い，同じく避難中に殺されたメオ族は 3,400人にのぼったと伝え

られる。 〔Reuter＝共同＝毎日 5.15〕

vラオス国防省は「右派および中立派軍が保持していたタトムの町が，左派軍の

手に落ちた」とのコミュニケを発表した。タトムはピエンチャン東北約160キロ，

右派軍の拠点パクサンまで約64キロの地点にあり，右派軍2個大隊と中立派軍1個

中隊が駐留していた。

｜司コミュニケはp パクサン駐留部隊の前衛地点であるサラヂンジンへの左派軍の

攻撃が迫っている，と述べているが，グトムがどのようにして左派軍に占拠された

かについての詳細は明らかにしてν、なし、。しかしピエンチャンの西側軍事筋による

と，パテト ・ラオ，ベトミン合同軍と左派側に寝返った中立派軍推定2個中隊がタ

トムを攻撃，占拠したといわれる。（AP＝共同＝毎日 5.16"1

5月 16日

V ラオスの左派ノξテト・ラオ軍と北ベトナム軍の混成部隊は，中部ラオスのジャ

ーノレ平成にある中立派軍の拠点を攻撃，中立派軍は同派司令部のあるムオンノミンか

ら約5キロの地点まで後退した。

プーマ首相はとの攻撃について 「これはパテト ・ラオとその友人たちの意図を明

らかにしたものである。このような攻撃がラオス全土に行なわれていることは総攻

撃であることを示している」と語った。〔UPI＝毎日 5.18〕

5月 17日

’ラスク米国務長官は夜， ドプノレイニン ・ソ連大使，グリ ーンヒル英公使を招き

悪化しつつあるラオス情勢について協議した。ラスク長官はまたラオス国際監視委

員会のインド，ポーランド，カナダ各代表も招いて会談した。国務省当局者による

をラスク長官はジュネーブ会議の共同議長国である英ソ両国の代表にp 戦闘中止の

ための努力を要請した。

ドブ、／レイニン ・ソ連大使は午後ラスク長官と英公使の協議終了後，異例の招請を
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受けてラスク長官と協議したもの。

ラスク長官はさらにSEATO（東南アジア条約機構〉加盟のオーストラリア，ー

ユージーランド，パキスタンP タイ，フィリピン各国代表と個別に協議したc

〔UPI＝毎日 5.18〕

5月 18日

’ トレベリアン英駐ソ大使は，ラーピン ・ソ連外務次官と緊迫したラオス情勢に

ついて話し合った。消息筋によると，この会談は英国側の要望で、行なわれたものだ

が，英大使館当局は会談内容の言明を避けている。〔Reuter＝共同＝毎日 5.19〕

5：月！？日

V ポーランドの国営通信 PAPが流した公式コミュニケによれば，ポーランドは

追って通告するまでラオス国際監視委に関連あるすべての活動から手を引いた。｜司

コミュニケは，ポーランド外相が英，ソ連，インド，カナダ4国のワノレシャワ駐在

大使に対し，監視委のポーランド代表が“委員会自体の今後の活動の可能性と問委

の仕事に対するポーランドの今後の参加”について協議するため本閣に召還された

ことを通告したと述べている。〔AFP＝毎日 5.20〕

’米国務省スポークスマンは「米国はラオスの中立と独立を保持するのに必要と

あれば，おそらく軍事行動を含むいかなる措置も辞さないだろうJと諮った。

これは記者団から， 2年前のラオス危機のさいと同様にタイに出兵するかどうか

と聞かれたのに対して答えたもので，同スポークスマンはp つぎのように述べた。

国務省への最新情報は，ジャーノレ平原でパテト ・ラオの中立派軍隊への攻撃が

続いていることを示している。との攻撃はコン ・レ司令官指揮下の中立派軍を破

滅させる可能性があり，国際的に認められたラオスの中立化計画をぶちこわす結

果になるかもしれない。当局者が北ベトナムの歴戦の分子によって支援されてい

るといっているパテト ・ラオ寧は，プーマ政府とジュネーブ協定に脅威を与えて

いる。〔AP＝共同＝毎日 5.20〕

’米国のワシントン・ポストは，米国が海兵隊を再びタイに派遣する可能性を示

唆してつぎのように述べた。

米国はタイに部隊を送るととで，一時的に情勢の発展を押えるととができるか

もしれない。ラオスになんの力も持っていないジュネーブ会議参加国の外交的カ

ラ騒ぎよりも，米国のタイ派兵の方が効果があるだろう。またニューヨークヘラ

ノレド・トリビューンもタイ派兵を示唆した。 〔Reuter＝共同＝毎日 5.20〕
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5月20日

v 「ラオスの声」放送によると，ラオスの左派ノξテト・ラオのスファヌボン副首

相は，連合政府のプーマ首相に緊急の覚書を送り，右派の軍隊がピエンチャンにと

どまっている左派閣僚の邸宅を包囲していることを左派閣僚を追出して 「連合政府

を破壊しようとする米帝国主義の計画」であるとして抗議するとともに，つぎのよ

うに述べた。

あなたが最近のクーデターのホ派指導者を処罰し，また1963年9月9日以前の

状態（パテト ・ラオ治安維持軍はとの時まで首都ビエンチャンヒ駐留していた）

を回復するならば，あなたを支持しラオス問題を平和的に解決するのを助けるだ

ろう。〔新華社＝毎日 5.21]

5月21日

V仏外務省は， クープドミ =i.）レピ、ノレ仏外相がラオス問題に関し20日， 英ソ両国

（ジュネープ会議共同議長国〉外相に送った20日付の書簡を発表した。この書簡で

仏政府はジュネ｝プ会議参加14ヵ国が1962年のラオス中立宣言第4条に基づく協議

を開くことを提案したプーマ ・ラオス首相を支持している。書簡内容つぎのとおり

。仏政府はプーマ・ラオス連合政府首相が19r.-1，ビエンチャンの英ソ両国代表

に送った書簡で同首相がラオス中立宣言第4条に基づいて調印国が協議を開くよ

う要請したことを知った。この協議はラオスの主権，独立，中立，統一または領

土保全に対する侵犯またはその脅威があった場合に行なわれるとされてし、る。

。伝えられる事実からみて，ラオスの統一は実際に重大な脅威にさらされ，そ

の結果協議が必要になったとみられる。

0仏政府の見解では，この協議はラオス政府も加わった協定調印国間で実際的

な態度により，会議という方法によってのみ行なうことができると考える。

0これにより開かれる会議はラオスにおける戦闘の再開に伴う軍事情勢だけで

なくラオスの全体的情勢を検討できる。ラオス情勢は日々に悪化しており，この

地域の平和の維持と1962年ジュネープ協定順守を求める仏政府の深い懸念を生ん

でいる。

0フランス政府はまた，貴国が関係諸国の見解を徴したのち，会議の共同議長

国となられることを期待する。フランス政府としては，この会議が必ずしも外相

級の水準で開かれるべきだとは考えない。わが政府は会議場としてジュネーブを

推しているが，これについては一般的同意にしたがって他の案を受け入れる用意

はある。〔AFP＝毎日 5.22〕
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v北ベトナムのベトナム通信が伝えるラオスのパテト ・ラオ放送によると，タイ

はラオスの右派軍支援のため， 4個大隊の軍隊をラオスに派兵した。間報道による

と，タイ軍は米軍将校に指揮されメコン川沿岸のパクサン（ビエンチャン州〉に上

陸，右派軍になりすましてν、るといわれる。〔Reuter＝共同＝毎日 5.22〕

v北京放送によると， 「ラオスの芦」放送（パテト・ラオ側〉は「午前9時すぎ

米空軍ジェット機2機がラオス解放区のカンカイ，フォンサパン，シエンカン，ジ

ャーJレ平原の上空に飛来しp 偵察および挑発活動を行なったが，わが防空部隊は発

砲し，追いはらったJと伝えた。〔RadioPress＝毎日 5.22〕

V クープドミュノレピ〉レ仏外相は閣議で，フランスがラオス問題解決のためのジュ

ネープ会議開催を呼びかけるのは，ジュネーブ協定の適用をのぞむからにほかなら

ないと諾った。

政府スポークスマン・ペーノレフィット情報相は，この外相言明を発表するととも

に，ラオス問題に関するフランスの立場を要約してラオス問題の唯一の解決策は，

関係国の保障したラオスの中立を尊重するととであると語った。

さらに同情報相は， クープドミュノレピノレ外相が「東南アジアの中立化だけが同地

域の諸国の平和と独立を保証できるJと言明したことを明らかにするとともに，現

在ラオスで起とってν、るととは中立方式では問題の解決にならないことを実証する

ものだと一部筋ではみているようだが，フランスは反対に，現在の事態は中立が侵

されたことを証明するにすぎないと考えているとつけ加えた。〔AFP＝読売5.22〕

Vマンスフィーノレド米上院民主党院内総務は上院本会議で「アメリカはすべての

外国軍隊の撤退によるベトナム，カンボジア，ラオスの中立化を求めたドゴーノレ仏

大統領の提案を検討すべきである」とのべ，ラスク国務長官ら米政府首脳が推進す

る東南アジア政策と鋭い対立をみせた。

マンスフィールド議員は“個人”の立場からのべるものであると断わりながらも

「アメリ カは交渉を恐れてはならないJとし，旧仏領インドシナ全体の問題を討議

するため，ラオスの中立化を打ち出したジュネーブ14ヵ国会議と同様な国際会議の

開催を提案してさらに次のようにのベた。

0ラオスはぐらついており，情勢はいっそう悪化した。ここで高水準での措置

がとられなければ，共産側のさしずする平和を除いては，真の平和はえられない。

カの立場からでも交渉は提案できる。

。ドゴーノレ大統領がみせた東南アジアでの外交上のイニシアチブを軽く片付け

るべきではない。それはつのりくる混乱の前に崩壊しかけているインドシナ諸国
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の平和，安定， 国家主権を守るように計画されたものである。

0南ベトナム情勢はドゴーノレ路線にしたがってラオスで折り合いがつけちれな

いかぎり改善される見込みはない。フランスの提唱するラオス国際会議はベ トナ

ム，カンボジアの情勢へと討議を拡大していこうが，これはなんら恐れるべき要

素ではない。一体アメリカは国際会議で中国や北ベトナムに批判されるのを恐れ

ているのだろうか。われわれはいままでもどなられ，わめかれてきたが，その場

をなんとかしのいできた。この国際会議こそアメリカの手の内を全部みせてイン

ドシナの平和と自由を保証する最善の方法をきめる場かも しれない。 〔AP＝読

売 5.22〕

V英外務省は，ラオス問題について声ー明を発表，そのなかで「英国はピエンチャ

ンでジュネーブ会議参加国代表と協議を進めようとしているプーマ ・ラオス首相の

努力を支持するJと述べ， ピエンチャンでの大使級会談を推進しようとする英国の

態度を明らかにした。

英外務省スポークスマンは，記者団の質問に答え

Oピヱンチャンでの大使級会談開催について，米国を含む西側諸国の多くが原

則的に同意している。

0ソ連，中共はまだ態度を明らかにしてし、ない。

020日のフランスの会議開催要請には日時，場所の指定はなかった。

などの言者点を明らかにした。

ジュネーブでの外相級会談には，共産側が南ベトナム問題まで、議題に持ち込む恐

れがあるとして，米国は強く反対，会議開催を求める共産側およびフランスと対立

ピエンチャンでの大使級会談はその妥協案として出されたものである。（毎日5.23〕

5月22日

V新華社が伝えるところによれば，ラオスのパテト ・ラオを率いるスファヌボン

殿下は 「米軍のT28数機は17,18, 19, 20の4日間にわたり，ジャーノレ平原におけ

るパテト ・ラオの拠点とムオンメン地区に合計54発の爆弾を投下し，機銃掃射を行

なった」と非難した。［AFP＝毎日 5.23〕

’ソ連のタス通信は，米偵察機のラオス上空飛行をつぎのように非難した。

米機の飛行はジュネーブ協定の目的と精神を破壊し，ラオスの平和と中立に反

対する右翼軍国主義層の新しい挑発をけしかけるものである。あらゆる動きから

判断して，ラオス国際監視委が米国機の偵察飛行を許可していないことは明らか

だ。〔UPI＝毎日 5.23〕
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’英外務省スポークスマンは，英国は米国が提案した国連機によるカンボジア ・

ベトナム国境上空の偵察飛行案を支持すると諮った。また同スポークスマンは，す

でに行なわれている米軍機によるジャール平原の偵察飛行がジュネープ協定違反に

ならないか，との質問に対し 「偵察飛行はプーマ ・ラオス首相の求めによるもので

あり，非武装機である。またとれば Icc C国際休戦監視委〉の活動に対する妨害

によって必要になったものだから英国はこれを承認する」と語った。 〔AFP＝毎

日 5.23〕

’ラスク米国務長官は，アルファン・フランス大使とラオス問題について会談し

たが，そのさい，米国はフランスが提案し，ソ連も支持しているラオス問題に関す

る大規模な会談をジュネーブで開くよりも，ラオス問題を“協議”することに賛成

するとの意向にいぜん変わりがないことを伝えた。 〔Reuter＝共同＝毎日 5.23〕

V外交筋が語ったところによれば，ソ連は英国に対し， 6月後半にラオスに関す

るジュネーブ14ヵ国国際会議を開くことを呼びかけ，そのむねの書簡をゾーリ ン外

務次官がトレパリアン駐ソ英国大使に手渡した。〔UPI＝毎日 5.23〕

5月248 

V プーマ・ラオス首相は記者会見で，もしパテト ・ラオが直ちに停戦し，最近中

立派軍から奪取した陣地から撤退すれば，ジュネーブでもどこでも，新しい国際会

議の開催に同意するとつぎのように諾った。

私はもともとジュネープ協定調印14ヵ国の間での協議を望んでいた。しかし，

これは新しいジュネーブ会議が適当だとする数ヵ国によって反対された。フラン

ス，ソ連，カボンジアは新しい国際会議を提唱している。将来Icc C国際監視委

員会〉によるすべての必要な干渉を行なうための権力を首相は持つべきである。

IC Cの構成は拡大すべきであり，過去のよう にマヒ させてはならない。

〔毎日 5.24〕

v “ラオスの声”放送によると，スフ ァヌボン ・ラオス副首相は声明を発表，米

帝国主義者がジャール平原で、の混乱をっくり出したと非難すると同時に「プーマ殿

下は米帝国主義者の指示に従って連合政府を破壊した。もう彼を連合政府の首相と

みなすことはできないJと述べた。〔（北京〉新華社＝共同＝毎日 5.27〕

5月25日

vピエンチャンで発表されたところによると，バテト ・ラオは同派出身の連合政

府国務相2人をピエンチャンに常駐させることに決定した。 2人はボンサク，カム
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プエの両氏で， 5月16日以来，身の安全が保障されぬことを理由にポーランド公使

館に滞在していたが，パテト・ラオのスファヌボン副首相は22日，プーマ首相に対

し， 2閣僚の職務遂行を保障するよう保安措置を強化するならば， 2閣僚をビ、エン

・チャン市内の自宅へ帰ちしてもよいと申し入れた。これに対しプーマ首相は，現在

ピエンチャンの治安は完全であり P 2閣僚がポーランド公使館から出られぬ理由は

ないと回答していた。〔AFP＝毎日 5.27〕

5月26日

, SF;ATO （東南アジア条約機構〉のコンチ事務総長は 「SEA'TOは共産側の脅

威下にあるラオスあるν、はタイ国に輩隊を送ることを計両してヤない」とつぎのよ

うに語Jった。

わたくしがワシントンに 2日間にわたって滞在中，東南アジアの緊急事態に対

し SEATOがどのような行動をとるべきかについては，全然討議されなかった。

SEATOはタイ国政府あるいはラオス政府の特別要請なくして，ラオスで軍事行

動をと ったり，．あるいはタイ｜遍に軍隊を送ることはできない。

なお2月に就任したばかりのコンチ事務総長は， 5月3l日に英国， 6月6日にフ

ランスなどSEATO加盟諸国を訪問する予定だが，その主目的は“顔つなぎ”のた

めといわれる。〔UPI＝毎日 5.27〕

V外交筋が語ったところによると，英国は， 1962年ラオス問題ジュネーブ協定に

調印した14ヵ国の大使をラオス危機に関するピエンチャンでの協議に参加するよう

招請した。〔Reuter＝共同＝毎日 5.27〕

v陳毅中共外交部長は，ジュネーブ会議の議長国（英，ソ〉および参加各国に書

簡を送り， 6月中にカンボジアの首都プノンペンで14ヵ国の参加する外相級の会議ー

を開き，まずラオス問題を討議しよ うと提案した。書而の内容つぎのとおり。

0英国書簡は5月16日ジャーノレ平原で、起こった中立派部隊〈中立左派のこと〉

の決起をラオス愛国戦線党（パテト ・ラオ〉の軍事進攻であると曲げて伝え是非

を転倒し，とのようないい方に基づいて中共に対しパテト ・ラオに影響力を行使

するよう要求した。中共政府は遺憾ながら，このような要求を拒否せざるをえな

し、。

05月16日以降の中立派部隊の決起は4月19日の右派軍クーデターの必然的結

果にほかならない。

0ラオスの情勢は日増しに重大化し，現在ラオス連合政府と国際監視委員会は

すっかりマヒ状態になり，ビ‘エンチャンは右派の軍隊，警察の横行する恐怖の町
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に変わった。また米国はその空軍を使ってラオスで爆撃偵察飛行を行ない，ラオ

スに対する直接の武力介入の一歩をふみ出している。米国はさらにタイへの派兵

を準備し，ラオスに入ろうとしている。ラオスの険悪な’情勢を救うためにはまず

カンボジアのシアヌーク元首と仏政府が前後して提案し，ソ連政府も同意してい

るジュネーブ協定参加国の会議を開くことが，すでに必要なー切実なものになって

いると中国政府は考える。中国政府は6月中にカンボジアの首都プノンペンで14

ヵ国の参加する外相級の会議を開き，まずラオス問題を討議するよう提案する。

中国政府はジュネーブ会議の共同議長国があらゆる可能な措置を講じてラオス 3

派の会談を推進し，この会議に参加するためのラオス三派を代表する代表団をつ

くり，会議が一日も早く開けるようにすることを希望する。

5月27日

v米国務省スポークスマンは，米国はパテト ・ラオの攻勢に対処するためプーマ

．ラオス首相の要請に基づきラオス空軍に対し若干のT28型機を引き液したと発表

した。〔AFP＝毎日 5.28〕

V ロンドンの消息筋が語ったところによると，ラオス問題につき大使級国際協議

をピエンチャンで行なうという英国案にインドは不参加の意向を明らかにしてき

た。同筋によれば，カナダも国際監視委でポーランにインドと足並みをそろえる

ためこの英国案に反対しているといわれる。

これで英国案を受けて “国際協議”に参加する国は英，米，仏，タイ，南ベトナ

ムだけとなったが，フランスはこの協議には参加するがp ジュネーブ会議を開いた

ほうがよいとの意見をすでに明らかにしている。一方，中共，北ベトナム，カンボ

ジアは英国案を拒否しており，ソ連もまた拒否に傾いている。〔AFP＝毎日5.28〕

vポーランドの公営通信社PA Pが報じたところによると3 ポーランドのラパツ

キー外相は「ラオスの軍事的，政治的事態改善のため」新たな国際会議を開くよう

要請する覚書を英，カナダ，インドおよびソ連大使に手交した。同覚書は，つぎの

ように述べている。

ポーランドp ラオス政府，ソ連，カナダ，英国およびインドの各代表による準

備会談をまず開くことは， 62年のジュネーブ協定調印14ヵ国会議の開催を容易に

するだろう。〔UPI＝毎1:15. 29〕

5月28日

V ラオスのプーマ首相は，左派を代表する 2閣僚，スファヌボン副首相およびボ
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ンピチト情報相を暫定的に解任したと発表した。〔Reuter＝共U-jz毎日 5.29]

5月29日

’訪英中のノミンディ米国務次官補（極東担当〉は，パトラ一英外相らとの会談を

終えたが，英外務省スポークスマンは，パンディ次官補とパトラー外相はラオス情

勢の重要性と，その解決のため今後とるべき方法について意見の完全な一致をみた

と述べた。

問スポークスマンによれば，両闘はラオス問題につき，ジュネーブ会議参加14ヵ

国代表によるピエンチャンでの協議を来週早々にも開くよう努力し，ラオスでの停

戦が実現し，パテト ・ラオが戦闘開始前の位置まで引き下がらない限りジュネープ

での14ヵ国閣僚級会議開催には反対するとのわ広で意見の一致をみた。

:u PI＝毎日 5.30〕
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インドシナ

5月の中旬以降，ジョンソン大統領， ラスク長官らは，内外の“北進派”の強硬論

におされて， インドシナ問題にたいして重大決意を迫られたかのようなポーズをとり

はじめた。 ゴーノレドクォター米共和党大統領候補，フエノレト元太平洋軍司令官の公然

たる過激な北進論はし、うまでもなし実際ワシントンからの外電は「非公式ではある

が，ある高官はj とかU、う思わせぶりな書きだしで， 北進の可能性をほのめかした。

南ベトナムではベトコンによる政府軍攻撃がつづき， ラオスで‘はパテト ・ラオの進

攻で中立派軍の後退が伝えられ， これに対するアメリカの出方，とくに最高指導者に

よる公式の態度表明が待たれた。

ジョ ンソン大統領は6月 1日， 2日ホノノレノレにラスク国務， マクナマラ国防長官，

テーラ一統合参謀本部議長，ロッジ大使ら約40人の政府， 軍部高官を集めて，インド

シナ情勢の検討を命じた。

大統領をのぞいてアメリカの政策決定者のすべてを集めたこのホノルノレ会議で、いか

なる勧告案が作成されたかはャまだ軽々しく判断できないが， この会議がラスク長官－

の言明のように東南アジアを共産主義の侵略から守るという米国の決意を，共産側

に，同盟国に，米国民に知らせることを目的のーっとしたことは疑いえない。

そしてとの米国の決意はド ・ゴーノレ大統領によって中共側に伝えられたのである。

しかしながら，ホノルノレ会議が具体的には北進論，撤兵の双方を拒否し， 南ベトナ

ムにおけるベトコン制圧作戦の改善強化というこれまでの線に落ちついたことは， 少

なくともベトナムにおいてアメリカがとりうる選択が大きくは 3つしかないことを示

している。・ベトコン制圧作戦が成功しなければそれは北進か撤兵かの 2者になってい

くのである。

ホノルノレ会議の直接の結果とは奮い難いが， 6月23日ジョンソン大統領はテーラ一

統合参謀本部議長を駐ベトナム大使に， アレックス ・ジョ ンソン国務次官代理を新設

の副大使に任命したと発表した。 この異例の人事はいよいよインドシナ，とくに南ベ

トナム問題がジョンソン政権にとってあらゆる意味で最大の重要性を持つ問題となっ

てきたことを示している。

テーラ一新大使の任命について， 「戦争激化を恐れるサイゴン市民」という外電の

見出しが語るように， この人事がマクナマラ ・テーラ一路線による f軍事重視Jを意

味し， f外交の喪失Jではないかとして事態の推移を懸念する向きが多い。
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たしかに，最近のラオス，南ベトナムをめぐる米軍の軍事行動は，ジョ ンソン政権

が展開しているプレス ・キャンペーンも手伝って， 北京，ハノイならずともアジア各

国，西欧各国においてすらアメリカの平和への意図にたし、する疑惑を生んでヤる。

．しかしながらニューヨーク・タイムズのレストン記者が書いたように「この人事－を

もっ．て“北進論”の実行のためとか， 米軍の介入増大を示すものとかみるのは少なく

とも現在では間違っているJように恩われる。

現地南ベトナムに眼を転ずるとき， そこには飽和状態に達した厭戦気分，民政移管 ν 
への願望，仏教徒・カトリック教徒聞の反目が渦巻き， アメリカの意図に反して， ド

・ゴーノレ仏大統領の中立構想、が支持を拡大してきているのをみるのである。ベ トコン

作戦を強化することは無差別な破壊殺傷を意味し，米軍が直接投入されれば，北の侵

略に対する自由防衛の戦争がアメリカに対する民族独立の闘争へと変わる可能性もで

てくる。テーラ一大使は今一度戦局転換の努力を試みるかもしれないが，ベトコンを

軍事的に制圧できるとは誰も信じていない。

テーラー＝ジョンソン・チームに与えられた課題は軍事作戦を強化し， ベトコンに

痛打を与え， 少なくとも彼我〈サイゴン軍〉の力関係を実質的に一一アメリカ軍がつ

いていなくとも一一対等なものにすること， 政治的には民心把握につとめるとともに

将来の中立政権樹立に参加さすべき親アメリカ派の育成， そしてワシントンの公式代

表よりも， 東南アジアの民族解放闘争，アジアにおける中ソ論争に深い理解をもち，

アメリカの園内， 国外双方で国際的に動ヤている“二lヒ進派”に対して納得のいく抑制

策を講ずること，必要によっては“人員整理P までも実行することである。

インドシナ各地の戦略基地に深く根をおろしている現地米軍とそのアジア人同盟者

は， どのようなものであろうと共産主義者との話し合いへの動きに対しては非常に敏

感なので， テーラ一大使にとってこれらの任務を全うするのは想像以上に困難であろ

う。最近アメリカはラオスにおいて，軍事的に劣勢なときは，流動化している情勢を

凍結するため国際協定によって右 ・中・ 左3派連合政府を作る。 そして凍結期間中に

自派の建直しを計るとともに， 中立派の抱き込みに成功した後には戦争再開という，

アジアの民族解放闘争の新しい処理の仕方を発見したようであるが， もしジョ ンソン

政権がアメリカ大統領選挙後にこのラオス方式を南ベトナムにも適用しようと望んで

いるとしたら， 南ベトナムを破壊しつくさないうちに話し合いを始めなければ〉この

方式すらも時機を失することになるだろう。
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南ベトナム日誌

1 9 6 4年 6月 lB

Vホノノレノレ会議始まる一一ラスク国務，マクナマラ国防長官，テーラ一統合参謀

部議長ら約40人の政府，軍部高官が出席し， 2日夕までインドシナ情勢を検討，ジ

ョンソン大統領に提出すべき勧告案を練る。

る月 2日

Vモスクワ放送は， 1日開かれた米首脳部のホノノレノレ会議を論評して次のように

警告した。

米国の議員が率直に言明したように，ホノノレノレ会議の主要議題は北ベ トナム侵

攻計画であろうが，東南アジアにおける米侵略計画の拡大は，平和の運命にとっ

て重大な危険をはらんでいる。 (ACH＝共同＝東京6.2〕

vジョンソン大統領は朝の記者会見で，とくに用意した声明を発表し，その中で

東南アジア政策の基本原則として次の4つをあげた。

0アメリカは約束を守る。

0問題は一体の地域としての東南アジアの将来にかかわるものである。

Oわれわれは平和を望んでいる。

。いまの戦闘はたんなるジャングル戦ではなく，自由のための戦いである。

さらに「アメリカは東南アジアの平和を保持するために，その負担からいくぶん

たりとものがれることはできないj と強い決意を改めて再確認し，アメリカの東南

アジアに対する公約はアイク政権時代に始まったことを指摘して，同大統領が54年

10月当時にゴ ・ジンジェム大統領にあてた書簡の中で，南ベトナムを共産主義の破

壊的活動と浸透から守るととを約束した一節を読みあげた。

ジョンソン大統領はいまホノノレノレで開かれている東南アジア最高戦略会議がどう

ような結論を引き出すかを示唆するのを避けたが，会議の目的が東南アジアの共産

主義の進出を抑制するためにアメリカの措置を一段と効果的トこするにあるとのべ，

前日レアド共和党下院議員がアメリカは北進の準備計画を進めているとのべたこと

に対して「そのような計画は何も知らない」ときっぱり否定した。

〔読売 6.3〕

Vホノルノレ会議について，米政府当局筋は，現在のところ米国は南ベトナムの戦
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争を北ベトナムへ拡大することを計画してし、ないむねを明らかにするとともに，次

のように語った。

。ホノJレル会議ではラスク国務長官，マクナマラ国防長官が共産勢力の脅威に対

処するため採用すべき諸方策について評価をおこなったq しかし，それを行動

に移すかどうかについては決定を下さなかった。そのような方策を実施するか

どうかは近い将来，共産側がどのような出方を示すかにかかっている。またタ

イに米軍を上陸させる計画もラオスの軍事情勢の推移およびタイ政府の意向次

第で実行するかどうかが決められよう。

。米国は南ベトナムに対する増援部隊の派遣を提案していないし，また南ベトナ

ム政府も派遣を要誇していない。

。会議で討議された問題の一つは，カンボジア南ベトナム国境線はたえず監視さ

れてし、るにもかかわらず，ベトコンの補給を止めることは実際上不可能である。

Oラオス上空の偵察飛行は，米国および国際監視委員会にと って有益な情報が得

られる限り続けられるであろう。プーマ首相は過去数日間に数回にわたってい

ろいろな形の援助の要請をおこなったが、その一部は多分認められることにな

ろう。

。ホノノレノレで、行なわれたこの種の協議は今後も 1' 2ヵ月おきに定期的に行なわ

れるであろう。 〔AFP＝朝日 6.3〕

6月 3日

’ホノノレ1レで開かれた東南アジア情勢にかんする会議に出席したラスク国務長

官，マクナマラ国防長官など米政府首脳部はワシントン郊外アンドリユース空軍基

t也にf請った。

ラスク長官は空港で記者団に対し「われわれは一連の勧告案をもちかえった。東

南アジアを共産主義の侵略から守るという米国の約束は周知のとおりである。問題

は共産側に対して，われわれの決意が何であるかをじゅうぶんに知らせることだJ

と語った。

またマクナマラ長官は，北ベトナムまで戦争を拡大する計画があるかどうかを質

問されて「大統領に対しては，このような，いかなる計画も勧告されなかったし，

またどのような計画もホノルノレでは承認されなかったjと述べた。

vラスク国務長官とマクナマラ国防長官らは午後6時半，ホワイト・ハワスにジ

ョンソン大統領をたずね3 悪化する東南アジア情勢に関する米外交，国防首脳のホ

ノノレノレ会議の協議の結論と対策の勧告につき“予備的”な報告を行なった。
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報告は約1時間にわたり行なわれ，同朝ホノノレノレから帰ったばかりの両長官をは

じめテイラ一統合参謀本部議長，マツコーンC.I.A局長，ウィリアム ・パンデ、ィ極

東担当国務次官補のほかマクジョーゾ ・バンデ、ィ大統領特別補佐官，ボール国務次

官が出席した。このあとリ ーデ、ィ大統領報道官は， 「両長官らは大統領とともにア

メリカの計画の能率と有効性を改善するためのホノノレノレでの協議結果に照らし，東

南アジア情勢を検討した。報告は予備的なものであるJとだけ言明，対策決定の有

無あるいは詳細な報告日程の有無などについては一切言明を避けた。

しかし消息筋では，ホノルノレ会議の結果，北進論や撤兵でなく従来の南ベトナム

内におけるベトコン制圧作戦の改善，強化ならびにアメリカがインドシナにおける

共産侵略に抵抗するとの決意を強く表明する措置を取るとの線で報告が行なわれた

ものとみている。 〔読売 6.4〕

6月4日

v訪米中の Phanhuy Quat南ベトナム外相はホワイ トハクスでジョンソン米大

統領と会談した後，記者団に次のように述べた。

南ベトナムは核兵器の使用，北ベトナムへの進攻なしに共産主義との戦争に勝

利できょう。現情勢では米軍兵力あるいは米軍事顧問団の増加は必要でない。現

在われわれが受けている援助が続けられ，共産側がその活動と補給を増加しなけ

れば，われわれは北ベトナムへ戦いを拡大しなくとも徐々に勝つことができる。

ジョンソン大統領との会談で，大統領は南ベトナムでとる新しい動きについてな

にも触れなかった0 . 〔AP＝朝日 6.5〕

6月5日

T Lam van Phat内相は5日行政機構の大改革を発表した。計画によれば，ベト

ナム国民は，ナH県，市，町，村ーそれぞれの議会を秘密投票で選出することになろう。

これらの議会は行政面において各級の首長に極力することになる。

v商務局（Ladirection generales du Commerce）は輸入業者に， これら業者は

いずれかのグループに所属すべきことを規定した， 1957年以来有効である諸規定へ

の注意を喚起した3

この結果， 1964年6月15日までに，いずれの業者グソレープにも所属しない業者の

外国為替要求は考慮されないことになる。

vジョンソン米大統領の特使ボール国務次官は，エリゼ宮にドゴーノレ仏大統領を

訪問，ジョンYン大統領の親舎を手渡すとともに約1時間にわたって会談した。
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インドシナ

米筋によると，この会談は非常に友好的で， ドゴーノレ大統領は同大統領の構想に

ついて意欲的に話し合ったといわれるc

会談はほとんど東南アジア問題に集中し，米側の見解によると，フランスの見方

がこれまでになく明確になったという意味できわめて貴重であったとされている心

つまり，米仏両国の合意の分野がごく実質的で，方法の点すなわちどのような“行

動路線”なら成功し，あるし、は失敗するかといった点では意見の対立がみられたが，

終局的な目標は非常に似かよっていたということである。

米当局筋によると，米仏間では次の分野で合意をみているといわれる。

0共産側が東南アジア，とくに南ベトナムを制圧すると，それは破局を意味する

との点で実質的に意見が一致した。

。南ベトナムが中心問題で，ラオス，カンボジアはこの問題の副産物であるとの

点で合意をみたり

。南ベトナムで起こっていることは，北ベトナムからの指令を受けた反乱分子に

よって組織され，効果的に管内されているとの点で実質的に一致した。

〔AFP.：－＝東京 6.6〕

V ポーノレ米国務次官がドゴーノレ仏大統領に手渡したジ ョンソン米大統領の親書は

次のような内容を含んでいたとみられている。

。米国は，真に独立した南ベトナムを建設するため， fキjベトナム政府に対する媛

助を継続する。

O米国は南ベトナムにおけるベトコンのゲリラ活動を粉砕するため，北ベトナム

に対する直接行動を含むあらゆる措置を検討中であるc

0米国は，ベトコンの活動はハノイからの組織と指令によるもので，北ベトナム

からの勢力が手を引けば同国の問題は事実上消滅すると考えている。

0中共が東南アジアを制圧し，とくに南ベトナムを手に入れた場合には，それは

自由世界にとって破局を意味する。

。ドゴーノレ大統領が中共に対して，米国は東南アジアで確l＠とした立場をとり，

対南ベトナム援助を続けると決意していることを通告したいと希望するなら

ば，米国はこれに反対しない。 〔AP＝東京 6.6]

6月6日
， 、・、司．

V南ベトナムのNguyenxuan Oanh経済担当面I］首相は， もっと日本との貿易を

ふやし，同国の貿易の“体質”を改善したいと語フたがこれにつヤて朝日新聞特派

員は次のように述べている。

一（ 142）ー - 36-



商ベトナム

「援助を受けている関係もあるが，米国からの輸入は輸入全体の38%も占めて

いるのに，米国向けの輸出はわずか 1%にすぎず，これがその他の地域向けの輸

出を伸ばすうえで障害になっている。さらにフランスからの輸入を原則的に禁止

したため，早急に輸入先を他に切替える必要がでてきた。

旧仏領だった南ベトナムの貿易は数年前まで，輸出入ともにフランスおよび仏

領の占める割合が大きかった。例えば1958年の対仏貿易が占める割合は，輸出で

は55%，輸入では26.3%だった。ところが米国の南ベトナムに対する援助の増大

に伴ない，対仏輪出の害1］合はほとんど変らないのに米国からの輸入が急にふえだ

し， 63年では全輸入量の38%を占めるようになった。これはベトコンとの内戦に

よって農産物の輸出が減札最近の 5年間は輸出は輸入のわずか28%をまかなっ

た程度で，多額の赤字のほとんどは米国からの援助でうめられ， しかもこの援助

資金はいわゆる米商品優先買付け政策によって主として米国からの買付けに当て

られたためである。

この結果，フランスはもちろん日本からの輸入も減った。63年のフランスから

の輸入は全体の約11%にまで落ちた。日本からの輸入は62年には約4460万ドノレだ

ったが， 63年には約2500万ドルとなった。 日本国のある繊維会社が南ベトナムに

合成繊維織物の工場をつくり，技術指導をする契約を結んだが，その後合成織糸

は米国の援助資金で米国から輸入せねばならなくなったので，苦心の売込みも水

のアワとなった一幕もあった。

このような米国からの輸入の増大は，やむを得なし、ものではあったが，その他

の国との貿易ノミランスを崩し，南ベトナムからの売込みをむずかしくした。その

半面，米国品は割高で，納期が長く，まだ近代化されていない南ベトナムの経済

規模に合わない，などの問題をおこした。

他方，インドシナ中立化構想、を打出したドゴールに怒った南ベトナムは，フラ

ンスからの輸入を原則として禁止したが，その代りを見付けねばならない。こん

な事情が「Oanh発言Jの背景にあり， これらへの対策が近く米国やわが国を同

副首相が訪問する使命のーっとなっているようである。従来南ベトナムがフラン

スからの輸入に頼っていたもののうち繊維品，鉄鋼，金属製品，機械などは今後

日本から輸出できようとの期待もあるが，果していまのフランスとの冷たい関係

が長期的なものであるかどうかは問題である。日本はむしろこの際，長期的な観

点からこの南ベトナムの“期待”をどう受止めるかを，改めて考える必要があろ

う。j ・ 〔朝日 6.7〕
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vサイゴンの革命裁判所は，昨年5月の仏教徒デモに発砲して 8人の死者を出し

た責任者として， DangSi陸軍少佐に終身重労働の判決を下した。

〔Up I＝毎日 6.7〕

6月7日

’サイゴン市の下町で約 5万人のカトリック教徒が， ｜司教徒弾圧反対の集会を開

いた。 この集会は6日， カトリック信者 DangSiの陸軍少佐が昨年8人の仏教徒

をデモ中に死なせた責任で有罪の判決を受けたのをきゥかけに，政府のカトリック

教徒弾圧に抗議して開かれた。

このあと，少数の扇動者によってロッジ南ベトナム駐在米大使に対する反対集会

に切替えられ，数千人のカトリック教徒が「ロッジを追い出せJ，「ロッジ帰れ」な

どのプラカードを持って行進した3

6月 8日

〔Up Iニ共同＝6.8〕

V オーストラリアのボーノレトリッジ国防相は「南ベトナムへの軍事援助としてカ

リプー型輸送機3機と乗員をJ甲－念、に送り》さらに 3機を10月までに送るJと発表し

た。同本目はまた①現在陸軍の訓練に当たっている将校30人を 2倍に増員する。②技

術教官，顧問をさらに20人増派する交渉も進展中であると語った。

〔Reuter=共同＝毎日 6.9〕

v朝日新聞の波多野香港支局長は NguyenKhanh南ベトナム首相と単独会見し

た。

開 国民の気持をベトコンから饗い返すため，民生の安定に重点をおし、たといわ

れる平定計画はいつごろから効果をあげると見ているか。

．答平定計画は開始後3ヵ月，すでに具体的な，かつ勇気づけられる結果をみせ，

約 200万人の住民をベトコンの支配から取戻すことに役立つてし、る。軍事作

戦の商では，政府軍は敵から主導権を取戻した，社会改革計画に関しては，

さきにあげた事実から，将来における成功を確信している。

しかし，われわれが遂行してν、る戦争は総力戦であることを忘れてはなら

ぬ。この戦争は，より堅忍不抜であること，とりわけ勝利への決意を必要と

する。

問 ベトコンとの戦いは北ベトナムへの攻撃をしないで勝てる見通しがあるか。

答 なによりもまず，南ベトナムと同様に，東南アジアにおいては中共が覇権を

握ろうとする政策を捨てない限り，平和は得られないことをはっきり知らね
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ばならなぬ。問題はほかでもない。北京の指導者たちに隣の国々から手を引

くことを同意させ，中共の侵略をやめさせることである。というわけは，わ

れわれが計算に入れなければならぬのは北京であって，北ベトナムではない

からだ。北ベトナムの指導層は中共の下男にすぎない。

間 米国はインドシナ問題でホノノレノレ会議を開し、たが，これをどう見るか。 ワシ

ントンからの報道によると南ベトナム政策について米政府の中で意見が分れ

ているとも伝えられるが・・・

答 第ーに，米政府および米国民が絶えず世界の自由のために戦ってきた事実を

考えると，私にはワシントンで意見が喰違っているとは考えられない。ホノ

ルノレ会議は主にラオス危・機を中心議題としたものであることは疑ν、の余地が

ない。いまや自由世界として中共にちっぽけな隣国たちを奪わせないという

決意を明らかにすべき時である。

間 最近のラオス情勢をどう見るか，ラオスにおける諸問題を解決する現実的な

道はなにか。

答 ラオスでは共産主義者のほうが54年および62年のジュネープ協定を最初に破

壊したことは明らかだ。ベ トナムの場合と同様に，中共が侵略から遠ざから

なし、限り，ラオスの戦争は終らないだろう。新しい国際会議が提案されてい

るが，約束を尊重しない人たちとの新しい会議はなんの役に立と うか。

間最近日本政府は「南ベトナムにもっと多くの国旗をひるがえさせたいJ （ジ

ョンソン米大統領の言葉〉との米国の呼びかけに応じる方針を決めたが，日

本からの援助としてはなにが最も有効だと思うか。

答 われわれは国際共産主義によって進められている侵略と戦っているのだか

ら，どんな援助でも歓迎する。日本に関する限り，ベトナム国民は，アジア

における最大の国の一つからの援助を非常に歓迎することは疑いない。

〔朝日 6.10〕

V香港南工業庁の統計によれば， 1964年3月および本年度第1四半期の南ベトナ

ム ・香港問の貿易額次のとおり。

輸出（香港ドノレ〉 輸入（香港ドノレ）

1964.3月 610,709

第1四半期 2,022,713 

1,374,560 

5,322,014 

〔Jow・ηald’ext，合ne-orient6.8〕

'T Nguyen Khanh首相は南ベトナムを訪問した韓国の友好使節団と会見した。
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間使節団は KangChy Chun少将を同長とし， Chanヌ WoJoo少将ほか2人の陸

軍大住を含んでいる。 (Jouγ． 

’サイゴ。ンで、 Hanhdong, Thanh viet 2新聞の6月7日版が当局によって没収

された。情報省の発表によると，その 2新聞の7日号には大衆を扇動する記事があ

！？国家の安全が脅威を受けるとの理由である。 (Saigon Dαily Ne1.vsも.8J

6月夕日

, M. Pham Thai情報相は，宗教上のニュースに関して新聞人が慎重であること

を要請，次のように述べた。

政府の政策は信仰の自由，すべての宗教の半等を支持しているが，ベトナムの

多くの新聞が根拠のないニュースを提供して，凶民の問に不信と誤解を招き，国

民の団結をそこなっている。

新聞人は国家救済の事業におし、て市民としての義務を果さなければならぬc

, M. Dam Sy Hien労働相はサイゴンの 3つの労働組合連合の指導者と会見し

て，団体交渉，争議において慎重であるよう勧告した。

〔Joun，αfd'f切 trenie-orient6.11〕

v英外務省は，ジュネーブ会議共同議長国として英ソ両国が米国に対し南ベトナ

ム問題ーから“手を引くよう”要請する共同声明をだそうとのソ連の提案を拒否し

た。

6月 10B 

, C.F.T.C. （フラ ンス ・ キリスト教労働者同盟〉に）~する南ベトナム人労働者

は，国家再建と救済の事業において，現ベトナム共和国政府を支持する決議を行な

った。 〔Jom川 tid'extreme-orient 6.10〕

’読売特派員はサイゴンの米軍事援助司令部をたずね「米軍高級スポークスマン」

との間に次のような一問一答を行なった。

悶 ベトコンに比べ，南ベトナム政府軍は兵員数，武器において圧倒的にまさっ

ているのに，なぜ決定的勝利がえられないのか。

答 “勝手rj”と U、う言葉はベトナムでは適当な言葉ではない。ベトコンが正式に

降伏し，ベトナム内でその反乱活動を中止するとは忠わないのせいぜいよく

て，人的にも物質的にもその活動が高価につくようになったときベトコンは

静かに地下にもぐるだろう。かれらはベトナムの平和にとってはいぜん脅威

ではあるだろうが，それは統御できる脅威となるだろう。
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問 マクナマラ米国防長官はく5月13f:Iに〉ベトナムでの戦闘は長期にわたるだ

ろうと予想したが，ベトナムでの戦闘はいつまで続くだろうか。

答ベトナムの各州が完全に平穏となるまでには長い期間を要するだろうという

点で，マクナマラ国防長官と同意である。しかし多くの什｜ではすでにかなり

の進展が見られ，実際に安全に対するベトコンの脅威を排除している。当然

あなたもご存じのように，米軍のベトナムからの引き揚げとこの国の完全な

平穏化とは別である。

問 “アメリカおよびベトナム軍の合同司令部”を設置することを考えている

か。

答われわれは“アメリカ，ベトナム統合司令部ドの設立を考えていない。われ

われがベトナムにし、るのは，訓練し，援助し，助言しp支援するためである。

問一時“北進”論が討議されたが，政治的問題に対する考慮は別として，戦略

的立場からとの問題をどう考えるか。

答 マクナマラ国防長官は5月にベトナムからワシントンに帰ったさいこの点に

言及した。同長官は， 主要目的はベトコンをうちゃぶり，南ベトナム領土内 ー

での反乱を根絶するととであるをのペ，さらに，北ベトナムへのいかなる攻

撃も，主要行動を補足するものであって，これに代わるものではないとのべ

fこ。

問 故マッカーサ一元師の!BJ想録によれば〉冗師は当時の トベレーマン大統領に朝

鮮戦争でソト型“水爆”を使用するよう提案してし、るが一－一－。

答 いかなる兵器の使用も戦術的もしくは戦略的必要によってきめられる。伝え

られるようなマッカーサー将軍の朝鮮における核兵器使用に関する勧告につ

いては現在の状況下においてはコメントするのが適当でなャ、と考える。

問南ベトナム軍の将軍たちの間にはある種の政治的な争いがあるといわれる

が。

答伝えられるような一部ベトナム将軍問の政治的あつれきについても論評する

ことは不適当だと思う。知性があり，カを持った人々の間で意見の相違が起

こるのは異常なことではない。

問 国府と韓国はベトナムへ派兵を考感していると公式に発表しているが。

答 もちろん私は台湾や朝鮮に代わって語ることはできないがご承知のように他

の国々にもベトナムに対する鎮圧努力に参加するようにとの要請があり，多

くの国がそうしてν、るが，それは戦闘部隊という形におヤてではない。 大部
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分がこの国にと って最も肝要な経済援助という形をとっている。

〔読売・6.11〕

Vベーノレフィット仏情報相は， 10日クープドミュノレピノレ外相が閣議でおこなった

国際情勢報告の要旨を発表し，フランスと米国は東南アジアでの最終目標が独立，

不介入であることで一致したことを明らかにした。 〔AP＝朝日 6.11〕

6月 11日

v ドゴーノレ仏大統領は北仏のピカlレディー地方でインドシナ問題に対し，次のよ

うに述べた。

フランスは今日の世界の平和を守ることが出来る。特に東南アジア地域におν、

て然りである。第二次大戦終了から今日迄，南北ベトナム，カンボジア，ラオス

ではまだ不幸な事態が統いている。それらの国々の平和は問視lから再建されなけ

ればならず，フランスはそれを一番望んでいる。

（注〉 i可側とはインドシナ地域ではアメリカと中｜喝を意味すると考えら札てい

る。 〔Reuter=S'.αigonDaily News 6.13] 

6月 12日

’ホワイトハウスはジョンソン大統領が在南ベトナム米軍事援助司令部司令官ノ、

ーキンス大将を返役予定者とし， 10H以内にワシントンに召還，現在同司令部副司

令官のウィリアム ・C・ウエストモーランド中将を大将に昇任させることを上院に

要請すると発表した。ウエストモーランド中将はハーキンス大将の後任に任命され

よう。 〔UPI＝共同＝朝日 6.14〕

6月 15日

V南ベトナムの DanangとHueで約 1方6000人のカトリック教徒が，同教徒に

対する圧迫に抗議するデモを行なった。警官や憲兵が警備に？＇ 1たったが，デモ隊と

の衝突事件はなかった。 〔AP＝東京 6.16〕

V ラスク米国務長官は上院外交委員会で，東南アジア情勢について， 「南ベトナ

ぶの戦争を北ベトナムへ拡大しようといういかなるプランも研究されたことはな

いJと述べた。

6月 16B 

J 軍国防省は， 1964年7月から地方民兵（Forcesregionales）の給料を正規軍のそれ

と同4・にすることを決定した。このための予算上の支出増は12億ピアストノレと見積
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られている。 〔Journald’extreme-orient 6.16〕

6月 17日

V米共和党系の緊急、問題協議会〈議長ミノレトン ・s.アイゼンハワー博士〉は米

国の直面する諸問題に関して15ページにわたる声明を発表，この中で現在米国がと

っている極東政策の生ぬるさを非難するとともに共産主義者の脅威にさらされてい

るアジア周辺に米軍を大量に派遣するよう提案した。

この声明はアイゼ、ンハワ一政権の下で極東問題国務次官補をつとめたロパートソ

ン氏をはじめ，ラドフォード元統合参謀本部議長。リユース元イタリア駐在米大使

ら6人で作成されたもので， ①極東の安全，平和維持のため米国の決意を議会の承

認をえて声明する，②他の諸国に対し南ベトナムを援助するよう要請する，③共産

主義者の攻撃に対し米国の確約を守るための軍事的措置をとる， こと などを要求し

ている。 〔AP＝朝日 6.18〕

, M. Stuart H. Van Dyke現トノレコ AID局長が南ベ トナムの AID局長に任命

された。 M.Van Dykeは約800のアメリカ人と900のベトナム人，他の外国民間人

を監督することになる。 〔Journald'extrbne・01・・£ent6.18〕

V南ベトナムの新聞数紙は，権威筋よりの情報として， NguyenKhanh首相は南

ベトナム政府の権限を民間人に委譲するつも りであるとのニュ←スを掲載した。英

字紙SaigonPostは首相候補として現駐英大使M.Vu van Mauをあげている。

留任の閣僚としては， DrPhan hug Quat外相， Dr Nguyen tδn Ho加副首相

兼平定相， Nguyenxuan Oanh副首相兼経済財政相， Autruong Thanh経済相，

国防相の Tranthien Khiem将軍，内相のLamvan Phat将軍。

また新内閣に参加する民間人として， MM.Tran van An, Tran van Do, Pham 

huu Chuong, Tran van Tuyen, Tran van Vanらの元閣僚p M. Pham van Toan 

元議員，反ゴ ・ジンゾェム運動の指導者DrPhan quang Dan氏があ げられてい

る。 (Jouγnal d'ext1・eme・0γientも.18]

民族主義的ベトナム国民党（Viさt-Nam Quoc・Dan-Dang）はサイゴ、ンで， 34年前

北ベトナムの Yen-bayで処刑されたNguy色nthai Hocと12人の革命家の記念祭を

？？なった。

’病気療養のためフランスに滞在中のカンボジア元首シァヌーク殿下は，来週パ

Y入りしてドゴーノレ大統領らフランスの要人と会見の予定だが，この会談を前にし

て岡元首はフランスに在住する南ベトナムの中立系の指導者と会見したことを明ら

かにした。シァヌーク殿下に会った南・ベトナムの要人の中には Tranvan Huu元
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首相〈パオダイ政権〉、Ngorlinh Diem政権時代の閣僚で， 1958年以来タモトをわ

かったNguyenhuu Chau氏、 1948年の臨時政権の首相Nguyenvan Xuan将軍ら

が含まれているつ

特にシァヌーク元首はこの会談を通じて，中立の気持が南ベトナム人の聞に強ヤ

ことに驚き，亡命指導者たちに広範な運動を包含する統一委員会を結成することが

西欧諸国を説得する上にも必要だし，さらに現状では南ベトナム解放戦線，つま り

ベトコンと話合う必要性を強調したという。こうしたことから来たるべきドコ、ーノレ

シプヌーク会談でシァヌーク元首は南ベトナムの中立化のため，“有効な話し相手咋

としてベトコンを考慮する必要性を強調すると観測筋ではみているつ

〔秋山特派員＝朝日 6.19〕

-0月 18日

V ニューヨーク ・タイムズ紙のレストン ・ワシント ン支局長が同紙上で明らかに

したところによると，ロパート ・ケネディ吋法長官はロッジ駐南ベトナム大使が大

統領選挙出馬のため大使を辞任した場合“いかなる資格でも南ベトナムでの仕事に

つく用意がある．とジョンソン大統領に申し入れた。しかしジョンソン大統領は公

民権法案関係で重大な時期にあるためケネデ、ィ長官に引き続き現職にとどまるよう

要請したという。 〔Reuter=共同＝東京 6.19〕

V ラスク米国務長官は米上院外交委員会秘密会で，東南アジア情勢などについて

約2時間証言した。公表された同証言の要旨は次のとおり。

0米国は南ベトナムの NguyenKhanh政権が， 対ベトコン闘争に必要とする支

援はすべて与え続けるつ もし米国がKhanh政権を支持しないならば，共産側

の欲望は高ま り，アジア，アフリカ，中南米のいたるところで，共産側は大規

模に同じ戦術を展開しよう。

OKhanh首相の強U、指導力で、共産側の攻撃を阻止することは可能である。南ベ

トナム攻府は64年末までに軍隊を増強すること，また国民の積極的な支持を得

るために，広汎な経済的社会的発展の計画を実施することなどに同意してい

る。

O北ベトナムはジュネーブ協定に違反し，兵員および補給物資を南ベトナムに浸

透させている。

Oラオスにおいてもプーマ政権に対する米国の支持は，自由のための戦いにとっ

て決定的に重要である。ラオス中立派軍に対するパテト ・ラオ軍の最近の攻撃

は，独立体としての中立派を崩壊させようとする彼らの意図をはっきり示して
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いる。

。パテト ・ラオの攻撃は， ジュネーブ協定をおびやかし， 全面的な内戦再発を招

くものである。情勢は危険で，プーマ首相はわれわれの支持なしにはやってい

けない。米国はいまラオスである種の必要かつ限定した措置をと っているが，

これはパテト ・ラオおよびその支持者たちが彼らの攻撃的な行為をやめなけれ

ばならないと気づく可能性があるかどうか見定めるためで、ある。

〔AP＝東京 6.19〕

VサイゴンのDoanKet紙が伝えるところによると， Nguyen xuan Oanh副首

相 （経済財政担当〉 は， 国内記者とのインタービューで次のように答えた。

問いー先月，副首相はアメリカ政府と協議するため訪米する予定であったが，ど

んな理由のためその予定がのばされたか。

答えー私の訪米の計画は援助問題，わが国の経済拡張のため米資本の協力の必要

等についてアメリカ政府と会談するためであったが，園内の仕事が多忙であ

り，マクナマラ米国防長官がさきにわが国を訪問したさい，同長官の向行者

はほとんど専門家であったので，私はその専門家と協議し，重要な問題が解

決された。以上の理由で今のところは訪米することは必要でない。もし必要

があれば，私はアメリカへ行くかもしれない。

問いーアメリカ政府のだれが副首相を招待したか。

答えーラスク米国務長官である。また他の政府機関も私を招待した。

問いー近ν、将来副首相が訪米する場合それは政治問題と関連，したものであるか。

答えー私自身専門方面に役立ちたいので，もし私の訪米が政治と関連することが

あっても国家のためであり個人のためではないだろう。

間い一最近政府改組のニュースは，副首相が新内閣を形成するだろ うと報じた。

副首相はそのニュースに対してど う考えるか。

答えー私はなんかいか， くりかえした通り専門家だから専門に専念したい3 とく

に経済財政の機関の専任となるつもりである。しかし，政治団体などを除き

全国民から私に委任された場合，私は慎重に検討するだろう。

〔DoanKet 6.18〕

’ Au truong Thanh南ベトナム経済相は経済情勢について月例の要旨次のよう

な演説を行なった。

ず 1 国民生活の向上のため， ①現在の市場の価格を安定させる， ②輸出を再建する
f' 

こと，③工業を発展させることの三つの経済政策をとりあげる。
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輸入については19の輸入組合を成立させて，国民市場を調整し流通を活発化さ

せる。輸入組合は消費物品の輸入を控え目にし，輸入量を平均化しなければなら

ない。

6月 19日

vパリの外交筋が語ったところによると， ドゴーノレ大統領は，黄鎮駐仏中共大使

と会談した。このさい同大統領は，ラオスおよび南ベトナムを共産主義の支配から

守るとの米国の決意を中共は真剣に受けとるよう警告したもょうである。また大統

領はインドシナ半島で共産勢力と西側勢力を引き離し同地域を中立化しようとのフ

ランス提案に対する中共側の反応を打診したといわれる。 〔Up I＝東京 6.21〕

’輸入組合の内訳次の通り。

ミルク（1），小麦粉（1），化学品（1），自動車，自転車のタイヤとチューブ（2），織物

(8），紙（3），起重機（1），セメント（1）， 他。 〔VietnamPress 6.19〕

V台湾政府は，今年南ベトナム4000万ドノレの食品を輸出することを決定したと発

表した。

最近，同政府の各特使はいそいで東南アジア諸国との貿易のバランスを調整して

いる。

今年の最初の5ヵ月間に，同国は南ベトナムに鋼鉄，アルミニウムの製品，セメ

ント，織物，砂糖，菓物かん詰食料品，自転車の部品などを売渡ーした。

ー台湾政府は南べトすムからは万3124ドノレ相当のゴムを輸入していると報じた。

〔UPI=Vietnam Press 6.19〕

6月 20日

, Lam van Phat南ベトナム内務相は次のように発表した。

最近サイゴンの東北各州でフランスのゴム ・プランテーションが国有化される

とのニュースが市民の間に流れた。そのニュースは全く根拠がなし、。そのニュー

スはゴム・プランテーションの管理人〈フランス人〕と使用人から流れた。今の

ところ，革命政府は外国人の企業を固有化する計・商はなヤ。瞥察当局はそのニュ

ースの出所を調査している0

6月 21日

〔Vietnampress 6.20〕

v米南ベトナム軍事援助司令官に20日就任したウエストモーランド中将は， 1万

6000人の米要員に対し「南ベトナムの軍事情勢を客観的に評価せよ」と呼びかけた

一（152）一 - 46 -



南ベトナム

次のようなメッセージを発表した。

南ベトナムの友人たちに適切な助言と援助を与えるためには，われわれは事実

を掌握し，情勢を客観的に評価しなければならない。民衆の支持をうるための戦

いが行なわれている州，地区，村，部落のすべての段階で勝利を得ねばならない

ことを銘記すべきである。 〔AP＝東京 6.22〕

6月 22日

v米紙ニューヨーク ・タイムズは，サイゴンからの報道として「米国は中共に対

してさらに有利な戦略的地位を得るため，東南アジアでの軍事施設の増強をいそい

でおり，南ベトナム沿岸の Danangに優秀な空軍基地の建設が進められ近く完成

する」と次のように報じた。

0米第七艦隊と現在の陸上基地の勢カだけでは，米国が同地域で将来大規模な軍

事的介入をおとなう際に不十分であることはp 当局も長い間認めていた。

QDa nangの軍事施設はジヤ｝ノレ平原の共産軍陣地を攻撃したと伝1えられてい

るFlOO型ジェット戦闘機の基地としてすでに利用されており， 7月には完成

し，一番大型ジェット機もここに発着できるようになろう。

。最近のラオスにおける共産側の攻撃と，北ベトナムの南ベトナム戦闘への介入

の増加によって，軍事施設の増強はいっそう緊急性を帯びて来た。 Danang基

地はサイゴン近くの他の軍事施設やタイ，とくにウドンの基地と密接な連絡を

とるであろう。 〔AP＝朝日 6.23〕

v米有力紙ワシントン・ポストは社説で，インドシナ問題について，次のように

述べた。

O明白な侵略に対し報復する権利はなくなっていない。現在力点が置かれている

のはこの権利に訴えることであり， このことを Hochi Minh北ベトナム大統

領に知らせることはいいことだ。

0米国が南ベトナムやラオスに対しある種の報復を行うようそそのかすのは無責

任であろう。そのような報復を行えば，ゲリラ戦から通常戦争に発展するかも

しれないし，とれら両国は通常戦争への備えがなレからだ。これが小規模な空

からの攻撃あるいは限定された浸透戦にひそむ危険である。しかし，南ベトナ

ム，ラオスおよびその近隣諸国は報復に対する反応への準備を整えなければな

らない。

0そのために米国は敵のν、かなる地上作戦をも封じ込めるため，南ベトナム国境，

メコン川に沿った地域，そして東南アジアのどこにでも，じゅうぶんな地上軍
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を配置し，また適当なと芝，海軍力もいつでも使えるようにしなければならない。

Oこのような準備ができたら，米国はその選ぶ道を，暗黙あるいは直接にHochi 

Minh北ベトナム大統領に伝えるべきだ。 〔Up I＝共同＝朝日 6.23〕

6月23日

Vテイラー新大使の任命一一ジョンジン米大統領は突然記者会見を行い， ロッジ

駐南ベトナム大使の辞任を受理し，後任大使に統合参謀本部議長テイラ一大将を任

命し，テイラー将軍の後任にはホイーラー陸軍参謀総長を任命した，と発表した。

同大統領はさらに駐南ベトナム大使の下に新しく副大使の地位を設け，ジョンYン

国務次官代理をその地位につけることも明らかにした。 （付録参照）

6月24日

V南デトナム政府の交通局々長と日：本工営株式会社の代表は公共事業省で契約書

署名王むを行った。同契約書の内容は日本工営がPho時 dinh州でメコン川の My

Thuan橋を調査し設計を請負うというもの。

交通局によると l¥llyThuan橋の長さは271メートノレであり，この工事が完成され

れば，現在，渡船営業には船が不足であり，交通の混雑を解決するができる。

建設工事の費用は 3億5000万ピアストノレにのぼるが， 20年間で交通料を徴収する

ことによって工事費用は回収される。

しかし，政府は今年に渡船営業の費用として1500万ピアストノレを支出しているの

My thuan橋工事の入札は6ヵ月間呼びかけ，起工はその後3ヵ月に始められる。

同橋は30ヵ月間で完成の予定。

〈注〉 Phong dinh fl:Iの Mythuan渡船港はデルタの各ナ！？！とサイゴン首都との結

ぶ唯一の道で戦略的にも，経済的にも重要である。 〔VietnamPress 6.24〕

6月 30日

( , Oanh副首相は「平定計画の重点は農村の経済発展であり，即ち， allfor Cou-

ntry Sideと呼ばれる， その計画の実現のため 2兆ピアストルを使用する予定であ

る」と述べた。

Hoan副首相は「同計画の責任者は私とOanh副首相であり，農村の人々の基礎

生活が向上したとき農村が平定されて田舎に平和が回復されるだろう。なお政府の

緊急の計画は農村経済を発展させることであり，すぐに実現しなければならなν、と

述べた。

Oanh副首相によるとその計画には2つの重点があり， ①特別地区に安全を回復
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し，②その他の地区には新生活村を建設している。

また同副首相は平定計画と Ngodinh Diem故大統領の農村発展計画と比べると

次のようであると述ペた。

旧政権の計画は農民を戦略村に集中したが，戦略村では農民の生活は尊重されな

かった。

なおDiem政権の5ヵ年計画は農村を軽視し工業だけを注意していた。

〔VietnamPress 6.30〕

付録

ジョンソン大統領声明（6月23日）

ジョンソン大統領が記者会見でおとなった東南アジア問題に関する声明は次のとお

り。

0米国の東南アジアに対する政策は，さる 2日（大統領の最後の記者会見〉で次の点

をあげて明示して以来，なにも変っていない。①米国は約束を守る，②問題怯東南

アジア全体の将来にかかわる， ③米国の目的は平和である， ③それは単なるジャン

グJレの戦いではなく，人類の活動のあらゆる面での自由追求の闘争である。

0これまで数週間，ラオス問題に特別の関心が集中していた。相手側の侵略行為と約

東無視とによって，問題が再び起ったからである。われわれがとった行動，ならび

にわれわれがおこなった言明は，すべてラオス政府の正当な要求にもとづいてなさ

れたものである。国際監視委（ICC）はしめ出され，われわれは飛行士を送込んで事

情を調べることにした。飛行士たちは地上から撃たれた場合には，みずからを守る

用意をも備えている。ラオスの平和を破りつつある者が，約束を守りさえすれば武

力偵察は明日にでも止めることができる。われわれは1962年のジュネーブ協定を順

守している。

。前にもいったように東南アジア情勢は危険である。その危険は秘密裡にではあるが，

ハノイの指導による侵略によって引起されていることは明々白々とした事実であ

る。

。米国は短兵急に行動しようとしているのでもなければ，またより大きな戦争を求め

ているのでもない。米国は謀略と侵略からみずからを守ろうとしている者を助ける
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ため，あらゆるカを使う決意を抱いているだけである。われわれは平和な国民であ

る。だが軟弱であったり，憶病であったりする国民ではない。

0再びいうが，われわれの目的は平和である。南ベトナムに派遣した米国人は謀略か

ら国民を守るのを手伝い，農業生産や医療の向上をさらに助力し，国民の士気を高

めるよう手助けをしている。そしてみずから助けることを望む者に自信を与え，指

導力を発揮しつつある者に対し，友情ある助言を与えている。南ベトナム人は誇り

高き国民であり，平和と進歩を築きあげる責務に目ざめている。だが彼らは米国の

助カを求めており，それが必要な限り米国はそれを続けてゆく。

（マクナマラ国防長官〉 マクナマラ米国防長官は「われわれは東南アジア最終的に

なにが起ろうとも対応できる準備をしている」と言明した。

（テイラ一新大使〉 またテイラ一新大使は次のように述べた。

0米政府の政策は南ベトナムの自由と独立を保障することであり，私はこの政策を遂

行するためサイゴンへ行く。

。しかし南ベトナムは軍事問題だけではなく，ここ 3年の問私はこれが純箪事問題と

は縁遠いと考えてきた。南ベトナム問題はきわめて政治的，経済的，心理的な問題

である。

0私の今回の任命発表前tこは若干の議論が行われた。私はこれが48時間前だ、ったら驚

いただろう。

なお同議長は10日ないし2週間以内にサイゴンに向け出発する予定だと述べた。

〔AP＝朝日 6.24〕

各国の反響

（英国〉 英国はロッジ駐南ベトナム米大使の後任としてテイラー統合参謀本部議長

が選ばれたことは，米国が東南アジアに対していよν、よ強硬な路線を打ち出す前ぶれ

ではないかと憂慮している。

米国では過去数週間，ハノイ攻撃， パテトラオ陣地爆撃などを含む軍事行動強化を

ほのめかすプレス ・キャンペーンが行なわれ， 先週末にはフェyレト提督がこれを確認

するかのよ うに「米国は中共と一戦交える用意がある」と言明した。事実，南ベトナム

の空軍力を強化し，タイに戦争物資を送り込み， また第七艦隊を香港水域に派遣した

といわれる。 こうした米国の戦線拡大の動きに対し，英政府筋はさすがに非難めいた

発言は避けているが， いままでの当局の言明からおして，英国は14ヵ国会議であれ，

ポーランド提案であれ， とにかく平和的な話し合いで問題の解決を希望していること

は疑いない。

一（156）ー - 50ー



南ベトナム

このような英国朝野の空気を反映して言論界は，いずれも米国の強硬路線を戒める

論調の筆陣を張り，保守的なエコノミスト誌さえ「米国の北進政策は消防というより

はむしろ放火である」と批判し「ベトコンは装備，援軍，隠れ場所などすべての点で，

マラヤのゲリラより手ごわいJと条件の悪さを指摘している。

また同誌はソ連の出方について「もし米国が北進し，中共がからめば，フノレシチョ

フ ・ソ連首相は苦しい決断に迫られよう」と東西関係の今後を憂慮している。

〔共同＝朝日 6.24〕

（ソ連〉 モスクワ放送はロッジ氏の後任としてテイラー統合参謀本部議長が米国の

南ベトナム大使に任命されたことを報道し「テイラーは何回か南ベトナムを訪れ， つ

ねに民族解放運動に対する軍事行動の活発化を主張してきた人物である。 ワシントン

では彼の任命をインドシナ全体に対する米国の武力干渉の強化のーっとしてみてい

る」と述べた。 〔RadioPress＝東京 6.25〕

（南ベトナム〉 Nguyen Khanh南ベトナム首相は， 2日間にわたるメコン川南部

デルタ地帯の視察を終えてタイ湾に臨むRachgiaの町に立寄り， 国民に向って次の

ようによびかけた白

0重大な時期がし、よいよ到来した。南ベ トナムの自由と北ベトナムの解放のための戦

いは急速に激化しようとしている。しかし自由世界の諸国はわれわれに味方してお

り，必要によってはアジアにおける共産主義問題の根源〈中共を指すものと見られ

る〉に取組むことになろう。

0テイラー米大将が新しい駐南ベトナム ・米大使に任命されたことは，米国政府が自

由保持のため共産主義絶滅の戦いを継続してゆく意思を表明したことを意味する。

〔AP＝朝日 6.25〕

カンボジア日誌

る月 1日

！ シアヌーク ・カンボゾア元首は夫人と共にフランスで病気療養するため，飛行

機でプノンペンを離れた。
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また，フランスにカンボジアへの経済，文化，軍事援助を要請するため Nhiek

Tioulongを団長とする政府派遣問もフランスを訪問した。 ( Radio Press 6. 1) 

6月3日

V南ベトナム国防省、の発表によると，サイゴン北方136キロのカンボジアのl詞境

近くのジンチエンホアンで国道を巡回中の南ベトナム普察官三人が，カンボジア軍

隊に射殺された。両国国境での軍隊の衝突は過去数回起勺ており． 現在カンボジア

の提訴により，国連安保理で討議が続いている。 (UP I＝朝日 6.。
6月4日

V カンボジア国境侵犯に関する国連安全保障理事会は，越境事件に遺憾の意を表

し， 3理事国からなる調査団を現地に派遣することを内容とするそロツコ，コート

ジボアール2国共同決議案を全会一致で採択して開会した。

決議案は前文5項，主文5項からなる。

1. 南ベトナム軍の越境事件を遺憾とする。

2. カンボジアへの適正な補償が支払われるべきこと。

3. 責任者が事故再発防止．の妥当な措置をとるこ と。

4. すべての国，とくにジュネーブ会議参加国がカンボジアの中立と領土保全

を幕重することを求める。

5. 理事国を南ベトナム，カンボジアi両国と事件の起こった現地に派遣し.45 

日以内に安保理に報告すること。

ソ連は第5項の調査団派遣について分割投票を求め，チェコとともに棄権したがp

決議案全体に対する表決では賛成票を投じた。

調査団には安保理の非常任理事国のうち，ブラジノレ， コートジボアーノレのほか，

モロッコかボリビアのいずれかが選ばれるものとみられ，約4週間現地に滞在，そ

の経費は国連のことしの予算の「予見せざる特別経費」から 2万9000ドル支出され

る。 （読売 6.5) 

6月5日

V ユシエ国連安保理事会議長〈コートジボアー／レ〉は，南ベトナム ・カンボジア

国境を現地視察する国連調査団構成国に，モロッコ，コートジ．ポ．アーノレ，ブラジノレ

3闘を任命した。これは4日の安保理事会で全会一致で採択されたそロツコj コー

トジボアーノレ共同決議案によるもので，これら 3国調査団が実際にニューヨークを

出発するまでには，数日間の準備を必要とする。なお，カンボジア．南ベトナム両
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・、国は国連調査団に協力すると約束をしている。

6月6日

カンボジア

(UP I＝東京 6.6) 

V カンボジア ・フランス聞の話し合い始まる一一 フランスを訪問中の Nhiek

Tioulong氏を団長とするカンボジア使節団は，経済・財政，軍事，文化協力の3

分科会にわかれて協議を始めた。

フランス外務省のコミュニケ次のとおり。

フランス ・クメール間の経済的，技術的，文化的協力のため，両国の代表団は

6月6日外務省に会合した。

カンボジア代表 SonSann国立銀行総裁はとの会合で，カンボジア政府が検討

を希望する問題のすべてを提示した。 SonSann総裁は，フランスにたいして新

たな援助を要請するつもりはないが，カンボジア経済開発計画に要するフランス

製品の買付けに信用上．の使宜をはかつて貰いたいと述べた。

6月 l1日

’消息、筋が語ったところによると，南ベトナム空軍機は午後，南ベトナムとカン

ボジアの国境に近いカンボジア領スパイリエン地区のタロクベク部落を爆撃した。

この爆撃で同部法の家屋数戸が焼失したが，死傷者はなかった。

(AP＝朝日 6.12) 

6月 16日

．米政府は駐カンボジア大使として M.Randolph Appleton Kidderを任命した0

6月 17日

，国連スポークスマンはカンボジア ・南ベトナム紛争を調査する安保理派遣の調

査団は， 21日ニューヨークを出発，現地調査に出かけると言明した。調査団は17日

モロッコがシジ・パバ氏を代表に任命したので，さきに任命されたコレア・ブラジ

ノレ，モイズ ・コートジボアーノレ両代表と合わせて全員がそろいp 第 l回の打ち合わ

せ会を開いた。 (Reuter＝共同＝朝日 6.18) 

6月 24日

’シアヌーク・カンボジア国家元首は3日間にわたるプランス公式訪問のため，

南仏のPピエラからパリのオノレリー空港に着いた。 ドゴーノレ大統領，ポンピドー首

相らが出迎えたが，同元首はエリゼー宮での昼食会を皮切りにドゴール大統領との

会談にはいった。
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空港での歓迎演説で， ドゴーノレ大統領は 「貧国の東南アジア政策はフランスの政

策と；合致しているJと述べた。これに答えてシアヌーク元首は「カンボジアはフラ

ンスとドゴーノレ大統領個人に多くの恩義を負っている。独立と中立こそがわれわれ

を外部から脅かしている危機の解決策であると信じる」と述べた。エリゼ一宮の会

議で両者は東南アジアの中立政策を強調するものとみられる。（AP＝東京6.2S) 

6月 25日

’訪仏中のカンボジアのシアヌーク元首はエリゼ一宮でドゴーyレ大統領と 2!ill H 

の会談を行なった。この会談にはポンピドー仏首相， クープドミュノレピノレ外相らも

参加したが，消息筋によれば，この会談で東南アジアの政治問題，カンボジアに対

するフランスの経済 ・軍事援助が討議されたとし、われる。 (Reuter=東京 6.26) 

6月28日

’パリの外交筋が語ったととろによると，先週フラ ンスを訪問したシアヌーク元

首はドゴーノレ大統領との会談で，イ ンドシナでの紛争の処理のため， 2つの別個の

国際会議の開催を要求するという点で意見が一致した。これら 2つの会議はいずれ

もジュネーブ協定に調印した14ヵ閣による会議だが，その 1つはラオスの中立を強

化することを目的とし，もう一つはカンボジアの中立と領土保全を保障するための

新しい協定を起草する会議である。しかし問．首脳はラオス，カンボジア， ベ トナム

全部を同時に中立化するための会議を招集する機会はなν、ことで同意したといわれ

る。

またドゴール大統領は，国連監視班を紛争が多発する南ベトナム，カンボジア両

国国境に派遣させるべきでないとシアヌーク元首を説得した。

同大統領はコンゴ，キプロスへの国連軍の派遣は失敗だと考えており，国連の介入

はインドシナの中立達成とャうかれの目標を複雑化すると信じてヤるo また， ドゴ

ーノレ大統領はカンボジアへの軍事援助増大を約束し，約4000万ドノレ相当の財政援助

を与えることも確認した。

消息筋によると，両首脳はテーラー南ベトナム駐在大使の任命は，東南アジアで

強い態度を取り続けるという米政府の決意を反映したものだが，北ベトナムへ戦争

を拡大することを示すものではないという点で意見一致をみた。

(UP I＝東京 6.29) 

v北京放送が伝えるカンボジア通信によれば 「南ベ トナム武装部隊は，さる24日

午後8時38分ごろカンボジア領に侵入し，プレベン州の村落を攻撃，カンボジア警
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備兵，婦人2人，子供2人，その他平和な村人をふくむ9人を負傷させた。カンボ

ジア政府はすでに南ベトナム当局の侵したとの新たな侵略に対して，強硬な抗議を

発したが，サイゴン当局はこの侵略行為に全責任を負わなければならぬ。さる11日

の村落爆撃に続くこんどの侵略は，国連安保理事会に対する重大な挑戦であるJ。

なおカンボジアのサンパット外相は南ベトナムの今回の侵略行為を国際監視委員

会に通告した。 (Radio Press＝朝日 6.29) 

6月29日

’ 

v中共の黄鎮駐フランス大使はパリ訪問中のシアヌーク元首と会談した。

（新華社＝共同＝朝日 6.30) 

V フランス訪中のシアヌーク・カンボジア元首は，パリ大学で講演し次のように

述べた。

0南ベトナムとラオスで、は共産勢力進出のテンポが早いので，民族主義と中立

主義を基盤とする政権確立の見通しはますます危うくなっている。社会主義陣営

はラオス，南ベトナム，カンボジア 3国をつらねるインドシナ中立地帯の構想、を

まだ支持しているが，事態が進めば彼らはこれを支持する理由がなくなる。中立

化の試みはあすではおそすぎる。

O米，カンボジアの仲たがいは1958年にさかのぼる。その年カンボジア領に侵

入した南ベトナム軍は，米国の忠告によってでなく，北京の介入で撤退したので

ある。 (AP＝朝日 6.30) 

フオス日誌

6月 1日

T 1日明らかにされたところによると，フランスのミレ駐ラオス大使は：n日，パ

テト・ラオの指導者スファヌボン殿下とジャーノレ平原カンカイの司令部で会談した。

同大使はカンカイへ出発するに先立ち，プーマ首相と協議したが，プーマ首相は

情大使のカンカイ行きになんの異存もなく，むしろそれが有益なものになるかもし

れないと思うと語ったものと解されている。
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ミレ大使はピエンチャン帰着にあたって，カンカイ訪問のおもな目的はラオス問

題を討議するジュネーブ国際会議提案のフランス決定がどのような動機でなされた

かの理由をスフ ァヌボン殿下に説明するためのものであ，ったと語り，さらに次のよ

うにのべた。

「会談はきわめて友好的ふんい気の中で行なわれた。スファヌボン殿下はわた

しに，ラオスの事態に関するフランスの理解ある態度についてフランス政府に謝

意を表すよう依頼すると同時に，流血をみずに問題の解決に到達したいとの希望

を表明した。スフ ァヌボン殿下はラオスに関する14ヵ国会議に賛成だが，まずは

じめに多くの局地的問題が解決されねばならぬこと，適当な安全保障の下に行な

われるラオス 3派の新会談が国際会議に先立って開かれるべきであることなどを

のベた。またスファヌボン殿下は，この会談は真の3派中央政府を復活し， 14ヵ

国国際会議の 3派代表を任命することが目的であるとも語った。一方，ジャー1レ

平原の軍事的発展に関してスファヌポン殿下は，それらは中立派軍隊内部の反目

ナる勢力聞の対立の結果であるというこれまでの見解を繰り返した。そしてスプ

ァヌボン殿下はわたしに，との立場をプーマ首相にもう一度説明してくれるよう

要請した」 (AF P＝読売 6.2) 

v北京放送によると，中国外交部は，中国駐在英大使を招き「外相級のジュネー

ブ協定参加国会議を開催することこそ，ラオスの情勢を救う道である。中国政府は，

ピエンチャン協議開催に関する英政府提案については，問意できなし、」と通告したむ

これは，英代理大使がさる 5月27日行なった中国政府に対する申し入れに答えたも

のである。

中国外交部はさらに「ラオスの重大な情勢を救いたいと真に），煩うならば，ジュネ

ーブ協定参加国会議の開催に反対すべきでなく，会議開催に前提条件をつけるべき

でもなャ。ジュネーブ会議共同議長であるイギリスは，なおさらそうすべきではな

い」と述べ，プノンペンでジュネーブ協定参加国会議を開くことについての，さる

5月26日の中国政府の提案を，英政府が受け入れるよう要請するとともに，この会

議の開催を望まない国を参加させるためにイギソスの影響力を行使するよう要請し

fこ。 〈アジア通信＝読売 6.2) 

6月2日

V ラオス危機に関するジュネーブ協定調印国の第1回大使級協議は， 2日午後3

H与（日本時間午後5時）から，ピエンチャンの英大使館で開始されたがr この協議

に参加したのは米，英，カナダ，タイ，南ベトナム，インドの6ヵ国大使だけであ
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る。1時間15分にわたった第l回協議終了後，司会をつとめたイギリスの当局筋は

次のように語った。

0第1回協議では， ①ラオスの軍事情勢 ②プーマ・ラオス首相が提案し，ア

メリカの強い支持をうけている14ヵ国国会議開催の前提条件（停戦，パテ ト・ ラ

オ軍の元の拠点への撤退〉③ICC（国際監視委員会〉の有効性と，機能改善につ

ヤての具体措置を検討した。

0この協議の目的は参加国間でラオス危機についてある種の意見の一致を見い

だし “困難”に直．市しているプーマ首相の立場を支持することである。

。次回会議は 4日に関かれることに決まった。

協議は 1週間ないし10日間続きそうである。インドは“協議”の解釈について留

保を付けて参加したが，記者団に対してその立場はついての説明はなかった。フラ

ンス， ピゾレマ，カンボジアおよび中国s ソ速を含む共産閣の 4署名国は参加しなか

った。
,t 

（読売 6.3) 

6月4日

v権威ある外交消息筋は，中国兵2人がラオスのプーマ政府に亡命を求めたとの

ベたっ同筋によると 2人のうちの上官は，台湾へ身柄を引き渡すまでの間ラオスに

亡命したいと申し出たという。

ラオス領土内で中国兵が発見されたことによって，プーマ首相は中国が予想した

以上に積極的にラオス紛争に介入しているとの疑いを持ったと同筋はのべている。

(AP＝読売 6.5) 

6月6日

，ジャーノレ平原上空でアメリカの偵察機2機が，パテト ・ラオ対空部隊によって

撃墜された。

6月7日

v北京発新華社電は，カンカイ（ラオス〉からの報道として，米ジェッ ト戦闘機

が向日午後ノξテト・ラオおよび真正中立派（中立在派〉の根拠地であるシェンクワ

ンナト！のカンカイにロケット攻撃を加えたと次のように報じた。

「午前11時米ジェット戦闘機6機がカンカイおよびジャーノレ平原上空に侵入，

偵察を行なっ司た。7日午後1時30分〈日本時間同3時30分〉月！Jの4機がカンカイ

を偵察したのちロケット弾2発を発射した。カンカイおよびジャール平原の住民

は，米帝国主義の侵略行為に激しい憤りを表明した」（アジア通信＝読売 6.8) 
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インドシナ

6月 9日

Vモスクワ放送は，ラオス上空を飛行する米偵察機を擁護するため，米軍ジェッ

ト戦闘機が飛ぶとの 8日の米国務省声明を伝えるとともに 「偵察機の飛行も p 戦闘

機の飛行も，アメリカが調印しているラオスに関するジュネーブ協定のいちじるし

い侵犯であるJと指摘した。 (Ra<lio Press＝読売 6.10) 

’イギリス外務省スポークスマンは，インドシナに関するジュネーブ会議の議長

国である英ソ両国が共同でアメりカに対し，南ベトナムへの“介入”をやめるよ う

に要請しようというソ連の提案をイギリスは拒絶すると発表した。問スポークスマ

ンは「北ベトナム当局のこの主張はわれわれが受け入れることのできないものであ

り，ソ連がこれを支持するメッセージの草案を一方的に発表したことはいかんであ

るJとのベた。ソ連の草案は去る 5日にモスクワでトレベリアン英大使に手交され

ている。 (AF P＝読売 6.10) 

V ラオスのプーマ首相は UPl通信から提出された質問状に回答し，その中で「ラ

オス上空を飛ぶ偵察機にアメリカのジェット戦闘機の護衛をつけることに事前承諾

を与えていない。主たアメリカの飛行二機がたとえ発砲されても応戦することを許可

していなし、Jと述べた。

この言明は，プーマ首相が米戦闘機の護衛を承認しているとの説を否定したもの

で，同首相はさらに「私はラオス空軍所属の戦闘機（T28型機）で護衛するよう提

案していたJと述べた。 (UP I＝共同＝読売 6. 10) 

V北京放送が伝えた“ラオスの芦η 放送によると，ラオス連合政府副首相兼ラオ

ス愛国党〈パテト ・ラオ〉議長スファヌボン殿下はカンカイで声明を発表し「カン

ボジアの首都プノンペンでラオス問題に関するジュネープ会議参加14ヵ国会議をす

みやかに開き，ラオス問題の平和解決の道を求めるよう主張した。

(Radio Press＝読売 6.10) 

6月 10日

V プーマ首相は，ジャール平原上空のアメリカ輩による偵察飛行を停止した。偵

察機の護衛もラオス人飛行士が操縦する戦闘機によ って行なわれる。

〈注〉 ビエンチャンの観測筋では，この決定がパテト ・ラオにたいして断固たる

態度を望んでいる右派軍部の新たなクーデターを招くのではないという懸念が

生じている。 (Jow・nald’ext1・bne-01・ient6. 10) 

V米当局筋は，米機によるラオスのパテト ・ラオ軍根拠地の偵察飛行は一時中断

されたが，あとで再開されるかもしれないと諾った。当局者はこれについて， 10日
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は飛行が行なわれなかったと語り，さらにアンガー米大使とプーマ首相の問で‘行な

われている情勢の再評価まで偵察飛行はやらないだろうと示唆した。

同筋は5月2lf::lいらいの偵察飛行中断の理由として， ①これまで、の飛行により左

派軍には，これ以上政府軍支配地域に攻め寄せる意図のなヤことがわかった ②プ

ーマ首相が，望んで、いた情報は得られたとし，左派と米軍の問にこれ以上戦闘が広

がらないよう希望している一一点をあげている。

さらに飛行中断の理由としては，これまでパテト ・ラオ側からジャーノレ平原の情

勢査察を拒否されていたICC（国際監視委員会〉代表が，同地域に向かっていると

報ぜられているととも指摘されよう。こうした諸要素によって， ICCの活動不能を

理由として行なわれた米機の偵察飛行の正当a性が当分失なわれる結果になった。

しかし，当局者はもしバテト・ラオ側がこれまで以上にICCへのいっそうの協カ

を望むことを示さなければ，偵察飛行は再開されるとの見解を明らかにしている。

(UP I＝共同＝読売 6.11) 

Vラオス中立派軍のコ ン・レ司令官は，記者団に「わたくしはアメリカがもっと

多くのジェット爆撃機，戦闘機をラオスに送り込み，大半が北ベトナム軍からなる

敵の拠点を破壊するよう望んでいる」と諮った。

コン ・レ司令官はさ らに最近の戦況について次のよ うに語った。

0戦闘はジャーノレ平原の北西29キロのムオンスイ付近で行なわれており，中立

派軍の軍事拠点のいくつかもすでにパテト ・ラオ軍の手に落ち，中立派軍は装甲

連隊の基地だ、ったムオンケン （ジャール平原北方24キロ〉も放棄した。

。中立派軍の6個大隊は，北ベトナム軍8個大隊， パテト・ラオ軍3個大隊と

戦っている。バテト ・ラオ軍などは北ベトナムの支援がなければものの数ではな

い。北ベトナムが援助している問題については，いったん捕えられてから脱走し

てきた私の部下の報告で知っている。とのほか中国兵もいく らかラオスにおり，

私は自由諸国が軍隊，武器，飛行機を送り，ラオスの中立保持を助けるよう望ん

でいる。

0自分はプーマ首相に何度も外国軍隊の派遣を依頼するよう要求したが，いま

だ何等の解答も受けと っていない。 (Reuter＝共同＝読売 6.11) 

’右派の PhoumiNosavan将軍は 「若しプーマ首相が望んだら，アメリカ軍の

偵察飛行は中止されなかっただろう。何故なら政府の中には飛行の続行を望む者が

いたからだ」と語った。 (.Jounzαf d'extreme-01・ient6. 12) 

6月 11日
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Vビエンチャンで開いたパテト ・ラオ放送は，ノミテト・ラオが，ラオス危機解決

のためスイスで6ヵ国会議を開くというポーランド提案に乗り気でないことをほの

めかして，つぎのようにのベた。

「ポーランド案はラオス問題の解決に熱意を持つポーランド政府の善意と誠意

に根ざしたものではあるが，パテト ・ラオはすでに，ラオスの現状はジュネーブ

協定侵犯をやめない米帝国主義者とその手先によ って引き起こされたものである

ことを指摘しているつまず最初にすべきととは，米帝国主義者がラオスから引く

ことであるJ (AFP＝読売 6.12) 

V ラオスのプーマ首相は，ラオス政府はラオス問題に関する 6ヵ国会議（ラオス

共同議長国の英，ソ，国際休戦監視委員会のインド，ポーランド，カナダとラオス

3派代表〉開催をもとめたポーランド提案を受諾すると言明した。

この言明は，プーマ首相がノレアンプラパンでバッタナ国王と会ったあと，ピエンチ

ャンに帰着したさいなされたもので，首相はさらに次のようにのベた。

パッタナ国王もラオスが6ヵ国会議に参加することに賛成した。われわれはい

ま，ジュネーブ国際会議の共同議長国である英，ソ連国からの招請をまっている。

スファヌボン殿下〈左派指導者〉にも電報をおくり，右会議へのラオス代表団に

加わることに同意するようもとめたが，まだ返事がきていない。

(AP＝読売 6.12) 

v北京放送によると， “ラオスの声”放送は次のように伝えた。ラオス愛国戦線

党戦闘部隊最高指揮部スポークスマンは，米帝国主義とその手先の飛行機が再度カ

ンカイを爆撃したことについて次の声明を発表した。

011日午前10時から同30分までの問，ジュネーブ会議英，ソ同議長とラオス間

際委員会の代表がカンカイにきて副首相スファヌボン殿下と会合することについ

てわれわれが準備していたとき， 6機のAT6型およびT28型機がカンカイ上摂

に侵入し，きわめて野蛮，残虐にもカンカイに 6発の大型爆弾を投下し，掃射を

行ない，首相官邸（プーマ首相の別邸とみられる〉中国経済文化代表団機関なら

びに多くの公務員の住宅などが爆破され，炎上した。

Oジュネーブ会議の一部参加国がジュネーブ会議の再開どラオス 3派の指導者

の会談を呼びかけ，ラオス問題の平和解決をはかろうとしているとき，米帝国主

義とその手先が飛行機をもって爆撃，掃射を行なった目的は，ラオス問題の平和

解決を破壊し， 3派指導者の会談とラオス問題ジュネープ14ヵ国会議の再開をは

ばみ，その戦争計画をひき続き実現させようと企図するものである。
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0われわれはプーマ首相に対し，直ちに同首相が米帝国主義とその手先と結託

し，飛行機を派遣してラオス人民を爆撃，掃射し，外国機関を破壊する行動をや

めるよう要求する。そうでなければp プーマ首相も歴史と人民に対し完全な責任

を負わなければならない。 (Radio Press＝読売 6.12) 

V米国務省は，米機によるラオス偵察飛行は，共産軍の行動に関する情報を入手

するため“必要な間隔のもとに”継続されると発表した。フィリッピス国務省スポ

ークスマンはさらに 「ほとんどの場合，写真撮影を行う偵察機にはおそらく武装護

衛戦闘機が引きつづき同行することになろう。この飛行についてはプーマ首相のと

間に完全な合意ができている。私はプーマ首相との問に意見のくいちがいがあった

ことは知らないJとのベた。

アンガー駐ラオス米大使は， プーマ首相は米軍飛行の中止を要求してはいないと

言苦った。 (AP＝読売 6.12, Journal cl'extrbne・orient6. 12) 

6月 12日

V 米国務省スポークスマンは，ラオスの内戦開始し、らい初めてアメリカはラオス

に北ベトナム軍隊が存在している証拠の~中写真を入手したと発表，さ らに次のよ

うにのベた。

これらの証拠写真は5月21日いらいラオスの共産側支配地域上空を飛行してき

た米ジェット偵察機，がと ったもので，すでにラオス政府に手渡されずみである。

他のアメリカ筋は，ラオス東南部のサラパン州で共産軍が増強されているとの

報告がたえず寄せられていると述べた。 (UP I＝共同＝読売 6.13) 

V ラオスのプーマ連合政府首相は記者会見で，左派ノξテト ・ラオ地域で、パテト ・

ラオと北ベトナム部隊が“重要な行動”を起こしているので，米軍機による同地域

の偵察飛行は再開されようと発表するとともに，次のようにのベた。

Oこれまでの偵察飛行により，パテト ・ラオ地域に北ベトナムの部隊がいるこ

とが明らかになった。これらの偵察写真は，ラオス国際監視委員会（ICC）に提出

されている。

0私はアンガー米大使に，偵察飛行を一両日中に再開するよう要請した。

。偵察飛行は永続されるべきものではないという点では，すでに合意をみてお

り，私はこの数日間，作戦地帯に小康状態がみられたので，偵察飛行を中断する

よう要請していた。

。不幸にして，最近われわれが入手した情報は，パテト ・ラオ地域で， パテト ・

ラオと北ベトナム部隊が重要な行動を起こしていることを示している。従って偵
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察飛行はつづけられようし，もしパテト・ラオが偵察飛行を中止させたいならば，

それに必要な条件を自らっくり出さなければならなか。

0私は偵察機にアメリカの武装戦闘機の護衛をつけることに反対しなし、。ラオ

スは偵察飛行を保護する手段をもちあわせていない。 (AP＝読売 6.13〕

6月 14日

v北京放送は，カンカイからの報道として次のように報じた。

「アメリカの戦闘爆撃機は， 11日カンカイを爆撃し，それ以来連日カンカイと

その付近の地区を爆撃掃射している。12日午前， 3機の米戦闘爆撃機はカンカイ

西北20キロのムオンタンとラプア地区上空に侵入し，平和な村に爆弾6個を投下

するとともに，機関砲で掃射を行なった。 13日，米戦闘爆撃機6機は2回に分か

れジャーノレ平原とその周辺地区上空に侵入し，掃射を行なうとともに，爆弾10個

を投下した。14日米戦闘爆撃機6機は 2回に分かれラプアとパンカン地区上空に

侵入し，爆撃掃射を行なうとともにロケットを発射した。また13日と14日米ジェ

ット戦闘機は 2固にわたってカンカイ，ジャーノレ平原地区上空に侵入したJ

(Radio Presに読売 6.15) 

V ラスク国務長官は WilliamsCollegeの卒業式にのそJみ，要旨次のような演説

を行なった。

共産主義者のラオス支配は南ベトナムの支配と同様に受けν、れがたい。ラオス

が共産主義者の手に落ちた場合，東南アジアの妓りの部分が危険になり，その防

衛はラオス，南ベトナムにおける侵略者の撃退よりは，人員の点でも金綴の点で

もはるかに厄介なものとなろう。東南アジア全体が共産主義者の手に落ちること

は耐えがたい白

6月 15日

’ラオ久政府はコミュヱケを発表し，同政府が，さる 4月19日の右－派クーデター

以来ピエンチャンのポーランド大使館に避難していた左派のボンサック， トウナロ

ン両国務相に，左派パテト ・ラオの本拠カンカイに帰る許可を与えたことを確認し

Tこ。

コミュニケはさらに，国際監視委員会に対し， 2閣僚のカンカイへの護送を監督

するよう要請したことを明らかにした。 (AFP＝読売 6.16) 

6月 16日

vパテト ・ラオの指導者スファヌボン殿下は，カンカイを訪れた英ソ両共同議長
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国および国際休戦監視委員会.（ICC）代表に対し，アメリカの破壊行動によってつく

られたラオス危機を解決するための唯一の方法は，ラオス三派代表を含む正式ジュ

ネーブ会議を開催することであると語った。スファヌボン殿下はさらに，ラオス三

派頂上会談を開き，ラオス代表団の編成を協議することは是非とも必要であるとの

ベ，ジャーノレ平原とJレアンプ。ラバンのどちらかを三派会談の場所としてあげた。

スファヌボン殿下は6ヵ国会議を提唱したポーランド提案に関しては，これは単

にジュネーブ会議の開催を遅らせるにすぎないと語った。

スファヌポン殿下は英ソおよびICC代表とこれに同行した外国人記者4人に対し

て，半壊した同殿下の住宅，同じく中国文化経済代表団の家屋，撃墜された米ジェ

ット戦闘機の一部〈これにはロケット，燃料タンクなどが含まれている〉などをさ

し示しながら 「わたしはカンカイ東北約25キロメートノレにあるパンパン守備の部隊

から，飛行機を撃墜して米人飛行士を捕虜としたという報告を受けた。現在捕虜が

カンカイに連行されてくるのを待っているJとのベた。 （読売 6.17) 

’カンボジア政府は，最近中共が行なった，ラオスに関する14ヵ国国際会議をジ

ュネーブか，プノンペンのいずれかで開催するようにとの提案を支持すると言明し

Tこ。 (Phom-Penh, Reuter 6. 17) 

6月 17日

v当地で知られたところによると，ラオスのプ｝マ首相は同日ラオス国際監視委

員会議長に写真数枚を送った。これらの写真は空中から撮影されたもので，北ベト

ナム兵員輸送隊がムギア峠を通ってラオスに向かうところを示している。

(AFP＝読売 6.18) 

6月 18日

V ロパート ・アレン，ボーノレ・スコット両記者の米政府高官から得た情報による

と，米国は1962年秋のキューパ危機にさいしてY連に対してとったと同じような対

決の姿勢を中共に対してもとる準備を進めている。これはラオスと南ベトナムに共

産側の新たな兵力や武器が投入されぬようにするため，北ベトナムの“隔離”をは

かろうというもので，すでに太平洋地域では米空，海軍が臨戦即応の警戒体制をと

ご てし、る。この対決の姿勢を実行に移すゼロ・アワーは未定で，ジョンソン大統領 ’

がみずから決定を下すことになっているが，戦略的要地に配置された 150隻以上の

艦艇と350機以上の空軍がホワイトハウスからの命令を待機している。

この情報をもたらした米高官は，ラオスおよび北ベトナムに関する米国家安全保
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障会議の政策文書のすべてに近づける立場にある人である。彼は東南アジア危機に

対処するジョンソン大統領の補佐に当たっている外交，軍事顧問たちの考え方を注

意ぶかく分析してきた。この高官の私的な情報によると，ラスク国務長官，マクナ

マラ国防長官，それにマクジョージ ・パンディ大統領特別補佐官の 3人は，米国が

“制御された”対決の姿勢をとれば，本格的戦争の起こる危険をいちじるしく増大

させることなし米国に有利な結果をもたらすことになる公算があるということを

λ統領に確信させた。つまり，もし中共が米国の圧倒的な軍事プJにたじろぐならば，

中共としても北ベトナムがラオスと南ベトナムに対してかけている軍事的圧力をゆ

るめさせるのを余儀なくされるだろう。中共には米国に対抗するだけの空軍力もな

ければ海軍力もないというのである。

さらにもっと重要なことは，こうした“対決刊がワシントンと北京との問に，ち

ょうどキューパ危機収姶以後ワシントン，モスクワ間にかもし出されたと同じよう

なムードをっくり出す可能性もあることである。とくに米国が中共に余剰農産物輸

出の口をかければその可能性は強まるだろう。 (NANA特約＝朝日 6.19) 

6月 19日

V アメリカ権威筋によると， 6月9日カンカイのパテト ・ラオの総司令部を爆撃

した T-28型機を操縦していたのはタイ人ノξイロッ トであることが判明した。

この問題についてマクロスキイ米国務省スポークスマンは「合衆国政府が知るか

ぎり，先週ラオスでおきたカンカイ攻撃にタイ人が参加したことを示すものはなに

もないj と述べた。 (Journal d’extreme-orient 6. 19) 

6月 20日

vソ連政府は，ラオスに関する英ソ協議の中止を要求した。英観測j筋はこのソ連

の申し出は，ラオス 3派，ジュネーブ会議の共同議長国， CIC3国の代表を集める

ポーランドの提案が放棄されたことを意味するものではないとみている。

6月 22日

Vモスクワ放送によると，ソ連共産党機関紙プラクダは，米国政府あておよびラ

オス三派指導者にあてたジュネープ会議両議長国である英ソ共同書簡のソ連草案を

発表した。

ソ連はこの草案で，ラオス三派指導者に三者間の話し合いを再開するよう呼びか

けるとともに，米国以下のジュネープ協定調印国がこの協定を履行し，ラオスの内

政に干渉せぬようとの希望を表明した。

-( 170)- - 64 -



ラオス

なおこのソ連案は左派パテト ・ラオの指導者スファヌボン殿下が，さきに両議長

国に書簡を送り，米偵察機のラオス上空飛行に抗議してこれを停止する対策をとる

よう呼びかけたことに関連して出されたものである。（Sovietnews＝読売 6.22) 

6月 24日

ラオスのフォンサパン外相は「プーマ政府は，中共に対してピヱンチャンに大使

館を開くととを認めているだけで，カンカイに中共が経済，文化使節団を置いてい

ることは知らなかったJと言明，今月初め米機の攻撃によって死傷者を出した中共

使節団の存在が非合法であることを示唆した。同外相によると，連合政府成立に先

立って中共は，カンカイに文化使節団を置くことは認められたが，これは連合政府

発足後取り消されている。 (UP I＝毎日 6.25) 

V北京放送によると，中共の陳毅副総理兼外交部長は，北京で、開かれた駐北京マ

リ大使主催の宴会で演説，インドシナ情勢に触れてつぎのように述べた。

ここ数日来インドシナ情勢はますます重大化している。米国は，ラオスと中国

の人民の厳重な抗議をもかえりみず，ラオスで引き続き戦争を拡大し，南ベトナ

ムでは新しい軍事的冒険をおし進めようとしている。米国は公然とインドシナ戦

争を拡大し， 2自にわたるジュネープ会議の成果を破壊している。

インドシナは中国の近隣であって，米国の近隣ではない。しかも中国は， 2回

のジュネーブ協定の調印国である。中国人民はジュネーブ、協定を徹底的に破壊し，

戦火を自己の近辺に近づけることは絶対に許さない。われわれは14ヵ国会議を招

集L，これによってまずラオス問題の平和解決をはかるべきであると主張する。

もし，だれかがこれを弱さのあらわれと見なし，インドシナで勝手な振舞いがで

きると考えるならば，後悔しても及ばないことになるであろう。

(ANS＝毎日 6.25) 

r6月 25日

’北京新華社電がカンカイからの報道として伝えるところによると，パテト・ラ

オ戦闘部隊最高司令部は「米 T-28型戦闘爆撃機1機がI 24日カンカイ西南方のム

オンケン地区で，ラオス愛国勢力〈パテト ・ラオ〉防空部隊によって撃墜された」

とつぎのとおり発表した。

24日午後5時から 5時30分（現地時間〉にかけて米 T-28型戦闘爆撃機3機が

ムオンケン地区を爆撃，掃射した。そのうち 1機がジャングノレの中に撃墜され，

i也の 1機が撃破されたっ また同日午後2時， T-28型機6機がシェンクワン州の

t
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パンパン地区を爆撃，掃射し，爆弾12発を投下し，このため老人2人が死亡， 3 

人が負傷した。同時亥I]T-28型機3機がシェンクワンに爆弾4発を投下した。23

日午後2時30分にも T-28型機6機がシェンクワン州東南方のノンへトを爆撃，

このため6人が死亡し9人が負傷した。 (ANS＝毎日 6.26) 

6月26日

’ピエンチャンの信頼できる筋が語ったところによると，米軍ジェット戦闘機隊

はラオスのノξテト ・ラオ軍事目標に対し，これまでの最大の攻撃を加えた。同筋は

「ムオンスイ以東のすべての目標が攻撃されたJと述べてャる。

ムオンスイはパテト ・ラオ軍の支配下にあるジャーノレ平原北西端にある中立派軍

の最後の拠点だが，ラオス国軍司令部は25日「パテト ・ラオ軍はムオンスイに通ず

る道路に沿って増強兵力を移動しており，攻撃が迫っている」と発表していた。

26日の攻撃に参加したジェット機の機種と数は明らかにされていないが，これら

ジェット機は南ベトナム東岸沖に停泊している米空母から発進したとされている。

(AP＝共同＝毎日〉

6月27日

V ラオスのプーマ首相は， ロンドンのデーリー・テレグラフ紙特派員との会見で，

北京政府が中国南部雲南省とラオス北部ムオンシンをつなぐ戦略道路を，今月中に

完成させるよう厳命を下していることが， 2人の中国人捕虜の陳述から明らかにな

ったと述べた。同首相はさらに北京は一貫して隣国併合政策をと ってし、ることは明

白だと非難した。

記録にある限り，プーマ首相がこのように激しいことばで中共がラオスに侵略意

図を持っていると非難したのは初めて。また中共が雲南省とラオス北部を結ぶ二番

目の道路を建設していることをプーマ首相が正式に明らかにしたのも最初である。

中共は昨年雲南省孟蹴（モンラ）とラオスのフォンサリを結ぶ道路（全長48キロ〉

を完成しており，との時は道路建設が両国の協定に基づくものだと発表されていた。

しかし，プーマ首相はムオンマンとムオンシンをつなぐこんどの道路建設にはなん

の協定もないと述べている。 (A Pニ共同＝毎日 6.28) 

6月28日

V ラオス中立政権のプーマ首ー相は記者団と会見し， 「情勢の緊迫化に照らし， 三

派首脳会談を開くことがきわめて緊要である。パテト ・ラオが三派会談に月末まで

応ずることを希望する。またジャーノレ平原の中立派軍の最後の拠点ムオンスイに対
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するパテト ・ラオ軍の攻撃がさし迫っている」と語った。

三派会談については，プーマ首相がノレアンフ。ラパンを提唱したのに対し，スファ

ヌボン殿下（左派〉がジャーノレ平原の対案を出し，折り合いがつかないので， 16日

プーマ首相が国外のピノレマ，インドまたはスイスを再提案したが， 26日スファヌボ

ン殿下から拒否されたもので，記者会見における提案は再度スファヌボン殿下の考

慮を促したものである。 （毎日 6.29) 

6月 29日

V ピエンチャンで続けられてきたラオスに関する大使級協議は終了，同協議に参

加した米，英，カナダ，インド，タイ，南ベトナムの6ヵ国代表は「この協議はラ

オス連合政府を強化し支援する方法について意見を交換するためであった。ラオス

情勢は東南アジアの平和に対する重大な脅威となっているjむねのコミュニケに調

印した。

またこれとは別に，インドを除いた5ヵ国はアピールを発し，①英，ソ共同議長

国によるラオス即時停戦呼びかけ ②パテト ・ラオ軍の， 2月 1日以降の占領地域

からの撤退 ③全北ベトナム軍のラオス撤退 ④国際監視委による早急な報告の提

出などを要望した。

インド大使によれば，同国がこのアピーyレに調印しなかったのは，同国がこの大

使級協議をなかば非公式のもので，ジュネーブ協定の定めるような協議とみなさず，

しかも同協議がインドの推す14力国国際会議開催の代わりになりえないと考えてい

るためだと述べている。 (AFP＝毎日 6.30) 
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ジュネープ協定調印10周年（7月21日）にあたり， ボー・グエンザップ北ベトナム

国防相は南ベトナムの平和回復のため①米国はジュネーブ協定に従い， ベトナムの内

政に干渉しないこと。南ベトナムも北ベトナムにならって，外国との同盟に参加せず，

また外国の軍事基地設置や軍隊の入国を認めないこと。②南部に南ベトナム民族解放

戦線を中心として民族民主連合政府を樹立すること。 ③南北の統一は，両ベトナム間

に正常な関係を樹立してのち平和的に達成するとの 3政策を提案して，形式的にせよ

北ベトナムが1954年のジュネーブ協定に忠実で、あることを示している。当時と変って

いる点は協定に調印を拒否した南ベトナム政府が内外政策の失敗から， ジュネーブ協

定の実現を希望する民族解放戦線の力の前に危機に瀕しているということである。事

実，解放戦線は%の国土と人口の過半数を掌握して， サイゴン政府が対ベトコン戦の

ためにアメリカへの依存を深めれば深める程P このベトコンの叛乱は日アメリカ帝国

主義”にたいする民族独立のための闘争となってきてν、る。 そしていまや・2万5000の

米軍の存在なくしては， サイゴン政府は 1日たりともその政権を維持できなル、ことは

誰の目にも明らかである。

北がジュネーブ協定遵守をあらためて呼びかけた時， サイゴンでは“国辱記念日”

の集会が催され， 席上グエン ・カーン南ベトナム首相はフランスがジュネーブ協定に

調印したことを非難するとともに， 「われわれは南ベトナム人の北ベトナムへの進攻

要求を無視できないJ，「力による南北ベトナムの統一も辞さずjと述べた。これを強硬

論によって米国の支持を獲得し， サイゴンでの自己の地位を強固なものにするためで

あるとか， またベトコンの活動を北ベトナムに拘］えさせるために北進をほのめかした

とも考えられるが， むしろ南ベトナムにおいて内戦の停止と南北統ーへの希望が10年

の歳月を経過して増々高まってきていること， そしてジュネーブ協定を国辱と感じて

いるサイゴン政府首脳も，との希望を実現する何等かの手段を見出すベく迫られてい

ることを示しているように思われる。すなわちインドシナ以外の地域における何等か

の目的を追求しているアメリカおよびその他地域の北進論者は別として，反共主義者

ではあっても， なによりもベトナム人であるサイゴンの指導者逮は1945年以来約20年

にわたる内戦の停止と統ーを実現するための手段を， 非現実的ではあるが南による北

の解放ということに見出しているのである。今月20日の声明に，サイゴン政府が「南

ベトナムへ帰国を望んでいる 8万4000人の希望実現，分割のさい北に逃亡した親族の
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帰還に対して関係家族から什lされている 1万2000件の要求に対する満足のゆく解決，

という項目を付しているのをみるとき， 南ベトナムで唱えられる北進論とアメ1）；カの

内外での北進論を区別することはとくに必要であろうの

南ベトナムでは1945年8月の日本に対する蜂起， 1946年末から始まったフランスと

の第1次インドシナ戦争，そして1956年7月（ジュネーブ協定による統一選挙の期日）

より始まったアメリカとの第2次インドシナ戦争と約20:tj：問にわたる形とそ変われ，

実態は独立のための戦争が闘われてきた。

しかも忘れてならないことはベトナム全土は1945年9月ホー・ チミンの下に独立を

宣言したことである。 フランスの戦争はこの共産主義者によるベトナムの独立を否認

しようとするものであった。

1954年7月211:1に調印されたジュネーブ協定について， これを共産陣営側のペテン

だとかフランスの裏切りとみる向きもあるが当時ジュネーブから特派員が書いてきて

いるように自由陣営にと って「結果的にみると， 北の方では軍事的にすっかりだめな

状態になり，南の方でも， もうサイゴンの近所までゲリラが出没してν、る状態だった

が， それをとにかく17度線から北に共産勢力を押し込めて，それで南を一応確保した

形にしたわけだから， 非常に成功だった」と言えるのではなし、だろうか。

しかし1956年7月に予定された統一選挙が実施で、きなかったことにより，他方では

フランスと交替したアメリカが支持したサイゴン政権はホー・ チミンの権威におびえ

て政治的には民族主義者までも弾圧し，経済的にもみるべき成果をあげ得ず，みずか

ら南ベトナム内部に，共産主義者の影響下にあるとは言え，民族主義的反対勢力を醸

成してしまった。

アメリカは協定には調印せず， 当時アジアの民族解放闘争に正面からとり組むこと

を免れたが，今や共産主義者の指導する民族主義を人為的に押し込める方式がもはや

不可能になってきている時h:, それへの回答を迫られているのである。

ドゴール大統領の言葉にはあまりにもフランス第一主義のにおいがあるけれど も，

彼が他の誰よりもアジアにおいても．共産主義的民族主義との共存に希望を抱いて U、る

ことは疑いない。

「（ジュネーブ〉協定の内容については私はなんの幻想、も持たぬ口 また他の誰にも，

どんな幻想、も持ってもらいたくない。協定文は時に苛酷な事実を厳粛に提示したもの

に他ならぬからであるJこれは1954年7月に語られたマンデス ・フランスの言葉であ

る。
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1964年 7月 1日

V ラスク米国務長官は公式記者会見で「インドシナ問題は戦火を拡大することな

しに平和の逮成が可能だと思う。情勢は険悪であり，危険でもあるが，米国はかね

てから平和の探求こそ第一義と考えており，ラオスも南ベトナムも，北ベトナムや

中共から妨害されることなしに，それぞれの独立を維持するための平和が可能とな

るだろうとJE-苦っ7こ。

Vラスク米国務長官の発言要旨次のとおり。

0 米国の東南アジア政策は一貫しており，その軍事行動の目的は東南アジア

の非共産主義諸国が侵略に対抗するカを育てるためのものである。この侵略は中

共の援助と黙認を受けた北ベトナムからきている。

0 米国の東南アジア政策が一貫・していないようにみえるのは，政府筋の発言

を報道関係者がいろいろに解釈して伝えることから起っている現象であろう。こ

れらの報道は収締切り時間”に追われ，ジョンソン大統領などの発言の真の意味

を理解していないようだ。

。米国の政策の目的は東南アジアに平和をもたらし，同地域の諸国民の自国

の運命をみずからの手で決めることができるようにすることである。この目的を

達成する手段について明言はできないが，それは戦争をいとわない姿勢を示すだ

けで達成できるものでないことは明らかだ。ただ，これにはつねに危険が伴う。

0 同地域には現に平和維持のための諸協定が存在するのだ、から，米国の目的

は戦闘を拡大しないで達成することも可能であるべきだ。この可能性をきわめる

とが米国の第一の目的であるo しかし，この米国の目的は北京の共産政権の支援

を得たハノイの共産政権が引起している侵略を許しておいて達成できるものでは

ない。

0 南ベトナムでの反政府ゲリラ掃討戦で勝つ可能性については，帰任したロ

ッジ前駐南ベトナム大使の日楽観的見通し刀に同調する。

O 米国の南ベトナムに対する援助は軍事行動にたよるだけでなく、政治，経

済，社会的な面で南ベトナム国民を援助するという広い基盤に立ってヤる。

0 ラオス，南ベトナム問題をただ、国連安保理事会に持込むだけで、は平和的解

決へ向って大幅に前進することはできないと思う。国連の平和監視活動は非常に
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価値があるが，東南アジアで現在行われている戦闘のような場合には，国連の活

動は非常に困難であろう。

0 南ベトナムからの毎日の報告を読むと，反政府ゲリラの士気について疑問

を感じる。このめんどうで困難な戦ヤは，米国にと ってやりきれない状態である

からといって，彼らにと って楽しいはずはない。共産主義者たちは戦いに負ける

だけでなく，士気の面でも重大な困難に直面している。 〔UPI＝共同＝朝日7.2

V ロッジ前駐南ベトナム米大使は，ワシントンのナショナノレ・プレス ・クラブで

演説「米国と南ベトナムが最善をつくせば，共産主義者は最後には同地域を手に入

れようとすることをあきらめるだろう」と次のように述べた。

。 中共は全ベトナムを衛星国に変えようとしている。ソ連が北ベトナムから

手を引いたことはたしかである。北ベトナムにいた多数のソ連技術者はもういな

い。このためハノイの共産政権は中国の援助に大きく依存しなければならなくな

っている。ホ・チミン北ベトナム大統領は窮地に追いつめられ部分核停条約調印

を拒否してはっきりと北京側に回った。ホ ・チミンは中国にのみこまれてしまっ

たのかもしれない。しかし彼はやはりベトナム人であり，中国の完全なあやつり

人形とみなされることを望んでいなし、。ホ ・チミンが南ベトナムでの戦争をやめ

ようと望んだとしても，これは困難であろう。中国が戦争を続けるよう働きかけ

るとみられるからだ。

0 中立主義を説く人々は北ベトナムの中立については沈黙しているようだ。

公正かっ現実的でありたいなら，だれも二当事者のうち，一方が弱い中立派とし

．て他の一方が共産側の強力な一員として出席するような会議を考えることはない

だろ う。 〔読売 7.2，朝日 7.2, Le monde 7.3〕

7月 2日

（、： V 南ベトナム民族解放戦線中央委員会はベトナムに関する1954年ジュネーブ協定

の締結十周年 （7月20日〉を前にアピーノレを発表し，全軍，全人民に警戒心を高め

て敵の策動を粉砕する準備を整えるよう訴えた。

。 米帝国主義者はその侵略戦争を強化，拡大する決意を固め，彼らの手先に

対する軍事的，経済的援助を増加し，ますます多くの軍事要員，兵器と最新式の

飛行機を南ベトナムに導入し戦争を北ベトナムにまで拡大する準備を進めてい

る。

。 敵の残ってャる町戦略村”網に攻撃を加え，撃滅すると同時にわれわれの

村々を守るために m戦闘村”にしよう，敵軍を全滅，粉砕し人民のゲリラ戦を広
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く発展させ解放地区の建設と拡大に努めよう。 〔RP－毎日 7.4)

7月3日

V蒋介石国府総統は UPI通信副社長との会見でインドシナ問題についてつぎの

ような見解を明らかにした。

0 米国がベトナムで成功するか失敗するかは，その決意いかんにかかってい

る。しかし米国に全力をあげて支援する用意があるなら，中共は介入しないだろ

フ。

0 北ベトナムをめぐる米 ・中共聞の限定戦争に，ソ連が介入する可能性はま

ったくない。 〔UPI＝毎日 7.3〕

7月4日

v米国際開発局（AID）は， 元対韓援助局長ジェームズ・キレン氏を南ベトナム

経済援助計画局長に任命したと発表した。 〔AP＝朝日 7.4〕

7月5日

v南ベトナム解放戦線は，今年上半期の戦果を発表した。主な戦果次のとおり。

0 撃滅した敵軍は4万2000人でこのうち米国侵略者511が射殺され，315人が

負傷している。

0 目下，解放区は南ベトナム総面積の%を占め， 800万の人口を有している。

0 水陸両用装甲車および軍用トラック278"両を撃破し，維船84隻を撃沈 ・撃

破した。また，敵機計498機を撃破した。 〔RP＝毎日 7.6〕

F月6日

v北ベトナム議会は①ジュネープ会議参加国が誓約を尊重すること， ②米軍のベ

トナムからの完全撤退， ③南北ベトナムの平和的統ーなどを求めた3項目の声明を

発表した。 〔AFP＝毎日 7.7〕

7月7日

v陳毅中共外相は北ベトナムのシュアンチュイ外相に対し，南ベトナム情勢に関

する 6月25日付書簡に返事を送り「中国，北ベトナム両国は兄弟の隣国であり，中

国人民が北ベトナムに対するどのような侵犯に対しても，手をこまねいて傍観する

のを期待することはできない。米国は南ベトナムに対する干渉，侵略を停止し3 米

軍はすべて南ベトナムから撤退し，南ベトナムの内部問題は南ベトナム人民自身に

まかせなければならないJと述べた。
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7月8日

V ウタント関連事務総長は，ベトナムに関するジュネーフ‘国際会議の開催を要求

して次のようにのべたの

軍事的方法は南ベトナムに平和をもたらすものではないこと，それに代わる唯一

の理性的方法は政？台l’iり3 外交的交渉であって，それは事態がここまで進展した現段

階でも解決の可能他をうみだすものであることはますます明らかにな ってきてい

る。ジュネーブ国際会議にもどることは現在ではおそいかもしないが，それでも有

益な結果をうむだろう。ベトナム紛争に関係する数力闘が国連に加盟していないた

め，国連は現在の時点では効果的にベトナム問題に介入できないが，ベトナムに関

してなんらかの協定・ができればその協定の実施を管理するよう国連が求められでも

ょいと思う a 〔A.FP＝読売 7.9〕

7月 10日

’アメリカは南ーベトナムでのベトコンの攻撃．への報復として，米軍機による北ベ

トナム爆撃の詳細なtiI幽－をすでに用志していると， ニューヨーク ・ヘラノレド・トリ

ビューン紙は次のように報じている。

ベトコンが再jベトナムの政府側村落をひとつ破壊するごとに，米 ・南ベトナム軍

は報復措置として，次の週の予告した口に北ベトナムの村搭ひとつを爆撃するとラ

ジオやピラによ ってひろく発表する。ただしその場合，目標の村落ひとつの名前を

発表すれば，敵側に対空砲火を集中する機会を与えることになるので，発表に当っ

ては200個の1寸法の名前を列挙してそのうちのひとつを爆撃ーすると予告する。名前

をあげられた村落の住民は，一週間以内に立ちのくことができょう，この計画．を実

行するかどうかは，ここ数ヵ月の戦u、の動向によって決まろう。

〔A.P==読売 7.11〕

V米国務省スポークスマンは 「ベ トナムにおけるアメリカの目的は南ベトナム国

民が17度線以南の共産ゲリラを撃滅するのを援助することである。しかし北ベトナ

ムの共産主義者の態度によっては我々が他の手段を考慮せざるをえなくなるかもし

れなν、」と語った。 〔Lemonde 7. 12. 13〕

（注〉 これは北ベトナム空保計画がラ！と政府内において検討中との情報についてな

された もの。

V ジョンソン米大統領は南ベトナムに対する米各省の政策を調整するための各省

委員会議長に M.Michael Forrestal氏の任命を発表した。

, 5000人の米国教授，学生を擁する健全な核政策のための全国委員会はジョンソ
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ン大統領に南北ベトナムの中立化を要求した。 〔Lemonde 7. 12. 13〕

’カナダの M.Paul Martin外相は下院で 「カナダはインドシナに関する新たな

14ヵ国会議に参加する用意がある」と言語った。

7月 15臼

曹マクナマラ米国務長官は 「侮年1!100人なし、し2000人の北ベトナム軍人がラオス

を通って南ベトナムに侵入しているjと述ベた。しかし同長官は，北ベトナムIE規

軍部隊が南ベトナムでベトコン ・ゲリラとともに戦っているとの報道には否定的な

見解を示し，むしろこれらの北ベトナム軍人はゲリラを指導する幹部たちだと述

べ，さらに次のように諮った。

。南ベトナムに北ベトナム正規軍部隊がし、るということは知らない。南ベト

ナムにいるベトコン ・ゲリラはとこ数週間， 一般市民－にたいするテロ戦術を強化

している。こうした状態が続く限り，南ベトナム国民の安全を保っととはむずか

しい。

0 半間，南ベ トナムの正規軍および準軍事組織の兵力は数ヵ月ぶりに増強さ

れている。米国はこのほど，南ベトナムにさらに軍事顧問と特殊部隊それぞれ300

人ずつを送ることを決めたが，これは私とテーラー駐南ベトナム大使からジョン

ソン大統領に提出した勧告に基づいた措置である。 〔ロイタ－＝朝日 7.16〕

7月 17日

Vボー ・グエンザップ北ベトナム国防相〈ベトナム人民：軍最高司令官〉はジュネ

ーブ協定調印十周年にあたり国際監視委員会議長に害：簡を送り「インドシナの平和

を維持する唯一の道は，米国が南ベトナムから手を引くことだ。米国が北ベトナム

に攻撃を加えれば壊滅的な報復を受けることになろう j と警告した。問国防相はま

たこの書簡の中で，南ベトナムの平和田復のためつぎの3原則からなる解決策を提

案したの

0 米国はジュネーブ協定に従い，ベトナムの主権と領二ト．を尊重し，同｜到の内

政に干捗しないこと。南ベトナムもまた北ベトナムにならって，外国との同盟に

参加せず，また外国の軍事基地設置や軍隊の入国を認めてはならなν、。

0 米政府は南ベトナムでの侵略戦争をやめ，南ベトナム民族解放戦線の計画

に従勺て同国民自身にその内政問題を解決させる。

。ベトナムの平和的統ーはベトナム祖国戦線（北〉と南ベトナム民族解放戦

線のプログラムの精神に沿って達成すること。

司
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7月 18日

’アンザス理事会は，ラスク米国務長官，ホリオーク ・ニュージーランド首相，

ハスラック・オーストラリア外相が出席し 2日間の討議を終えた。共同コミュニケ

は①南ベトナムにおける共産侵略を阻止するため，必要とあらばさらに具体的な措

置をとる用意があるとと，②ラオス中立政権を支持し，その要求を完全にみたすこ

③マレーシア問題については武力を使つての領土侵略をいましめることが三国の意

思であることを述べている。 〔朝日 7.20〕

7月 19日

Vモスクワ放送は18日ワシントンで閉幕したアンザス理事会を論評し， 「同理事

会は南ベトナム戦争を拡大しようとする米国の身構えを示した。会議参加者は民族

解放運動の弾圧に使われている南ベトナム軍事政権に対するかれらの援助が増加し

たことを指摘し，西側の他の悶ぐにもとの例にならうことを希望した。今度の理事

会は東南アジア問題の平和解決を拒否していることを示している」と述べた。

〔RP＝朝日 7.20〕

• ＇中共政府はインドシナ平和回復に関するジュネーブ協定の調印 10周年に際し

「ベトナム人民の米侵略反対を支持する」声明を発表し，その中で「中国の態度は

きわめて自制的なものであるが，物事には限度ーがあり，中国人民は絶対に米国のイ

ンドシナにおける侵略戦争拡大を黙視するものではないj と次のようにのべた。

0 インドシナ各国の主権，独立，統一，領土保全，内政に対する米国の横暴

な破壊と干渉 ・南ベトナムとラオスに対する直接の武力侵略が，インドシナ情勢

悪化の根本原因である。

0 中国人民はインドシナ各国人民の境遇に異常な関心と深い同情を寄せない

わけにはし、かないが，中国の態度はきわめて自制的なものである。中国はジュネ

ーブ協定を守る。米国が南ベトナムおよびラオスに数万の軍人を引入れているに

もかかわらず中国はインドシナにー兵をも送っていない。だが物事にはすべて限

度がある。中国人民は絶対に米関のベトナムおよびインドシナにおける侵略拡大

の戦争を黙視するものではなし、。

0 中国政府は7月15日付北ベトナム政府声明の立場を完全に支持する。中国

政府はいまとそ，インドシナ各国に対する米帝国主義の侵略と干渉を止めさせ，

2回にわたるジュネープ会議でまとまった協定を守るときであると考える。

〔朝日 7.2〕
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南ベトナム

Vサイゴンで4芳人の市民が集り，ジュネーブ会議でベトナムが南北に分割され

てから10周年の H国辱記念日”の集会が開かれたが，席上グエン ・カーン南ベトナ

ム首相は，フランスがジュネーブ協定に調印したことを非難する演説をおこない，

さらに「われわれは南ベトナム人の北ベトナムへの進攻要求を無視できない」と述

べた。

このあと一部の学生たちは反仏スローガンを叫びながら目抜き道路をデモ行進

し，フランス人が建立した第2次大戦記念碑に登り，同記念碑の戦士の像から銃を

もぎ、取ったり，像に白布をかけるなどの乱暴をした。 〔朝日 7.20〕

7月20日

v南ベトナム解放通信は，ジュネーブ協定調印10周年にさいし，要旨つぎのコミ

ュニケを発表した。

0 米帝国主義はこれまでに，米軍2万5000，航空機.700機，大小艦艇約100隻，

空母一隻，モーターボート，水陸両用戦車，装甲車，戦車多数を南ベトナムに持

ち込み， 111ヵ所の飛行場と多数の海軍基地， 兵舎， 軍事基地などを建設した。

米政府は南ベトナムでの戦争に毎日200万ドノレを支出している。

。南ベトナム人民は全人民的な遊撃戦で装備の絶対的に優勢な敵と戦ってい

る。大まかな統計によると， 61年初めから64年6月末までに大小合計約6フ14000

回の戦闘で，米軍人2281人を含む32万3000人余りの敵軍を撃滅，撃破した。

0 人民武装兵力は各種航空機1363機を撃墜破し，水陸両用装甲車千余台を撃

破，軍用船と汽動艇620隻を撃沈撃破した。

0 昨年11月のクーデターのあと， 8000の「戦略村Jのうち， 20%しか残って

おらず，しかもそれらは有名無実となっている。われわれはすでに全南ベトナム

の半数以上の人々と 3分の2以上の土地を解放した。解放区では人民の選出によ

る末端政権が指導に当っている。 〔ANS＝朝日＝毎日 7.21〕

V南ベトナム政府はジュネーブ協定調印10周年にあたり声明を発表， 「中共と北

ベトナムがベトナム国民の正当な要求を考慮せず，あくまで戦争と侵略を続けるな

らば，南ベトム政府と国民は全面的な勝利によって全国土を解放するまで断固とし

て戦争努力を強化するだろう」と述ベた。

さらに声明には①南ベトナムおよびラオスへの共産主義者の侵入の停止，＠北ベ

トナムへの中共の支援停止，③南ベトナムへ帰国を望んでいる 8万4000人の希望実

現，④分割のさい，北ベトナムに逃亡した親族の帰還に対して関係家族から出され

ている 1万2000件の要求に対する満足のゆく解決という 4つの要求が盛り込まれて
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インドシナ

いる。 〔毎日 7.21, Le jou.1・ηald’＜＞xt1’hnr:-orient 7. 20〕

7月21日

V サイゴンで H恥辱の口”十周年を迎え， 一千人の学生がたいまつデモを行なっ

たが，パレードの途中約50人の学生が口々に「フランスをやっつけろ， ドゴーノレを

やっつけろ」 「中立主義反対jを叫んでフランス大使館に押しかけた。

7月22日

T南ベトナム空軍の NguyenCao ky司令官は Bien---Hoa三2:軍基地での記者会

見で，南ベトナム空車機が北ベトナム領内にゲリ ラ斑を降下させてヤると言明，つ

ぎの諸点を明らかにした。

。 私は3年も1:1句に自分が操縦して北ベトナム上犯を飛行、特別隊員を降下さ

せたことがあるが，その？をも継続させている。北ベトナムはレーダーと非常に俊

秀な対空火擦を宇トコており，ソ連製ジェット機で南ベトナム空軍機迎撃を試みて

いる。

0 南・ベトナムキ：軍に諜せられた任務には，北ベトナム爆撃準備tという特別訓

練も含まれる。 〔AP.，ロイター， U.P. T=Le monde 24，毎日 7.23〕

7月23日

V国防省、のコミュヱケ

「ー将軍がジャーナリストにたいして，今やベトナム空軍は北ベトナム共産軍

に対する報復攻撃をかけることができると言明し，また共産主義者の侵略戦争を

終らせるためには敵の領土企部にわたって軍事作戦を展開せねばならぬと発表し

fこ。

国防省はこれらの声明が一軍司令官の個人的見解であり，現在の戦争について

の国防省の立場を表明するものでないことを確言する。」

〔Lど joztrnαfcl'ext，台ne-01・ient7. 24〕

vド・ゴーノレ仏大統領は記者会見でP アジア問題について次のように述べた。

ベトナム問題解決の道は1954年のジュネーブ協定までもどって，守ることだ。

というのは南ベトナム，北ベトナム，ラオス，カンボジアにし、っさいの外国の干

渉を認めないことである。一部の人々は，米国が必要とあれば戦闘を北ベトナム

に拡大することができると考えてはいるが，ベトナム問題の軍事的解決はありえ

ないとみてよい。企商戦争への大きな危険をあえておかそうというのはむずかし

＂、。
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南ベトナム

東南アジア問題討議のために国際会議を開く場合には，こんどこそ，いっさい

の外国の干渉を排除し中立を保障しなくてはならない。ラオス，カンボジア，ベ

トナムの問題を解決するためにはジュネーブ会議のような国際会議を開く以外に

は道はないが，そのためには，つぎの2つの条件がいる。

① フランス，中共，ソ連，米国といった直接に責任ある国々のすべてが，

これ以上手出しをしないことをはっきりさせること。

③ その能力をもった国々がカを合わせて大々的に経済，技術援助を与える

こと。

なお，フランスとしては，この2つの条件に応ずる用意がある。

7月24日

vジョ ンソン米大統領はインドシナに関するドゴーノレ発言にたいして次のように

言明した。

0 南ベトナムに対する北ベトナム共産軍の挑発行為は報復措置を余儀なくさ

せるかもしれないが，米国は戦争を拡大する意図を持っていない。

0 米国はテロ行為を承認するため招集されるよ うなジュネーブ国際会議には

反対である。この点に関する米国の政策は不変である。

。インドシナに関するこれまでのジュネ－7＇＇協定の調印国がこの協定を 守る

ならば平和はよみがえるだろう。われわれはすでに一度会議を開いたのであり，

あらためても う一度会議をやりなおすよりさきの協定事項を実施することの方が

大切だと考える。いずれにせよ，米国がそのような会議に出席する必要はない。

7月 26日

vラスク米国務長官はABCテレピ番組問問題と回答”で南ベトナム問題につい

て次のよ うに述べた。

。アジアの諸問題をアジア人の代りに米国人を投入することによって解決す

ることはできない。われわれにできることは自由を守る決意をしているアジア人

を援助することである。

0 南ベトナムでの戦争を拡大することは3 関係者すべてに高価な犠牲をしい

ることになり，また米国が撤退することは長期的にみて高価な犠牲になろう。

0 南ベトナムでは約200人の米国人が死んでいる。 この人たちにと っては南

ベトナムの戦争は世界大戦にも等しい。しかし，死傷者の数を数万，数百万にふ

やしたところで，早急に手近な回答がえられるとは考えられなν、。
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インドジナ

。われわれが撤退し，東南アジアが共産主義者の手中にはいった場合，侵略

の歴史からみて，全人類に致命的な死傷を伴う大規模な衝突を延期するだけだと

いうことをわれわれは知っている。

われわれはできることなら全面戦争を避けて，ハノイ政権，北京政権に隣国の

ことは干渉しないという決定をしてもらいたいと望んでおり，とれまでいろいろ

の方法を尽してきた。たとえばラオスの場合，ラオスに干渉せず，ラオス国民自

らの手で将来を決めるという協定をつくった。しかし北ベトナムはこの協定に従

わず，われわれは再び介入し，北ベトナムに協定を守らせねばならなくなってい

る。彼らは協定に違反して，ラオスを南ベトナムへの侵入ノレートとして使ってい

る。 〔朝日 7.27〕

7月28日

，約300人の学生が口々に「ドゴーノレ打倒」 「中立主義をたたき出せj と叫びな

がら市の中心部に集まり，フランスの第2次大戦戦没者記念碑を引き倒した。学生

たちはまずかがり火をたいて気勢をあげ，指導者たちがフランス人資産の国有化，

対仏断交，北ベトナム進攻などを要求するアジ演説をしたのち，ジープに鎖をつな

いで記念碑を倒し，歓声をあげた。 〔ロイター＝共同＝毎日 7.29〕

7月31日

T Nguyen Khanh首相は 「北進政策はいますぐ北ベトナムを攻撃するために軍

隊を送ることを意味するものではない。この政策の意味は，南ベトナム国民と軍隊

はもはや自分の同僚が共産主義者によって非人道的に虐殺されるのに耐えられない

ということである」と述べ，北進政策を公式に否定した。 〔AP＝読売 8.1〕

v北ベトナム政府は国際監視委員会にたいし，米国と南ベ トナムが30日，北ベ ト

ナム沿岸の2つの島を砲撃したと次のように抗議した。

30日午前，米国，南ベトナム両国政府が派遣した軍艦2隻がゲアン沖4キロの

ホング島を砲撃，さらに別の 1隻がホンメ島を砲撃した。このような行為は北ベ

トナムの主権と領土を侵害し， 1954年のジュネーブ協定に違反するものである。

〔VNA＝共同＝東京 8.2〕
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カンボジア日誌

Y月3日

vパリ滞在中のシアヌーク・カンボジア元首は外交記者協会の昼食会で次のよう

に語った。

0 自由世界が愚かなばかりに東南アジアが共産世界の一部となることは避け

られまし、。しかしわが国が生き残れるかどうかの問題を東西抗争とか中国の圧力

とかで判断しては困る。真の問題はカンボジアにたいするタイ，南ベトナム両国

の膨脹主義である。

0 ベトナムが南北に分割されていることはカンボジアにとって幸いである。

との状態が永続することを望む。北ベトナム指導者も統ーを急がなν、といってお

り，民主的な統ーには10年あるいは15年間かかるとみている。

。ラオスの中立化はあてにならない。なぜなら同国には肝心の中立主議者が

いないからだ。プーマ首相もすで、に白旗をあげ，自由世界に加担している。

0 わたくしは親共，反米のいずれでもないが，インドシナからアメリカ人が

早急に引き揚げないがぎり，共産主義の到来はむしろ早くなろう。わたくしはイ

ンドシナの中立化を望んで、いるが，アメリカにアジアから全面的に撤退せよとい

うのではない。アメリカは彼らが真に歓迎されるタイやフィリピンに駐留すれば

よい。

。ドゴーノレ大統領はわたくしとの会談で，アメリカが大統領選挙後にはもっ

と理性的になり，東南アジア中立化への政策をとるようになろうとの見通しを諾

った。 〔DPA＝共同一読売 7.4〕

フ月 4日

Vフランスとカンボジアはフランスがカンボジアの開発計画に l億6000万フラン

の借款を与える協定に調印した。これはシアヌーク ・カンボジア国家元首がさきに

訪仏したさい話合いがまとまっていたもので，向う数年以内にシアヌークピノレ港の

拡張，プノンベン・シアヌークピノレ問の鉄道建設などにあてられる。

〔ロイタ一一朝日 7.5〕

］ 月7日

V南ベトナム政府はカンボジア・南ベトナム国境を視察する国連現地調査団が8
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インドシナ

日国境地帯に向うと発表した。視察地点は，ベトコンが同調査団の安全を保障して

いないので発表されなかった。 〔ロイタ一一朝日 7.9〕

7月 14日

Vアメリカがジュネープ会議開催を拒否したことについて，カンボジア情報省、は

以下のようなコミュニケを発表した。 「1954年のジュネープ協定は最初に，それ以

後もひきつづき南ベ トナムの干渉を通じてアメリカ自身によって侵犯されてきた。

ジュネーブ協定はまたアメリカの追随者南ペトナムによっても佼犯されてきた。過

去数年間に，隣国カンボジアに対するl南ベトナムの侵略は160回を超えた。米政府

はベトナムに関してジュネーブ会議が開催されることを怖れてし、る。それはベトナ

ムにおける米政策の明白な破産を認めることを意味・するからだ。米間はインドシナ

におけるあらゆる事館、の進展に全責任を負わねばならない。〔RadioPress 7. 16〕

7月27日

電国連安全保障理事会のカンボジア ・南ベトナム国境粉争調査3人委員会（モロ

ツコ，ブラジノレ，コートジボアーノレ3間代表で構成〉は「安保取は両国国境におけ

る紛争を防止するため，カンボジアにたいし｜到連監視団を派遣すべきだjとの勧告

を発表した。3人委員会はさる 5月B日「南ベトナム窓が関境を侵犯しているJと

のカンボジアの提訴に基づき，安保理．によって設けられたもので，さきに両国国境

地帯で現地調査を行なった。

調査団はその報告で

0 国境紛争は両国の緊張関係の原因であるよりはむしろ兆紋・にすぎない。

0 両国の緊張関係は古くからの敵意のほか，カンボゾアが中立政策をとって

いるのに対し，南ベトナムが西側と提携していることからきている，と述べてし、

る。

3人委の勧告はさらに次のように述べている。

0 監視団の派遣に当たっては，ウ ・タント事務総長が安保理各国と協議し処

理すべきである。

0 安保理はカンボジア，南ベトナム両国にたヤし， 1963年8月いらい断絶さ

れてヤる外交関係を再開するため必要なあらゆる措置をとるよう勧告すべきだ。

0 安保理は両国関係を再開し3 紛争の原因となっている諸問題とくに国境線

の画定につν、ての会談を再開する目的で予備会談を準備するため，両国の合意の

もとに帆国際的な評価を持つ”人物を任命するよう勧告する。
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ラオス

0 安保理は，南ベトナム軍当局が国境侵犯をいっさい回避するためあらゆる

予防措置をとるよう命令しているとの南ベトナム側の保証に注目するとともにカ

ンボジアの中立と領土保全を承認し，これを尊重するとの南ベトナム政府の声明

に留意すべきである。 〔AP一東京 7.29〕

V シアヌーク殿下は国民議会の開会式で演説「カンボジアは国連監視官によるカ

ンボジアと南ベトナム国境の国際管理に反対しない。しかしそのためには，カンボ。

ジアを支持している友好大国との聞に問題が生じないよう，安保理事会が全会一致

で決定することがとくに必要だJと述べた。

7月28日

• ＇カンボジア政府は南ベトナムの飛行機がカンボジアのアンドン ・ピク地方の多

数の部落に黄色い毒薬をまき散らしたが，カンボジア政府はこの野ばんな侵略行為

〔AP一読売 7.28〕

に強く抗議するとの声明を発表した。

同声明によると，毒薬が散布されたのは6月13日から 7月23日までの問である。

〔ロイタ一一朝日〕

7月 30日

V米国務省スポークスマンは，米国と南ベトナムがカンボジアに毒薬を散布した

とのカンボジアの非難を否定し「これは事実無根であり，米国は公平な現地調査が

行なわれるととを歓迎するJと言明した。 〔UPI＝共同一朝日 8.1〕

ラオス日誌

7月 1日

’ロンドンの消息筋によればイギリスとポーランドは，ラオスに関する制限会議

招集の条件について事実上合意に達した。招集案の大要は次の通り。

0 ラオスに関するジュネーブ会議共同議長国であるイギリス，ソ連がジュネ

ーブ協定調印国14ヵ国に対して，ワィーンで制限会議を開くことを提案する。

0 この制限会議はまずラオスの右派， 中立派，パテト ・ラオの3派指導者だ

けで進める。
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0 一方，英ソ両共同議長国およびラオス国際監視委員会の構成国であるイン

ド，カナダ，ポーランド 3国の代表は，必要な場合lこそなえて「舞台裏」で待機

する。 〔AFP一読売 7.2〕

vラオス政府当局は，国外向け新聞電報の検閲を全部解除すると発表した。

〔ロイタ←一朝日 7.3〕

7月28

V米国務省スポークスマンは記者会見で「ラオス 3派間の首脳会談は有益かもし

れないj と言明，さらに次のように述べた。

米国はパテト・ラオが停戦に同意し，ジャーノレ平原から撤退すること，攻勢開

始以前の位置に戻ることをジュネーブ会議開催の前提条件としている。しかしこ

の条件を 3派首脳会談に適用する必要はない。 〔AP一朝日 7.3〕

V プーマ首相はパテト ・ラオの指導者スファヌボン殿下にあてた電報で，ラオス

3派間の首脳会談の場所としてニューデリーを提案した。

同電報でプーマ首相はさきにスファヌボン殿下が提案したジャカノレグ，プノンベ

ンについてはこれを拒否している。 〔AFP一朝日 7.3〕

Vモスクワ放送によると，ソ連外務省は，駐ソ英大使に対し，ジュネーブ会議共

同議長として米政府に送るメッセージのソ連草案を手渡した。

同草案は陳毅中共外交部長とラオス愛国戦線党議長スファヌボン殿下のメッセー

ジを引用して，米機が中部ラオスのカンカイを爆撃し，その結果とくに中国経済文

化使節団の建物が破壊され，犠牲者を出した事実をとりあげ，つぎのように述べて

いる。

共同議長はこの犯罪的，非人道的行為を黙視することが出来ない。共同議長は

米国政府に対し，米機によるラオス上空挑発飛行を中止し，情勢激化をもたらす

ようなあらゆる行動をさし控えるよう要求する。 〔RP一朝日 7.3〕

7月3日

V英外交筋によると，英国はラオスにおける米機の飛行を非難するソ連のメッセ

ージ草案を拒否した。 〔AFP一朝日 7.4〕

7月6日

V米機ラオス解放区爆撃一一ジェット戦闘爆撃機5機はシエンクワン市西北方の

ラクホワンを， 3機はカンカイ市西北方20数キロのムオンケンおよびプークート山
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地区を， 6機がムオンケンおよびジャーノレ平原のラクウン村を爆撃した。なお， z 

日以後，米機のカンカイ侵入は連日行なわれてきた。 〔新華社－ANS一東京 7.9〕

Y月 13日

V英連邦首相会議に出席中のアユプ ・カーン ・パキスタン大統領は記者会見で

最近のラオス危機に当たって，米国と中共はアユブ ・カーン大統領を仲介としてラ

オス情勢についての覚書を交換した」と言明し，さらにつぎのように述べた。

0 もし南ベトナムのベトコンとの戦いが拡大されるならば，中共はこれに反

応して出ることは確実だ。ベトナムの戦いは世界大戦に爆発する可能性がある。

南ベトナム，ラオスでの戦いは，米国と中共がテープノレを囲んでなんらかの了解

に達する場合にだけ解決できょう。

0 米中の書簡往復はp 米国のイニシアチブで始められた。パキスタンは米国

の要請で中共に対し，パテ ト・ラオの攻撃をやめさせることでラオス情勢の悪化

を食い止めるのに助力するかどうかをたずねた。中共は回答を送った〈その内容

について同大統領は言明をさけた〉ことし初め周思来総理がバキスタンを訪問し

たさい，会談の半ばは米中関係の改善の方途について費やされた。

〔AP－毎日 7.14〕

’ラオス真正中立勢力指揮部スポークスマンは米軍機2機がシエンクアン州のパ

ンベンに3機がシェンクァンのパンチョン地区に侵入し，爆撃を加えたと，発表した。

〔RP一朝日7.15〕

7月 16日

Vラオス国防省はパテト ・ラオと北ベトナムの混成歩兵1個連隊（4個大隊〉が

ジャーノレ平原西北の中立軍最後の拠点ムオンスイに攻撃を加えてきた，と発表した。

なお，同発表によると，この攻撃は，翌17日撃退された。 〔AP一朝日 7.18〕

7月 17日

’米機カンカイを爆撃一一米戦闘爆撃機4機はカンカイを爆撃した。なお，前日

にも米戦闘爆撃機6機がカンカイ近郊に侵入した。〔新華社－ANS一朝日 7.18〕

7月 19日

Vラオス国防省は，ラオス中立3派軍がジャーノレ平原のプークト地区で、左派ノξテ

ト・ラオ軍に反撃を加えたと次のように発表した。

「中立派軍は早朝，中立派軍の根拠地であるムオンスイの東方13.2キロのナカ
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オ村を奪回した。」

y月20日

Vスファヌボン殿下はプーマ首相に電報を送り， 「プーマ殿下の提案したニュー

デリ ーはラオス 3派首脳の会談場所として適当ではない」と重ねて表明した。同電

報はさらにプノンペンかジャカノレグが3派ともに受諾できる最も適当な会談の場所

であると再び指摘した。 〔ANS一朝日 7.22〕

7月22日

Vパテト ・ラオ放送は，さきにジャール平原を偵察飛行中，撃墜された米海軍の

C・クラスマン飛行士が捕虜になっていると報じた。 〔ロイタ一一朝日 7.23〕

7月23日

V ラオス当局筋が明らかにしたところによると，プーマ・ラオス首相はバッタナ

国王にラオス内閣改造の承認を求めるため，王都ノレアンプラパンを訪問した。同筋

によると改造には右派，中立派各2人の閣僚更送が含まれているといわれp 改造の

発表はプーマ首相がピエンチャンに帰ってから行なわれる。

〔APニ共同一毎日 7.24〕

7月24日

V英外務省はラオス国際監視委員会 (ICC）のインド， カナダ両国（ポーランド

欠席〉がジュネーブ会議共同議長国の英，ソ両国にあてた報告を発表した。同報告

は，パテト ・ラオが最近中立軍に対して優位なイ立地を占めた結果，ラオスでは軍事

的混乱が一層激しくなろうと次のように述べている。

0 最近，ラオスの大部分の地域が中立派からパテト ・ラオの手に落ちたこと

は明らかである。これによって，ラオスにおける力関係は変化をきたしたが，そ

のこと自体，将来軍事面で混乱が起きる前兆である。

o・パテト ・ラオ軍に北ベトナム兵が参加しているとの非難を調査しよ うとし

た ICCはパテト ・ラオ側からきびしい条件付きで、なければパテト ・ラオ制圧地

域内の調査を許可しないと再び拒否された。

0 この結果， ICCは，／ごテト・ラオ側に何か隠さなければならないことがあ

るのだと推定せざるを得ない。

0 パテト・ラオは調査を許可する条件として 3派が合意することをあげてい

るが，いまだかつてある事件に罪があると非難されている当事者が，その事件の
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調査を許した例はないから，これは理論的に不つごうである。。バテト ・ラオはこれに勇気を得てさ らに勝利を収めるかも知れない。これ

に対して領土を失なった各派〈右派，中立）は反撃に乗り出すであろう。そうな

ればこれまでもしばしば破られてきた停戦状態は存在しなくなり，ほとんど内戦

は避けられないだろ う。 〈この項UPI) 〔AFP－東京 7.25〕

7月 258 

V北京放送によると，ノミテト ・ラオ放送は 「米国がラオス解放区に送り込んだ、奇

襲部隊を包間，せん滅しているj とつぎのように伝えた。

米帝国主義は最近ラオスのサパナケット州のチャムアイ，タイアイ両解放地区

に数百人の奇襲部隊を空から降下させた。これらの奇襲部隊は直ちに人民武装勢

力に包囲された。人民武装勢力はその一部を射殺したほか，80数人を捕虜にした。

人民武装勢力はいまなお奇襲部隊の残りを攻撃中である。なお捕虜の一部は南ベ

トナム人である。 〔RP一朝日 7.,26〕

’ラオス右派軍の発表によると，前夜から朝にかけて中立派箪がプークト丘陵地

帯を攻撃し，左派軍の手から山頂の主要拠点を占領した。

プークトはジャーノレ平原の西端にある丘陵地帯で，左派軍と中立派軍との閣でこ

れまで激戦が繰返されてきた。パテト ・ラオ，北ベトナム軍合同の左派軍は，なお

同地の拠点2ヵ所を確保している。 〔UPI＝共同一朝日 7.26〕

ア月 26日

Vモスクワ放送によると，ソ連政府は声明を発表，ラオスに関する新しいジュネ

ーブ会議を開くよう呼びかけた。要旨つぎのとおり。

0 ラオスに関するジュネーブ会議の参加国の－ 1っとして，ソ連政府はラオ

スに関するジュネーブ協定が踏みにじられ，この地域に危検な情勢が生まれてい

ることを黙認するわけにはゆかない。

0 ラオスの内政に対する米国の干渉，とくにラオスの反動勢力に対する一方

的な軍事援助は，ラオス園内の政治情勢を非常にけわしくしている。ジュネープ

で調印された協定が完全にホゴにされる危険性が生れている。

0 さきにソ連政府は，本年6月にジュネープでラオスに関する国際会議を開

くよう提案したが，この提案は米国その他のいくつかの間から支持されなかった。

0 ソ連政府はジュネーブ協定に調印したすべての国に対して本年8月，ラオ

スの平和調整を保証するような緊急策を審議するため国際会議を開くよう提案す
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る。

0 ソ連政府はこの提案に対してもし他国政府が否定的な態度をとるとすれ

ば，ソ連政府としては現に果たしつつある共同議長の機能を再検討しなければな

らないはめに立ちいたらせるであろう。

。一部の国々がジュネーブ協定を広く系統的にじゅうりんしている条件のも

とでは，共同議長としての役割が有益な意義を全く失ない，架空なものとなるか

らである。 （ソビエト・ニュース， RPー毎日 ・朝日 7.27〕

’北京放送がラオスのカンヌyイからの報道として伝えたところによると，バテト

・ラオ最高司令部スポークスマンは次のように述べた。

7月19日から25日までの 1週間に，シェンクアン解放区に侵入した米機は延べ

60機に達した。 〔RP－毎日 7.27〕

7月'27日

v米国務省スポークスマンは，ソ連提案を拒否し，次のように言明した。

われわれは停戦とパテト ・ラオ軍の地点への撤退を会議開催の前提だとするプ

ーマ ・ラオス首相の要求をソ連が考慮に入れていなν、ことに注目している。

われわれはプーマ首相の要求を支持している。パテト・ラオが5月16日以前に

占めていた地点にまで撤退しないかぎり，ソ連提案にあるような会議は無益であ

る。

米国がソ速に回答を出すかどうかはまだ知らない。 〔UPl－毎日 7.28) 

vラオス政府の発表によると，ラオスのバッタナ国王はラオス内閣の改造を承認

した。この改造の原因は，右派内のノサパン派と反ノサパン派の勢力争いで、ある。

おもな新任閣僚は次のとおり。

プアパン・ノラシン法相（元情報相， ノサパン将軍の顧問〉， ウン・ベワネ・

ナラシン文化相（現国会議員〉， シスク ・ナ・チャンパサク財政担当国務相（元

駐インド大使〉 〔UPI－朝日 7.29〕

7月 28日

曹訪ソ中のバトラー英外相は，グロムイコ・ソ連外相と公式会談を開始した。 ー

両外相の会談の模様について消息筋は次のように明らかにした。

。パトラー外相はラオス問題で英ソが引続き協力したいと強く訴えた。この

問題がこの日の討議の大きな話題だ、った。パトラー外相は 「ラオスの混乱状態が

つづけば“必ずしもわれわれの友人でなし、”国々だけを益することになろう」と
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警告し，ジュネーブ会議共同議長国の役割を放棄するかも知れないという，ソ連

政府がノ〈トラー氏訪ソの前夜に発表した考え方を実行に移さないよう要請した。

0 パトラー外相はラオス問題について新しい提案をするつもりだと言明，こ

れに対しグロムイコ外相は新しい提案があればソ連当局はこれを検討すると約し

た。この新提案は恐らく28日中にソ連側に伝達される予定である。

0 グロムイコ外相はラオス情勢に対する重大な懸念を表明したが「ソ連はま

だ最終的対策を決めていないJと述べた。 〔ロイタ一一朝日 7.29〕

v新華社電がカンカイからの報道として伝えるところによると，ラオス愛国戦線

党（ノミテト・ラオ〉議長スファヌボン殿下はカンカイでジュネープ会議共同議長国

のソ連側代表であるラオス駐在ソ連代理大使およびラオス国際委員会のポーランド

委員と会見した。 〔ANS一朝日7.29〕

7月 29日

Vモスクワの権威筋によれば英国はソ連外務省に書簡を送り，ラオス情勢の安定

のため新たな努力が行なわれるならば， 14ヵ国会議の共同提案国となってもよいと

通告した。この書簡は開催のおもな条件として次の3点をあげている。

0 中立派のプーマ首相のもとに連合政府を樹立する。

0 ラオスで停戦する。

0 対立する両軍は 2月に維持していた陣地に撤退する。

〔ロイター＝共同一東京 7.30〕

7月 30日

V ラスク米国務長官は，コノレニエンコ ・ソ駐米代理大使を国務省ι招いて，ラオ

ス問題解決について10分間会談した。そのさい同長官はラオスで停戦が実施され，

左派バテト・ラオ軍がもとの拠点まで撤収するまでは14ヵ国国際会議の開催に反対

するというアメリカの公式態度を伝達した。 〔ロイター＝共同一読売 7.31〕

7月31日

’英外務省スポークスマンは，ソ連はラオスに関する国際会議開催の3つの前提

条件をつけたイギリスの提案を拒否したと発表した。 〔AP一読売 8.1〕

V英権威筋が明らかにしたところによると，ソ連はラオス問題14ヵ国会議の開催

について全関係国からの回答を待っているが，もし同会議が実現しない場合は，共

同議長国をやめる意図を実行に移すと，グロムイコ外相が，パトラ一英外相に言明

した。 〔AFP一読売 8.1〕
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“南ベトナム問題”を大統領選挙の争点したくないとのジョンソン政府の意図にも

かかわらず， それは今期選挙戦の最大の争点になってしまった。 8月 2日アメリカ政

府はトンキン湾において駆逐艦マドックス号が接近してくる北ベトナム艦艇を砲撃し

たと発表した。そして 4日再びトンキン湾で米舷が攻撃を受けたとして， アメリカは

直ちに北ベトナム基地に報復爆撃を加えた。

8月2日の事件についてはたしかに事件の発生を認めうるのであるが， 4日の第2

次トンキン湾事件については， 交戦の事実そのものを否定した北ベトナム，中国側声

明を待つまでもなく， 西側にすら疑問視する向きが多かった。ジョンソン政府はこの

“事実”に基づき，北ベトナムの魚雷艇基地を爆撃したので‘ある。 しかもこの攻撃は

延べ 64機による 5時間にわたるものでP マクナマラ国防長官の言明によれば，巡視艇

25隻を撃破し，北ベトナムの全石油貯蔵量の約10%を炎上せしめたという。

米政府はとの爆撃の報復的性格を強調しているが， これは海 ・空軍による北進論政

策以外のなにものでもない。 米政府はついにロストク氏が主張していた北ベトナムへ

の限定的制裁爆撃策を採用したのである。 ジョンソン政府がこのような措置をと った

ことは， 今後のインドシナ情勢の推移を占ううえできわめて重要な示唆を与えるもの

である。南ベトナム軍，現地米軍はこれまでも北ベトナム沿岸に出撃しており， 8月

2日マドックス号が受けたような北ベトナム艦艇による攻撃的接近は珍らしくなかっ

たのである。 ワシント ンはこれに対しては終始黙殺してきた。それはこれまでのジョ

ンソン大統領らの北進論にたいする態度が， 北進の必要性を認めながらも，その目的

についてp 交渉のためのー押しとしてp しかも海 ・空軍による北進策を考えようとす

るものであったからであるo したがってその性格は一回限りの限定的なものであり，

時期は少くとも米大統領選挙後と考えられていたからである。

しかし，南ベトナム現地の情勢はベトコンとの戦闘はもちろん， アメリカが頼みと

してきたグエン・カーン政権の統治力そのものが内部から揺らいできたために悪化の

一途をたどり，他方， ジョンソン政権に対する北進論者の攻撃は日増しにその鋭さを

増してきた。さらに7月初日のジュネーブ協定10周年記念日を迎えてのベトコンの大

攻勢，平和を求める国際世論の圧力， 南ベトナム民心の動向はジョンソン政権のタイ

ム ・テープノレを1王わしてしまった。

- 25 - 一（197）ー



インドシナ

アメリカ政府は何等の成算もなしにベトコンの攻勢に北ベトナム爆撃をもって答え

ることにしたので、ある。これこそ北進論者の意図するところであった。今後もしもア

メリカがこの方式に闘執するなら， アメりカはベトコンの攻勢に答えてハノイまでも

いやさらにハノイを援助し唆かしている北京までも爆撃しなければならなくなり， 戦

火は全アジアに拡大するととになるであろう。今回の報復爆撃は国内世論を話し合い

による解決一一それはアメリカにと っては苛酷なものであろうがーーに向わせること

を一層困難なものにした。ジョンソン政権はみずからその荷を重くしたのである。

現地米軍，グエン ・カーン首相らはこのワシントンの転換に気をよくして，軍人大

統領による戦争体制の強化を意図したが， ク。エン・カーン大統領の就任にゴ・ジンジ

ェム体制の再来をみた仏教徒，学生の反対運動にあえなくも挫折した。一方，ゴ・ ジ

ンゾェム時代以来反共戦の支柱であるカトリック教徒は， 仏教徒に不必要な譲歩をす

るとしてグエン ・カーン将軍を非難し， カトリック系の軍人は自己の地位を守るため

クーデターさえ計画している。仏教徒の方もかつてのゴ時代に仏教徒を弾圧した将軍・

官吏連はそのままでカトリック優遇策は依然として続いているとして， さらに譲歩を

迫った。かくて両者の衝突は激化し，政府軍掌握の各都市は無政府状態になった。西

側の通信はとれを宗教戦争と報道したが， この混乱は昨年の仏教徒・学生によるゴ・

ジンジェム打倒の運動とは質を異にするものである。もちろん単なる宗教的差別反対，

独裁制反対ではなく，ベトコンとの戦争そのものに， したがってそれを強制するアメ

リカへの反感がサイゴン政府支配ドの国民の間にも公然化してきたことも指摘できょ

う。 しかしながら今回の仏教徒・学生，労働者の反政府運動は，その要求するところ

はそれぞれニュアンスの違いがあるにせよ， ある組織性と目的をもったものである。

とくに反政府暴動の鎮圧にユヱに出動しようとした軍隊を婦人・子供を主力にした

デモ隊が妨害した事実は， 今度の反政府運動が反共，反中立を口にしていても，政治

的混乱からサイゴン政府の内部からの崩壊を狙ったベトコンの戦術指導によるもので

あることを示しているように思われる。

現在のサイゴン政府では軍内部にも，政治家にも各派，各階層の支持を得て，安定

した指導権を握れるような人物はもはやいない白仏教徒，カトリック，学生，労働者，

将軍，若手将校それぞれが自己の要求の貫徹を主張して混乱を激化させ， サイゴン政

府の自壊作用を早めている。 アメリカの準備がととのわないうちに，サイゴンが陥落

するようなととがあればジョ ンソンソ政権は第2次トンキン湾事件の時よりももっと

大規模な制裁爆撃を敢行しなければならないだろう。それは南ベトナム国民に同胞の

連帯意識と反米感情を湧かせ，平和と南北統一へ向わせるであろう。こうしてアメリ

カはみずから戦争か敗退かの選択に直面する道をえらんだのである。

-( 198）ー - 26 -
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1964年 8月 1日

’北ベトナム外務省スポークスマンは，アメリカが戦闘爆撃機によって北ベトナ

ムの国境監視所と村を攻撃したことに抗議する次のような声明を発表した。

0.8月1日正午 ・ラオスのノン ・へト地区の方向から飛来したアメリカ戦闘爆

撃機4機は，ベトナム ・ラオス国境から20キロ離れたゲ ・アン州、同 ・ソン県にあ

る北ベトナムめナム ・カン国境監視所およびノン ・デ村を爆撃，またロケットを

発射し， 1人を負傷させ，多数の住宅およびその他現住民の財産を破壊した。

0この挑発行為はアメリカとその南ベトナムにおける代理．人一味が， 7月30日

軍艦を派遣してベトナム民主共和国領海にあるホン ・メおよびホン ・グ諸島を砲

撃した直後に行なわれた。。もしラオス王国政府が引きつづきアメリカ政府とその

ラオスの手先にその領土を，ベトナム民主共和国の領空と領土の侵犯，ベトナム

民主共和国の安寧の破壊に利用させるならば，ベトナム民主共和国政府はやむを

得ず正当な自衛措置をとるであろう。 〔RPー東京一読売 8.3〕

8月2日

V米国防総省のスポークスマンは f米爆撃機が 1日北ベトナムの村落を爆撃した

との報道については何も知らない。北ベトナム当局がこの種の爆撃事件について米

国を非難したのはこれが初めてではないJと述べた。 〔AFP一朝日 8.3〕

’ （第 1次トンキン湾事件起る〉米太平洋軍統合司令部は，米海軍駆逐舷マドッ

クス号が北ベトナム沖合ヤのトンキン湾で国籍不明の高速魚雷艇3隻の魚雷攻撃を

受け，銃撃された，と発表した。 〔AP一読売）

’米政府は北ベトナム仲で米第7艦隊の駆逐艦を攻撃した魚雷艇群を「北ベトナ

ム海軍Jのものと断定した。

ラスク国務長官，シャープ米大平洋軍司令官もとれを確認した。

〔AP一朝日 8.3〕

’米共和党は米駆逐艇が北ベトナム沖合いで魚雷攻撃を受けた事件を取り上げ，

ジョ ンソン政権の東南アジア政策の不手際をつヤてきた共和党の主張を裏づけるも

のであると指摘した。ダークセン共和党上院院内総務は 「この地域における立場を

新たなきびしいものにすることを必要とするものだJと語っている。 ［AP一読売〕
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8月 3目

vジョンソン米大統領は攻撃を受けた海域（公海〉にある航空部隊，駆逐艦の司

令官に対し，公海において攻撃して来るいかなる兵力も攻撃せよと命令したと発表

した。との攻撃は彼らの攻撃を撃退することだけを目的とするだけではなし彼ら

を破壊させる目的をもって攻撃するよう命じられている。この命令はかならず遂行

されるだろう。ジョ ンソン大統領が海軍に与えた訓令は次の通り。

0北ベトナム沖トンキン湾の巡航を継続する。

0すでに巡航に従事している駆逐艦l隻に，さらにもう 1隻の駆逐艦を追加配

備し，戦力を倍加する。

0駆逐艦上空に戦闘機の巡回を行なう。

0米軍勢力を攻撃するいかなる兵力をも追いはらい，破壊する命令を発する。

〔AP一朝日 8.4〕

v米海軍はト ンキン湾における米駆逐艇マドックスと北ベトナム魚雷艇3隻との

交戦の模様を順序立てて明らかにした報告を発表した。

これによると，魚雷艇3隻の接近を探知した米駆逐艦マドックスは，まず 3発の

警告発砲をしたが，魚雷艇は速度をゆるめず，さらに接近したので5インチ（12セ

ンチ〉砲で砲撃を開始した。魚雷艇2隻は4570メートノレにまで接近，魚雷各 1発を

発射した。

マドックスは魚雷を回避する行動をと ったため2発の魚雷はマドックスから90な

いし180メートノレはずれて通過した。第3の魚需艇はさらに接近，マドックスの5

インチ砲の直撃を受けた。直撃を受けると同時に魚雷 1発を発射したが，魚雷は走

らなかった。

他方航空母艦タイコンデロガから発進した F8型艦上攻撃機4機が現場に到着，

残る 2隻の魚雷艇に対しズニ・ロケットと20ミリ機銃攻撃をカnえ，これら 2隻に損

害を与えた。マドックスの5インチ砲の直撃を受けた魚雷艇は炎上したが，公式に

は撃沈とは記録されなかった。3日朝現場を偵察した米海軍の偵察機は同魚雷艇を

発見できなかったが，僚艇に引航されたのかもしれない。

なお，ダークセン上院議員が明らかにしたところによると，魚雷艇は長さ26メー

トノレ程度で木製で，行動性能は米国の高速魚雷艇と同様だといわれる。

〔APー共同一毎日 8.4〕

8月 4日

曹ハノイ放送によると，ベトナム人民軍最高司令部スポークスマンは4日夜，米
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駆逐艦マドックス号事件について声明を発表し，同事件の真相は，北ベトナム領海

を公然と侵し，漁船をおびやかしていた米艇を，北ベトナム巡視艇が追出したもの

であるとして，北ベトナム側が“いわれのない攻撃”を加えたとの米側の主張に反

論し， 「米帝国主義者とその追随者のこのような行為は当然の罰を受けるだろう」

と警告した。

声明の要旨次の通り。

0この2日間，米国の通信社は北ベトナム沿岸で、起った米駆逐艦マドックス号

に対するベトナム民主共和国の軍艦の，いわゆる“いわれのない攻撃”について

騒ぎ立てている。一方米国務省スポークスマンは，米軍艦のベトナム民主共和国

領海内の島の攻撃およびラオスに基地を置く米機のベトナム ・ラオス国境近くの

北ベトナム領爆撃に対して，ベトナム人民軍最高司令部とベトナム民主共和国外

務省がおこなった非難を否定した。

0米帝国主義者とその追随者は北ベトナムを挑発し破壊する狂暴な計画を続け

ながら， 7月30日軍艦を派遣して北ペトナム領海を侵し，ホン・ゲ3 ホン ・メ両

島を砲撃した。同月31日から 8月 1日にかけての夜，米帝国主義者は再び駆逐艇

を送って北ベトナムのクアン ・ピン州領海を侵した。この軍艦は8月 1, 2両日

ホン・マト島とホン ・メ島の問を巡航し，わが領海を公然と侵害してわれわれの

人民の漁船をおびやかした。 2日午後同艇は，わが領海のホン・メ，ラチ・トノレ

オング向島問でわが巡視艇に遭遇した。この海のうろっき者の挑発に直面して，

わが巡視艇は領海と漁民を守るため急ぎ出動し，敵艦を領海から追出した。その

後巡視艇は基地に戻った。

0これが8月2日の午後に起ったことであるo 米帝国主義者ば，北ベトナムの

3隻の魚雷艇によるいわゆる“いわれのない攻撃”について騒ぎたてているが，

かれらはかれら自身の挑発，破壊行為および領海，領空侵犯，ベトナム民主共和

国の主権と領土の侵害をおおいかくすため，このような騒ぎを行なっているので

ある。

。指摘さるべきことは，米海軍の北ベトナムにおけるこのような行動が8月 1

日と 2日にタイ，および、ラオスの基地から飛び

撃し，ベトナム，ラオス国境近くのゲ・アン州キ・ソン県ノン・デ村にロケット

攻撃を加えた米機の活動と時を同じくしていたことだ；

' 〈第2次 トンキン湾事件〉米国防総省はトンキン湾北ベトナム沖方面に出動中

の米駆逐艦マドックス号とターナー・ジョイ号が本日午前10時半（現地時間〉再び

北ベトナム高速魚雷艇の攻撃を受けて航空機と共に応戦，うち 2隻を撃沈， 2隻に
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損傷を与えたと発表した。

vジョンソン米大統領は再度にわたるトンキン湾事件について午後日時39分全米

向けのテレビ放送を行なった。その内容次のとおり。

0私はトンキン湾の公海上において米艦に対し新たな攻撃が加えられた事件に

ついて，スチブンソン国連大使に直ちにかつ緊急に国連安保理に提訴するよう指

示した。

0共産側の米艇攻撃が起こったため軍部に応戦を命じる必要が生まれた。目下

のところ二つの事件で米国側に損害はない。しかし繰り返し行なわれた武力行動

は，防衛警戒態勢だけでなく，積極的な仕返しで応じられなければならない。

0応戦はすでに行なわれている。積極的応戦は私がしゃべっている時にも行な

われている。魚雷艇およびこれらの攻撃に用いられた北ベトナムのいくつかの施

設に対し，目下空軍の行動が実施されている。

0米国は戦線を北ベ トナムに拡大する意思はない。 他の人々は忘れているよう

であるが，われわれ米国民は紛争が拡大されていくことの危険性を知っており，

われわれは戦線の拡大を望まなν、。

0米国を直接の目標とする今回の侵略行動は，われわれすべてに東南アジアの

平和と安全のための戦いがいかに重要であるかを認識させるものである。南ベト

ナム人民と政府に対するわれわれの全面的な支援の決意は，この怒りによって倍

加させるだろう。

0魚雷艇攻撃に対する米国の応戦は，しばらくのあいだ“限定され，かつ適切

なもの”とされるだろう。私は国務省に事態を敵，味方にかかわらず，すべての

人々の前に明らかにするよう命じた。

0今日午後の民主，共和党議会指導者との会議で米政府は自由を支持し，東南

アジアの平和を守るに当り，すべての必要な措置をとることを明らかにする議会

決議を要請することを表明した。議会指導者はこうした決議を承認すると確言し

てくれた。決議はすみやかに議会に上程され，承認されよう。

O共産側の公海上における新たな攻撃は東南アジアの平和のための戦いの重要

性を感じさせるものである。強力な米軍による軍事行動を，限定されたものであ

っても命じることが厳粛な責務である。

0私は共和党大統領候補のゴーノレドウォーター上院議員とも話し合った。同議

員も私の態度を支持した。 〔U.P. I.ー毎日 8.5〕

8月5日
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Vマクナマラ米国防長官は「米海軍航空部隊は，今日の北ベトナム基地攻撃で，

北ベトナム巡視艇25隻を撃破した。米軍機の損失は2機である」と次のように発表

した。

0米海軍の空母タイコンデロガとコンステレーションから発進した航空部隊は

今日今後（現地時間）北ベトナム海軍の巡視艇約25隻を撃破した。わが方の出撃

延べ機数は64機，損害は地上砲火で撃墜されたもの2機，損害を受けたもの 2機

である。

0米軍機はホンゲイ，ロクチャオ，プクロイ，クアンケの 4ヵ所にある北ベト

ナムの巡視艇基地のほか，これらの基地を支援するビンにある石油貯蔵基地1ヵ

所を攻撃し，その90%を壊滅させた。この中には石油タンク14基（北ベトナムの

全石油貯蔵量10%に相当〉が含まれている。

。空襲はベトナム時間で今日正午から午後5時まで5時間続いた。

0米国がさらに攻撃を加える必要があるかどうかは，北ベトナム側の出方次第

にかかっている。

0 （米国の攻撃は所期の目的を達したか，との質問に対して）米国は公海上で

は何ものにも妨げられることなく行動するとの意図を北ベトナムに対して非常に

明確に示し得た。

0さきに北ベトナム側から攻撃を受けた米駆逐艦マドック号とターナー・ ジョ

イ号の2駆逐艦は引き続きトンキン湾のパトローノレを行なっている。

0 （米側は攻撃のさい，北ベトナムの対空防御施設に攻撃を加えたか，という

質問に対し〉いや攻撃目標は魚雷艇基地だけだった。

0米軍機は激しい対空砲火を受けたが，対空ミサイル攻撃は受けなかった。

0撃墜された米軍機はプロペラ推進単発のスカイレーダー攻撃機とA4スカイ

ホーク ・ジェット攻撃爆撃機各1機である。両機は高射砲弾に当たり海中に落ち

Tこ。 〔U.P. I.一東京 8.6〕

vジョンソン米大統領は上下両院に特別メッセージを送り， 北ベトナムによる米

軍へのいかなる攻撃にも対抗するとの米国の決意を確認する共同決議案を通過させ

るよう要請すると共に次のように述べた。

0この決議案は，東南アジアの自由諸国が，その自由を守るのを助けるという

米国の政策に沿ったものであってほしい。米国は無謀な行為に出て戦争を拡大す

る意図はない。米国は同地域における共産主義の破壊と侵略を終わらせるという

決意で、団結しているととをすべての人に明らかにしなければならない。

0決議案は，米軍を保護し， SEATOの諸国を助けるのに必要な行動をとるこ
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とに対して，両院が支持を表明するものであってほしい。間決議案は，われわれ

の東南アジア政策が実行され，同地域の平和と安全が保障されるということを，

侵略諸国と全世界に納得させるものでなければならない。敵対行為の正当性およ

．び今後の政治キャンペーンのために，決議案を直ちに通過させることが必要にな

っている。 〔U.P. I.一東京 8.6〕

’米民主党のウェイン ・モース上院議員は上院での演説で，米国は南ベトナムに

おける“挑発者”であると攻撃，アジアでの“宣戦布告の予告”を支持しないと語

った。

モース上院議員はこれまで，米国の南ベトナム駐留に批判的な態度をとっており，

上院指導者がジョンソン大統領支持の決議案を通過させる計画をたてたことにたい

し，反対を表明したものである。 〔APー東京 8.6〕

V ソ連のタス通信は声明を発表，米間がトンキン湾で北ベトナム側の艇艇，施設

に対し攻撃を加えたことを非難して次のように述べた。

0最近，米海軍はジョンソン大統領の命令により，北ベトナム沿岸のいわゆる

しよう戒に従事する艇艇をトンキン湾に増強し，またこれら艦艇を援護する空軍

を強化した。このさい，航空機，艦艇の司令官はこれを襲ういかなる兵力をも攻

撃し，撃滅するよう命令された。

08月4日，米海軍は，米国防総省の報道によれば北ベトナムに属する魚雷艇

2隻を撃沈，また米空軍は北ベトナム領空を侵犯し，沿岸施設に対し打撃を与え

た。

0なぜ米艦隊と航空機は米国から数千，数万キロ離れたトンキン湾に現われた

のであるか。この湾が北ベトナムと中国の沿岸のみを洗うものであり，これらの

国の領土に深く入込んでいることは周知のことである。なんら正当の理由なくこ

こに海空軍がいること，さらには沿岸近くをしよう戒することは，この地域の国

家に対する敵対行為とみなしうる。

0すでに現在， トンキン湾に米国海軍がいることは危険な結果をはらむ情勢を

っくり出したことが明らかになりつつある。米国の反動勢力とその意をうけた南

ベトナムの軍関が，執ように北ベトナムに対する米国の干渉と軍事行動の拡大を

助けている情勢下に，あらたな米国の軍事行動がとられたことを考慮しなければ

ならぬ。

0これに関連して 8月1日，北ベトナムの領空侵犯が行なわれ，北ベトナム政

府の声明によれば，米機4機がベトナムとラオスの国境から20キロのキ・ソン県

の国境見張り所と村落を爆撃したことを想起すべきである。これらのことは東南
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アジアにおける戦争の拡大を避けることに努めるという米国側の言明に明らかに

矛盾する。

0ソ連の権威筋では，緊張した東南アジアで情勢を熱せしめたトンキン湾にお

ける米国の侵略行動が断固非難されている。この地域におけるこのような行動は，

すで、に起った局地的な事件を広範な軍事紛争に変えうる事態を引起し，危険な結

果を伴うおそれがある。このような結果に対する責任はあげて米国にある。

〔ソビエ トニュース一朝日 8.6〕

vサイゴンの米軍筋が語ったところによると，ベトコン ・ゲリラはサイゴン南西

約140キロにある政府軍のパリン警備所を大隊規模で急襲，政府軍を壊滅するとと

もに，貯蔵武器の全部を奪った。 〔U.P. Iー共同一読売 8.8〕

8月6日

V トンキン湾危機に対して仏政府スポークスマンは，フランスの当面の立場を説

明して， ①米国，北ベトナム聞の軍事紛争は，インドシナ中立化を保障するための

国際会議の招集を提案したフランスの立場をあらためて裏づけるものである，③し

かしフランスが米国と北ベトナム聞の話し合いの橋渡しをするといったことは問題

外である， ③差し当たり問題はすべて関連の討議に委ねられるべきである，との諸

点を明らかにした。 〔毎日8.7〕

V ヒューム英首相は， トンキン湾事件に関して米国を支持する公式声明を発表し

た。 （ロイタ一一朝日 8.7〕

v北ベトナム政府は米政府が飛行－機を送って北ベトナムの領土を爆撃，掃射した

ことを批判する声明を発表し，要旨つぎのようにのべた。

05日太平洋にいる米第7艦隊から飛びたった多数のジェット機が，ピン，ベ

ンチュイ地区，ギアン河口およびホンゲイ市付近の若干の地区に掃射と爆撃を加

え，これらの地区の人民に損失をもたらした。きわめて重要なことは，ジョンソ

ン米大統領が米空軍にこの攻撃を開始するよう直接命令したということである。

05日飛行機を使って掃射と爆撃を行なったことは，明らかにあらかじめ計画

された戦争行為であり，北ベトナムに対する破壊と挑発を増大させる米政府の計

画の 1部であった。

0アメリカはその腹黒い計画をおおいかくすため， 2隻の米駆逐艦が2回にわ

たり北ベトナムの湾内で攻撃されたという話をデッチあげた。5日の北ベトナム

領土に対する空襲は，米政府によってしばしば表明されたよ うな，北ベ トナムに

進出し，そこで戦争を拡大する意図を一層はっきりと暴露している。とれは，北

っ、
υ
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インドジナ

ベトナムに対する米政府のきわめて重大な戦争行為であり，国際法とインドシナ

にかんする1954年のジュネーブ協定のきわめて乱暴な侵犯であり，インドシナと

東南アジアにおける戦争拡大の危険を増大させるものである。

0北ベトナム政府は，世界世論に向かつてアメリカ政府のこのような戦争行為

を強く非難し，アメリカ政府が北ベトナムに対するすべての挑発，破壊行為をた

だちに停止し，南ベトナムでも侵略戦争をやめ，ベトナムに関する1954年のジュ

ネーブ協定を正確に履行するよう要求する。

0北ベトナム政府は，インドシナにかんする1954年のジュネーブ会議に参加し

た諸国，社会主義諸国，世界の平和を愛する諸国に対し，米帝国主義者によって

ベトナムとインドシナに作り出されたきわめて重大な情勢に特別の関心を示し，

インドシナと東南アジアの平和を守札世界平和の擁護に寄与するため，米戦争

挑発者の手を押しとどめる適時の措置をとるよう呼びかける。

V中国政府はベトナム民主共和国に対するアメリカの武力侵略について声明を発

表，①アメリカの北ベ トナムに対する武力侵略は，米帝国主義が「戦争せとぎわ」

を越えて，インドシナ戦争を拡大する第1歩を踏みだしたものである。②アメリカ

の北ベトナムに対する侵犯は，中国に対する侵犯である。③中国人民は絶対に傍観

せず北ベトナムを救援するだろうと指摘した。 （声明の全文付参照〉

V米上下両院外交，軍事合同委員会は「武力行使を含むあらゆる必要な手段をと

る権限をジョンソン大統領に認めるJ決議案を可決した。

その合同決議案の重点次の通り。

0議会は大統領が軍最高司令官として米軍に対するいかなる武力攻撃をも撃退

し，将来の攻撃を阻止するのに必要なあらゆる措置をとるとの決意を承認し，こ

れを支持する。

Oアメリカは東南アジアにおける国際平和と安全の維持が，国家の利益と世界

の平和のために死活に関するものであるとみなす。米憲法と国連憲章に従い，か

つ東南アジア集団防衛条約に基づく義務に従って，アメリカは大統領の決定によ

り条約加箆国ないし条約に規定された国（ラオス，南ベトナム）で，その自由防

衛に援助を求めるいかなる国をも援助するため武力行使を含むあらゆる必要な措

置をとる用意がある。

0この決議は大統領がこの地域の平和と安全が，国連の行動その他でつくり出

された国際環境で十分に保障されたと認めた場合は消滅する。ただ，議会の同様

な決議によって廃止する場合を除く。 〔Reuter－共同一読売 8.7〕

Vウ・タント国連事務総長はワシントンを訪れ，米軍の北ベトナム爆撃問題を中
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南ベトナム

心に，ジョンソン大統領，ラスク国務長官ら米政府首脳と会談したが，そのあと記

者団に対し「東南アジアの平和を維持するため，私は米大統領にし 2の解決策を

提示した」と言明，問題の早期解決か，局面収拾のため，努力を続けているととを

明らかにした。

同事務総長の言明要旨，次のとおり。

O東南アの平和を守るため，まったく極秘という条件で，米大統領，国務長官

らと話合った。米側の考慮に供するために， 1, 2の考えを述べたわけである。

国連安保理という場は，問題解決のためには，あまり有用であるとは思えない。

一つには平和維持のための国連の機能自体に限界があること，二つにはいまの問

題の性格がきわめて特異なものであること，三つには関係国の一つ〈北ベトナム〉

が国連加盟国でないことである。 〔ワシントン一朝日 8.7〕

Vオーストラリアの青年たち約150人が「ベトナムはベトナム人に任せろ」， 「米

国の東南アジア侵略を止めさせろ」などのプラカードをもって当地の米領事館の周

辺をデモ行進した。

Vアルジエリアの学生約700人が5日夜アノレジェで北ベトナムに対する米帝国主

義者の武力侵略に抗議デモを行なった。 〔Reuter一朝日 8.7〕；

’東パキスタンのダッカ大学の学生約200人は， トンキン湾事件でアメリカのと

った措置に抗議して，当地の USIS（米文化交換局〉事務所を襲った。

〔AP一読売 8.8〕

8月7日

' Cグエン ・力一ン首相非常事態宣言〉グエン・カーン南ベトナム首相は，国家

革命評議会議長の資格で「共産帝国主義による明白な侵略の危険に直面した緊急、を

要する国内情勢じ南ベトナムの国家的自衛」を理由に，南ベトナム全土に非常事

態宣言を発令すると発表した。

カーン首相は同時に首相の資格でつぎのような措置を命じた。

①商品の配給統制，②個人の私宅に対し，いついかなる時でも自由に臨検でき

る， ③国家の安全に危険とみなされる人物に対する身柄の拘束，住所の指定，④

スト全面禁止， ⑤治安の必要に応じた旅行制限，⑥各地の治安状況に基づく夜間

外出禁止， ⑦国防上の必要に応じた入力および国家資源の一部活用。

このほか公共の秩序と国家の安全を害するものは軍事法廷で裁かれ，テロ分子や

国家経済に害悪を及ぼすサボや投機行為に従事し現行犯で逮捕されたものは死刑に一ー…

処せられ，減刑の恩典に浴することはできない。
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これらの事例は，いずれも軍事法廷でなるべくすみやかに審理され， 予審は行な

わない。被告は上告も情状しゃく量も許されない。なお同首相は南ベトナムの現状

につき 「国民に真．相を訴える」としてつぎのように語った。

南ベトナム国内のベトコンは正規兵3万4000人を含め総数15万人になろうとし

ている。われわれは，いまや17度線の北からの真の脅威に直面していると同時に

南部ラオスからも北ベトナム軍の南下の恐れがある。

なおサイゴン市内には， 7日午後11日寺から午前4時まで夜間外出禁止令が発令さ

れた。 〔毎日8.8〕

’トンキン湾事件に関する緊急安保理事会は，午後3時22分から第 2回会合を開

き，北および南両ベトナム政府に対し，安保理に代表を送るか，あるいはその他の

形で事件に関する情報を提供するよう安保理議長を通じて求めることを了承した。

〔朝日 8.8〕

8月8日

’ホ ・チミン北ベトナム大統領は，北ベトナム軍にたいし戦闘準備を整え，祖国

を防衛するよう呼びかけ，次のように述べた。

アメリカは，南ベトナムでの敗北をのがれるために，北ベトナムにたいする挑

発，破壊行為を行なっている。しかし米帝国主義者とその手先が北ベトナムに侵

入しても，北ベトナムの全人民は彼らを打ち破るだろう。

〔ロイタ一一共同一読売 8.9〕

’北ベトナム通信社は，米ジェット機9機が午前9時北ベトナムの領空に侵入し

たと報じた。同通信によると，米機は海上から飛来して高度約5000メートノレの上空

からクアンピン州領空に侵入，ギアン川上空を飛んだのち東方に玄－った。北ベトナ

ムはこの領空侵犯飛行につき，ベトナム国際監視委員会に抗議を提出した。この抗

議は，米機が過去24時間内に3聞にわたり北ベトナム領空を侵犯したと述べてい

竺ア

’Q。 〔AFP一読売 8.9〕

Vフルシチョフ首相は北ベトナムに対して行なわれた侵略行為を非難した要旨次

のような演説を行なった。

0米軍艦は北ベトナム水域に侵入し，軍事行動の挑発を図った。もし帝国主義

者があえて戦争を開始するならば，これは世界の人民に大きな犠牲と不幸を強い

るものであろうが，同時に資本主義の完全破壊をも招来するものとなろう。

0ソ連は戦争を望まないし，戦争回避のためにあらゆる努力をおこなっている。

しかし，もし帝国主義国が社会主義国に戦争をしかけるならば，ソ連国民はその
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南ベトナム

神聖な義務を遂行するであろうし，祖国と他の社会主義国のために決起するであ

ろう。 〔AP一朝日 8.9〕

8月98 

V北ベトナム政府は外務省を通じて声明を発表，国連安保理事会にはトンキン湾

における諸事件を検討する資格はないと述べた。おもな内容は次の通りである

ベトナム民主共和国政府は，アメリカが国連安保理で行なった，中傷と策謀に

もとづく主張をすべて拒否する。安保理にはとの問題を討議する権限は全くな

い。理事会は1954年のジュネーブ協定を尊重すべきである。ジュネーブ会議の共

同議長国〈英ソ両国〉と同会議参加諸国だけが，アメリカによって犯されたきわ

めて危険な戦争行為をとりあげる権限をもっている。 〔AFP一読売 8.10〕

v北京放送によると，北京， 上海，天津など中国各都市の市民合計650万余りは

7' 8日につづν、て“米帝国主義の北ベトナム武力侵略に反対する”集会やデモを

行なった。この3日間の全国の集会およびデモ参加者は1000万人余りに達した。

〔ANS一朝日 8.11〕

v中国AA連帯委主席摩承志氏は北京で開かれた北ベトナム人民激励集会で 「中

国人民は北ベトナム人民の正義の闘争を自発的に支援するための実際的行為をと

るj と次のように述べた。

アメリカがベトナム民主共和国にたいして侵略戦争を開始した以上，ベトナム

民主共和国は侵略と戦う権利を獲得したし，ジュネーブ協定を支持するすべての

諸国は，ベトナム民主共和国のこの戦いを支援する権利を獲得した。中国人民は，

アメリカの侵略に反対し，祖国を防衛するためのベトナム人民の正義の戦いを自

発的に支援するための具体的行動をとる決意を固めている。

米帝国主義者は，中国政府と人民が，常に本気でモノをν、っているということ

を理解しておくべきである。

米帝国主義の今回の奇襲は完全に計画された武力挑発であった。米帝国主義は

このいわれなき挑発をごまかすために， 8月4日のトンキン湾における米艦艇に

たいする“2回目の攻撃”なるものをデッチあげた。しかしこのウYはあまりに

もでたらめであったため，米当局者は，この“第2回攻撃”なるものの主要点に

ついて明解な説明をくだすことがで、さなかった。 〔新華社一共同一読売 8.11] 

8月 10日

Vジョンソン米大統領は東南アジア危機に関する議会決議に署名すると同時に，

内
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f侵略には強い態度でこたえるが，行動は慎重を期する」と声明した。

大統領声明の要旨次のとおり。

0議会が一致－してこの決議を支持したことは，米国全体が一致していることを

示している。米軍へのどのよ うな武力攻撃に対しでも，われわれはこたえるだろ

つ。

米国は東南アジアに対し，領土も軍事拠点も求めていないし，政治的野心もも

たない。

0この決議は大統領の権限を確認し，補強した。わたしはこの権限の行使にあ

たっては，神によって与えられたあらゆる知恵と判断を用いることを誓う。

0米国は侵略に対しては断固たる態度をとり，友好国を強く支持する。しかし

われわれの行動は慎重で，よく計算されたものでなければならない。

〔ロイター一朝日 8.11〕

V新華社電は「米国の大クソ，大陰謀をあばく」と題して，米側の公表した資料

から矛盾と混乱を指摘し，いわゆる「第2次 トンキン湾事件」が米側のデッチあげ

であり，北ベトナム侵略の口実であることを証明する論評を報道した。

同論評が，米側の公表した資料から指摘している矛盾と混乱は，次の通りである。

0 「魚雷艇」が攻撃したというが，航続距離が短く，魚雷を発射すれば戦闘能

力を失う魚雷艇が，なぜ海岸から60カイリ余りも離れた公海で， 3時間も米艦と

戦闘をまじえたのか。また「攻撃」の前， 2時間余りも米艦と並行して走ったの

はなぜか。

。「暗夜Jで「気象状態Jがよくないなかで， 「北ベトナム魚雷艇」の識別が

どうしてできたか。 この点も，いくつかの発表にくいちがいがある。

0米側の報道で「マドックス号の艦首前300フィートの水面を魚雷が走るのを

目撃した」とあるが， 「暗夜j f悪、い気象状態Jの条件のもとで，ほんとうに見

えたのか。 〔ANS一朝日 8.11〕

, Ho Chi Minh北ベトナム大統領はパートランド ・ラッセノレ卿に電報を送り，

北ベトナム政府は平和的な話し合ャを望み， 1954年と同じような解決をはかる14ヵ

国ジュネーブ国際会議開催を希望していると述べた。 〔AFPー毎日 8.11〕

’南ベトムのグ、エン ・カーン首相が10日，サイゴン南西ブンタクの軍人の式場で

あいさつし次のように述べた。

0ベトコン（共産ゲリラ）は北緯17度線（南北ベトナムの国境〉に大量集結し

ており，中共は雲南省から鉄道で軍隊を北ベトナムの方に移動させている。こう

した動きは重大である。
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。中共はソ連製ミグ17戦闘機15機を北ベトナムに送り込んだという情報を私は

もっている。 〔AFP一朝日 8.12〕

’米第7艦隊所属第7機動艦隊司令官ロパート・ムーア少将は「北ベトナムはさ

きの米軍の報復攻撃で打撃を受けた結果，もはや犬規模な海上作戦を行なう能カを

失ったと思う」と語った。 〔AFP一朝日8.12〕

8月 JJ日

’米国防総省は“多数の”中共ジェット戦闘機が北ベトナムに到着していると発

表した。

発表にあたったのはシルベスター国防次官補（広報担当〉で，同次官補は先週，

マクナマラ長官が北ベトナムへの中共機移動をあり得るかも知れぬと述べていたこ

とを指摘しながら次のように語った。

中共から北ベトナムへ多数のミグ15型機と ミグ17型機とがはいったことをわれ

われはつかんだ。このところハノイ地区の飛行場滑走路を長くするなどの準備が

行なわれていたため，とれは予想されていたことであった。

なお，同国防次官補は記者団の質問に答えて次のように述べた。

パイ ロットは中共で訓練を受けた北ベトナム人かもしれない。あるいはパイロ

ットが中国人であることも十分あり得る。これらの中共機が防空のためのものか，

他の目的を持つものかはわか。らない。

いまのところ米軍機が中共機の飛行を監視するため飛立ったかどうかはわから

ない。 〔ロイタ一一朝日 8.12〕

v北ベトナム人民軍のボー ・グェンザップ総司令官はベトナム国際監視委員会議

長に緊急電報を送り，米国が現在南ベトナムで軍事力を増強している問題について，

問委員会がこれを非難するよう要請，つぎのように述べた。

。米政府は5日，南ベトナムにF102ジェット機12機を， 6, 7両日にはB57 

爆撃機30機， RFlOl偵察機2機，空中給油機8機，大型輸送機9機を増派した。

また南シナ海からタイ湾への行動中の第7艦隊に空母を含む多くの軍艦を増派，

バンコクへは自動車特別部隊を派遣した。

0さらに 6日から 8日にかけ北ベトナムへの領空侵犯事件が続き，多くの米軍

般がトンキン湾付近を巡航している。 7日には南ベトナムで非常事態宣言が公布

され，米国とその手先の多数の軍隊が軍事境界線地区に集結している。

0こうした事実は米国が，南ベトナムでの侵略戦争と北ベトナムへの挑発行動一ー

を強化し，インドシナ全体に戦争を拡大しようと危険な陰謀を押し進めているこ
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とを示している。

O米国のこうした態度は1954年ジュネーブ協定の違反であり，国際監視委が直

ちに米国の行為を非難し，米闘に対し南ベトナムからの軍隊撤退，北ベトナムへ

の挑発行動の停止を求めるよう要請する。

8月 12日

Vサイゴン南方60キロのミトの下町で夜，自転車に仕掛けた爆弾が爆発，ベ トナ

ム人3人が死亡，米兵5人など27人が負傷した。米当局は，先週のトンキン湾事件

にともなってベトコン側の米人に対する闘争が激化したことを示すとみている。

〔AP一朝日 8.14〕

v北京放送によれば，陳毅中共外相は，米国がインドシナにける侵略活動の拡大

に国連を利用 しているととについて，スアン ・トイ北ベトナム外相のさる 5日およ

び7日の書簡に答える返書を送った。

問書簡の要旨次の通り。

0米国の北ベトナム攻撃は全ベトナム人民，中国人民および平和を愛するすべ

ての人民に対する公然たる戦争挑発である。それ以来，米帝国主義は戦争拡大の

配置を強化している。米海軍はベトナムに臨む洋上に多数集結して，威圧をおこ

なし、，米軍は相次ν、で北ベトナムの領空を侵犯している。

0長い間，米国はジュネーブ、協定の破棄に心を砕いて来た。米帝国主義は北ベ

トナムを突然攻撃すると同時に，こともあろうに国連安保理に対して北ベトナム

を提訴した。これは当然のことながら，北ベトナムにと って絶対に同意できない

ことであり，いかなる社会主義国にとっても同意できないことである。これに同

意することは米国の提訴者としての地位を認めることを意味し，ジュネーブ協定

が破られでもよいというととを意味するものではないか。米国の提案に反対せ

ず，これを否決しないならば，ジュネーブ協定を破り，国連にインドシナ問題介

入の先例を作らせることになる。

0国連にはインドシナ問題を審議する権限は全くない。 54年のジュネーブ協定

こそは，全インドシナ問題を解決する唯一の国際協定である。

0われわれは北ベトナム外務省が8月9日の声明の中で指摘したジュネーブ会

議の共同議長ならびに参加各国が，米帝国主義の侵略行動をすみやかに審議し，

それを非難するようにとの要請に完全に同意する。

。北ベトナムが米帝国主義に侵略されている重大な情勢にある現在，中国人民

はより緊密に兄弟のベトナム人民とともに侵略者にいつでも断固たる反撃を与え
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るよう準備している。 [RP一朝日 8.13〕

’ジョンソン米大統領はヱューヨーク市の米法曹協会の年次大会で演説をおこな

い，キプロス問題とベトナム問題に言及「米国はいずれの場合についても平和解決

を希望している」と強調した。

演説内容次の通り。

0南ベトナムからの米軍引揚げを主張しているものがあるが，これは戦略的に

賢明でなく，また道徳的に考えられないことである。ベトナムにおけるわれわれ

の目的は平和を回復し，秩序を再確立するのを助けることである。われわれは追

出されもしないし，挑発されて暴走することもないだろう。

0核戦争のおどしによって国民の生命を危険におとしし、れることはどの米大統

領の政策でもなかったし，私が大統領であるかぎりは，私もそのような無責任な

コースはとらない。 〔ロイタ一一朝日 8.13〕

v新華社電によれば，中共機関紙人民日報は紙上に fワシントンは，東南アジア

情勢が一段落したとしう談話をくり返して発表しているが，これはインドシナの戦

争を拡大する第2段階に踏込むために，人民をごまかす煙幕である」との次のよう

な論文を掲載している。

0米国は北ベトナムを不意に攻撃したのちにも，まだ東南アジアで軍事活動を

継続しており，きわめて多数の米軍の舷艇および航空機は南海（南シナ海〉やベ

トナム近辺にいまだに集結p 米機はベトナム民主共和国領空に何度となく侵入し

た。

0数日中にトンキン湾から米駆逐艦ノξトローノレを引揚げるという米国政府の見

解を信用することは，全くバカげてU、る。たとえ米駆逐艦が一時的に引揚げたと

しても，侵略を拡大しようとする時はいつでも口実を作って，再び、パトローノレを

はじめるにきまっている。 〔ANS一朝日 8.13〕

’ラスク米国務長官とマクナマラ米国防長官は連名で声明を発表，ジョンソン大

統領がトンキン湾事件突発のさい，核兵器使用の権限を委譲したとのゴーノレドウォ

ーター上院議員の発言をきっぱり否定して次のように近ベた。

米大統領はトンキン湾事件にさいして，核兵器使用の権限を委譲したかのよう

な発言をしたことはない。したがってゴールドウォータ一議員の解釈は不当かっ

無責任である。 〔AP一朝日 8.13〕

8月 13日

v北京放送は，北ベトナムに接している広東，福建両省で民兵の大々的軍事演習
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が行なわれたことを報じた。同放送によると，広東省広州市の民兵数万は最近連続

3日間軍事演習を行なった。演習に参加した民兵は工場，学校，企業単位，近郷農

村のものであった。

また福建省では工場，学校などの民兵と青少年，学生15万人が軍事野営演習に参

加し，多数の将校と兵士が軍事教官，政治教官として派遣された。

〔RP一朝日 8.14〕

’ハノイ放送によると，北ベトナムは国際監視委員会にメッセージを送り，米軍

機，艦船がいぜん北ベトナムの領空，領海の侵犯をつづけていると抗議した。

同メッセージでは10日正午，米軍機1機がゲアン，タンホア，タイピン，ハイフ

ォン，ナンジン県上空に侵入した。また同日夕刻，米艦艇2隻がホンメ，ホング両

島に接近， 11日にも行動をつづけた，と述べている。 〔AFP一朝日 8.14〕

8月 14日

’ホワイト ・ハウス筋はトンキン湾事件に関連して，アジア地域の米軍司令官に

核兵器使用の権限を与えたことは絶対になく，ジョンソン大統領が与えた応戦・反

撃命令には通常兵器のみを使用することが明示されている，と言明した。

これは米政府首脳が，共和党大統領候補ゴールドウ太一ター氏の主張する「戦術

核兵器使用による“ベトナム戦争”早期終結論JIζ反撃するとともに，同候補との

間に再燃していた「核兵器使用論争」に終止符を打つ目的で，とくに言明を発表し

たものである。 〔アメリカ支局一朝日 8.15〕

8月 16日

' （グエン・力一ン将軍大統領に就任）南ベトナム軍事革命委員会はキャプ ・サ

ン・ジャックで会合，グ、エン ・カーン首相を大統領に選出した。

軍事革命委員会には60人の委員中58人が出席，大統領を選出する権限を問委員会

に与える新しい暫定憲法を採択したのち，大統領選出の投票を行い，グエン首相が

50棄を集めて大統領に選出された。

この結果，従来は元首の地位にあったドン ・パンミン中将は，その地位を追われ

た。ドン中将は同日の委員会には“病気”との斑由で出席しなかった。

新憲法は62条から成り，軍事革命委員会には大統領選出の権限のほか，一人以上

の副大統領を選ぶ権限を与えている。また新憲法によると，民間人100人，軍人50人

から成る任命制の暫定国会を置き， 1ヵ月以内に議員を任命して， 10月に第1回の

国会を開くことになっている。
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一方，テーラー南ベトナム駐在米大使，ジョンソン！司次席大使は午後，グ、エン新

大統領と会談のためキャプ－サン・ジャックに向った。

南ベトナム軍事革命委員会の大統領選出の投票結果は次のとおり。

グエン・カーン〈首首） 50票マチャン・チエンキェム（国防相） 5票マドン ・

パンミン（元首） 1票マド・カオチ（第2軍区司令官） 1票マ無効1票。

〔AP一朝日 8.17〕

Vグエン・カーン将軍は大統領に選出された直後，記者会見で次のように述べた。

。）部の将軍がドン ・パンミン将軍〈これまでの元首〉とサイゴンで， 3時間

以上にわたる秘密会談で元首交代について話合った。 ドン将軍は今後暫定的に，

軍事革命委員会の顧問として残る。

01ヵ月以内に副大統領を選び，新内閣を任命，軍事革命委の承認をうる。新

内閣は“戦争内閣”となろう。

O現在反徒ベ トコンとの戦争，北ベトナムからの侵略の脅威があるためp 総選

挙を行うことは不可能である。したがって軍事革命委は立法，司法，新内閣の行

政各部門の当局者を任命することに決めた。

0 （新制度により，輩事独裁者になったのかとの質問に対し〉新憲法は行政，

立法，司法の 3権分立であり， “真の民主主義”を規定している。過去6ヵ月間

私が国家の権力を撮っていらい，私に独裁的野心のないととは証明されている。

0（緊急事態、はどれぐらい続くかとの質問に対し〉われわれの目的は最終的な

勝利である。政府は必要な時間内に必要なあらゆる措置をとる。

Vモスクワ放送はトンキン湾事件でソ連の態度に対する中共の非難に反論し，次

のように述べた。

0トンキン湾にはいった米第七艦隊の海賊行為について，フルシチョフ ・ソ連

首相は，帝国主義が社会主義国に戦争を押しつけるならば，ソ連国民は祖国と他

の社会主義諸国を守り抜くと述べた。こうした厳然とした態度が再び帝国主義者

を後退させたのである。

0トンキン湾事件は米国の戦争気違いだけでなく， 北京の連中にと ってもよい

教訓である。北京の宣伝はソ連に対し“帝国主義者の共謀者吋 “各国人民の利益

を裏切るもの”との罪名を押しつけている。

0カンボジアの仏字紙LaD句会chedu Cambodgeは8日の社説で，米国の北

ベトナム侵略に対しソ連が傍観していたかのよ うに述べた。実際には 6日にタス

通信の声明が発表されてν、る。この事実をほおかむりしてソ連を非難しているの

は北京に取入ろうとしているのだ。 〔R.P.一朝日 8.17〕
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8月 17日

’南ベトナム政府の発表によると，南ベトナム内閣の全閣僚はグエン・カーン新

大統領に辞表を提出した。新大統領はこの辞表を受理し，後継内閣の任命まで暫定

的に事務管理を行なうように求めた。 〔U.P. I.一東京 8.17) 

8月 18日

v南ベトナム政府は首都サイゴンでの一般集会を禁止した。

〔U.P. I.－共同一朝日 8.19〕

V米国の東南アジア政策説明のためヨーロッパ訪問中のロッジ前駐南ベトナム米

大使は， パリでの記者会見で南ベ トナム情勢について次のように述べた。

0南ベトナムで勝利を収めることは，困難であるし時間もかかる。しかし不可

能ということではない。現在の情勢は昨年末よりずっとよくなっている。

。ベトナム問題の国際会議を開けというフランスの提案に，米国は理論的に反

対しているのではない。しかし会議を開くための条件は妥当なものでなければな

らない。第一条件はベトコンが南ベトナムへの侵入をやめることだ。現在のとこ

ろ会議を開いてもベトナム問題で中共と話し合いがつくきざしは全くない。

0米国はベトナム問題の政治的解決を求めており，軍事的な解決は考慮してい

ない。米軍首脳自体も軍事的解決は望んでいなし、。

0おもな問題点は政治的なふんいきをつくることであり，米軍の南ベトナム駐

留は安全保障のためと，南ベトナム国民がその政府を支持するという目的の達成

に協力するためである。もし南ベトナム悶民が安全感を持つならば，彼らは政府

を支持するだろう。だが，もし彼らが恐怖を感ずるならばべトコンに参加するよ

うになろう。南ベトナムの青年層が，ベトコンに参加することは静観するよりも

ずっと危険だと感ずるようになれば勝利は達成されるであろう。

〔AFPー東京 8.19〕

8月 19日

" C仏教徒 ・学生の反グエン・力一ン運動起る〉 サイゴン市内の学生連合本部で

約200人の学生が集会を開き，グエン・カーン新大統領就任反対を叫ぶと共に，米国

を南ベトナムの内政に干渉していると非難した。 〔AP一朝日 8.20〕

8月20日

v南ベトナムの二大仏教指導者の l人である ThichTam Chau師はサイゴンで

のゴ ・ジンジェム政権の仏教徒弾圧一周年記念集会で4000人の若い仏教徒を前に演

．一（216）ー - 44-



南ベトナム

説，グエン ・カーン大統領を非難して，ゴ政権を打倒した昨年11月 1日の革命は真

の革命事業だ、ったが，カーン大統領はその後権力を奪い取ったと述べた。

〔AP一朝日 8.21〕

.，ユエで開かれた仏教徒のゴ・ジンジェム政権による寺院襲撃1周年の集会では，

I方5000人の仏教徒が参加して無気味な“沈黙の抗議”を行なった。

V南ベトナム中部のトンキン湾沿岸 Tuyhoa南方の村でベトコン掃討作戦中の

政府軍装甲輸送車部隊を，約1000人の仏教徒デモ隊が取り巻き，身動きできないよ

うにした。このデモ隊は子供や妊婦に指揮されて，仏教旗を掲げながら装甲輸送車

の前部や後部にとび乗り，車両や軍隊の移動を妨害した。

これに対し政府．軍は仏教徒たちを刺激し，ベトコンに政治的に利用されるのを避

けるため弾圧措置をとらなかった。

Tuy hoaの米軍顧問団や政府軍筋によると，ベトコンの新しい戦術の前ぶれでは

ないかとみている。 〔AP－共同一毎日 8.21〕

V共和党のダークセン上院，ハレック下院両院内総務は声明を発表して，さる 4

日トンキン湾上の空母を飛びたった梅軍機がまだ目標地点に到達していないのに，

ジョンソン大統領は全米テレビ放送で，攻撃の事実を明らかにして敵に“警告” を

与えて，防空態勢をとらせる結果をもたらしたが，その理由は何かと説明を要求し

Tこ。

ゴーノレドウェナ］ター共和党大統領候補も19日，ジョンソン大統領のやり方は“奇

襲”の効果を失わせたばかりか，米国民へのテレビの効果をねらうあまり，米将兵

の生命の安全を二の次にしたと論難してν、る。 〔読売 8.22〕

’サイゴンの米軍筋が発表したところによると，ベトコン2個中隊が政府軍側の

空からの反撃をくぐって，メコン ・デルタ地帯の前線基地プートックを占領した。

同基地には政府軍の49人が駐留していたが生死は不明。 〔AFPー毎日 8.21〕

8月21日

Vサイゴンの米軍スポ｝クスマンが発表したところによると，サイゴン西南70キ

ロのメコン ・デルタにある Kienhoa県で南ベトナム政府軍がベトコン ・ゲリラの

猛攻を受け，政府軍側に少なくとも死者120，負傷60，捕虜9人を出し，同行の米

軍人4人も戦死した。政府軍は前日，ベトコンに占領されたプートック村の政府軍

前哨所を奪回した後，退却するベトコンを追って進撃した途中でとの攻撃を受けた

ものである。 〔U.P. I.ー毎日 8.22〕

V南ベトナム国立銀行は，最高額紙幣である500ピアストノレ紙幣（公定で8.3ドノレ，
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自由レートで6ド、ノレ80セント相当〉を 9月2日以降無効にすると発表した。同紙幣

は9月2日までに新通貨と交換しなければならない。なおこの新措置のねらいは通

貨のヤミ取引きを押え，ベトコンがため込んだ資金を一掃することにあるとみられ

ている。 [AP一朝日 8.23〕

8月22日

v南ベトナムの仏教界指導者たちは，さる 1月末にグエン ・カーン現大統領が政

権をにぎったとき以来軟禁されている 4将軍の釈放を要求した。4人は Tran van 

Don, Le van Kim, Mai huu Xuan, Ton that Dinhである。

vグエン・カーン南ベトナム大統領は，サイゴンで6人の学生指導者と長時間に

わたって会見し，学生たちの要求する政策，政府改造，新憲法などについて話し合

った。同大統領は席上，つぎのように述べた。

0いま組閣中の戦時内閣は文民政府となろう。しかし，国内の騒乱に関係ある

ポストだけは軍人の手に握られよう。

0学生の不満のなかには正しいものもあるが，問題は南ベトナムの現状の下で

この不満をどのように解決するかである。

0報道の自由を保障するため暫定憲法を修正するよう努める。

これに対し学生指導者は会談後いくつかの点ははっきりしたが，まだ不満だと述

べた。

なお学生側の要求は， ①南ベトナムの新憲法を修正し，大統領の職務をはっきり

させる。②制憲議会を作るため総選挙を施行する。③分権を確立し，政府機構の改

革。④報道検閲の廃止または新聞人を含む特別委員会の設置。③巡回革命裁判所を

つくる。⑥カン・ラオ党の残党を追いだす措置を強める。

V米政府高官筋は中央情報局（CIA）の局員が「米国が南ベトナムで勝利できるか

どうかはきわめて疑わしく，結局は交渉による解決を求めなければなるまい」とい

う情勢評価を下した文書を作成したことについて，この文書は 「筆者の個人的評価

を示したもので， ν、かなる政府機関の見解を示すものでもない」と述べた。問題の

文書は CIAの情勢評価委員会の一員であるウィリアム ・マチアス氏が6月8日付

けでまとめ上げたもので“世界情勢における傾向”と題されてヤる。

米政府当局者はとの文書の内容がシカゴ ・トリビューン紙に公表されるととを知

って，今回先手を打って発表に踏みきったものである。この文書は南ベトナム情勢

について次のように述べている。

0南ベトナムのゲリラ戦はすでに 5年目にはいっており，しかも終結のメドは
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全くついていない。ベトコンは北ベトナムからの指導を受けながらも，主として

自分自身の力にたよりながら，ますます強力な攻撃に転じてきている。

0南ベトナム政権の失政のために軍事的より政治的色彩の強いこの戦争の効果

的遂行が妨げられており，ゴ・ジンジェム政権は崩壊した。反ゲリラ行動は，問

題自体の固有のむずかしさと，ゴ・ジンジェムの後継者たちが必要な指導力を示

していないために，もがきながらますます深みに落ちこんできてし、る。

0勝手IJできるかどうかはきわめて疑わしく，情勢は微妙な危険性をはらんでい

る。もし米国が今後も大樹莫な支援を続け，南ベトナム内の政治情勢の悪化が阻

止されるならば，国内情勢が急激には悪化せず，世界情勢の進展から，中立化を

中心とするなんらかの交渉による解決の道が開かれるかもしれなν、。

〔AP一朝日 8.23〕

8月 23日

． 

’サイゴンで、グエン ・カーン政権に不満な学生約2000人が集会を行ない， うち約

600人がサイゴン放送局を一時占拠した。グエン・カーン大統領は学生代表と会い

デモは解散したが，学生たちはいぜんグエン ・カーン大統領の態度に大きな不満を

抱いている。 〔U.P. I.一読売〕

8月 24日

’米国務省スポークスマンは 「米政府は南ベトナムにおける国家的団結の必要性

を十分に認識する。したがって戦争努力が払われるような団結をっくりあげる最良

の手段としてグエン ・カーン政権を支持するJと言明した。 ー

8月 25日

V学生p 仏教徒など約2万人は午前，サイゴン市内で反政府大会を開き， そのあ

と「独裁政治打倒Jを叫びながら大統領官邸に向かつてデ、モ行進を行なった。

グエン ・カーン大統領はこの不穏事態を緩和するため， “独裁”体制を修正する

特別声明を発表したが学生，仏教徒はこの声明に満足していない。

' （グエン・力一ン大統領辞任と暫定憲法の撤回〉南ベトナムの軍事革命委員会

は午後3時すぎ，サイゴン放送を通じて次の発表をおこなった。

08月16日発表された新憲法（暫定憲法〉を撤回する。

0箪事革命委員会は緊急全体会議を開き，元首を選び，そのあと解散する。

0軍人は軍務に専念し，反共，反中立，反植民主義，反独裁のために努力する。

O元首は国民の希望に従い，国民議会を招集する。
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現在の政府は，それまでいまの仕事を続行する。

V南ベ・トナムの北部の町ダナンで米兵がデモ隊に向かつて発砲し，死者19人，負

傷者約70人を出した。 〔U.P. 1.一共同一読売 8.26〕

V米共和党大統領候補のゴールドウォーター上院議員は，オハイオチ1・げリ ーブラ

ンドで関かれた在郷軍人の大会で南ベトナムにおける平和の危険を警告して次のよ

うに述べた。

0最近米政府中央情報局（CIA）の一局員が南ベトナムでの戦争は勝てないと報

告を出したということが，マスコミに伝えられた。このような記事が新聞に出さ

れるとき，それは事実となって現れる’場合が多U、。米国民はそのうちに南ベトナ

ムでの戦争が平和交渉によって解決されたといったたぐいの発表をきかされるも

のと身構えているべきである。

0ラオスでの戦闘を止めるための平和交渉は，結局同国を失う結果になった。

交渉による平和にはいろいろあるが，これが問題をその国民の手にまかせること

を意味する場合，それはしばしば共産主義者の浸透に道を開くものである。

〔U.P. I.ー共同一朝日 8.27〕

8月26日

v北京『大公報』は，南ベトナム情勢について論評を発表し，グ、エン ・カーン政

権によって行われたカーン大統領辞任と暫定憲法撤回，軍事革命委員会解散の発表

は，米国の命令によって行われた新たなペテンである。南ベトナム人民はこれに対

して，警戒心を高めなければならないと述べた。 〔R.P.一朝日 8.27〕

V仏政府スポークスマンによると，クープドミュノレピノレ仏外相は閣議の席上，南

ベトナム情勢について報告し，現在の危機はフランスがかねて予測していた通りの

もので，これはベトナム問題を交渉によって解決するというわれわれの主張の正し

いことを裏付けるものだと述べた。 〔AP一朝日 8.27〕

' （ダナンに軍隊出動）24日以来仏教徒とカトリック教徒の衝突が続いているダ

ナン（Danang）からの報道によると，装甲車で強化されたユエ駐留の南ベトナム政

府軍が，衝突鎮圧のためダナンに到着した。ダナンでの死者は少なくとも25人に達

しており，多くの負傷者が出た。

またいくつかのカトリック系の商店は暴徒の略奪にあい，フランス文化センター

や近くの村も延焼にあい，被害者は2000人に達したとヤわれる。

〔AFP一朝日 8.27) 

8月 27日
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' (3人委発足）25日夜以来討議を続けてきた南ベトナム軍事革命委員会は， ド

ン ・パンミン将軍，グヱン ・カーン将軍， トラン ・チエン ・キェム将軍の 3者が国

政の集団指導を行なうことを決定したと発表した。

8月 288 

V南ベトナム政府スポークスマンは次のように諮った。

軍事革命委員会は解体され，統一委員会と呼ばれる新しい機関がそれに代るこ

とになろう。統一委員会には3将軍，仏教徒代表，カ トリック代表およびおそら

く学生代表も参加することになろう。ダイ ・ベト党の代表はこれにはいらないだ

ろう。統一委員会の任期はグエン ・カーン将軍がさきに公約したように 2均月間

で，その間に選挙による制定；議会の選出と新政府の組織が準備されよう。

同スポークスマンはさらに次の諸点を明らかにした。

.o政府には警察や軍隊による強力な行動を命令する責務が欠けているので，暴

力を直ちにかつ効果的に阻止できる見通しは目下のところない。

O Cダイ ・べト党がグエン将軍に忠誠を誓う軍と内戦を始める可能性があるか

と質－問に対し〉それはありうる。それが彼らにとって権力を取るための残された

唯一の手段だからだ。しかし戦争を起すほどの危険はおかさないだろう。

〔AP一朝日 8.29〕

v南ベトナムの官営ベトナム通信の報道によると，同国文部省はサイゴン市内の

全公私立学校を無期限に閉鎖すると発表した。またフランス大使館の文化部もフラ

ンスが経営しているサイゴンの全学校を29日から閉鎖するよう命令した。

〔Reuter一朝日 8.29〕

8月 29日

V南ベトナム政府軍は， 3日間にわたったサイゴン市内の宗教戦争を収拾い秩

序を回復したと発表した。政府軍は29日夜，群衆の頭上に威かく射撃を行なし、中央

市場で約150人の学生を逮捕，その後にこの発表を行なったもの。

〔U.P. I.ー毎日8.29〕

’南ベトナムの 3人委員会は，①現在の内閣が今後国政を担当する，②2ヵ月以

内に国民議会を招集する，と発表すると同時に， 3人委の決定に基づき，グエン ・

カーン首相はグエン ・スアンオアン（Ngu.Yenxuan Oanh）経済担当副首相を首相

代理に任命した。オアン首相代理は同日正午から特別記者会見を行ハ同会見で次

のように発表した。
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03人委員会が軍事革命委員会に代って国政の最高決定を行う。軍事革命委員

会は解散されたが，重要問題を討議する場として，なお活動してν、るo

。いまの政府は依然としてグエン ・カーン政府であり，グエン将軍が首相であ

る。しかし同将軍は心身ともに疲れており， Dalatで静養中であ り，私は首相の

権限を代行する。

0現内閣の改造は行わない。トラン ・ティエン ・キェム国防相， ド・マウ副首

相，グエン・ト ン・ホアン高1］首相らもそのまま閣内の地位を保っている。

0 C外国元首からの信任状をだれが受取るのかとの質問に〉国家元首は2ヵ月

以内に招集する国民議会がきめる。現在は 3人委員会のメンバーが話合ってその

うちのひとりが受取ることになろう。3人が相談してひとりを数日中にきめるも

のと思う。

028日夜サイゴンなどに軍隊を導入して治安維持にあたらせたのは内閣の決定

であり，トラン国防相も同席した。

0中部地方で軍隊に分派活動があり，不穏な形勢が伝えられたがこの心配はな

くなった。サイゴンも地方も軍，カトリック，仏教徒，その他の市民もすべて紛

争はおさまり，もはや戒厳令の必要はなくなった。

。さきの参謀本部前の発砲事件で死傷したものに対しては政府が補償する。

0これから招集する国民議会はあらゆる政党，宗教，その他の各国体を網羅し，

国民の各階層から代表が任命されるようにする。具体的な方法はこれからきめ

包。

o C軍隊はだれが掌握しているのかとの問いに〉トラン国防相が掌握している。

同国防相は 3人委の統率下におかれている。 〔朝日 8.30〕

曹ユエから首都サイゴンに届いた’情報によると，昨年ゴ ・ジンジェム政権打倒の

教授，学生運動を展開したレ ・カククエン（Lekhac Quyen), ユエ大学医学部長

の率いる同大学教授グループ救国人民委員会は，このほど全南ベトナムを統治する

文民政府樹立の意向を発表した。同委員会は数週間以内にサイゴンで国民大会を開

いて文民政府を選出することを計画している。

レ部長は，①中部ベトナムをサイゴンの統治下から切離す意向がないこと，②救

国人民委員会は南ベトナム全土の各州から新会員を補充すること， ③問委はもとも

と仏教徒の教授を中心に結成したものだが，カトリックに反対するものではなく，

仏教各派の団結のために活動することを明らかにしている。〔Reuter一朝日 8.30〕
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付録 1

8月6日の中国政府声明の全文

8月5日，米海軍機はベトナム民主共和国に奇襲を加え， ベトナムのゲアン，ホン

ゲイ，タンホア地区を連続爆撃し，このようにして米帝国主義は「戦争せとぎわjを

踏みこえインドシナ戦争拡大の第一歩を踏み出した。 事態はきわめて重大で、ある。ベ

トナム民主共和国政府はすでに強硬な抗議を提出しているが， 中国政府はベトナム民

主共和国の厳正な立場を完全に支持する。

アメリカの侵略行動は完全に計画的であったことを必ず指摘しなければならない。

8月 1日米艦がベトナムの領海に侵入したので， ベトナム人民は自衛の行動をとる権

利を当然もっている。 この事件で米側はなんら損傷を受けなかったにもかかわらず，

米政府はこの機に乗じていわゆるトンキン湾事件をつくりあげ， 大いに騒ぎ立て，米

海軍は挑発を受けたなどとのベた。 次いでアメリカは将兵を動員し，台湾海峡と香港

から多数の艦艇をくりだしてベトナム民主共和国に近接する海面に集めた。 8月4日

夜この一帯の天候はきわめて悪く， アメリカの報道さえ視界が非常に狭かったことを

認めている。突然ワシントンは報道を流し，米軍艦が遠いところにベトナム民主共和

国の艇艇を発見したのでいわゆる交戦が起こったとのベた。ジョンソン米大統領らは

すぐに続いて会議を招集し，いわゆるいま一度のトンキン湾事件の神話を作りだした。

米大統領は声明を発表し， そのうえ国連安保理事会緊急会議の招集を要求した。これ

がアメリカがベトナム民主共和国を空襲し，インドシナ戦争を拡大する口実となった。

実際にはいわゆる 8月4日の第2回トンキン湾事件は全くなかったととである。 こ

の日の夜，米軍艦の所在する海面上には 1隻のベトナム民主共和国の蹴艇もなかった。

米政府は米海軍が2隻のベトナム民主共和国の艦艇を撃沈したといっているが， 少し

の証拠も示せなし、のである。ベトナム民主共和国スポークスマンはいわゆる第2回ト

ンキン湾事件が撤頭撤尾の作りごとであることを指摘している。事実は，これは米帝

国主義がインドシナ戦争を拡大するために故意に作りだした一つの正真正銘のデ、マで

あることを証明しており， しかも引き続き証明するであろう。

米帝国主義は， いわゆる第2回トンキン湾事件を看板にしていっさいを隠そうと企

画しているが， とれは絶対にできないことである。事実においてこれより先，米帝国

主義はベトナム民主共和国に対し何回も武力挑発を行なっているのである。 7月30日

米帝国主義の軍艦はベトナム民主共和国北部の領海に侵入し， ベトナム民主共和国に

属するホンメ，ホング両島に砲撃を行なった。 8月1日と 2日，米機はベトナム ・ラ
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オス国境に近いベトナム民主共和国の国境監視所と村を爆撃した。 8月5日のベトナ

ム民主共和国沿海の都市や町に対する爆撃は米帝国主義が戦争を逐次拡大する一つの

予定の段取りであった。世界の人民をだますことはできない。米帝国主義の故意に戦

争を拡大している罪悪行為はおおいかくすことができなU、。

中華人民共和国政府はベトナムの戦火はアメリカがたきつけたものであることを厳

粛に声明する。アメリカはこうしたのであるかち，ベトナム民主共和国は侵略反対の

行動の権利を得， すべてのジュネープ協定を擁護する国家もベトナム民主共和国の侵

略反対の行動を支持する権利を得た。ベ トナム民主共和国は社会主義陣営の一員で、あ

り， ベトナム民主共和国が侵略を受けるのを黙視しうる社会主義国家は一つもない。

ベトナム民主共和国は中国と深い関係にある隣国であり， ベトナム人民は中国人民の

きわめて親しν、兄弟である。 アメリカのベトナム民主共和国に対する侵犯は，すなわ

ち中国に対する侵犯であり，中国人民はこれを絶対に黙視することはなく，許さない。

アメリカのベトナム人民に対する血の債務は必ず返さなければならない。米政府は必

ず直ちにベトナム民主共和国の神聖な領土p 領空，領海に対する武力侵犯と挑発をや

めるべきであり， さもなければ米政府はこれによって生ずるいっさいの重大な結果の

責任を負うべきである。

カンボジア日誌

8月 1日

Vシアヌーク元首は北ベトナムおよび南ベトナム民族解放戦線（いわゆるベトコ

ン〉，ラオス愛国党〈左派〉と国境協定について話合う予定だと述べた。同元首がこ

のような態度を考慮しているとの報道はこれまでもあったが，同元首自身が語った

のはこれが初めてである。シアヌーク元首はさらに次のように語った。

0三者との国境協定について，カンボジア政府，議会と協議する予定だ。

0近くジャカノレタで中共当局者と会談するが，そのさい中共との問の軍事援助

条約について協議するつもりだ。

0南ベトナムとの国境紛争を調査した国連調査団が，両国間の外交関係再開を

勧告したのにはまったく驚いている。 〔U.P. I.一朝日 8.2〕

Vカンボジア政府は南ベトナムとの国境紛争を調査した国連調査団の報告に対し
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正式に抗議し，この報告はカンボジア領内に侵入した米，南ベトナム軍の住民に対

する攻撃の責任の大部分をカンボジアに負わせようとするものであると述べた。

〔新華社一朝日 8.3〕

8月2日

V新華社電が伝えるカンボジア通信社の報道によると，カンボジア外務省は米 ・

南ベトナム軍が再度カンボジア領を侵犯したことをこのほど国際委員会に通告し

fこ。

これによると，7月31日早朝，軍服の米国人を含む南ベトナム正規軍がプレイベ

ン州コンポントラベク県ピアムモンテア村ノξンテアイチャクレイ地区のカンボジア

国境しょ う戒所の向い側陣地を占領，自動兵器と迫撃砲で射撃した。砲弾はカンボ

ジア領内に撃ち込まれた。この結果，国境内1キロの地点にいたカンボジア農民は

砲弾を受け重傷を負った。 〔ANS一朝日 8.3〕

8月8日

Vシアヌーク元首はトンキン湾爆撃事件は米国によって挑発された本格的戦争の

深刻な前ぶれであると非難した。 〔AP一朝日 8.9〕

V駐カンボジアの大使館から外務省にはいった公電によると，同国は15日以降，

日本商品の輸入を全面的に制限する。これは15日以降は工業の操業維持に必要な原

料などを除いた日本商品の輸入申請を受けつけないというものである。日本 ・カン

ボジアの昨年の貿易実績は，わが国の輸出が約1500万ドノレ，輸入は約400万ドノレと

いう日本側の出超となっている。今回の輸入制限は，同国の貿易収支のアンバラン

ス是正のためとられたものとみられ，同国は日本にトウモロコシ，米など 1次産品

の買付け増を迫っている。

カンボジアのこのような動きは同種の貿易傾向にあるタイなどにも影響をおよぼ

す心配もあり，通産，外務p 農林の各省は近く緊急対策を検討する。〔毎日 8.9〕

8月9日

Vシアヌーク元首は米軍機の北ベトナム爆撃に関し，ホー ・チミン北ベトナム大

統領に次のような書簡を送ったことが明らかにされた。

国際法を尊重するすべての平和的な国々と同様に，カンボジアは国連憲章と1954

年のジュネーブ協定に対するこれらの侵犯行為を強く非難する。カンボジアは，東

南アジアを混乱にまきこもうとしている連中にいν、わけとして使われそうな手段を

避けながらp 断固として自国の独立と正当な主張を守ることに決めたベトナム人民
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に敬意を払うものである。平和への意志とインドシナ全人民の団結は，われわれの

存在をおびやかす重大な危険を消滅させるであろう。 〔ロイタ一一朝日 8.10〕

8月 12日

’新華社電のクメーノレ通信の報道として伝えるところによれば、，カンボジア政府

は国連安全保障理事会にあて覚書を送り「ある国の政府は，国連安保理をもってイ

ンドシナに関するジュネーブ会議に代えようとしている」と非難した。

〔ANS一朝日 8.13〕

8月 14日

Vシアヌーク元首はジャカノレタを訪問し，スカルノ大統領の出迎えをうけた。

〔AP一朝日 8.15〕

8月 26日

’ランドノレフ .A .キッダー （RandolphAppleton Kidder）駐カンボジア新米大

使着任。

8月30日

’シアヌーク元首は国民議会で，カンボジアの国境を承認し，保障する問題につ

いて次のようなこつの解決案を明らかにした。

第 1は，中共および北ベトナムにたいし，ともにカンボジアのすべての国境を承

認するよう要請すること（これはカンボジアの北ベトナム承認を意味する〉。

第2は，現国境の承認要求を放棄し，その代りコーチシナの旧カンボジア領の返

還を要求する〈コーチシナの旧カンボジア領は現在南ベトナム領で，少数派だが強

力なカンボジア人グループが居住〉。 〔U.P. I.一朝日〕

フ オス日誌

8月 1日

Vパトラー英外相はモスクワでの記者会見で，英国がラオス国際監視委員会を構

成するインド，ポーランド，カナダにたいしラオス 3派の会談の開催をあっせんす

るよう要請・したことを明らかにした。ラオス問題にかんする同外相の発言要旨は次
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の通り。

O英国はインドシナ紛争が世界戦争にまで拡大することを欲しない。私はラオ

ス国際監視委員会の議長国であるインドにメッセージを送ってラオスの左，右，

中立3派を中立地帯で会談させるよう要請した。問委員会の他の構成国であるカ

ナダとポーランドとも接触した。しかしソ連は英国のこうした努力に加わること

を拒んだ。

OY連政府に，ジュネーブ協定署名14ヵ国会議が開かれねば同協定の議長国を

やめるというおどしをやめさせることはできなかった。ソ連はジュネーブ協定14

ヵ国会議開催についてのソ連側の条件が結局いれられるものと期待しており，招

請する国々からの回答を待っている。

0私はソ連が英国とともに議長国としてとどまるよう希望する。議長国として

の英ソ両国の協力で54年と60年に世界大戦を回避できた。ラオス問題における中

国の役割りについてはこんどの会談では間接的にとりあげられただけだ。

。インドへの覚え書きはまだ発表されたばかりだ。以前にプーマ ・ラオス首相

は私にたいし3派会談の必要’性を訴えた。英国は3派会談は14ヵ国会議開催のた

めの前提条件の一つだと考えており，ロン ドンに帰ってからも私は 3派会談への

努力を続けるつもりだ。 〔U.P. I.一東京 8.2〕

v北ベトナムのVNA通信の報道によると，パテト ・ラオ軍最高司令部はバテト ・

ラオ軍が南ベトナムとラオスの国境近くのサパナケット州のタオイとサン・ムオイ

で，米国と南ベトナム政府により送り込まれた数百人の特殊降下部隊の大多数を撃

減したと発表した。 〔ロイタ一一朝日 8.3〕

8月2日

v北京放送によると，中国政府は8月中にラオス問題に関する14ヵ国会議を開け

とのソ連政府提案に回答し，同提案を支持すると表明した。 〔ANS－毎日8.3〕

8月3B 

V ピエンチャンの信頼できる筋が語ったところによると，左派のスファヌボン殿

下は，ジュネープ会議共同議長の英ソ両国大使と国際監視委員会（ICC）を構成する

インド，カナダ，ポーランド3国委員に対し3 協議のため左派の本拠カンカイを訪

問するよう要請した。 〔AP一朝日 8.4〕

8月 4日

Vラオス問題に関する14ヵ国国際会議のソ連提案はラオス政府から好感をもって
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迎えられた。とれはラオス政府の閣議終了後，同総理府から発表されたコミュニケ

のなかで述べられたもの。

コミュニケはラオス内閣はソ連提案を再検討した結果，同提案を“非常な好感”

をもって迎えた旨を述べたC

8月5日

〔AP一朝日 8.5〕

’プーマ首相はバテト ・ラオの指導者スファヌボン殿下に対し，スイスでラオス

3派会談を開くため，ジュネーブ会議共同議長国と国際監視委員会の調停を求める

ょう提案した。 〔AFP一朝日 8.6〕

V ピエンチャンでクーデターが起るとのうわさが流れ，ラオス情報省は「政権転

覆の陰謀が組織されているとの情報があり，警戒措置をとったが，市民は平静を保

ってほしい。政府軍は事態を十分掌握しているJとのコミュニケを発表した。

〔U.P. I.ー共同一朝日 8.6〕

8月6日

V当局の発表によると，ピ．エンチャンからJレアンプラパンに通ずる13号道路上の

メンティエン南方で，中立派軍はパテト ・ラオ軍と交戦， パテト ・ラオ輩は死者30

人を出した。中立派軍の損害は戦死1人，負傷者数人だった。〔AFP一朝日 8.8〕

8月7日

曹 ノξテト ・ラオ放送が伝えるところによれば，スファヌボン副首相のプーマ首相

提案に対する返書は， 3派会談の白的として， ①14ヵ国会議のラオス代表の構成を

決める。②ラオスの情勢を検討するーーの2点をあげ，会談に外国人は出席すべき

でなし、と述べた。また会談の場所についてはプーマ首4・目の提案したスイスは不適当

であり，仏政府の提案するパリに同意すると述べた。 〔AP一朝日 8.9〕

v北ベトナムの VNA通信の報道によると，パテト ・ラオ放送は，米国がジュネ

ーブ協定に違反してラオスを北ベトナム“破壊活動”のための基地に使ったと非難

した。とれによると，米国は 1日ラオス国境付近の北ベトナム警備所爆撃のため，

ラオスの基地から軍用機1機を飛ばした。

プーマ首相は声明を発表「ラオス政府は米国に対して北ベトナム爆撃のためラオ

スの空軍基地の利用を許したことはなν、」と述べた。

〔ロイタ一一U.P. I.一朝日 8.8〕

8月 8日

’プーマ ・ラオス首相は 3派首脳会談をパリで開くよう提案したスファヌボン副
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首相の書簡に対し，同意の回答を出し，その中で「もしスファヌボン副首相が私の

提案した議題を受入れるなら同会談を 8月24日に開くよ う提案したJことを明らか

にした。 〔AP一朝日 8.10〕

8月9B 

Vフランス外務省スポークスマンはラオス 3派が8月24日ご、ろパリで会談を開く

ことに決定したむね通知を受けたと言明した。 （ロイタ一一朝日 8.11) 

8月 11日

v北京放送によると，パテト ・ラオ部隊最高指俸部は次のように発表した。

08月上旬シエンクアン州解放区上空に侵入した米国のジェット機とT28型戦

闘燥機は延べ100機余りに達した。これらの飛行機は引続きラオスの町や村落に

野蛮な爆撃を加えて住民の生命，財産に大きな損害を与えた。

08月 8, 9両日には合計12機のT28型機がカンカイ市付近のラクボを連続的

に爆撃し，大量の爆弾と焼い弾を投下し，この町の家屋全部を爆破し焼きはらっ

た。

0この10日間にT28型機は毎日愛国軍の陣地に 1回ないし 3回の爆撃，掃射を

加え，合計100個あまりの爆弾を投下するとともに，大量のロケットを発射した。

しかしその都度愛国軍に撃退された。 〔RP一朝日 8.. 12〕

8月 14日

’新華社電がカンカイからの報道として伝えるところによると，パテト ・ラオ戦

闘部隊最高司令部スポークスマンは「米ジェット戦闘機4機が午前，シエンクアン

州プークト高地に爆撃，掃射を行な。たが，現地の高射砲部隊はこのうち 1機を撃

！祭， 1機を撃破した。これは岡地の高射砲部隊が13日，米T28型機1機を撃墜， 5 

機を撃破したのに次ぐ新たな勝利であるJと発表した。 〔ANS一朝日 8.16〕

8月 18日

’ラオス陸軍参謀総長は「軍事作戦を支援中のT28型機1機がバテト ・ラオ軍地

上砲火により撃墜され，他の 1機は行方不明となったj と発表した。

この発表は撃墜場所を明らかにしていないが，パクサン（ピエンチャン南方〉と

シエンヲアンを結ぶ第2軍事地区であったとしている。 〔AP一朝日 8.20〕

8月21日
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Vプーマ首相は24日から開く予定のラオス 3派首脳会談に出席するため，パリに

到着した。

プーマ首相は空港で，会談の便宜を図ってくれた仏政府に感謝するとともに次の

ような声明を発表した。

「われわれがパリに集まるのはラオス問題の解決をはかるためである。私がパ

リで，スファヌボン，ブンウム両殿下と会談する目的は，ジュネーブで14ヵ国会

議を開催するのに必要な諸条件を探究するにある。若干の諸国はこれになお気乗

り薄だが，かれらのそうした気持ちを変えさせるため，たがいに了解し合うこと

が，われわれラオス人の任務である。われわれはおそらく，われわれの問題に対

する解決に到達するだろうJ 〔AFP一読売 8.22〕

V ファン ・バンドン北ベトナム首相は夜，パリのラオス 3派首脳会談におもむく

スファヌボン愛国戦線党議長兼ラオス連合政府副首相を団長とするパテト ・ラオ代

表団を招宴した。 〔VNAー共同一朝日 8.23〕

8月22日

Vプーマ首相は AFPとの単独記者会見で「ラオス 3派問で14ヵ国国際会議につ

いて合意がえられれば，米英両国が14ヵ国会議を本年中に開くことに同意する可能

性は十分ある」とのべ，さ らに次のように諮った。

0左派のスファヌボン殿下は北京，モスクワ経由で、パリにくる予定である。右

派代表問題については，すでにフランスで治療を受けているブンウム殿下に連絡

をとった（ブンウム殿下は 3派首脳会談の開会に出席，そのあと権限を右派閣僚

のサナニコン氏あるいはボラボン氏に委嘱することになろう〉。

03派会談の開会日は各派の代表がパリにそろってからきめるので，来週にな

ろう。期間は話し合う相手側の気持ち次第だ。場所はパリ北西部のラセノレ・サン

クルーにきまった。 〔AFP一読売 8.23〕

Vスファヌボン愛国戦線党議長兼ラオス副首相を団長とするラオス愛国戦線党代

表団の一行は，パリで開かれるラオス 3派首脳会談に向う途中，空路北京に立寄っ

た。 〔ANS一朝日8.23〕

v北京放送がカンカイからの報道として伝えるところによると，ラオス愛国戦党

戦闘部隊最高指揮部のスポークスマンはカンカイで新聞記者に談話を発表し「米帝

国主義とその手先がラオス解放区に対する攻撃を直ちに停止してラオス 3派指導者

のパリ会談のため好ましい空気をつくるよう」警告した。 〔RP一朝日 8.23〕
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8月 24日

Vスファヌボ；r殿下は北京から空路モスクワに到着した。スファヌボン殿 下は，

パリでのラオス 3派首脳会談について諮ることを断・ったが， 25日夜モスクワ発ノfリ

に向う模様である。 〔AFP一朝日 8.25〕

8月25日

’スファヌボン副首相は 3派会談のためモスクワからパリに到着した。同副首相

は用意した声明の中で次のように述べた。

ラオス情勢はジュネーブ協定の侵犯をやめない米帝国主義者の直接の武力介入

によって重大な危機にある。私はこの会談が望ましい結果を生むためにあらゆる

努力をする用意がある。またこの会談の結果がどうであれ，われわれは1962年の

ジュネープ協定の尊重と正しい適用のため， 14ヵ国のラオス会議を再開すること

が緊急であると考えている。 〔ロイタ一一朝日 8.26〕

8月27日

Vプーマ首相は 3派会談開催に先立って，右派の指導者であるブンウム殿下とパ

リのラオス大使館で初会談をおこなった。 （ロイタ一一朝日 8.28〕

8月 28日

Vプーマ首相はラオス 3殿下（3派〉会談が延期され，開始は未定であると発表

した。

同首相はスファヌボン殿下との 1時間半にわたる会談ののち fスファヌボン殿下

は本会談を開く前にわれわれの内部的意見の相違をすべて解決するよう準備するこ

とを望んでいるという印象を受けた。私たちは正式な会談でなく，個々に接触して

おり，個別折衝で合意に達すれば本会談が開かれよう」と語った。

~AFP一朝日 8. 29〕

' 3派首脳会談出席のためパリ滞在中のスファヌボン殿下は夜，クープドミュノレ

ピノレ仏外相と45分間会談した。会談後，同殿下は記者団に次のように諾った。

私はあ りのままのラオス情勢や，どうやって3派会談を開くかについて説明し

た。東南アジア，とくにラオスに関する仏政府の政策はりっぱなものであり，わ

れわれはこれを歓迎する。私はドゴーノレ仏大統領との会談を申入れた。

クープドミュノレピル外相はすでに中立派のプーマ首相と会談しており， 31日には

右派指導者のプンワム殿下とも会見の予定。また3首脳は 1日，仏外務省主催の
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夕食会に招待されている。

8月29日

' 3派会談のためにパリにいるラオス代表団の左右両派代表は，ラオス大使館で

3派首脳会談開催のための予備折衝を行なった。 〔ロイタ一一共同一読売 8.30l 

〔ロイタ一一朝日 8.29〕

8月31日

曹右派のノサパン副首相は政府広報紙 「ラオ ・プレスjのインタピュー記事で，

現在3派首脳会談のためパリに集っている中立派プーマ首相と左派スファヌ‘ボン副

首相との間で行なわれた討論内容の一部を明らかにしているが，それによると， プ

ーマ首相はジャール平原を各派混成部隊と国際監視委員会（ICC）の管理下におくこ

とを提案しているといわれる。 [U. P. I.一共同一朝日 9.1〕
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相次いでおこる政治危機のため帰国を延長していたテーラー米大使は， 7日ワシン

トンに到着，南ベトナム情勢について報告 ・検討するため米政府首脳陣と一連の重要

会談を開始した。 9日ジョンソン大統領は，民主・共和両党の議会指導者をホワイ ト・

ハウスに招き， テーラ一大使に南ベトナム情勢を報告させ，ジョンソン政権のインド

シナ対策にたいする超党派的協力を要請した。

これらの会談で具体的にどのような対策が検討されたかは明らかでないが， この会

談で米首脳がテーラ一新大使の南ベトナムについての情勢判断， および今後の方策を

質し，大統領選挙後アメリカがとるべき対策の検討を行なったことは疑いないコテー

ラ一大使の楽観的発言に反して会談直後の13日， 失敗したとはいえ軍事クーデターが

発生したために，これらの会談は我々の注意をひくことがなかったが， 前後になされ

たラスク国務長官， テ｝ラ一大使の発言は今後のアメリカの南ベトナム対策を占う上

に是非とも検討の必要がある。従来南ベトナムにおいては，①戦争の北ベトナム拡大，

②現状維持， ③交渉の三つの道しか残されていず， 大統領選挙に勝利の後，ジョンソ

ン政権は交渉の道を選ぶのではないかということが言われてきた。 しかし 「米国の援

助があれば、，南ベトナムが軍事的に勝つ可能性があるJ,「ベトコンとの交渉による平

和およびベトコン ・中立主義者を含めた南ベトナム連立内閣ができる可能性は全くな

い」とのテーラー証言， 「ハノイや北京が東南アジアの隣国たちをそっとしておこう

とする兆候がみられない以上，南ベトナム問題について実のある交渉を行なえないJ

とのラスク国務長官談話は， ここ当分アメリカが南ベトナムで交渉による解決を考え

ていないこと， すなわちアメリカの南ベトナムでの情勢把握および政策が何等変って

いないことを示している。事実アメリカは 1次， 2次， 3次にわたるトンキン湾事件

によって北進の姿勢を示す以外に解決を示唆する何等の対内的，対外的手を打ってい

ないのである。米極東担当国務次官補ウィリアム・パンデ、ィ氏は29日の東京講演でベ

トコンとの交渉を拒否し，戦争の拡大にすら言及しているのである。

一方，カトリック系軍人によるクーデター， サイゴン労働者のゼネスト，山岳部族

の反乱といった諸事件は，現状の維持どころか， 情勢が米国の希望に反してますます

悪化の一途をたどっていることを示している。ベトコンの攻勢は一段と激化し，首都

サイゴンですら安全ではない。 ィZ教徒，学生，労働者の運動は反共，反中立を口にし
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ていても，ベトコンの巧妙な撹乱戦術の一環であるとしか考えられない。それ程彼等

の動きはアメリカ ・サイゴン政府のベトコン掃討戦を実質的に妨害しているのである。

サイゴンにはもはや民衆の支持を得た，米国が希望するような安定政権は， 軍人によ

るものであろうと，民間人のものであろうと成立し得ない。

国家の統治体制が全面的に軍事機構に依存しているから， 民政移管が実現したとし

ても，箪を除外しては政策の実施は不可能である。

したがって， 軍人独裁の非難を避けるために，表面的に軍部を行政府から隔離する

ことは軍事・政治の双方に非能率化をもたらすので， アメリカおよび軍部の不満を招

き，実質的権力のない民間人による政権は永続きできないであろう。

8月から 9月にかけて，仏教徒，学生，サイゴンの労働者のν、ずれもが，今やそれ

ぞれ単独で政府側の全機能を停止できるととを示したo

このような情勢を前にしてP アメリカの対策はどのようなものとなるであろうか。

いわゆるホー ・チミン ・ノレートの爆撃ならば，規模が拡大されたとしても効果はない。

最近のラオス ・北ベトナム国境への米軍機の出動はこれに類するものであるが， 南ベ

トナムの情勢を好転できなかった。

次にロストウ氏提案の南でのベトコンの攻撃にたいする報復措置として，北の軍事・

経済拠点を爆撃するととも考えられるが，第2次トンキン湾事件はこのような爆撃が

効果なく， かえって南北の連帯感を強め，アメリカの国際的立場を弱めさえすること

を示した。ベトコンすなわち南ベトナム民族解放戦線は，多少の援助は受けるにせよ，

北ベトナムとは一応別個の独立した南部の組織である。 したがって，ハノイを威嚇し

て南部のベトコンに圧力をかけさせるといった作戦はもはや通用しない。それは中国

と北ベトナムについても同様である。

ホー ・チミン ・ノレート，ハノイ燥撃が効果をあげ得なャとき， アメリカはカンボジ

ア ・ラオスを捲きぞえにしてインドシナ全土に戦火を拡大するしかない。若しもこれ

に中国が介入するとしたら，介入の仕方によっては米中戦争，世界戦争の危機が生ず

る。そこでアメリカはインドシナ問題の国際会議持ち込みを余儀なくし， 現在の南ベ

トナム・ラオス情勢を 1954年のジュネーブ協定成立後の状態にかえそうと試みるであ

ろう。

しかしながら， 10年にわたる南ベトナム， ラオスの民族解放闘争の成果を否認する

ことは容易ではあるまい。いずれにしろ，ベトコンの総反攻を待たずしてサイゴン政

権が中立を志向する政権によって一挙に転覆される可能性が濃厚であるため， 当面の

措置として米軍のサイゴンへの直．接進駐も予想される。
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南ベトナム日 誌

1 9 6 4年少月 1日

’グエン・トンホアン南ベトナム第一副首相は辞任を表明。

’ベ lトコン・テロリスト Levan Troiは南ベトナム政府の第3軍区の軍事裁判で

死刑の判決を受けた。彼は5月，マクナマラ米国防長官のサイゴン訪問の際にコン

リ橋の下J乙時限爆弾をしかけた。 〔VietnamPress, 9. 1〕

V南ベトナム問題について米政府の立場を説明するため訪欧中であったロッジ米

大統領特使は，パトラ一英外相と会談，同会談で米英両国は最近の南ベトナム政変

にもかかわらず，従来の南ベトナム政策を固守することに意見の）致をみた。英外

相はこの会談で英国の南ベトナム援助の増大をはっきりと約束し，南ベトナム問題

について苦境にたっている米政府に救いの手を差し延べた。

両代表の会談後発表されたコミュニケは次のとおり。

。パトラー外相とロッジ特使は南ベトナム政府が北からの脅威を撃退するため

行なっている努力を検討した。この努力は東南アジアの他の地域における自由の

存続に大きな意味をもつものである。

0パトラー外相は南ベトナム政府の独立維持のための同情と支持を与えるもの

であることを確認する。

0パトラー外相は，英政府が従来の援助をさらに拡大する意向であることを説

明した。

なお，同会談でロッジ特使は，米政府の南ベトナムでの基本方針を説明した。そ

の内容は次の遇り。

0南ベトナムにおける問題は基本的に政治的なものである〈これはドゴール仏

大統領のいう政治的解決という意味ではない〉。つまり，現在の政治的 ・社会的混

乱から安定した近代的社会体制を作ることが問題だ。

0南ベトナムが現在，収拾がつかぬほどの状態にあるととは認めるが，それは

との政治的解決が不可能だということにはならない。

0したがって，米国はまず南ベトナムの軍事情勢を長時間にわたって手がけて

いき，それを土台に社会的 ・政治的改草ができる時期を符つ。 〔毎日 9.2〕

9月 2日
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’米軍スポークスマンは200万人以上の南ベトナム国民がベトコン〈南ベトナム

民族解放戦線〉の直接支配下にあると述べ，さらに次のように語った。

0これは南ベトナムの全人口1400万人の7分の l以上にあたる。米国にあては

めれば，西部沿岸がすべて共産側の手に落ちたようなものだ。しかし，村落部の

1000万人はなんらかの形で政府の支配下にある。

0ベトコンの正規軍は2万8000から 3万4000人で，ほかに昼間は村民をよそお

い，夜にはいるとゲリラと化するものが6万から 8万人いる。これに対し政府軍

は20方人，米軍事顧問団は 1万6000人である。 〔UPI－毎日 9.2〕

マ南ベトナム軍青年将校の強硬派は，このほどグエン・カーン首相に政治的，宗

教的扇動に対しより強い措置をとるよう要求した。

これら将校は，仏教徒と学生の反政府行動は共産主義者からの強い支持と指導を

受けていて，直ちに行動をとらなければ大衆の大規模なデモ，ストライキが起き，

11月初めの米大統領選挙前には公然たる宗教戦争が発生するだろうとしている。

〔Reuter－共同一毎日 9.3〕

9月3日

v南ベトナム情報省次官チャン・ゴクフェン大佐はグエン ・カーン将軍に辞表を

提出。

9月4日

Vチャン・チヱンキエム国防相，仏教徒の圧力をきらい辞任。

〈注〉 仏教徒指導者が要求していた 7人の将軍とは，参謀総長グエン・パンチュ

ウ准将，第2軍団司令官ド ・カチオ准将，サイゴン地区司令官兼民間防衛隊司

令官ドン ・ゴグラム准将，内相ラム・パソファット少将，グエソ・カオ准持，

情報次官チャ γ ．ゴク フェン大佐である。

vグエン・カーン首相は，首相復帰以来初の記者会見を行なった。首相はまず国

民に全面的協力を要望する声明を読みあげたのち，次のようにのベた。

O私の健康はまだ回復していないが，南ベトナムの軍部首脳や宗教・政治グソレー

フ。の要請により困難な情勢に直面している国家を指導するため政府首班としての

職責をとっている。

0私は共産主義におびやかされている南ベトナムをこれからの重大な2ヵ月間

指導することになった。しかし，民主化が確立されたあかつきには，この地位を

退き軍務に復帰する用意がある。

首相はあくまで個人的見解とことわって次のような 3段階の政策基調を明らかに
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した。

02ヵ月以内に各党派，宗教界，法そう界など各分野からなる「評議会jをっ

くり，暫定憲法の起草，国民会議招集の段取りをする。その後は未定だが，軍人

は多くても「1人」しか参加しなヤ。

。民意を代表した国民会議は暫定憲法を批准し，臨時政府閣僚をえらぶ。ここ

で現在の最高権力機関（3人指導委員会〉は解散し，軍人は民間人の政府に政権

を委譲して，軍務に専念する。

O暫定憲法が国民投票によって認められれば，国民会議は“国民議会”に移行

し，恒久的な政体ができる。その時期は65年末までとする。との構想、は“3人指

導委員会”のドン・パンミン将軍にはかり，来週にも詳細を公表する。

なお，この記者会見で同首相は，チャンキエム国防相，副首相のド・マヲ少将，

内相のラム ・パンファット少将ら 3人の軍人閣僚全員が辞表を提出した事実を認め

た。

タ月 5日

v先週ユエに設置された “救国人民委員会”は5日付けの“チャンダク〈戦闘〉”

紙に声明を発表，アメリカは南ベトナムの園内問題に干渉する権利はないとのペる

とともに “フランスと共産主義者のベトナム中立計画”を激しく非難，さらに次の

ようにのベた。

0委員会は特定の個人に支持を与えるアメリカの政策にはまったく反対であ

る。政府は共産主義者に勝つため，ベトナム国民の自決権を尊重しなければなら

ない。フランスとの友好関係再開にあたっても，との自決権が基礎となる。

0もしフランスがベトナム中立化の立場を変えないなら，委員会はフランスと

の国交を断絶し，仏人の財産を国有化し，フランスの文化的影響力を減らし，仏

入居留者の追放もありうる。

v南ベトナム内務省は， 「政府問委員会」の設置を発表した。この委員会は最近

の政情不安による民衆の不満を調査し，その解決にあたることを任務としている0

9月6日

v先週の仏教徒とカトリック教徒との衝突で死んだ2人の仏教徒の葬儀がサイゴ

ンで行なわれ，約15万人が参列した0

9月7目。
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Vテーラー駐南ベトナム米大使はキレン対南ベトナム援助所長，デュプイ米援助

司令部参謀次長などの随員とともにワシントンに到着した。テーラ｝大使の声明次

のとおり。

0南ベトナムの危機は，グエン ・カーン首相が暫定政府を組織中で，政治的小

康状態にはいった。

0 （新しい政治的方針およびベトコン対策の新しい行動計画を持って帰国した

のかとの質問に〉私のポケットには，安易な解決策はなにもない。ベトナムの情

勢を長く検討すればするほど，情勢はいっそう複雑になってくる。

Oグ、エン・カーン首相は，サイゴンで十分な権力を持ってやっており，事実，

約10日前にご、たごたが起きた時よりもいっそう広範な支持を得てし、る。

' 6日サイゴンから香港入りした南ベトナムのグエン・トンホアン・ダイベト党

党首（前副首相）は「グ、エン・カーン首相は南ベトナムの反共勢力を破壊しつつあ

る」次のように諮った。

Oグエン将軍は仏教徒の トリコだ。彼は南ベトナムの反共勢力をマヒさせた。

多くの共産主義者は仏教徒をよそおって，グエン首相に圧力をかけている。

0国外退去の命令は全く突然だった。グエン首相は3ヵ月の生活費をくれただ

けだ。私が国を出たのはグエン首相と仏教徒に，自由に国を動かしてもらいたい

からだ。

。私は圏外追放の期間中，秘書とともに日本に住む。

Vダナンの信頼できる消息筋によれば，南ベトナム中部のダナンで300人の反米

デモ隊が米兵営の前にデモ行進を行なった。同消息筋はデモ隊は“アメリカ帰え

れ／米大使帰えれ”の反米のスローガンとプラカ｝ドを持っていた。

〔ぬigonDaily News, 9. 8) 

vグエン ・カーン首相は同首相に反対するク｝デター計画の先手をうち，サイゴ

ン守備軍司令官ドン ・ヒウギア大佐，同郊外地区司令官ナン ・ミンチャン大佐の 2

人を解任した。

タ月 8日

v南ベトナム政府は 「グエン ・カーン首相， ドン ・パンミン将軍，チャン ・チエ

ンキエム将軍の3人が構成する指導委員会は7日ドン ・パンミン将軍を同委員会の

議長に選出し，南ベトナムの国家元首とすることに決定したjと発表。

タ月 9日
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’グエン・カーン南ベトナム首相は，正式に国防相を兼任した。

〈注〉 チャン ・チエンキエム前国防相はなお国家指導3人委員会の一員，軍参謀

総長としてとどまっている。

v南ベトナムの政権を担当している“3人委員会”は初めての共同記者会見を行

なν、2ヵ月以内に民政に移行するための計画概要などについてつぎのとおり語っ

た。

0ドン ・パンミン将軍が3人委の筆頭として大公使の任命，外国使臣の信任状

受理，恩赦権，法令の制定権をもっ。

03人委は今月末までに国家評議会を設置する。この評議会は10ないし20人の

宗教界，有識者，政界代表らで構成する。

0評議会は国民会議の招集，暫定憲法の作成をおこなう。

O評議会は暫定憲法で規定するはずの国家機関を設ける。

Oこの国家機関ができれば3人委は解散する。

。暫定憲法ができるまで国家評議会が立法，司法，行政を監督し，ごれに勧告

を与える最高機関となることができる。

0これまでダラトなどに居住を制限されていた計5人の将軍を国防省に迎え入

れる。

また，グエン ・カーン首相の会見で発表された事項は次の通り。

①今後新聞検閲をいっさい廃止する，②新サイゴン市長に元市長のチャン ・パ

ンフォン氏を，また新内相にグエン ・ノレーピエン氏を任命する，③現在の非常事

態は単に国内事情だけでなく国外との問題でまだ必要である。とくに政府は来週

中にカンボジアとの国境紛争問題で重要な決定を行なう予定である。

，南ベトナムの仏教徒は，このほど国内でゲリラ活動を続けているベトコンに対

し，反政府の戦闘活動をやめるよう呼びかけた。これは最近の仏教徒合同教会機関

紙（週刊）に発表されたもので，要旨次のように述べている。

。仏教徒は政治的陰謀や，憎悪，破壊を説く主義には反対する。われわれは植

民地主義者，帝国主義者の支配に国をおとし入れる中立主義者の解決に身を委ね

るほど愚かではなν、。

。わが国民がこの果てしない戦いのためにいかに苦しんでいるかを考え，ベト

コンがこの戦闘を中止するよう要望する。

vジョンソン米大統領は帰国中のテーラー南ベトナム駐在大使をま じえて，ラス

ク国務長官，マクナマラ国防長官，マツコーン CIA長官，ホイーラー統合参謀本部

5
 円。

一（239）ー



インドシナ

議長と会談した後，民主・共和両党の議会指導者をホワイトハワスに招いて特別会

議を開き，テーラ一大使に南ベトナム情勢を報告させた。

ジョンソン米大統領はこの会議終了後記者団にたいし「テーラー大使は議会指導

者との特別会議で南ベトナム情勢についてじゅうぶんかっ率直な報告をした。この

報告によれば，ベトコン掃討戦は最近の政変にもかかわらず引き続き進展しており，

米国の南ベトナム政策を大きく変更する計画はない。テーラ一大使は今週さらに議

会委員会で証言するJと語った。

タ月 10日

vサイゴンの学生連合会は，将来の民主的制度を定めるための国家最高評議会の

メンバーの適格者選定基準を討議した。席上グエン・カーン首相が9日記者会見で

発表した措置にたいし，次のような非難が採択された。

。グエン首相は9日，中立化による解決を企図したかどで 1月に軟禁した5将

軍を釈放すると述べたが，これは5将軍にたいする措置が誤っていたのか，それ

ともグ、エン首相は中立主義者を国家最高首脳部に加えようというのか。

0政府は学生の要求にこたえて早急に国家最高評議会を創設することを怠っ

fこ。

0われわれは解任されたラム ・バンプアット前内相， ドン ・ゴクラム前サイゴ

ン市長，チャン ・チエンキエム前国防相の 3将軍をあらためて非難する。

Vテーラー駐南ベトナム米大使は，米下院外交委極東分科会で［ベトコンとの交

渉による平和およびベトコン，中立主義者を含めた南ベトナム連立内閣ができる可

能性は全くない。米国の援助があれば，南ベトナムが軍事的に勝つ可能性がある」

と証言した。

ザブロッキ一同分科委員長は記者団に対し，この証言を明らかにするとともに，

fチーラ一大使とジョンソン次席大使が一体となって南ベトナムの対ベトコン戦に

おける勝利に遜進している事実に大いに鼓舞されたJと述べた。

’ラスク米国務長官は記者会見で，南ベトナム問題その他にっし、て次のように言

明した。

0ハノイや北京が東南アジアの隣国たちをそっとしておこうとする兆候がみら

れない以上，南ベトナム問題について実のある交渉を行なえる見通しはない。交

渉が始められるためにはまず共産側がこのような態度に出る“ある程度の徴候”

がなければならない米国はジュネーブ協定を完全かっ細心に守る用意がある。
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0パリで現在行なわれているラオス 3派指導者の会談は，今後北ベトナムと中

共がアジアでとろうとしている方向を示唆するかもしれず，米国のベトナム政策

に影響を与えることもありえよう。

0南ベトナム情勢は重大だが，南ベトナム政府支援の米国の公約は確固たるも

のである。南ベトナム政府には大きな変化はなく，クーデターが起こる情勢はな

ν、。

0最近の政治情勢は対ベトコン戦には影響を与えなかった。また政治的変動の

なかには反米感情の要素はあまりなかった。

9月 11日

vグエン ・カーン首相のスポークスマンは第2軍国司令官ド ・カオチ少将，参謀

総長グエン・パンチュー准将，チャン ・タンベン国家警察長官の3人を解任したと

発表した。

3人はいずれも仏教徒から解任の声があがっていた人たちで，中でもド・カオチ

少将は，昨年ユエで行なわれた仏教徒虐殺のさいの司令官であった。ド ・カオチ少

将の後任にはグエン ・フーコー准将が任命された。

9月 12B 

V南ベトナム中部海岸のナチャンで学生がデモ行進し，政府の革命化，ゴ ・ジン

ジェム政権の残党の追放を要求した。学生たちは町の中心部に本部を設置，闘争が

成功するまで休校を続けるといっている。

グエン ・カーン首相が政権に復帰していらい，南ベトナムで学生デモが起きたの

はこれが最初である。

タ月 13日

' （クーデター起る〉南ベトナムの第4軍団部隊はサイゴン市内にはいり，同市

の中心部を占拠した。 〔UPI－毎日〕

’南ベトナムの無血クーデターの指導者ラム准将は，サイゴン放送を通じて「国

家解放評議会」の名においてグエン ・カーン首相の追放を決定した，と声明した。

声明は次の通り。

0グエン・カーン首相は軍隊の分裂をはかるとともに，ひそかに政党や宗教団

体を組織してお互いに反目，抗争させようとした。

0国家解放評議会は共産主義的独裁と中立主義とに反対する。私は米国その他

ヴ

dqο -(241）ー



インドシナ

友好諸国から引続き援助を受けてゆくつもりである。私は国民各自が自宅にと ど

まり，会合やデモに加わらないよう要望する。

0国家解放評議会はグエン ・カーン将軍を追放し，逮捕することに決定した。

’南ベトナム・クーデターの指導者の 1人ドン・パンズク第4軍団長は，サイゴ

ン放送を通じて 「国家解放評議会」の5項目政綱を発表，クーデター指導者たちは

宗教と政治の間に明確な一線を薗し，民族主義分子から共産主義者を一掃すると述

べた。 5項目計画はつぎのとおり。

0民族主義の仮面をかぶったベトコンによるすべての陰謀を打破するために，

国家権力を確立し，強化する。

Oベトコンとその手先を民族主義分子から一掃する。

0宗教による差別をせず，国民と軍を一つの勢力に結集する。

0宗教と政治の問に明確な一線を画するとともに，政治から宗教を排除し，宗

教から政治を排除する。

0南ベトナムは自由諸国の側に立ち，国連憲章とすでに締結された対外協定を

尊重する。

間放送は「サイゴン市内は平静であり，市場，商店は営業している。学校，官庁

は14日に平常どおり開かれる」と述べた。 〔ロイター－共同一毎日 9.14〕

V米国務省スポークスマンは，南ベトナムのクーデクーについて「ラム ・パンフ

アト准将はまだサイゴンで効果的に権力を掌握しておらず，米国はいまだにグ、エン・

カーン将軍らの国家指導3人委を唯一の合法的政権とみなしている」とつぎのよう

に語った。

0新聞報道とは違い，外交経路を通じてワシントンで入手した情報によれば，

多数の部隊がグエン・カーン将軍に忠誠を示している。サイゴンは平静と伝えら

れるが，一部では散発的な発砲がおこっている。

0米国務省はグエン・カーン将軍がダラトで行なった「反乱に反対し権力を握

っている」との声明につき報告を受けている。

0ラム・パンファト准将の親米的感情と善意がどうあれ，グヱン・カーン将軍

の失脚は米国の南ベトナム政策にとって重大な打撃となろう。

〔AFP－毎日 9.14〕

V米国務省は午後7時半，南ベトナム ・クーデターについて2度目の公式声明を

発表した。声明全文つぎのとおり。

米政府はサイゴンの情勢を注意深く見守っており，出先米代表はきょうも終日

南ベトナム側の軍および文官指導者と接触を保っている。グエン・カーン， ドン・

一（242）ー 。。円。



南ベトナム

パンミン，チャン ・チヱンキエム 3将軍による政権はグエン ・カーン将軍を首相

とし， ドシ ・パンミン将軍を元首として，その職責を遂行している。

米政府は正当に構成されたこの政権を全面的に支援する。同政権は国民のすべ

ての重要な要素を広く参加させる方向で政府機構を再編成するため，最高国民評

議会招集を計画しており，米政府はこの計画に干渉しようとするいかなる試みを

も遺憾とする。

（注〉 この声明は，ジョンソン犬統領がホワイトハウスでラスク国務，マクナマ

ラ菌防両長官ら首脳部を招集して緊急会議を開いた後だされたもの。

9月 14日

’ワシントンに協議に行っていたテーラー駐南ベトナム米大使は，早朝サイゴン

に帰着した。

〈注〉 テーラ一大使は12日夜，サイゴンでのクーデタ ーに関し，シャープ米太平

洋軍司令官と 2時間にわたって会談したのち， 13日午前1時空路ホノルルを出

発した。

' （クーデター失敗〉サイゴン放送は「“政府軍”は南ベトナムでの支配権を確

立し，放送局を奪回した。情勢は正常に戻っているので，南ベトナム国民は心配し

ないようにJ.とのコミュエケを伝えた。

V南ベトナム第3次クーデタ｝に対し，グエン・カ｝ン首相支持の各軍隊は，政

権を回復し，クーデター参加の反乱軍将軍は「クーデターはなかったJとの声明に

合意した。

Vグヱン・カオキ空軍司令官は，クーデター失敗後，反乱側のドン ・ノミンズク第

4軍団長と共同記者会見を行ない「“クーデタ一計画の主謀者”たちも共産主義に

対する戦いに合流することに同意したJと語った。

反乱側のドン ・パンズク第4軍団長はつぎのように語った。

0政府を転覆しようとしたのは政府部内の中立派・親共産分子を排除するため

であった。

0反乱軍はグエン・カオキ空軍司令官と，①ベトコン進出を食いとめる， ③政

府機関からのベトコン分子の追放，③宗教的差別のない統一国家の建設， ④全国

民に対する平等ーーの4点で合意した。

V ラスク米国務長官はデトロイト経済クラブで「北ベトナムと中共は隣国に手を

出すなJとつぎのように演説した。

北ベトナムと中共は，おそかれはやかれ隣国に干渉しないとの決定を行なわな
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くてはならない。侵略が惨害のみをもたらすものであり，侵略をやめる時期が始

まっているということを世界が知ってから久しい。共産主義は平和的な競争を行

なうべきである。

vグエン・カーン将軍はクーデター鎮圧後，初の記者会見を行なν、，要旨次のよ

うなコミュニケを発表した。

13, 14両日のr事件で，軍隊，国民が大きし、団結の精神をしめしたことに，深い

感銘を受けた。このような反乱事件は国の最高目的の遂行を限害するものである。

私は全国民が反共，反中立のため，また自由，民主主義確立のために一致団結し

て事にあたることを要望する。

現在の危局に際して，個人の利益のため困難な状態を利用するようなことは絶

対に許されない。私はさきに発表した民間政府構成の方針にしたがって，革命遂

行に全力をつくし，国民より支持された民間人政府に政権を談り渡すことを厳粛

に約束する。

V グ、エン ・カーン南ベトナム首相を支持した政府軍は，サイゴンに帰ったグエン

首相に対し， f政府，軍内部の不正，反革命，汚職分子の追放などを 2ヵ月以内に

実行しない場合は，国民と軍隊は再び第2の革命に立ち上らざるをえないだろうJ

との強硬な要求書をつきつけた。

要求書の要旨つぎのとおり。

われわれは全員一致して，つぎの点を政府へ要求する。①軍隊内のあらゆる腐

敗，不誠実分子を解任し，追放すること。これら反逆分子を，彼らの安全のため

に海外に送りだしたり， 大使に任命することに強く抗議する。②63年11月1日の

革命いらい現在なお公職にとどまってし、るあらゆる腐敗，反革命公務員をすべて

解任し，処罰すること。③国民を搾取し，国家経済を圧迫した不当利得者を厳重

に処罰すること。

もしグエン首相が以上の要求を 2ヵ月以内に実現しなかった場合には，国民と

軍隊は再び第2の革命を起すことを余儀なくされるだろう。

Vサイゴンの学生約800人は，サイゴンの市中をデモ行進し，その指導者は 10月

末までに民主政治に復帰するとのグエン ・カーン将軍の約束を守られなければ，再－

び大々的な学生デモを行なうと述べた。 〔APー東京 9.15〕

’ラスク米国務長官は，マーチン・カナダ外相との会談を終えてワシントンに帰

り，記者会見に臨んだ。同長官はこの席で，南ベトナムの軍部指導者たちがベトコ

ン掃討戦を遂行するために内部抗争をやめ，団結するよう呼びかけて次のように述

べた。
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0米国は南ベトナムの指導者たちに対して，共産主義者の手から祖国を救うと

いう大目的のためには，指導者間のくい違いなどは第2義的なものにすぎないと

の見解を伝えた。共産主義者を打ち負かすという主要任務を達成するまでは，南

ベトナムの指導者－たちが政治論争を休戦するよう望む。

0米国は最近のクーデターが，武力衝突にまで発展しなかったととを重視し，

満足している。この騒ぎの解決によって南ベトナム政局が落ち着き，さらに安定

した政権確立へ向かうよう望む。

0失敗したクーデターは，グエン ・カーン首相が免職にした一部の将校たちの

不満から起ったものだ。クーデターに参加した軍隊や青年将校たちが一定の政治

計画をもっていたとは考えられない。米国はこんどのクーデター騒ぎでサイゴン

の政界の空気がすっきりして，南ベトナムの指導者たちが安定への道を進むとと

が容易になったので、はないかと考える。

0南ベトナムに直ちに政治的安定が生じないからといってあせることはない。

南ベトナムでは25年間も暴力と緊張が続いており，将来のために必要なことを達

成するためとはいえ，過去を簡単にぬぐい去ることは容易ではない。

0安定した政権ができたからといってベトコンの脅威が消え去るわけではない

が，南ベトナムには北ベトナムの共産主義者の指導を求めようとするグループは

いない。必要なことは，南ベトナムに行政組織の骨組みをつくり上げることだ。

この意味では各州にわたって顕著な成果があがっており，こんどのクーデター騒

ぎでも影響は受けていない。

0最近の政治的不安の結果，南ベトナムの 3人委員会が計画している新憲法制

定のための評議会の重要性がいっそう認められるようになることを望む。

9月 15日

vグエン ・カーン南ベトナム首相は15日付けで，暫定的にグエン ・パンチュー参

謀総長をドン ・パンドク将軍の後任として第4軍団司令官に任命した。また特殊部

隊のドアン ・パククアン大佐を降下旅団長に任命した。なおカオ ・パンピエン前降

下旅団長はグエン ・パンチュー将軍の後任として参謀総長に昇進した。

9月 16日

vグエン ・カオキ空軍司令官は“8人の青年将校”グルーフ。を代表して「われわ

れの仕事は終った。野心家たちを一掃し，民政移管への道をしくのはグエン ・カー

ン首相の役目である。われわれは軍務に復帰したいj と述べた。
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’サイゴンの学生指導者たちは会議を開き，グエン・カーン首相の約束した新政

府の構成に対する学生の要求基準を決めた。この要求は，新政府は，①“新しい世

代”に属し，②“サロン政治家”でなく， 自由の戦いに参加したことがあり，①

“汚れた過去”を持たず，③共産主義者，中立主義者，カンラオのメンパーでない

一一人々によって構成すべきだとしている。

9月 17日

〔ロイターー共同一毎日〕

V グエン ・カーン南ベトナム首相は， 13日のクーデターの責任者としてドン・パ

ンズク第4軍団長3 ラム ・パンファト前内相， ドン ・ゴクラム ・サイゴン地区司令

官〈前サイゴン市長〉， フィン ・パントン前第7師団長， ドン ・へイギア陸軍大佐

の5人をそれぞれ4解任，審問のため逮捕したと発表した。

9月18日

V国家指導3人委員会のドン ・パンミン議長は「民間人評議委員の任命は来週中

に行なわれ，民政移行へ踏みだす」とつぎのように語った。

0政界ならびに宗教界の指導者と打ち合わせ，評議会委員となるべき好ましい

人物15人の名簿を受けとった。

0同評議委は暫定憲法を制定し，国家指導3人委にとってかわる暫定議会を選

任することとなろう。同評議委は3人委より強力なものとなることを希望する。

0評議委のメンバーはベトナムにおける 5つの宗派から 5人参加することは確

実である。

0ベトナムにおける宗派のうち，大きいのは仏教とローマ ・カトリックだけだ

が，小宗派のプロテスタントならびにベトナム固有のカオダイ教，ホアハオ教か

らも代表が参加するq これは，いうまでもなく，先月血の衝突をした仏教徒とカ

トリックの対立を緩和するためである。

0委員会は当初“最高国民委員会”と名付ける予定であったが，これではあま

り仰々しすぎるので“国家評議委員会”と名称を変更する。国家指導3人委員会

は新委員会が暫定政権をつくる11月8日まで存続する。

' 〈第3次 トンキン湾事件起る〉マクナマラ米国防長官は米国防総省を通じて北

ベトナム沖， トンキン湾において米艦がまきこまれる新たな事件があったことを確

認する声明を発表した。声明全文つぎのとおり。

トンキン湾公海上で18日午後9時半“事件”があったとの断片的第一報を受け

た。 米艦および人員に損害はない。報告をなお検討中だが，検討が終るまで発表
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することはない。

9月 19日

Vベトナム民主共和国〈北ベトナム〉外務省は早朝つぎのような声明を発表した。

09月17,8両日，米国はベトナム民主共和国の近海での活動を拡大するため，

トンキン湾に引き続き若干の駆逐艦を送り込んだ。 9月18日午後10時， 2隻の米

駆逐般がゲアンリ付近くの地点を航海していたとき，大きな爆発音と光が見え，同

地点上空を飛行機が旋回しているのが海岸から望見された。。

Oその後，米国防総省筋から出たニュースは，卑劣にも北ベトナムのパトロー

ノレ ・ボートが米国軍艦を攻撃したと非難した。その後，米国通信社は，米国は報

復するであろうという威かく的な叫びをあげた。 8月5日のベトナム民主共和国

に対する戦闘行為の口実として米国政府ので、っち上げた8月4日の類似の事件の

記憶はすべての人の心の中でいまなお生々しい。

米国がいま，このパカパカしいオトギ話を再び繰り返して，ベトナム民主共和

国攻撃の口実にしようとしている意図はきわめて明白である。

0本年9月4日，ベトナム民主共和国政府は， 1954年のインドシナ情勢につい

てのジュネーブ会議の共同議長と，この会議に参加したほかの国に対し，米国が

北ベトナムを攻撃するため新たな事件を作り出そうと陰謀をめぐらしていると伝

えた。米政府のとの行動はきわめて危険である。とれらの行動はインドシナ戦争

拡大の危険を大いに増大させ，インドシナと東南アジアの情勢をいちじるしくお

びやかしている。

0ベトナム民主共和国政府は，米政府の広めた中傷に断固反論する。ベトナム

民主共和国政府は世界の諸国民，平和愛好諸国，他の社会主義国および1954年ジ

ュネープ協定に参加した国々の政府に対し，この米国の陰謀を強く糾弾し，米国

政府のこれらの危険な行動を停止するよう訴える。

ベトナム民主共和国政府は平和を深く愛し，ベトナムに関する1954年協定を首

尾一貫順守し，実行し実行したことを再確認することが必要だと考える。しかし

ベトナム民主共和国政府は，米帝国主義とその従僕によるその主権，領土に対す

るいかなる侵害をも，また北ベトナム人民の平和的労働に対する彼らのいかなる

攻撃も決して許さないであろう。

ベトナム民主共和国に対するすべての挑発と侵略行動は，全ベトナム人民め圧

倒的な力量によってかならず粉砕されるであろう。米国とその従僕は，との地域

における彼らの好戦的活動から生じるすべての重大な結果に対し，完全な責任を
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負わねばならない。

V中共副総理兼人民解放軍総参謀長，羅瑞卿大将は，コンゴ（旧仏領〉軍事友好

代表団の歓迎宴で演説し， 「米帝国主義がベトナム民主共和国（北ベトナム〉に対

し新たな軍事冒険を行なおうとしているJと強く非難するとともに，北ベトナムに

対するどのような侵犯も中国に対する侵犯とみなすと強調した。同参謀長は要旨つ

ぎのように指摘した。

0とうした米帝国主義の行為は，中国人民のきわめて大きな憤激を引きおこさ

ずにはおかない。中国政府は，さきにベトナム民主共和国に対するどのような侵

犯も中華人民共和国に対する侵犯とみなすむね宣言してきた。

0われわれはいま米帝国主義の→挙一動を注視し，彼らが軍事冒険をどこまで

推し進めるかをみている。われわれは米帝国主義がどのように陰謀であり，気違

いじみていようと，彼らの侵略の陰謀は必ず徹底的に粉砕されるものと確信するo

vマクナマラ米国防長官は18日夜のトンキン湾“新事件”について「2隻の米駆

遂艦は18日， トンキン鴻で米艦を“威かく”した国籍不明の船舶4隻に砲撃を加え

たJと発表，つぎのように諮った。

04隻の国籍不明の船舶は米般に発砲できるほど接近する前に姿を消した。

。米国の2駆逐艦が国籍不明の艦艇4隻に“威かく”されたさい，両駆逐艦は

トンキンれきの公海をしよう戒中であった。両駆逐艇は同湾で4隻の不明艦艇が近

づいてきたためこれらに発砲した。

v南ベトナム政府は 「17,18の両日に開かれた閣議で現在まだ政府内に残ってい

るゴ・ジンジェム政権時代の秘密政党カンラオ党の党員を追放する布告と法令を起

草するとともに，追放実施機関を設置することを決定した」と発表した。

(AP＝共同一毎日 9.20〕

9月20日

T C山岳部族の反凱〉 中部ベトナムの要衝ノξンメトートで約200人の山岳部族の

一つラーデ族が米特殊部隊の兵舎から脱走し，パンメトート郊外の放送局を占拠

「自治国家の創設」を要求した。

' （ベトコンの攻勢活発） サイゴンの米軍筋によると， 13日の不発クーデター以

降1週間に記録された衝突件数は975件にのぼり， との数は昨年11月のクーデター

2週自の1020件につぐものとなっている。とのうち 3分の l以上はとんどのクーデ

ターを遂行した第4軍団の駐とんするメコン・デルタ地帯で発生している。

〔AP＝共同一毎日 9.24〕
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V英国の哲学者パートランド・ラッセル卿は 「世論は米国の第3次トンキン湾事

件を非難すべきである」とつぎの声明を発表した。

0第3次トンキン湾事件はジョンソン米大統領が認めたものであろうと，前線

司令官が独断で行なったものであろうと，非難－されなければならない。

0米国は引き続き侵略するととによって悲惨な結果をゴマ化そうとしてもベト

ナム政策の破産を救うことはできない。米駆逐艦が中共と北ベトナム沖にいるこ

とは，たえざる挑発である。

0トンキン湾事件は二っとも米政府の認可のもとに行なわれた米側の冒険行為

である。とうした行為は世界の平和を脅す。世界の世論はベトナム政策が危険な

ものであり，非難すべきものだということを明確にしなければならない。

タ月 21日

Vサイゴンに達した報道によると，南ベトナム中部のクイ ノン〈ピンディン州庁

所在地〉で学生が町を占拠，放送局を接収した。かれらは各地方に“国民救済委員

会”を一設置する運動を支持しているといわれる。 〔ロイター一朝日 9.22〕

Vタス通信は声明を発し， 18日発生した第3次トンキン湾武力衝突事件に関して

米政府を非難した。その要旨は 「ソ連の権威筋は今回の米国艦船がとった挑発行動

を強く非難し，ベトナム人民に対する米国の内政干渉は危険きわまりない結果に導

くかもしれず，またその責任はあげて米国にあることを再度警告する。ベトナム沖

における不法なしょう戒行動と軍事的な行動，また同地域における挑発的な事件は

中止されなければならないJというものである。

' （スト突入〉 南ベトナムの労働総連合はサイゴンを中心に賃上げ，労働条件改

善，徴兵制廃止などを要求してゼネストに突入，サイゴン市内で大規模なデモ行進

を始めた。総連合は加盟83組合3万人の組織で， 21日は繊維，交通，水道，電気関

係の労働者のストで口火を切り，その他の組合にも参加を呼びかけている。

〔AP＝共同一毎日 9.21〕

vサイゴンの労組スポークスマンは「けさ始まったストライキは48時間続く。政

府が労働運動に完全な自由を与えるという要求に同意しなければ，今後，全国的な

規模で無期限ゼネストをするつもりだ。すべては政府の出方にかかっている。スト

ライキは22日も前日と同じ形で行なわれるが，午後6時から12時間は水道と電気は

回復するだろう」と述べた。

21日夜現在，サイゴンでは電気と水道は回復したが，運輸， ドック，繊維工場の

労働者はストを続けている。 〔AP＝共同一毎日 9.22〕
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タ月 22日

' （スト中止〉 サイゴンを2日にわたってマヒ状態に追い込んだゼネストは，労

組代表とグエン ・スアンオアン第l副首相の話し合いで合意が生まれ，中止が決定

した。労働総連合のスポークスマンは「主要点に関する合意は満足すベきものであ

る」と語り，つぎのような合意項目を明らかにした。

0政府はスト権尊重を確約した。スト権は8月7日の非常事態宣言後，理論的

には停止されていたものでこれがこんどのゼネストの中心問題だった。

0政府はピミテックス繊維工場から解雇された500人の復職と賃金支払いを約

した。

0政府は労働問題を全般的に扱うため関係5省委員会設立に同意した。

〔UPI－毎日 9.23〕

9月23日

曹 2機のスカイレーダー戦闘機がサイゴン南方210キロのメコン ・デノレタで支援

作戦中，ベトコンの地上砲火で撃墜された。

9月25日

V南ベトナム政府はコミュニケを発表，反乱山岳部族の望みは満たされたと次の

ように述べた。

グ、エン ・カーン首相は武装ラーデ、部族の反乱の中心地付近のパンメトートを訪

れ，ダノレラク，クアンドク州の反乱部族多数の代表者たちと協議，彼らの正当な

望みのすべてが満たされた。 山岳部族の生命，財産を保護し，国家の権威尊重を

確保するためただちにとるべき多数の措置が決定された。

タ月 26日

' （国家評議会発足〉 南ベトナム国家評議会は，国家指導3人委員会のドン ・パ

ンミン議長公邸でドン将軍司会のもとに第1回会議を開き，ファン，カクスー議長

以下の国家評議会役員を秘密投票で選出した。同日の会議で選出された役員つぎの

とおり。

議長ファン・カクスー （農業技師，ゴ ・ジンジエム政権当時ただひとりの反ゴ

国会議員〉

副議長グエン ・スアンチュ博士（医師，ガン研究所長〉

事務局長チャン ・パンパン（62年5月民主自由グループの一員としてゴ大統領
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に自由化要請の建白書を提出，逮捕された〉

事務次長グヱン ・パンノレク

なお国家評議会は28日第2回会議を開く。

Vグエン・カーン首相はふたたびパンメートトを訪れ，山岳部族の反乱鎮圧には

強硬手段をとると示唆した。一方，南ベトナムの軍司令官たちは，いまだに山岳部

族に捕われている数百人の捕虜を返還するよう強く要求している。

〔AP一読売 9.27〕

9月27日

南ベトナムの米ヘリコプタ一部隊は，山岳部族反乱の根拠地ノξンサルパのキャン

フ。に人質にされていた60入のベトナム人を救出した。

9月29日

v南ベトナム政府は「山岳部族の反乱は政府軍により鎮圧された」と発表した。

Vグエン ・カーン首相とテーラー米大使は新経済援助協定に調印した。これは

“平和のための食糧”計画に基づき，アメリカがさらに3300万ドノレを南ベトナムに

供与するもので，いままでのこの種援助のうち最大のものである。

9月 30日

’グエン・カーン首相は 「チャン ・チエンキエム陸軍総司令官（国家3人指導委

のl人〉は友好諸国訪問のため海外旅行に出る」と発表。チャン将軍は先に辞任し

た首相スポークスマン，ファン ・ゴクタオ大佐とともに10月1日出発する。

’南ベトナム首相官邸当局はド・マワ副首相〈社会 ・文化問題担当〉とギエム・

ホアンホン官房長官の辞表を受理したと発表。

官房長官はファン外相が兼任する。 〔AP＝共同一毎日 10.1〕

カンボジア日誌

9月 lB

V カンボジア政府は，国連安保理事会調査団のカンボジア ・南ベトナム国境問題
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調査報告について，①侵略の責任を明らかにしていない。②内政干渉である。一ー

として報告に含まれている勧告を受入れることは出来ないと発表した。

〔新華社一共同一朝日 9.3〕

9月3日

Vカンボジア情報相はその声明でサイゴン紙のカンボジア ・中国関係の歪曲的報

道に抗議した。

更にとの中で以下の点を明らかにした。中国との友好はカンボジア外交の基礎で

ある。シアヌーク殿下は，「中国はカンボジア第1の友である。Jとのベた。シアヌ

ーク殿下は10月1日の中国国慶節に参加の予定である。

中国義勇兵がカンボジア軍にいるとの中傷は誤っている，フランス軍講師が居る

のみである。

カンボジア政府は近い将来北ベトナムを承認するけれどもこれは中立主義の放棄

ではない。 〔RP 9.5〕

Vシアヌーク殿下は，週刊紙「ネアク・チャト ・ヱュムjに寄稿し，中国政府の

核兵器全廃を討議する各国政府首脳会議を開催するようにとの提案を支持するとと

もに「米英ソ部分核禁条約はペテンであるJと非難した。 〔ANS－毎日 9.6〕

9月48

' 3人の中国 ・カンボジア友好使節団がカンボジアを訪問した。

了西林を団長とする使節団は LengNgeth首相以下に出迎えられた。

〔RP 9.5〕

' 7人のカンボジア・クメール社会主義青年団代表が北京に到着した。

〔RP 9.5〕

9月5日

V南ベトナム軍は，プレイベンビームコ／レ県クームコーロカール村の国境線から

数百メートル離れた地点に駐留していたカンボジア箪を攻撃した。

〔RP－東京 9.7〕

9月 10日

’カンボジア外相はジュネーブ会議両議長団に手紙を送り，最近の米 ・南ベトナ

ムの侵略により起る事態の責任を追求し，カンボジアの中立と領土を防衛するため

のジュネープ会議を開くよう要求した。 〔RP 9.11]. 
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9月 12日

V中国 ・カンボジア友好使節団は8日間の訪問を終え中国へ帰国した。

〔RP 9.13〕

V約200人のカンボジア脊年はアメリカ大使館前をデモンストレーションし，抗

議書を手渡した。 Khmerede Presseの報道によれば次のような内容のものである。

アメリカは“国連軍”の進駐を強要し，その手先の転覆活動への反対を封じよ

うとしている。文王宮での暗殺，経済・文化の混乱を企てている。とれらは援助

使節団殊に CIA によってなされている。

国速による干渉を止め， 4ヵ国会議を開催し，インドシナと東南アジアから手

を引き，当地の人々が自からの問題を解決するようにさせる事をアメリカ政府に

要求する。 〔RP 9.14〕

9月 15日

Vカンボジア敬府は予定されていたランドルフ ・キッダ米新大使の信任状受理を

“無期延期”すると発表した。シアヌーク元首は同大使の到着いらい，米・カンボ

ジア関係が悪化したと考えており，特に“米，南ベトナム軍”によるカンボジア国

境村攻撃などを強く不満としているといわれる。 〔UPI－毎日9.16〕

9月25日

V カンボジア政府は声明を発表し，南ベトナムのカンボジアに対する非難中傷は

カンボジアに対する“報復”活動の口実である。

文，アメリカの新聞もこれに歩調を合わせている。と述べた。

カンボジア情報相はタイ外相が9月5日のカンボジア侵略に対し南ベトナムの嘘

をくりかえしている，と非難した。 〔RP 9.26〕

9月30日

, 28日北京に到着したシアヌーク殿下は国慶節前夜祭で演説し 「南ベトナム問題

を打開する唯一の道はすべての関係国と政府をもとの出発点にもどらせること，つ

まり1954年のジュネーブ協定を基礎とした新たなジュネーブ会議の開催に立ちもど

らせることであります。ラオス問題を解決するためにも，中立と領土保全の条件の

もとにおけるカンボジアの安全問題を解決するためにも，南ベトナム問題の解決は

欠くことができませんjとのベた。 〔Ladφeche du Cambodge 10. 2〕
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フオス日誌

9月 l日

Vバリ滞在中のスファヌボン殿下はスポークスマンを通じて「プーマ首相が提案

しているジャーノレ平原中立化案を拒否したJと発表した。 〔ロイタ一一朝日 9.2〕

’ホワイトハウス発表によれば，去る 6月6日ジャーノレ平原偵察飛行中撃墜され

捕えられた米海軍大尉チヤールス・ F・クラスマンはパテト・ラオ監獄より脱走し

た。 〔NewYork Times 9. 2〕

9月3日

Vプーマ ・ラオス首相はドゴール仏大統領と会談し，ラオスにかんするジュネー

ブ会議開催のための介入を同大統領に要請した。会談後プーマ首相は「ドゴーノレ大

統領はラオスの友人である。私は大統領にラオス情勢を説明し，われわれがジュネ

ープ会議に到達できるよう，できるかぎり努力してほしいと要望した」と述べた。

〔ロイタ一一朝日 9.4〕

9月4日

’スファヌボン殿下はエリゼ宮にドゴーノレ大統領を訪問し， 40分間会談した。こ

のあと同副首相は次のように語った。

ラオスの爆発的情勢を解決するには，ジュネープ14ヵ国会議を緊急に招集する

しかない。

（ジュネーブ会議早期開催の見通しはどうかとの質問に対し〉それはジュネー

プ会議にまだ同意していない一部の国いかんにかかっている。もし会議開催がラ

オスに一任されたら，会議は早急に開かれるだろう。 〔ロイタ一一朝日 9.5〕

9月7日

’ラオス三派会談の左派代表部スポークスマンは「三派代表はラオスの中立をま

もるため，ジュネーブ14ヵ国会談を再開する必要のあることについて原則的な意見

の一致をみた」と語った。

三派代表はパリ到着以来，何度か二派間の協議を重ねてきたが，三派が公式に会

談する日取りについては，いまのところ決っていない。これについて左派代表部ス

ポークスマンは「これまでのこ派間の協議では，①ラオスにおける効果的な休戦の
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確立，②1962年のチューリッヒおよびジャーノレ平原協定にもとづく三派連合政府の

復活，③政府所在地の非武装化，④ジュネーブ14ヵ国会議にのぞむラオス統一代表

団の選出に焦点がしぼられた。ラオス国際監視委員会の権限拡大については，左派

のスファヌボン殿下は14ヵ国会議の討議に委ねるべきで，同会議の開催にはいかな

る前提条件もつけるべきでないと主張している」と語った。 〔ロイター一朝日 9.8〕

9月8日

Vラオス連合政府のゴン ・サナニコン公共事業相はパPのラオス大使館で記者会

見し「プーマ首相とブンウム殿下に代わって述べる」と前置きして，スファヌボン

殿下以下の左派が故意にラオス三派首脳会談開催を遅らせていると激しく非難， 10

月5日までに左派指導者と折り合いがつかなければ，中立，右派両代表団は帰国す

ると言明した。

同公共事業相は「プーマ首相は左派が三派首脳会談開催に合意するまで，いつま

でも待っているわけにはいかない。プーマ首相はカイロで関かれる第2回アジア ・

アフリカ会議の準備のため， 10月5日までにピエンチャンに帰らなければならな・

いj と述べた。

9月 10日

，北京放送がラオスのカンカイからの報導として伝えるところによると，米国の

T28型戦闘爆撃機3機が午前カンカイ地区上空に侵入，岡市東方の2つの村に爆弾

6個を投下するとともに無差別掃射を行ない，若干の民家を破壊した。

ラオス愛国戦線党防空部隊司令部の発表によると， 9月上旬シェンクワン解放区

上空に侵入した米軍用機は延べ70数機に達し，カンカイ，ジャーノレ平原，シェンク

ワン，タトム，タバン，プクトサンなどの地区を引き続き偵察するとともに，多く

の村と愛国戦線党部隊駐とん地に対し爆撃と掃射を行なっている。タトムとタパン

前線においては， 2日から連日 3ないし6機の米T28型機が愛国戦線党部隊陣地に

爆撃を行ない，右派軍の解放区攻撃を直接援護している。 〔RP←毎日 9.11〕

9月 11日

V ラオス右派軍当局が11日発表したところによると，右派軍はとのほどサラデン

ジンの重要高地を占拠した。サラデンジンは，ピヱンチャン東北方160キロのパテ

ト・ ラオ占領地域タトム南方16キロの地点にある。 〔UPI－共同一毎日〕

9月 13日
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’プーマ・ラオス首相は週末の非公式訪英を終えパリに帰った。英外務省当局に

よるとパトラー外相はプーマ首相に対し，財政援助などを約束した。

〔UPI－共同一朝日 9.14〕

9月 15日

V ラオスのゴン ・サナニコン公共事業相は中立派・右派の共同スポークスマンと

して「プーマ首相とスファヌボン殿下（左派ノξテト・ラオ党首〉が会談した結果8

月末以来3週間ぶりに三派首脳会談の行き詰まりが打開されそうな形勢となってき

たとJ言明した。

同公共事業相によると，プーマ首相は14日スファヌボン殿下に対し，左派が同派

の占領てしいるジャーノレ平原の中立化に同意しないかぎり，三派会談は開けないと

警告した。これに対しスファヌボン殿下は15日，ジャーノレ平原の中立化とは右派軍

を同平原に引き入れようとするものだとして拒否した。

しかし15日の会談で，さきに中立派軍から離脱して左派軍に合流したジュアン・

ケツァナ大佐以下の中立左派軍をコン・レ司令官の中立派軍に復帰させ，ジャール

平原に駐留させる反対提案を行なった。

同公共事業相は「左派の新提案が16日の第7回プーマ・スフ ァヌボン会談で確認

されれば〉三派会談への障害は一応とり除かれる。この新事態に対処するためプー

マ首相は帰国を21日まで延期した。 16日の会談で万事うまく行けば三派首脳会談が

関かれよう」と言明した。

ラオス左派ノミテト・ラオのスポークスマン，ボンビチト情報相はスファヌボン殿下

がプーマ首相との会談で行なった新提案の内容について次のように語った。

。スファヌボン提案は，①ジャーノレ平原での停戦，②中立左派軍が62年6月24

日〈注＝ラオス臨時連合政府成立の日〉以降に占拠した地点を放棄する一ーとい

うものである。

。スファヌボン提案が実施される前提条件として，①中立左派軍司令官ジュア

ン・ケツァナ大佐とコン ・レ中立軍司令官の聞で合意成立，②国際監視委員会の

機能回復一ーが必要である。 〔ロイター， AP一日経 9.16〕

9月 18日

vプーマ・ラオス首相は第l回のラオス三派首脳会談を21日にパリ近郊のセノレ・

サン ・クノレー城で開くと発表した。この会談開催の決定はプーマ首相が朝スファヌ

ボン殿下，ブンワム殿下と個別的に会談してとられたもの。プーマ首相は22日にラ
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オスへいったん帰国し，その後カイロヘ行くが，同首相の不在中に三派の閣僚級で

行なわれる会談ではっきりした成果があれば，またパリに戻る予定である。

〔AFP一朝日 9.19〕

V ラオスの軍事消息筋によれば，ラオス政府軍はパクサンとシェンクワンを結ぶ

要衝，タトムを奪回した。タトムは5月パテト・ラオ軍に占領されたもので，同地

の奪回は中部ラオスにあるパテト ・ラオの拠点，シェンクワンをめざして行なわれ

ている政府軍の反攻作戦に重大な局面を菌するものとして，ピエンチャンではセン

セーションを巻き起している。 〔AFP－毎日 9.19〕

9月21日

’ラオス三派首脳は4時間にわたって会談したのち，三派会談の今後の議題につ

いての合意を明らかにする共同コミュニケに調印した。

このコミュニケは，①ラオス問題の平和手段による解決と休戦，②ラオス問題に

関する14ヵ国会議再開の諸条件および同会議に派遣するラオス代表団の構成，③国

家連合政府および政府所在地，の3項目を議題としてあげ，さらに次のようにのべ

ている。

三派は14ヵ国会議再開の諸条件に関する項目を除いて，この議案を承認した。

左派のラオス愛国戦線党は，この問題を含めるという中立派，右派の提案を拒否

した。三派首脳はこの問題および今後提出されるかもしれないその他の問題を討

議するために数日中に会談する。 〔AFP一読売 9.22〕

9月 22日

Vプーマ・ラオス首相は22日，バリで21日から開かれているラオスの中立のため

の三派会談についてパッタナ国主に報告のためパリを出発，空路ピエンチャンに向

かった。プーマ首相は向日の記者会見で「三派会談が開かれることになったことは

喜ばしい。私はカイロで10月5日に開かれる第2回非同盟国会議に出席したあと10

月中旬ノξリに戻るJと言明した。

左派のスファヌポン ・パテト ・ラオ党首，右派のプンウム元首相がプーマ首相

を見送ったが，スファヌボン党首は「私は今週末ジャーノレ平原に戻り，来月パリ

にくるJと述べた。 〔ロイタ｝ー共同〕

Vピエンチャンの軍事筋が語ったところによると，ラオス左派パテト ・ラオ軍は

タピエンから撤退，右派軍はパテト・ラオの拠点シエンクワンに迫った。

〔UPI－朝日 9.23〕

-53 - 一（257）ー



インドシナ

9月 23日

’プーマ ・ラオス首相はビエンチャンに帰ったが，帰国後ただちに行なった記者

会見で 「国家の統ーに関する左，右，中立各派の見解には大きなへだりがあるが，

三派の指導者間の接触が完全にとだえたわけではないJなどつぎのように語った。

0われわれはまだ望みをすてていないが，その望みはきわめて薄いものである。

Oしかし，三派間の連絡は完全に打ち切られたわけではなく，パテト・ラオ側

がパリに代表団をとどめておくのに同意したことは喜ばしい。

0停戦と14ヵ国会議招集については三派とも同意したが，障害はパテト・ラオ

側が現在のラオス政府を2年前のジャーノレ平原およびチューリヒでの協定にそわ

ないものとして反対の立場をとっていることだ。 〔AFP一毎日 9.24〕

9月 24日

守スファヌボン殿下は記者会見で，ジュネーブ会議の共同議長国〈英ソ）に対し，

ラオスと東南アジアの平和を維持するため，ラオス問題に関する14ヵ国ジュネーブ

国際会議を緊急に再開するよう呼びかけた。

同殿下はまた米国とラオスの親米右派がバリ三派首脳会談を妨害していると非難

した。 〔ロイタ一一共同一毎日 9.is〕

9月25日

’ラオス三派代表会談はパリ近郊で2時間にわたり開かれたが，歩み寄りはみら

れなかったといわれる。この日の会談は，中立派のブームナ大佐，右派のチョクン

ラマニ ・パリ駐在大使，左派のツァンロム経済担当国務相の問で行なわれた。

会談は29日再開されるが，プーマ ・ラオス首相〈中立派）によって暫定的に設置

された首脳会談の再開目標である10月中旬までに，正式会談のおぜん立てに成功す

る見通しは暗いとみられている。 〔UPI－毎日 9.27〕

9月28日

Vスファヌボン殿下はパリを出発，空路モスクワ，北京，ハノイ経由帰国の途に

ついた。同殿下はパリで次のようにのべた。

「ラオス三派の指導者はパりで互いに良く理解し合うことができた。三派は協

力してジュネーブ会議を開かせ，ラオスにおける戦闘を停止すべきである。いつ

パリに戻ってくるかはわからない。」 〔AP一読売 9.29〕

9月29日
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Vラオス三派首脳会談の再開を討議中の三派代表聞の打合せ会議は29日行われる

予定だったが，突然中止された。左派スポークスマンによると，中止の理由は出席

代表の数で、：意・見が一致しなかったためである。

9月 30日

〔ロイタ一一朝日 9.30〕

’ノサパン副首相兼財政相は，ソ連を非公式に訪問するため空路モスクワに到着

した。レセチコ ・ソ連副首相が出迎えた。
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期限ぎりぎりの本月 30日にチャン・バンフォン氏は首相就任を承諾し，民政の移管

もようやく実現することになった。去る 8月， トンキン湾事件を契機としてグエン ・

カーン首相は箪人大統領独裁への道をあゆもうとしたが， 仏教徒，学生の反対にあっ

てその意図を放棄せざるをえなかった。それどころか，仏教徒，学生を中心とした激

しい全国的反グエン ・カーン運動を前にしたアメリカはグ、エン ・カーン将軍をして，

民政移管を約束させることで当面の危機を乗りきろうとしたのである。仏教徒，学生，

労働者の要求に必要以上に譲歩することには南ベトナム軍部の中にもp アメリカ現地

軍および出先機関の中にも反対が多かった。 9月13日のクーデターがこれら民政移管

に反対し軍による統治体制の強化を望む勢力をパックにしていたことは疑いなし、。 し

かしワシントンはこのクーデター騒ぎを民間勢力への圧力としτ利用しただけで表面

的にはこれら軍部勢力をしりぞけてしまった。以来サイゴンでは20日に暫定憲法が公

布され， 24日にはファン ・カクスー氏が国家主席に就任し， 問主席はまたチャン・バ

ンフォン氏を首相に任命して，ここに一応の民政の実現をみたのである。

しかしながら， ゴ・ジンジェム， ミン，カーン政権の各時期を通じて有力な民間人

指導者はすべて国外に追放されてしまったから3 今度登場した民間人政権に強力な政

治力を期待することはできない。 しかも対ベトコン戦遂行を至上命令とするかぎり，

軍部の意に反することはできず仏教徒，学生，労働者の反搬を招くことは必至である。

反共，反中立を口にしていても最近の反政府的動きから判断すると彼等の意図は対べ

トコン戦遂行というところにはもはやないように思われるからである。

ベトコン戦強化， 国家の要塞化を望む“青年トノレコ” (9月13日のクーデター後グ

エン ・カーン将軍にかわって軍の実；権を掌握している青年将校〉と次第に反米，平和，

民主の色彩を濃くしてきた仏教徒， 学生の間にあって弱体な民間人政権がいつまで存

続できるだろうか。最近の発表によればショロンからの本年前半の米の輸出は 4万ト

ンで昨年同期の4分の lとなり， サイゴン政府の権威失墜とともにベトコンがサイゴ

ン周辺の封鎖網を完成したことを経済的側面から示している。 これは単に米だけのこ

とではなく，今迄アメリカの援助による内戦続行に利益をみいだしてきたサイゴン ・

ショロンの華僑にとっても，商業活動自体が困難になってきたことを意味する。サイ

ゴンの新政権が恐るべきは， このような経済的背景をもった平和中立への華僑の動き

であろう。

地方に限を移せば南部デノレタ地帯に比較してベトコンの浸透が遅れていた北部， 中
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部地域もいまや都市と米軍基地を残すのみとなっている。 しかもこれら政府軍支配下

の地方都市での民衆の運動はサイゴンでのように弾圧政治反対とか民主化要求の間接

的形をとらず，はるかに反政府的であり，反米的である。

南ベトナム全土の 4分の3がベトコンの支配下に落ち， 掌握している都市ですら連

日デモとテロにより安全ではない。 しかも30万の軍隊も士気の低下と指揮官の権力争

し、から信頼して対ベトコン戦に使用できるのは空挺部隊だけという実状では， テーラ

一大使ならずとも局面打開のため限を“国境の彼方の聖域”へ移さざるを得ないだろ

フ。

第2次大戦後アメリカは核兵器の威嚇によって社会革命を楯の一面に持つアジア，

アフリカの民族解放闘争にたいして対処してきた。民族解放闘争をソ連，中国の援助

煽動によるものであり，ソ連， 中国帝国主義の侵略のあらわれであるとして，対ソ核

攻撃，対中国核攻繋すなわち全市戦争の脅威を与えることにより世界各地の草命と独

立をストップしてきた。

アメリカとの平和共存を第一義とするフノレシチョフ下のソ連戦略もまたこのアメリ

カの戦略に応ずるものであった。 しかしながらベトナムでの戦争はこの米ソの戦略に

根本的修正を迫まるものである。

南ベトナム農民の解放戦争が激化して手に負えなくなった今， アメリカはとれをハ

ノイ，北京の指導媛助によるものとして北ベトナムを攻撃した。 さらに中国の爆撃す

ら主張している。ラオスの例が示すようにソ連は従来米ソ関の平和を希望するあまり，

ラオス現地の革命闘争を東西の代理戦争にすりかえて， 関係国の国際協定によって革

命をストップするとともに民族の独立すら犠牲にしてしまった。 フノレシチョフ氏の失

脚後ソ連の政策はインドシナ問題において多少の変化をみせてきている。 ソ連指導部

をしてフルシチョフ氏の解任という手段をとってまで中ソ関係の改善に踏みきらせた

理由の一つが中ソの団結を示してインドシナにおけるアメリカの戦争拡大を阻止する

ことであったとすれば，今後のアメリカのインドシナでの政策は長期的には“話し合

い”を目指さざるを得ないであろう。

しかし私がらジョンソン政権は“局面を有利にしてから話し合いに応ずる”という

プランに固執しているので，絶えず局面打開のための肘北進論”の拾頭を招いている。

しかも南ベトナムでの事態は一刻の猶予も許さない。 とすれば当面アメリカとして

はソ連をしてかつての世界戦略へ復帰させようと試みるほかあるまい。インドシナに

おいて第2のキューパ危機を造出することができれば悪化した南ベトナム情勢を回復

できるのみならず， 中Yの対立を再び激化させることもできるであろう。最近の “北

進論”はこのような視角を必要としているように思われる。
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南ベトナム日誌

1964年 10月1日

Vテーラー南ベトナム駐在米大使はベトナム新聞協会で米政府の対南ベトナム政

策について次のように述べた。

米国の対南ベトナム政策はいままでとなんら変わっていないし，今後もベトナ

ム政府と共にベトコンと戦うことを決定した。米政府はベトナム政府が平和な国

民生活を建設することを積極的に援助し続ける。

われわれは共産主義者と約束しないし，どんな形でも南ベトナム中立化のため

の交渉には応じない。米国は南ベトナム領土に軍事基地を設立したくない口軍事

的にも，政治的にもベトナム自身がやっていくことを望んでいる。我々はなるべ

く早くこの任務を完成し，南ベトナムから引揚げることを望んでいる。

〔SaigonDaily News, 10. 2〕

’米国防総省は 9月18日のトンキン湾事件に関係した米駆逐艦はヱドワーズとモ

一トンの2隻であると発表した。とれは同省、がエドワーズの乗組員ジェームズ－

J・クレス機関兵がこのほどアイオワ州ダビュークの両親に手紙を送り，自分の艦

が事件に巻込まれ「米艦の砲で2隻の魚雷艇が吹飛び，もう 1隻にも命中したJと

書いてきた事実を地元紙のダビューク ・テレグラフ ・ヘラノレド紙から知らされたた

め発表されたもの。クレスが送った手紙の内容次のとおり。

0われわれはレーダー上に7隻の影をとらえ「エドワーズJはうち 2隻を撃沈

し，もう 1隻に命中弾を浴びせた。これらのうちの l隻は「エドワーズ」に攻撃

をかけてくるふうで「エドワーズJの後ろにつき，あわや成功するところだっ

た。われわれが撃沈したときには，約2000メートノレぐらいにまで接近していた。

0われわれは午後8時から午前1時まで，戦闘配置についていた。この戦闘後，

乗り組み員は敵の魚雷艇をみたという文書に署名を求められた。

〔UPI＝共同一読売 10.2〕

V南ベトナム国家評議会はあらゆるデモの即時中止を国民に要請する次のような

コミュニケを発表した。

国家評議会は全国民に対し，平静と思慮を保ち，あらゆる暴力，集会，デモを

回避するよう要請する。いま全国民待望の民主的政権の基礎を固める作業が進め

られているが，この作業は秩序と治安が維持されない限り達成出来ない。
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インドシナ

V南ベトナムのベトコン ・ゲリ ラ｛HS隊は 9月 30日夜，サイゴン北方32キロのト

イ・ホア戦略村を占領し，サイゴンに通じる輸送幹線13号国道をしゃ断，政府側に

退去を命じた。 ］日夜ベトコン側は同村を通る車を検問したが，政府側はこれを撃

退する動きをみせなかった。 〔UPI＝毎日 10.3〕

10月 2日

軍グエン・カーン首相はサイゴンの統合参謀本部での記者会見で「民政移管は約

束の今月27日までに完了するよう努力し，自分も軍に復帰するつもりであるが，国

民から引き統き政徳担当を望まれれば，断わることはできないと思う。

9月13日の第；i次クーデターが失敗に終わったのは自分がltir凶阻止を命じたため

である。外悶の新聞が伝えるように自分が軍部内の背年将校や仏教徒の圧力にしば

られているようなととは決してなく，軍は間給している。」 と諮った。同首相はパン

メオートのラーデ族の部隊の反乱事件について次のように述べた。

反乱事件はベトコンおよび外国人の扇動で起った，しかしわが軍将校の話し合

いで半和的に解決された。高原諸部族は政府：指導の下に反共，反中立，反中i宣民地

主義の戦いでベトナム人と団結するととを誓約したυ

（注〉 カー γ1「－杭｜の発言で外凶人というのは米軍を射 している，なぜならば反乱

部隊は米特殊部隊に支配され，米軍は給料，武器，軍服などを同部隊に直接渡

していたο [Saig・onDaily News, 10. 3〕

V新しく誕生した輸入8商社によって輸入された織物は市場安定をはかるため次

のような割合で販売される。

テーラ一組合および小売商人に25%，サイゴンの消資者へ直接に販売するもの

50%，サイゴン地区以外の地方都市および州、｜にたいしては25%をまわす。

〔D'extreme-01・'ient〕

v仙．格1万4917ポンドと見積られる440トンのもち米 0・i.zgluant）の輸出許可証

がおりた，これらはペナン，マレーシア，シンガポーノレ，香港ー向けである。同時に 4

万5927キロのフランスとスペイン向けのゴムの輸「1・1も許可された。これらはそれぞ

れ6万1644フラン， 2703ポンドである。また紅茶，ジュートひも，南京豆など約1万

5984ドノレ＋6344ポンドに相当する物品が，香港，シンガポーノレ，英国へ輸出された。

10月3日

v米共和党全凶委員会はゴーノレドクオークー共和党大統領依－補が南ベトナムおよ

び東南アジアの問題を担当する諮問委員会を設置，委員長にW ・ジャッド前共和党

下院議員を任命したと発表した。
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自ベトナム

T南ベトナムの前副首相で，ダイベト党の指導者であるグエン ・トンホアン氏は

羽田着のフランス航空機で香港から東京に着いた。

同氏は羽田空港で「東京には 2, 3ヵ月滞在する予定だ。グエン ・カーン首相は

最初われわれダイベト党の支持を求めておきながら，いまやわれわれを追出すこと

で，反共勢力の力をそいでしまったJと語った。

10月 4日

Vサイゴン北方約29キロの地点で，ベトコンのゲリラ隊2倒大隊約1000人が政府

軍の輸送隊約2000人を襲撃，米軍顧問l人を含む32人が死亡， 53人 〈米軍顧問5人

を含む〉が負傷し，政府軍兵士73人が行方不明になった。

政府軍輪送隊は，サイゴン北方約32キロのブ｝ホアドン戦略村にも袖

途， 13号公路からわずか数キロの地点で白昼待ち伏せ攻撃を受けたものであるo

軍スポークスマンによると，政府軍は5, 6個大隊を投入して大がかりな反撃作

戦を開始したが，戦闘は5日午前まで続いた。

ベトコン側は死者13人を残して逃げたが，ほかに死傷者数人を運び去るのが空中

からみえた。なお13号公路はベ トコン側が多くの障害物を設けたため， 30日から交

通はしゃ断されていた。 〔UPI＝布；日 10.6〕

' 111部ベトナムの要地ダナン市では最近，市民間の反米感情が再び目立ってきた

ため，同市の米軍当局は 3日夜から米軍関係者に外出禁止令をしいている。

〔UPI＝毎日 10.7〕

10月5日

Vサイゴン訪問中のニュージランド陸軍参謀総長L・ソートン将軍はカオ ・バン

ピエン南ベトナム軍参謀総長と会談した。ニュージランドは工兵隊を南ベトナムに

派遣している。

10月6日

v南ベトナム国防省は政府軍が4, 5の両日，南ベトナム北部の2ヵ所で機関銃

を装備したデモ隊に発砲し＇ 8人を殺し， 35人を負傷させたとつぎのように発表し

た。

サイゴン北東約530キロのカンガイ州ツブ太クで4日，ベトコンに扇動された

民衆が「政府を倒せ，軍隊を倒せ」と叫んだ。これを解散させるために出動した

民兵は手投弾，ライフノレ銃，機関銃などで攻撃を受けたため，民兵が発砲し，民

衆のうち7人が死亡し， 32人が負傷した。またサイゴン北東約380キロのフエン
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インドツナ

州の2ヵ所では5日，共産主義者たちが住民を武装組織して州庁にデそをかけ，

出動した民兵に発砲した。交戦の結果，デモ隊のうち 1人が死亡， 3人が負傷し

Tこ。

v先週，グエン・カーン政権の高1j首相を辞任したド ・マウ准将は10日間にわたる

国際親善旅行のためサイゴンを出発タイへ向った。

’通商局 （LaDirection du Commerce ext釘ieur）は 8月中に総額1億3300万ピ

アストノレにのぼる商品の輸出許可証を発行したと発表した。7月は 1億7400万ピア

ストlレであった。

7月の輸入3億5400万ピアストノレに対して 8月には5億1300万ピアストノレに達す

る商品の輸入が許可された。

とのうち商品援助計画による輸入は約332万米ドノレに達する。

vベトナム人民軍司令部連絡委員会（北ベトナム〉は国際監視委員会に書簡を送

り「米第7艦隊がベトナム沿岸にいることは1954年のジュネープ協定，国際法をふ

みにじるものであるjと米国を非難し，つぎのように指摘した。

0米第7般隊のこれらの行動は，ベトナム人民の独立 ・民族主権を引き続き侵

犯するものであり，ベトナム民主共和国の安全とインドシナ，東南アジアの平和

を脅かすものである。

08月4日のデッチあげ事件いらい，ワシントンは第7艦隊の部隊をトンキン

湾に引き続き送りとみ，北ベトナムに対する戦争行動の口実として新たな事件を

作りだそうと企んでいる。

0われわれはこれらのことに関して国際監視委員会に注意を促すとともに，米

国政府に対するその軍隊，軍事要員，戦略物資をすべて南ベトナムから撤去する

旨の強制手段を取るよう要求する。 〔ANS＝毎日 10.10〕

Vマカパガノレ ・フィリピン大統領はワシントンのナショナノレ ・プレス・クラブで

演説し「南ベトナムは東南アジア全体の安全保障と密接な関係をもっており，東南

アジアのすべての自由な国ができる限りの範囲内で南ベトナムの防衛に参加するこ

とを希望するjと述べた。

マカパガノレ大統領はこんどの訪米で2日聞にわたってジョンソン米大統領と会談

したほか，ラスク国務，マクナマラ国防両長官とも会談した。

10月7日

vサイゴンの信頼すべき筋によると，南ベトナム中部のカンカイでふたたびデモ

があり，軍隊がデモ隊に発砲して死傷者約20人を出したといわれる。このデモは今
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南ベトナム

週にはいって3度目のもので，ゴ・ジンジェム元大統領を支持するカンラオ党員の

追放を要求したものらしい。過去2回のデモ（10月4, 5日〉では軍隊の発砲で死

者 8大，負傷者35人を出したが，いずれの場合も軍民間をさこうとするベトコンの

しわざだと公表されているo 〔AFP＝朝日 10.9〕

V国府国防部は，郡定遠中将を団長とする国府の駐南ベトナム軍事顧問団が空路

サイゴンに向ったと発表した。

これは国府政府が南ベトナム政府の要請にこたえてとった措置であるとともに，

国府軍事顧問団の初の海外派遣である。都中将は国防部戦地政務局局長，問団には

副団長韓守堤大佐，参謀長毛政大佐のほかに団員11人が加わっている。

〔中央社＝朝日 10.8〕

JO月 8日

v南ベトナム政府はカオ・パンピエン（Caovan Vien）参謀総長を解任し，後任

にチャン・パンミン（Tranvan Minh）少将を任命した。

' 7日，サイゴン西方約15キロの地点で、米軍ヘリコプター 1機が撃墜され米軍飛

行士5人（将校3人，兵士2人〉が死亡，政府軍2人が重傷を負った。当初，米軍

スポークスマンは共産ゲリラによるものと発表したが， 8日，南ベトナム軍部筋は

「政府軍によるものであるJと語った。同筋によると，米軍ヘリコプターがはじめ

ロケット砲と機関銃で誤って政府軍を攻撃，友軍25人を殺し， 27人を負傷させた。

ヘリコプターは，このあと撃墜されたものだという。 〔UPI＝毎日 10.9〕

V米国防総省の発表では， 1月1日から10月5日までに南ベトナム駐留の米軍士

96人が死亡， 10人が行方不明， 9人が捕虜になり1170人が負傷した。

10月少日

Vサイゴンの軍事消息筋が伝えたところによると，南ベトナム空軍は9月27日サ

イゴン南方で誤って一般人の集団を銃撃， 30人を殺し20人を負傷させた。これはサ

イゴン東南48キロの川で，ベトコンを乗せた一団の小舟が移動中という間違った情

報のため起った事故といわれる。

北ベトナムと中国の放送はとこ数日，同事件で400人が殺されたと伝えていた。

〔AP＝朝日 10.10〕

vグエン ・カーン首相はサイゴンの統合参謀本部で記者会見を行ない次のように

語った。

0 （空軍司令官グエン ・カオキ将軍はクーデター直後に事件はなかったものと
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みなし処罰しないといったではないかとの質問に）クーデターは軍，国民に対す

る犯罪であり，その罪を許すことはできない。

0南ベトナム軍は北ベトナムや隣接諸国の侵略に対し断固反撃する決意であ

り，その力を持っている。独力で北ベトナム，中国の軍事施設に2トンでも 3ト

ンでも爆弾を落す能力を持っている。しかしそれは時，場所，方法が問題であり，

また国際情勢とも関連している。

0 C米国の一部に話合いで南ベトナム問題を解決しようとの動きがあるといわ

れるがとの質問に〉そういうととは聞いていない。もし一部の強固が話合いで南

ベトナムの国土を分割しようとするなら絶対に同意できない。そのような話合い

には断固として反対する。

われわれには米国はじめ20数ヵ図が援助してくれており，今後も引続き援助し

てくれるものと確信している。

米国の大統領選挙の結果がどうあろうとも，それによってわれわれが反共のた

めに戦うという態勢には何の影響もないと思う。

0 （民政移管後の政府に首相として残るかとの質問に〉 一部の政治家，団体か

らは現在の事態では引続き廿相をやるように依頼されている。ーカでは一部の新

聞は私が権力に執着していると非難しているが，とれはきわめて遺憾で、ある。国

家評議会が民間人を首相に選ぶなら私自身は喜んで軍隊にもどり，その民間政府

を支持するつもりである。

Vほとんど婦人ばかりのデモ隊3, 400人が対ベトコン戦で飛行機と重砲の使用

を中止するよう要求したプラカードをかついでメコン・デルタのカント市へ押しか

け，警察当局は200人を逮捕した。

プラカードの中には米軍のベトナムからの撤退を求めたものが少なくとも一つは

あり，米軍スポークスマンはデモ隊は明らかにベトコンに指導されたものだと語っ

た。

デモ隊のうち50人はカント市郊外に着いたとたん逮捕されたが，あとで釈放され

た。他の 150人はデモの最中に逮捕され，主だ釈放されていなし、。

10月 10日

Vグエン ・カ｝ン首相はドン ・パンミン国家元首兼国家最高評議会議長にあてた

書簡で，同首相が軍務に復帰できるようにするためすみやかに新首相を任命するよ

う要請，つぎのように述べた。

0国家指導3人委の決定によれば，現政府の任期は今月27日で終わるわけであ
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る。

O国家に対して行なった誓約を尊重し，全国民の希望に沿って文民政府を速か

に組織し，現政権の任期満了後も国家指導者の継続性を確保するため，私の職務

を継承する人物を速かに任命されるようお願い申し上げる。

10月 118 

V サイゴン北西約44.8キロのチャンパンの町はずれで，政府軍ジープがベトコン

倶！の地需で爆破され，米軍事顧問2人とベトナム人の大隊長1人が死亡した。チャ

ンパンはサイゴンから北へ向っている一号公路の重要連絡拠点である。

〔UPI＝共同一毎日 10.12〕

Vサイゴン西北50キロのゴダウ地域で，ベトコン 1個大隊が南ベトナム政府軍1

何大隊を攻撃，政府軍は戦死28，負傷38，行方不明32の損害を出した。

〔AFP＝毎日 10.13〕

V訪米中のマカパガノレ ・フィリピン大統領は NBC放送網のテレピ会見で「ベト

コン制圧のためフィリピンは南ベトナムに派兵するか」との質問に対し「それは

SEATOの決定いかんによるJ左述ペた。

向大統領は南ベトナムその他のアジアの国々が共産主義者の手に落ちることはフ

ィリピンに対する“危険”を意味すると述べたが， SEATOが行動を起さない場合

フィリピンは単独でも派兵するかとの質問には「ノーj と答えた。

〔UPI＝毎日 10.12〕

10月 13日

' C兵役登録を強化〉 南ベトナムは国防省は国民に「20歳から25歳までの兵役年

齢の青年・はすべて10月20日以後15日間に兵役整録をしなければならない。さもなけ

れば軍法により厳罰に処されるJとの最後警告を伝えた。

米軍筋によると，先に徴兵令を強化しようとしたさい，徴兵された兵士たちが集

団脱走したことがある。

一方グエン ・カーン首相は12日，国民や民間資金を徴発する権限を内相に与える

政令に署名した。これにより内相は政府や軍隊の必要に応じ，企業資産などを除い

て国民は 1年間，動産6ヵ月，不動産3ヵ月を限度として徴発することができる。

〔UPI＝共同←朝日 10.15〕

V グエン ・カオキ空軍司令官は「グエン ・カーン首相は対ベトコン戦にSEATO

加盟諸国の戦闘部隊の直接協力を正式に要請するという構想、を検討中である」と言

明した。同司令官によれば， SEATOの軍事介入を求めるこの構想、は若手将軍たち
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の話し合いのなかで生まれたもので，カオキ司令官が直接グエン首相に進言したも

のである。 〔UPI＝毎日 10.14) 

10月 14日

V蒋介石悶府総統らとの会談を終えてソウノレに帰った韓国の丁一権（チョン・イ

ノレゴン〉総理は「南ベトナムに“義勇兵”を派遣する問題について国府首脳と協議

したJと語り，さらに「私と沈畠燥国府外相は南ベトナムの対ベトコン戦争の支援

を続けるととについて意見一致した」と言明した。 〔UPI＝毎日 10.16〕

, SEATO軍事顧問会議は米太平洋般隊司令長官シャープ大将はじめ加盟8ヵ国

の軍事代表らが出席，今日から 2日間，バンコクのSEATO本音Bで、開かれた。この

会議は毎年2回定期的に開かれ， SEATO地域の情勢評価と効果的な軍事防衛計画

について検討するものである。とんどの会議ではとくに南ベトナムに対するSEAT

O加盟各国の援助増強についても討議が行なわれるものとパンコクではみられてい

る。 〔毎日 10.15〕

10月 15日

v南ベトナム国防省は政府は対ベトコン作戦のため約50万の背年を徴兵する計画

であると発表した。 〔AFP＝毎日 10.16〕

' 9月13日のクーデター未遂事件関係者にたいする裁判がサイゴンの軍事法廷で

開始された。

被告のうち軍関係では前内相ラム・パンファト准将が首謀者とされ，ほかにドン・

バンドック少将（前第4軍団司令官〉，ドン・ゴクラム准将〈前サイゴン市長〉，フ

ィン ・パントン大佐（前第7師団長〉らが起訴されている。民間人にはチャン・ク

オクブー南ベトナム労働総同盟書記長や元国会議員3人などが含まれている。

〔AP＝日経 10.16〕

v米国務省スポークスマンは「米国はSEATO加盟8ヵ国に対し，南ベトナムに

直接援助を行なうよう要請する計画はない」と芦った。 〔UPI＝毎日 10.17〕

Vマクナマラ米国防長官暗殺のためコンリ（Cδng・ly）橋に爆弾を仕掛け死刑の

宣告を受けていた， NguyenVan Troiは処刑された。

Vサイゴンのアメリカ軍権威筋によると，本年9月30日現在1万9500人であった

アメリカ軍は本年末までには2方1000人に達する予定である。

〔D’extreme-orient10. 16〕

’経済省は Le-Loi組合に自転車，モーター付き自転車の部品輸入のため4万米
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ドノレのクレジットを使用することを許可した。

内訳：自転車部品 2万5000ドノレ

モーター付き自転車部品 1万5000ドノレ

10月 16日

T 12日間のアメリカ訪問から帰国したマカパガノレ大統領は「ワシントンはベトナ

ム戦争への介入をフィリピンに要請しなかった。これに関して私は何も約束をして

いない。しかしながら，フィリピンはSEATO条約の調印者として約束を守る用意

があるj と諮った。 〔D'extreme-orient10. 19〕

Vベトナム ・プレスによれば，台湾からの南ベトナムの輸入額は自由諸国間で第

lW:を占めている。同国からの毎年の輸入増加は次のとおりである。

輸入総額に占める割合

1960年 1.8% ( 1億4500万ドル〉

196111 10.8 If 

1962 II 18.5 If 

1963 II 21. 0 fl 

1964 II 25 .4 II （今年前半のみ〉

〔Vietnam Press 10. 17〕

10月 17日

vグェン・カーン首相は Pleiku州を視察し，山岳部族の集会に出席し，山岳部

族の正当な要求を認めた。とくに現に土地を占有し，耕作している者に所有権を認

めるとの政令を発表した。

なおこの集会には24の部族から76人の代表者が出席した。

政府ffi!Jの出席者としての内相 Nguyenluu Vien博士，法相 M.Ng. van Mau, 

第2軍区第2戦術区司令官 iNguyenhuu Co将軍，第1戦術区司令官 Tδn白at

Xung将軍それに Tonthat Dinh将軍が参加した。 D'extreme-orient 10. 19〕

' （中ソ変動に対する反応〉 ファン・フィカット外相は，フルシチョフ ・ソ連首

相兼ソ連共産党第一書記の失脚と共産中国について声明を発表し， 「フノレシチョフ

氏の解任はソ連共産党の内部問題であり， 自由諸国は共産主義者につけいる余地を

与えないため，より一層警戒するとともに団結を固める必要がある。Jまた中国の

核爆発について 「軍事的にみて大きな重要性はない。たとえ原子爆弾を爆発させた

としても中国が核兵器を製造できることを意味しない。中国の目的はこの爆発で核

戸

h
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クラブの仲間入りをし，非同盟諸国に対する圧力の道具にすることである。J

〔D'extreme・orient10. 19〕

10月 18日

’北ベトナム外務省は声明を発表「ラオス，南ベトナムから発進した米機が16,

17の両日，北ベトナム側の非武装地帯に銃爆撃を加え，人命，財産に損害を与えたj

と非難した。

攻撃は1954年のジュネーブ協定により，南，北ベトナム｜判境の両側に設置された

幅10キロの非武装地帯内で起きたと同放送は述べている。

｜；ロイター＝朝日 10.19〕

10月 19日

V南ベトナム国防省は軍人の給与体系の改苔を発表した。新給与体系は10月1A 

より実施される。新給与体系の特徴次のとおり。

。基本給：昇給額： 3年毎に 100ピアストノレ（！日体系の下では平均30ピアスト

ノレ〉

0家族手当；妻に対して 300ピアストノレ（旧 100ピアストノレ〉

0技能手当；第 1級 400ピアストJレ，第2級600ピアストノレ〈新設）

0住宅手当；廃止（新体系は公務員の体系と同じ条件にすることを目標として

おり，公務員は住宅手当の支給を受けていなし、。〉

この措置により年間約 3億ピアストルの予算噌額が必要となる。

（例〉 結婚して5人の子供を持ち，技能第1級に属する下士官の給与を新｜日の

体系で比較すると，

新給与 2986ピアストノレ

旧給旧 2753ピアス トノレ

増額 233ピアストノレ 〔D’extrbηe-orient10. 23〕

10月20日

v信頼すべき筋によるとダラトに抑留されていたトラン・バンドン， トン ・タト

ジン，マイ ・フゥスプン，レ ・パンキム，グエン ・パンピの5将箪は南ベトナム政

府軍に復帰した。 〔D’extreme-orient10. 23〕

' （暫定憲法の公布〉 南ベトナムの国家最高評議会は民政移管への基盤となる暫

定憲法を公布した。

憲法は49条からなり，主権在民，国会の招集などをうたい，グエン ・カーン首相
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が強く要求した軍の権限独立は表面的には退けられている。しかし軍と民間との妥

協の形で国防政策決定のための国家元首，首相，国防相，軍司令官の4人からなる

「国家安全保障会議J(le Conseil national de securite）の設置を規定しており，同会

議は戦争，国防および国家の安全保障に関するすべての決定に助言を与えることに

なっている。また経済社会問題については「経済社会問題会議」 (leConseil national 

economiq ue et social）の設置も規定されている。

10月21日

V国家最高評議会はグヱン・カーン首相の辞表を受理したとつぎのように発表し

た。

評議会は21日夕，開かれた会議の席上，カーン首相以下全閣僚の辞表を受理した。

〔UPI＝毎日 10.22〕

10月23日

V南ベトナム軍事法廷のグエン・ゴクレ裁判長は9月13日のクーデター未遂事件

の被告全員に「反逆罪の証拠が不十分であるから釈放するJとの判決をいい渡し

た。

釈放された被告は前内相のラム ・パンファト准将，前第4軍団司令官ドン ・パン

ズク少将ら将校13人と民間人7人である。 〔AP＝共同＝毎日 10.24〕

10月24日

' Cファン・ 力クスー氏国家主席に〉 南ベトナムの国家評議会議長ファン・カク

スー（PhanKhac Suu）氏は南ベトナムの新国家主席に選任された。

Vサイゴンの米軍スポークスマンは「弾薬を積載した米空軍の Cl23輸送機が24

日共産ゲリラに撃墜されたもようであるJと言明した。

V政府は生活費高騰のため11月1日より公務員の基本給の10%引き上げを発表し

た。

10月26日

v南ベトナムの国家元首の権限移譲式とグエン・カーン政府の辞任式とが，サイ

ゴンのジアロン宮で行なわれた。同日午後3時から，新しい国家元首に選ばれたフ

ァン ・カクス一氏に対し，これまで元首の役割を代行していた暫定国家指導3人委

議長， ドン・パンミン将軍から元首の権限を引渡す式が行なわれた。これにはグエ

ン・カーン将軍も 3人委の 1人として同席，また国家評議会の委員も列席した。

ヴ
4

4
0
 

一（273）ー



インドシナ

続いて，午後4時からファン・カクス一新国家元首に対しグエン・カーン首相以

下，全閣僚が辞表を提出する式が行なわれた。新政府の構成までは，グエン ・カー

ン前政府が事務をとりあっかう。 〔朝日 10.27〕

V米軍スポークスマンが発表したところによると， 26日サイゴン北方で米戦闘機

l機が撃墜され釆員が死亡した事件は，ベトコンの砲撃によるものであることが判

明した。

とれにより南ベトナムでの米軍死者数は合計215人となった。うち11人は過去5

週間の死者で，カンボジアの対空砲火で、死亡した8人も含まれている。

〔UPI＝共同一朝日 10.28〕

Vサイゴンで民族統一戦線という政治組織が成立した。同戦線の目標は次の通り。

O民族の聞に団結と統一を呼びかける。

0共産主義者と売国者に断固反対する。

0政府の独裁政策を制限するため政府機関に参加する。

0国民の基本的生活を維持するため教育の改革と実効のある経済計画を作成す

る。

同戦線の発起メンパーは次の通り。

Phan ba Cam政治家（HoaHao教）

Xuan Tung政治家（越南国民党）

Vu ngoc Cac出版業

Hoang co Thuy弁護士

Le quang Luat弁護士 〔SαigonDaily News 10. 27〕

V米国務省スポークスマンは最近南ベトナム，カンボジア国境で発生したいくつ

かの武カ衝突事件について「真相を調査中であるJと発表した。米当局者の報告に

よると，これらの事件のあらましは次のとおり。

010月20日，南ベトナム空軍がアムロンクレ村を爆撃，目標は南ベトナム側に

あり，カンボジア攻撃を意図したものではなかったが，カンボジア側に死傷者を

出したもよう。

010月24日，米軍および南ベトナム機が同村を偵察飛行中，地上砲火を受け，

南ベトナム機が反撃。

010月22日，ホング村付近の国境地帯の南ベトナム領内で米，南ベトナム軍と

カンボジア軍が交戦，このさい米軍人タワリー大尉が捕虜となった。その後24,

5両日の南ベトナム軍の同村捜索の結果，同大尉は死体となって発見された。
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010月24日，国境付近のブプラン地区で米軍C-123機が南ベトナム特殊キャン

プに補給中，地上砲火により撃墜された。 〔AP＝＝朝日 10.28〕

10月27日

v南ベトナム国防省はカンボジア空軍機3機がベトナム国境地区で銃，爆撃した

と非難し，さらに次のように述べた。

「カンボジア機は先週，米特殊部隊がカンボジア軍によって逮捕され，のちに

死体となって発見された地点からわずか数キロの地区を銃撃した。南ベトナム政

府は強硬な抗議を準備しており，この抗議は昨年の国交断絶以後，南ベトナムの

利益代表国になっている日本を通じてカンボジアに送られようJ

〔AP＝＝読売 10.28〕

10月 29日

Vベトナム民主共和国 〈北ベトナム〉外務省スポークスマンは声明を発表し，米

機が28日，北ベトナム領に爆撃とロケット攻撃を加えた旨明らかにし，この行為を

はげしく非難した。内容つぎのとおり。

01964年10月28日午前即時（現地時間〉ラオスの方向から飛来した米国のジェ

ット機3機と T28機5機はベトナム，ラオス国境から 2キロはなれた北ベトナム

領内にあるクワンピンナMチャノレ国境警備所に爆撃とロケット攻撃を加えた。

0同日午前日時南ベトナムから飛行した米国とその手先の軍艦3隻は北ベトナ

ム領海に侵入し，クワンピン州、！の沿岸地区を砲撃し，その後立ち去った。

Oこれらは侵略行為であり，ベトナムに関する1954年のジュネーブ協定とラオ

スに関する1962年のジュネーブ協定のきわめて重大な侵犯である。

0よく知られているように， 1964年 8月5日，米機は北ベトナムの若干の地区

を攻撃し， 10月16日と17日再びタノレワ，タパン，タポイその他の非武装地帯にあ

る北ベトナム側の地区に爆撃と機銃掃射を加えた。この行為は米帝国主義者が北

ベトナムへの戦争拡大の陰謀を実現しようとして，挑発を行なってU、ることを立

証している。

0北ベトナムはとれに抗議するとともに，彼らがこうした冒険行為を直ちにや

めるよう要求する。 〔RP＝毎日 10.30〕

Vフランスに留学中の南ベトナム入学生は，サイゴン政府の学生Lehong Tu氏

にたいする死刑判決のニュースを聞いた後，次のような抗議声明を発表した。

ジェム政権に続いてミンおよびカ｝ン政権は2年間にわたって Tu氏の自由を
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奪ったが，今アメリカ人の命令で同氏を死刑にしようとしている。 Tu氏は米国

のベトナム戦争を阻止しようとした以外に何の罪もない。我々はフランス駐荘南

ベトナム大使館を通して Tu氏救命のため国家元首に請願書を送った。

〔じhumanite10. 29〕

10月30日

V米国務， 国防両省は米軍機ならびに米艦3隻が北ベトナム償を攻撃したとのハ

ノイ放送につき「そのような：事実はない」と否定，さらにつぎのように述べた。

3時間にわたる調査の結果，ハノイ放迭のいう水域には米軍艦は行動していな

かったことが判明した。また飛行機はラオス空軍が米国製T28型機をつかってい

るが，ジェット機はラオス空車に供与していない。米軍の緊急用のジェット機に

は出撃命令は出されていなし，、。 〔毎日 10.30〕

’〈チャン ・パンフォン新首相〉 南ベトナムのファン ・カクス一国家主席はサイ

ゴン市長チャン・パンフォン（Tranvan Huong）氏を次期首相に指名し，同氏は受

諾した

Vテーラー駐南ベトナム米大使は米 CBSテレビ・インタビューで，新しく発足

した南ベトナムの文官政府が対ベトコン戦の戦局を好転させることができない場

合，米国は南ベトナム以外に戦争を拡大するかもしれないことを示唆した。

[UPI＝共同一毎日 10.31〕

カンボジア日誌

10月4日

Vプノンベンで発表されたととろによると，シアヌーク・カンボジア国家元首は，

5日からカイロで開かれる第2回非同盟諸国会議には国内事情のため出席しないこ

とを決定した。同会議にはシアヌーク元首にかわってカントノレ首相が出席する。

〔ロイター＝朝日 10.5〕

10月5日

V新華社電によると，カンボジア国家元首シアヌーク殿下の中国訪問に伴う中国，
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カンボジア両国共同コミュニケが調印された。

コミュニケは，両国間の友好協力関係をいっそう強化する旨強調し，カンボジア

が外部から武力侵犯を受けた場合には中国が全力をあげて支援することを明らかに

しでいる。 〔アジア通信＝読売 10.8〕

10月8日

v中共訪問から帰国したシアヌーク元首は，空港でつぎのように語った。

0とんどの訪問で，中共はカンボジアに紡績工場，製紙工場，空港施設，武器

などの援助を提供した。

0カンボジア，ベ トナム国境問題について北ベトナム，南ベトナム民族解放戦

線〈ベトコン〉との間に合意が成立した。

0カンボジアの独立，中立，領土保全を維持するわれわれの努力に対し，中共

は全部的に支援することを再確認した。

f中国訪問による外交，政治両面にわたる成果は，カンボジアが生存するにきわ

めて重要な意義をもつものである」と次のように言明した。

中国首脳との会談の結果，①カンボジア軍の兵員2万2000人に重・軽兵器を装

備することに合意をみ，②ノ〈タンパンに国際空港を建設する計画がまとまった。

〔UPI＝毎日 10.9〕 〔AFP＝読売 10.9〕

V国連安保理事会は南ベトナムとカンボジア国境紛争くことし 2月， 3月， 5月

に起ったもの〉に関するインドシナ国際監視委員会 (ICC＝インド，カナダ，ポー

ランド〉の6月15日付報告書を公示した。

同報告書・はインド，ポーランドの多数意見として，カンボジア領土を侵犯した責

任は南ベトナム政府にあると述べている。一方，カナダは少数意見としてICCには

このような事件を調査する権限がないと主張している。〔ロイター＝朝日 10.10〕

10月 12日

v北京放送が伝えるプノンペン電によると，シアヌーク殿下はコンポンスペウで

「カンボジアは非同盟諸国会議に対する支持を表明するため， 12日から南アおよび

ポルトガノレ両国との外交関係を断交する」と発表し，との通知を直ちに両国政府に

通告するよう関係当局に指令した。 〔RP＝朝日 10.13〕

10月 19日

Vカンボジア駐在チェコ大使は，シアヌーク元首に対し機関銃，ライフノレ銃，ピ

ストル，弾薬， トラクターなど援助物資の引渡しを行なった。
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〔UPI＝共同一朝日 10.21〕

10月21日

Vカンボジア政府筋は 「南ベトナムの戦闘爆撃機3機が20日夕，国境から 2.4キ

ロカンボジア但ljのコンポン・チャムイ十｜アンロン ・チレイ村を攻撃し，婦人3人，子

供2人を含む村－民7人を殺し， 7人を負傷させ，少なくとも10戸の家屋を全半壊し

たJと非難した。 〔UPI＝共同一朝日 10.22〕

10月日 24

V カンボジアのシアヌーク元首は，ウ ・タント国連事務総長，ソ連のミコヤン最

高会議幹部会議長，コスイギン首相，フランスのドゴーノレ大統領，英ソ両国外相

〈ジュネーブ会議議長〉にメッセージを送り，最近南ベトナム機がカンボジア国境

の村を爆撃し，民間人に死亡8人，負傷8人を出した事件にかんがみ，新しいイン

ドシナ問題ジュネープ会議を緊急に開くよう要請した。 〔AFP＝朝日 10.25〕

v駐カンボジア米大使館は，南ベトナム，カンボジア国境付近で捕えられ，カン

ボジア方面に連れ去られた米特殊部隊将校の消息について，正式にカンボジア政府

に照会した。

一方，南ベトナム外務省は，この米軍将校は，ベトコンのゲリラ隊を援助してい

る“カンボジア兵”に捕えられたものだとの次の非難声明を発表した。

カンボジア兵はカンボジア領内にあるパンテアイ ・チャクレー国境監視所付近

での戦闘のさい，ベトコンを支援し，機関銃弾を浴びせ，完全武装の兵士を乗せ

た小舟8隻を戦闘地点に送った。さらにカンボジア兵は南ベトナム軍の小舟1隻

を包囲し，米軍顧問 1人と南ベトナム軍兵士3人を捕虜にしてカンボジア領に引

揚げた。 〔UPI＝朝日 ~0 .25〕

10月26日

Vカンボジア政府は 「25日午前南ベトナムからの軍用機がカンボジア国境のアン

ロン・クレス村を爆撃した。これは過去1週間内で3回目の爆撃である」と発表し

た。

同発表によると，侵入機は機銃を装備する米軍所属の FlOl型機2機であったと

いう。

南ベ トナム領からの最初の侵犯はさる20日に起り，カンボジア政府はそのあとア

ンロン ・クレスに防衛陣地を構築した，と発表されている。

カンボジア政府によると， 24日に4回目の侵犯があり，南ベトナム機3機がアン
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ロン ・クレスを爆撃，またダクダム基地とパンテアイ・チャクレーの守備隊陣地も

空爆されたが，カンボジアは侵略機を米・南ベトナム軍合同爆撃部隊と呼んで非難

している。カンボジア政府は「24日のアンロン ・クレス爆撃によってカンボジア兵

1人が死亡，兵4人と民間人1人が負傷した。しかしダクダムで敵機2機を撃墜し

た。 l機はカンボジア領内に，他の l機は南ベトナム側にそれぞれ落ちた」と発表

している。 〔Reuter＝朝日 10.27〕

, 24日南ベトナムで米輸送機が地上砲火により撃墜され，乗員 8人が死んだが，

サイゴンの軍事筋が明らかにしたところによると，これはベトコンによるものでは

なく，カンボジアからの砲火の結果とみられる。同筋によると同機はカンボジア国

境から 1キロたらずの地点の上空で撃墜され，またその残がいは大口径の砲弾が命

中したととを示している。 〔AP＝読売 10.27〕

10月27日

Vクメール通信が伝えるととろによると，カンボジアは26日夜，もしカンボジア

に対する侵略がさらに続けられるなら，アメリカとの国交を断絶することを決定し

た。

さらに，このような事態になれば，カンボジアは直ちに北ベトナムと南ベトナム

解放戦線を承認、，またカンボジア軍も攻撃に対しては報復攻撃を加えるという。

これらのことは， 26日夜，元首シアヌーク殿下の司会で開かれた王宮での会議で

決定されたが，この会議には国民議会議長らも出席した。 「AFP＝読売 10.28〕

V米国務省は南ベトナム機2機がさる20日カンボジア領内の村落を攻撃した事件

に関するカンボジアの抗議を受け取ったとのべた。アメリカ当局筋は，との事故が

南ベトナム飛行士側の過失によるものであり，カンボジアと南ベトナム国境で起こ

っている一連の事件の一つであるとのベた。

また国務省スポークスマンのマクロスキー氏は，さる24日アメリカの Cl23型輸

送機がカンボジアの対空兵器に撃墜されたことについては論評を避けた。

さらにマクロスキー氏は，アメリカが今後もカンボジアと外交関係を維持するだ

ろうとのベた。プノンペンの米大使館は現在代理大使のもとにあり，キッター大使

はパリに滞在中で，まだ信任状を提出していない。なおこのマクロスキー氏の言明

は，カンボジアがアメリカとの外交関係を断絶するかもしれないとおどかしたのに

続いて行なわれたもの。 〔AFP＝読売 10.28〕

v南ベトナムの権威筋はカンボジアの戦闘機3機が26日夜サイゴンの西方150キ

ロの南ベトナム領ホング地方上空に侵入，爆撃を加えたが，死傷者はなかったと語
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った。また同筋はディンパ付近の南ベトナム領海にカンボジアの舟艇約100隻が侵

入の後，引揚・げたと述べた。カンボジア側のこれらの行動の目的はわからないと同

筋はいっている。 〔AFP＝朝日 10.28〕

10月28目

Vカンポゾアのソン悶連代表は，函連安全保障理事会のディーン議長〈英代表〉

に書簡を送り，アメリカと南ベトナムの飛行機がさる24日再び悶境地帯の村落を攻

撃したと非難，この“侵時行為”を阻止するため“友好諸国政府”の適当な行動に

たよるほかはないと通告した。 〔AP＝読売 10.29〕

Vサイゴンの米軍スポークスマンは「－よ・る241・1, lY(ベトナムとカンボジアの悶境

付近で撃墜され8人の死者を出した米空軍の C123輸送機は，調査の結果，国境が

不明確なことと悪天候のため地図を見誤り，不注意でカンボジア領内に迷い込んだ

ものとみられるJと発表した。 〔ロイター＝朝日 10.29〕

10月30日

Vシアヌーク・カンボジア元首はコンポンチャム州で演説，アメリカと南ベトナ

ムがさらにカンボジア侵略を続けるなら，北ベトナムおよび南ベトナム民族解放戦

線〈いわゆるベトコン〉を承認すると述べ，さらに次のように語った。

0フランスはつねにジュネープ会議再開のために助力すると約束し，会議再開

の機会をのがさぬためだとして，数回にわたりわれわれに忍耐を求め，北ベトナ

ムを承認しないよう忠告した。しかしカンボジア国民はすでにフランスにたいす

る信頼を失い，その誠意－を疑い始めている。もしフランスが対カンボゾア軍事援

助を打ち切るというならわれわれはこれを認めるだろう。

0 (i¥jベトナム機のカンボジア領爆撃は操縦士の誤りであるとのサイゴン報道

にたいして）サイゴンが遺憾の意を表してもわれわれは拒否する。アメリカと雨

ベトナム帝国主義者のカンボジア侵略はこれが30回目である。

〔AP＝読売 10.31〕

V米国務省はさる24日のカンボジア領内での米軍輸送機撃墜に関する芦明を発表

した。要旨次の通り。

「国境侵犯は遺憾であるが，ベトコ ンの軍事活動に対抗する南ベトナム支持の

任務にあった非武装の米機が不注意によってカンボジア国境を越えたという事実

は， 8人のアメリカ人の生命を奪ったカンボジア軍の軽率な行為をTI:当化するも

のではない。カンボジアの独立と中立を尊重するというアメリカの立場は不変で
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あり，アメリカはこれを侵害しようとしたことは一度もない。J

〔AFP＝読売 10.31〕

v南ベトナム外務省は30日， プノンペンの日本大使館（南ベトナムの利益代表国〉

を通じて，カンボジア軍戦闘機および地上部隊の国境侵犯に抗議したと発表した。

〔ロイター＝共同一朝日 10.30〕

フオス日誌

10月 1日

V タス通信によると，ノサパン副首相兼財政相はソ連訪問を終え空路モスクワを

離れた。空港にはレセチコ ・ソ連閣僚会議副議長が見送った。

〔AFP＝東京 10.2〕

10月3日

Vラオス右派の指導者ノサパン将軍はパリからワシシトシに到着した。同将軍は

3日間滞在，ラスク国務長官，マクナマラ国防長官らと会談する予定。

〔ロイター＝朝日 10.5〕

vソ連共産党機関紙プラウダはラオス駐在のアファニシェフ大使が他の職務に転

出，後任にポリス・キラナソフスキー氏が任命されたと発表した。

〔UPI＝共同一朝日 10.5〕

10月6日

v北京放送によると，周恩来中共総理はスファヌボン ・ラオス愛国戦線党議長お

よびボンピチット ・ラオス情報相と会談した。 〔RP＝毎日 10.7〕

10月8日

Vスファヌボン殿下（副首相〉は北京飯店で内外の記者団と会見しとくにつぎの

点を強調した。

パリのラオス 3派会議は議題が決まったけれども，右派勢力の伸長を目ざすノ

サパン将軍，これに同調するプーマ首相の態度で中断せぎるをえなかった。プー
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マ首相はカイロの非同盟諸国会議に出ているが，ピエンチャン政府だけの代表で，

絶対にラオス全体を代表していない。ラオスは中間，北ベトナム，南ベトナム解放

戦線〈ベトコン〉カンボジアとは隣国兄弟の関係にあり，いずれも米帝国主義の

圧迫を受けている。しかし最後には自分で自分の運命を決定していくだろう。

また同殿下は「もしパテト ・ラオ愛凶戦線党が，ことし5月占領した戦線から撤

退すれば中立，左右3派の会談は成功する可能性があるとU、う観測もあるがこれを

どう思うか」との質問に対し，つぎのように答えた。

米国は最近， プーマ首相を米帝国主義の手先にしようとしている。その目的は

62年のジュネ｝フゃ会議を破壊しようとすることにある。反ノfテト・ラオの軍隊は，

62年当時の 3万からいまでは 7万に増加している。 3派の協定によれば， 3万人

の軍隊は l万に減らされるべきなのであるo さらに米間側は，最近ベトナムなど

の基地から飛行機を飛ばし，ラオス地区を攻撃している。また北ベトナムがラオ

スに干渉しているといっているが，ラオスには他国の軍隊は 1人もいなν、。

われわれは，外国の侵略には抵抗する用意がある。反パテト・ラオ側は62年以

来3回にわたって攻撃をしかけてきている。 3回目の攻撃はバリの会談中にも行

なわれ，彼らはわれわれがもともと保持していた地区にまではいってきた。これ

に対してわれわれは反撃しないわけにはいかないのである。去る 4月のク｝デタ

ー以来，連合政府の基盤は完全に破壊された。しかもプーマ首相はわれわれの軍

隊や地域をこの非合法な政府に引き渡すよう要求している。これには承知できな

い。われわれはまだ反撃を開始していないが，もしわれわれが反撃すれば必ず勝

利する。情勢はわれわれに有利であるからだ。

スファヌボン殿下は終始強い調子で記者会見に臨んだが，最後に，現在のラオス

情勢を改善する方法は3派が直ちに戦闘行為をやめ， 14ヵ国会議を開くことにある

と繰り返した。 〔北京特派員＝毎日 10.9〕

10月 10日

v欧米訪問を終え帰国途中のノサパン ・ラオス副首相は空路，東京に立寄った。

日本には 2, 3日滞在の予定。 〔AP＝朝日 10.11〕

v放送によれば，周恩来中共総理は午後，中共訪問中のスファヌボン・ラオス副

首相と会談した。 〔RP＝毎日 10.12〕

10月 11日

Vカイロの非同盟諸国会議に出席したプーマ ・ラオス首相はパリに着いた。 3派
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代理会談はパリで続行中。 〔ロイタ｝＝朝日 10.12〕

10月 18日

マクナマラ米国防長官は，記者会見を行ない「ラオスで偵察機を護衛中の米軍

FIOOジェット戦闘機1機が午後2時〈日本時間〉ごろ南部ラオスの上空で地上砲

火により撃墜され，目下，乗員の救出作業が行なわれている。Jと語った。

〔AP＝東京 10.19〕

10月 21日

新華社がカンカイからの報道として伝えるところによると，ラオス愛国戦線党議

長兼民族連合政府副首相スファヌボン殿下は15日シバリにいるプーマ殿下に電報を

送り，ラオス 3派指導者のパリ会誌続開を提案した。 〔ANS＝朝日 10.22〕

10月27日

Vグロムイコ ・ソ連外相は夜，モスクワのラオス大使館で開かれたプーマ ・ラオ

ス首相歓迎のレセプションで西側の記者団に対し 「ソ連がラオス共同議長国を辞任

するかどうかに関して，ソ連政府はまだ最終的な決定を下していない」との声明を

発表した。 〔AP＝朝日 10.22〕

10月28日

パリから帰国の途中，モスクワに滞在中のプーマ ・ラオス首相はクレムリン宮で

コスイギン ・ソ連首相と 1時間半にわたり会談した。これにはグロムイコ ・ソ連外

相も同席，ラオス情勢について話合いが行なわれた0 • 

会談後，ラオス筋は，ソ連は依然として1962年のジュネーブ協定の精神を尊重し

ていると述べた。またソ連は今年夏，ジュネーブ会議共同議長国の任務から手を引

きたい意向を表明したことがあるが，これについてラオス側スポークスマンは「そ

の問題は討議の必要がないように見えた」と諮り，問問題が議題に上らなかったこ

とを明らかにした。 〔ロイター＝朝日 10.29〕
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1964年 11月1日

，〈べ トコンビエン ・ホア基地を襲撃〉 米国防総省によればサイゴン東北約20キ

ロのピエン ・ホア空軍基地一帯に暗夜に乗じたベトコン ・ゲリラの猛攻撃があり，

米将兵4人が戦死， 76人が負傷， B57ジェット燥撃機など多数の米軍機が指害を受

けた。 〔UPI－毎日 11.1, 11. 3〕

’ベトコンはピエン ・ホア攻撃に続き，再び第2回の砲I撃をピエン ・ホア北方約

10キロのタンウエンにある南ベトナム軍陣地に加え，米軍将校1人が戦死し，米軍

下士官1人，南ベトナム兵士15人が負傷した。

（泊三〉 以上ロイター。 AFPは政府軍8人が死亡， 21人が負傷と報道している。

v南ベトナム米軍援助司令官のクエストモアランド大将はベ トコンの大攻撃を受

けたピエン ・ホア空軍基地を視察したあとサイゴンで記者会見を行ない，つぎのよ

うに述べた。

0軍用機の被害はB57型ジェット爆撃機の完全破壊5機，大破8機，小破7機

を含め合計28機にのぼっている。また米軍の死者4，負傷者31，南ベトナム軍の

死者2，負傷者5の人的損害を出した。

0ベトコンが厳重きに警戒されているピエン ・ホア基地周辺に臼砲を据えたとと

について，基地の司令官や南ベトナム軍を批判はしない。

。ベトコンは81ミリ臼砲3門で約100発を撃ち込んだ。ベトコンが使ったこれ

らの砲弾は1944年米国で製造されたものだが， 53年以降は米軍に装備されている

ものではない。これは54年までのインドシナ戦争当時の名残り，あるいは朝鮮戦

争，中国内戦時代に相手方の手に渡ったものかもしれない。

0ベトコンの最初の一撃が基地内部から行なわれたものかもしれない。しかし

ベトコンの特別攻撃隊，破壊活動員が攻撃に加わっていたとの証拠はない。

0地上軍はベトコンの攻撃後， 6時間45分たってからベトコン追跡を始めたが，

これは連絡の問題と飛行場周辺に地雷埋設地帯があるためである。

0間基地北方のタンウエンが1日攻撃されたが，との攻撃は同じグルーフ。のし

わざではないと思う。このグルーフ。が使った臼砲の方が口径が小さかった。

V ホワイ トハウス当局は「ジョンソン米大統領の命令に基づき，南ベトナムのピ

エン・ホア空軍基地でベトコンにより破壊された米軍機を補充する交代機が派遣さ

れ，目的地に到達しているJと発表した。
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インド、ンナ

V ゴーノレドワォーター米共和党大統領候補はテレビ ・インタビューで「ベ トコン

が南ベトナムの米飛行場を攻撃したのは，共産側が私の当選をおそれジ ョンソン大

統領をホワイトハウスにとどめようとしたためではないか」と述べ，ジョ ンソ ン大

統領に対しベトナム戦争について彼が計関していることを明らかにするよう要求し

た。

11月4日

'f （新閣僚〉 ファン・カクスー南ベトナム国家元首は，チャン ・バンフォン氏を

首相とする南ベトナム政府の新閣僚名簿を発表した。

首相兼国防相： Tran van Huong 

第一副首相兼内相： Nguyen luu Vien 

第二副首相兼国立銀行総裁： Nguyen xuan Oanb 

外相： PhamDang Lam 

法相： Lu van Vi 

情報相’ Levan Tuan 

経済相： Nguyen duy Xuan 

財政相： Luu van Tinh 

農村問題相： Ngo ngoc Doi 

公共事業中日： Le si Ngac 

文化教育相： Phan tan Chuc 

保健相： Tran quang Dieu 

社会活動相： Dansy Hien 
(Action sociale) 

労働相： Nguyen huu Hung 

官房長官： Pham van Toan 
(Charge de la Presidence) 

’ファン ・カクス一元首はNguyenKhanh前首相を 3軍最高司令官に任命した。

’今年の 1月から10月4日までに穀物4万7590トンの輸出許可証が発行された。

この内訳は米3万9663トン，砕米6490トン，モチ米1437トンである。

11月5日

V グ、エン・スアンチュ一国家評議会議長はチャン・パンフォン首相によって組閣

された新内閣の閣僚構成に抗議して国家評議会議長の地位を辞任すると発表した。

V対外貿易局は9月の貿易について次のように発表した。
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南ベトナム

輸出許可額： 1億3100万ピアストノレ（8月： l億3300万ピアストノレ〉

輸入許可額； 6億1000万ピアストノレ（8月： 5億1300万ピアストノレ〉

商業輸入援助局が9月に発行した輪入許可額；

]530万米ドノレ（8月：］540万米わけ

11月夕日

v財政省は8貿易商社と 2組合に， 1965年 6月30日までに服地を輸入させるた

め，総額285万米ドノレの資金を供給することを決定した。

11月 10日

vサイゴンの米軍スポークスマンは10月の米軍の死亡者数はこれまでの最高を記

録，死者は21人，また負傷者は49人にのぼったと発表した。なお同スポークスマン

による南ベトナム政府軍，ベトコンの死傷者数つぎのとおり。

。（政府軍〉 死者755，傷者1585，行方不明700，損失武器1360，捕獲武器403

。〈ベトコン〔推定）〉 死者1270，傷者365 〔UPI－毎日 11.11〕

11月11日

’（水害〉 南ベトナム北部地方はここ 9日間，一挙に二つの台風に襲われ，折り

からのモンスーンによる豪雨が重なって大被害を受けた。米軍および南ベ トナム当

局によると，カンカイ，カンチン，カンナムの各県では75万人から 100万人のベト

ナム人が家を失い，飢えに襲われているとみられる。とくにダナン地方は孤立状態

にあり，正確な破審については不明であるが，米軍筋によると，ダナン南方約60キ

ロのティエン ・プー地区ではとくにひどく，水死者は 1000人にのぼったとみてい

る。また水害地区．からの避難民は 4万人に達している。

11月 13日

’〈学生デモ起る） 学生数百人がデモ禁止令を無視して反政府デモを行なった。

学生たちはサイゴンの学生連盟本部からチャン・パンフォン政府打倒を叫びながら

中央市場まで行進した。

1 1月14日

v政府は徴兵猶予期間中の学生が政治デモに参加，逮捕された場合，猶予の特典

を取消すとの緊急布告を発表した。

11月 15日

ヴ
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インド、ンナ

Vパンデイ米大統領特別補佐官はテレビ会見で3 米政府が“北進”を再び検討中

であることを示唆し，つぎのように諮った。

0南ベトナムが長期の不安ののち民政に復帰したので，米政府は現在ベトナム

問題を再検討できる立場にある。

0 （これは北ベトナムへのなんらかの形での攻撃に関する重大な検討を意味す

るかとの問いに対し〉ベトナム情勢は重大であり，われわれはこの問題について

作業中である。

V ワシントン ・ポスト紙は社説で，米国は南ベトナム戦争の政治解決を探るため

北ベトナムと非公式会談を始めるよう提案し，つぎのように述べたc

0南ベトナムにおいて“真実の時”はill:づいており，米国には，①北ベトナムへ

の戦争拡大，②現状維持，③交渉ーーのうちいずれを選ぶかの道しか許されない。

戦争拡大は三つのうち最悪の方法である。これを選べばホー ・チミン北ベトナム

大統領を現在以上に中共側に接近させ， 1.1ユソ関係回復を助けることになるかもし

れない。またそれは南ベトナム，ラオスにおける中共，北ベトナムの大規模介入

の危険をおかすことになり，そうなれば，米戦闘部隊をこの地域に派遣する必要

が生じ，その場合勝利を得る見込みはない。

0こうした状況のもとでは，われわれは政治解決の条件を探るため北ベトナム

と非公式交渉を始めるべきではないだろうか。

11月 16日

V学生団体はファン ・カクス一国家主席に対しチャン・バンフォン首相の退陣を

要求する“最後通告”をつきつけた。

11月 17日

V ホー ・チミン北ベトナム大統領は，相次ぐ台風で大被害をうけた南ベトナムに

対し米，衣類，薬品などの救援物資提供を申し入れた。これによると北ベトナム赤

十字社が米2万トン，衣類用布地200万メートノレ，薬品1万トンを送る用意がある

という。

11月 18日

Vサイゴンの米軍筋は米空軍は南ベトナムの基地に駐留する米軍機から無人遠隔

操縦偵察機を発進させていると言明した。

（注〉 この言明は15日，米無人偵察機を撃墜した．との17日の中国側の非難を裏付

けるものとみられる。 〔UPI＝共同一朝日 11.19〕
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出ベトナム

V サイゴン空港の食堂でベトコンの仕かけたとみられる時限爆弾が破裂し，米軍

人および軍属18人，ベトナム人少なくとも 4人が負傷した。 〔AP一朝日 11.19〕

V国家最高評議会は議長に弁護士レ ・バンチュー氏を選出した。国家最高評議会

の陣容次のとおり白

議長 Levan Thu 

第一副議長 Tran dinh Nam 

第二高I］議長 Tran quang Vinh 

事務局

事務総長 Tranvan Van 

事務次長 Nguyenvan Luc 

委員会

憲法および立法委員会委員長 Levan Thu 

国民議会委員会委員長 Nguyenvan Huyen 

経済，財政，予算委員会委員長 Mai tho Truyen 

政治，社会委員会委員長 Nguyen Dinh Luyen 

11月 19日

V サイゴンのフランス語新聞「新ベトナム」は南ベトナムの戦争終結をよびかけ

て次のようにのべている。

今日までの経験は，政府側もベトコン側も戦争に勝てないことを示しており，

したがって戦いを止めることが必要だ。しかしこのことは，われわれが共産主義

者の命ずる平和を受入れねばならないことを意味しない。

〈注〉 同紙はチャン ・パソフォン政府を支持する数少ないサイゴン新聞の一つで

あるo

v南ベトナム最大のベトコン掃討作戦は19日， 2日目を迎えたが，依然ベトコン

と遭遇するきざしはみえない。この作戦は18日から7000の軍隊と 100機以上のヘリ

コプターが参加して，サイゴン北西約32キロの地域で行なわれている。

南ベトナム第 3軍団付きの米顧問ウィノレソン大佐は間作戦について「ベトコンは

全員作戦が始まるかなり前にこれら地域から移動した形跡があり，作戦が成功する

見通しはない」と述べた。 〔Reuter＝共同一読売 11.20〕

11月21日

V南ベトナム外務省はコミニュケを発表し，ユューデリ ーで開催されている米，
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インド、ンナ

カンボジアの会談で3 どのような協定が結ばれても南・ベト＋ムはそれに拘束はされ

ないと次のように述べた。

この会談ではおそらく商ベトナムとカンボジアに関する諸問題が協議されるだ

ろうが，南ベトナムがそれに参加していない以上，そこでのレかなる取決めも無

効だと脅える。

V政府：は先週の台風で大被害を受けた QuangNam, Quanヌト」gai,Quang Tin, 

Binh Dinh, Phu Yen, Phu-Bonの6丹、｜に今後2ヵ月にわたる戒厳令を布告したc

11月 22日

v北ベトナム外務省は声明を発表，米政附が北ベトナムに対するあらゆる挑発3

侵略行為と，市ベトナムにおける侵略戦争を直ちに中ll.するよう要求した。

同声明は18FIの米機の北ベ トナム領空侵犯について「18日の午前10時半から午後

2時半までの問に米国のF100ジェット戦闘機と’f28 ！~Q機多数が数回にわたって

ラオスの方向から飛来，クアンピン州西部のチヤロ地区の第12号公路の地域に不当

な攻撃を加えた。北ベトナム人民軍防空部隊は 3機を撃墜し．2機を撃破したj と

述べている。

"' Cチャン・パンフォン内閣退陣要求デモ〉 サイゴンで仏教徒．学生による反政

府デモがおこ D，多数の負傷者，逮捕者をだした。

11月 23日

Vチャン ・パンフォン首相は声明を発表し， 「221オの大ヂその主うな暴徒の圧力

に屈して政府を崩壊させるようなととはしないJと述べた』

11月 24日

v仏教徒の指導者タム・ チャウ氏は，反政府：的態度を明らかにした公開状をファ

ン・カクス一国家主席と国家評議会に送り，eチャン ・バンプ汁ン政権を追放する，

②，22日のデ、モで、逮補された全学生を釈放する， ＠フ ァン国家主席が軍および警察に

たいしデモへの介入，人民弾圧の禁止を命ずる←一一ことを要求したー

〔UPI＝共同一読売 11.25] 

11月25日

Vファン ・カクス一元首は，政府の閣僚構成を検討する仕事は国家評議会のもの

であると述べた。

V在サイゴンの米当局は，南ベトナム人に対し，文民政府i，二反対する暴力行為や
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南ベトナム

デモ行為が終わらなし、場合，対外援助計画は縮小されるだろう，と警告している。

同当局は，チャン ・パンフォン政府に反対するj"f当な理由がないとしており「米国

民の忍耐も限界にきてし、るJことを明らかにしている。

〔AP＝共同一毎日 11.26〕

v南ベトナムのチャン ・パンフォン首相はサイゴンに夜間通行禁止などの非常措

置をとった。

これはサイゴン市内で，デモを鎮圧しようとした警官隊が催涙弾を投げ，多くの

負傷者が出る事件があったためとられた措置で，サイゴン市内ではこれと同時に夜

間7時間の通行禁止令と，すべての学校，大学の閉鎖も命じられた。

この日のデモには約2000人の青年が参加し，約10時間にわたって警官隊および鎮

圧に出動した南ベトナム空てい部隊と衝突した。警察当局の話では，このため響官

約30人も負傷したという。

’テーラー駐南ベトナム米大使はジョンYン大統領らと会談のためワシントンに

帰る途中ホノノレルに立容った。

11月 26日

vソ連先産党機関紙フ。ラウダは，南ベトナム戦争を北ベ トナムへ拡大しようとす

る米国の計画の危険性をつぎのように強調している。

。南ベトナムのパルチザンが外国の援助を受けてかるとかの口実で，ワシン ト

ンの過激派が南ベトナムの戦争を北ベトナム，ラオス，カンボジアへ拡大する計

画をたてているのは危険だ。いかに限定戦争だと強弁してみても，それは武力干

渉を全インドシナ半島へ拡大することになろう。明らかに米国防総省は，アジア

の他の国を新たにこの戦争にひきずりこもうとしているs

。ソ連は一貫して民族解放のため戦っている諸国民のl広・方である。帝国主義勢

、力の武力干渉は民族主権の侵害であり，全体的平和への重大な脅威である。イン

ドシナ地域における新しい陰謀の責任は，これをくわだてている軍国主義勢力が

負うべきだ。

，情報省は次の 6紙を25日より 7日間停刊処分にしたと発表した。

Phuong Nam, Vietnam Nhat Bao, Sao Trang, Nghi Luan, Ben Nghe, 

Mien Nam 

11月 27日

’（サイゴンに戒厳令〉 ファン・カクス一国家元首は戒厳令を布告するとともに
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インド、ンナ

要旨つぎのような布告を発した。

①サイゴンと隣接地区の公共秩序の維持は，直接，軍隊の管理下におかれる。

②市民はすべての武器，弾薬，爆発物，刃物をもよりの軍または警察に提出せよ。

③すべてのストライキ，職場放棄を禁止する。③公共秩序，国家の安全を侵した

ものは軍事裁判にかける。

また，サイゴン地IK軍司令官に任命されたファン ・パンドン将軍は，軍と協力し

て法秩序の回復と生命，財産の安全にっとめるよう市民に呼びかけた。

V米国の南ベトナム内戦介入に反対してし、るウェイン ・モース上院議員〈民主党〉

は，新聞に対するステートメントを発表，その中でテーラー南ベトナム駐在米大使，

アレクシス ・ジョンソン｜司高l］大使のひ免を要求し「テーラー大使は宣戦布告なくし

てアジアに戦争を拡大しようとしてし、る米国の軍部と国務省の戦争展どものカギと

なる指導者であり，東南アジアで米関の軍事活動を拡大するため宣伝とアリバイ工

作を続けているj と述べてし、る口

11月28日

V国家最高評議会は，チャン ・パンフォン首相にデモ弾圧中止と内閣の改造を勧

告するコミュニケを発表した。

Vチッチ ・タムチャウ師は記者会見を行ない， 「仏教徒は国家主席と最高評議会

が現政府を不信任することを要求している。若しこの希望がいれられない場合，仏

教界は非暴力と非協力のあらゆる手段でチャン ・パンフォン政府と闘うであろう」

と諾仏政府にたいして事実上の“宣戦布告”を行なったo

’ジョンソン米大統領は特別記者会見を行ないベトナム問題についてつぎのよう

に述べた。

0北ベトナムとラオスのパテト ・ラオ地域に戦闘を拡大するのではないかとい

う報道陣の “観測”は “時間尚早”だと思う。南ベトナムの情勢は深刻なもので

あるがP 米国が南ベトナムで将来“恐るべき方策”をとるだろうという予測は当

たっていない。

0南ベトナム問題に関しては，これまでもしばしば米首脳部の会談が行なわれ，

今後も行なわれるだろうが，こうした会談からは諸君の観測以外には劇的な発表

は出てこないと私は推測する。

’周恩来中共総理は，北京駐在のアノレパニア大使が催したアノレパニア解放20周年

祝賀レセプションで演説し，当面の国際情勢とくにベトナム問題に言及して，つぎ

のように述べた。
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南ベトナム

。アメリカ帝国主義侵略者は南ベトナムで，南ベトナム人民の断固たる反攻に

あい，すで、にばん回不能の苦境に陥っている。注目すべきことは，ジョ ンソン政

府が引き続き北ベトナムに対して上空，海上からの襲撃を加え，インドシナ戦争

を拡大しようと企図していることである。私は中国政府を代表して，ことにもう

一度北ベトナムと中国はインドシナ人民と切っても切れない関係にある兄弟の隣

邦であり，中国人民は絶対に兄弟隣邦が侵犯されるのを座視できず，米帝国主義

がインドシナで悪事をはたらくのにまかせておくことは絶対にできないことを表

明する。

v北ベトナム外務省スポークスマンは“米紙4隻が27日北ベトナムの沿岸部落を

砲撃した” 事件について次のような非難声明を発表した。

とれは米国とその手先の北ベトナムに対する新たな戦争行為である。これはワ

シントンの米支配層が南ベトナムでの行詰りから抜出そうと希望して，北ベ トナ

ムに戦争を拡大することを計画している時に起った。北ベ トナム外務省はこれら

の戦争行為に強く抗議する。

11月29日

’50ヵ国， 12国際団体の代表が参加して25日からハノイで開かれていた「南ベト

ナム人民との連帯，米帝国主義反対，世界平和を目ざす国際会議jは，ベ トナム問

題について次のような決議を採択して閉会した。

。米帝国主義は10年間にわたって，1954年のベトナムにかんするジュネーブ諸

協定を破壊し続け，数万の米将兵と大量の兵器，軍需物資を不法に南ベトナムに

送り，カイライ政権を次々と作ってきた。

0会議はこのような重大事態にたいし，南ベトナム人民はみずからを解放する

ため米帝国主義とその手先に反対し， 政治闘争とともに断固として武力闘争をす

る以外に道はないと考え否。会議は南ベトナム民族解放戦線〈ベトコン〉に指導

される南ベトナム人民の英雄的闘争を全面的に支持する。

。会議は，南ベトナム問題の真の解決と東南アジアの平和維持のためには次の

ことが必要だと考える。

①米政府はいますぐジュネーブ協定の実施を妨げる行為をやめ，ベトナムの主

権と独立を尊重しなければならない， ②米政府は即時，南ベトナムでの侵略戦争

をやめ，軍隊を撤退して，民族解放戦線の綱領にそって南ベトナム人民にみずか

らの問題を解決させるべきである，③ベトナムの平和的再統ーはベトナム人氏の

解決に任せるべきである， ④米帝国主義は北ベトナムにたいする挑発行為を直ち
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にやめねばならない。

’〈戒厳令無視のデモ〉 戒厳令下のサイゴンで先の反政府デモの際死亡した少年

の葬儀はデモに転じた。2000人の学生，仏教徒の軍隊の間に乱闘が起り約90人が逮

捕され，多数の重軽傷者が出た。

カンボジア日誌

1 1月 1日

V カンボジア駐在米大使館の家族16人は夜プノンベンからエールフランスで、バン

コクに到着した。これで， 31日同地に到着した18人とあわせて、同大使館員家族34

人の引き揚げが完了した。

この引き揚げ措置は米 ・カンボジア関係の悪化を考志した“予防措置”だといわ

れるがp 消息筋によると，これらの家族は“カンボジア情勢がはっきりするまで目

当地に滞：在するものとみられる。 〔AP＝朝日 11.2〕

l月 2日

V米国政府は， 10月初日から26日の間にカンボジア ・南ベ トナム国境で発生した

紛争に関するカンボジア政府の 4闘にわたる抗議の覚書iこ対する回答を行なった。

回答内容はさきの国務省声明と｜司様「米軍機が誤ってカンボジア領空に侵入し，たと

とで2 カンボジアが臨ちにこれを撃墜したことは〉正当でなL、Jと主張したものであ

る。 [AFP＝毎日 11.3〕

11月3日

’シアヌーク元首は，プノ ンペン空港で行なわれたミグ戦闘機などソ連の援助兵

器引渡し式で演説「カンボジアは侵略の武力に対しては武力でこたえる用意ができ

たj と警告した。

同元首はまた，カンボジアはタイ，南ベトナム，ラオスとの国境紛争解決のため

に従来繰り返して主張してきた国際会議の招集を，もう要請しないことを明らかに

し米，タイ，南ベトナムp 英国などが国際会議招集を妨げたと非難した。
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レーダーつき高射砲なおこの日ソ連側から引渡されたのはミグ17型機2機
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11月8日

, imt投，1・11主i外交郎氏をUl・1之とするr11ffl!I支J(:f(l::-1-:Hl；主力シボジアの到！／dl}.'lj年祝典

？日目指プ’ノンペンに到行， , －－・.・，...ー／〉吋：，ンアスーク7しはど三れ1火し j】 3にき；)Jllするため，

RP＝.；）げ己 11.~ri 

カンボジア

11月 9日

シアヌーク元首は独立記念日の演説で，

ぴ） 4か国がインドシナ地域紛争の平和的 ff{;' fよ内／：（.＇〕会民寸るニとを従ヨ -sした。

ラオス，南北両ベトナム1' 

11月 14日

V シアヌーク元i:f{:t私d!hifillHピンヌ）位－rおよ-C｝－－寸司；のni1ほと会；I色合!J¥.Jき， ;f;Jt,f米

外交関係を断絶することについて国会で検討のうえ決める，②西側記者の入国は今

後拒否する，③ベトナムとの国境協定調印のため代表団をハノイまたは北京に送り，

北ベトナムおよび南ベトナムの民族解放戦線代表と交渉する　などを決めた、

．：似fI 11. .ll1 

l l月 16日

カンボジア政府 r土さる 1:1 日米軍および南ベトナム政府軍 '., が ：，ポジアfo'HてをJi，己

市ベトナム政Jr:r

ご．ろ大ii包とl":l「；包と三j{Jベト十ムと：りンボシ;]",: 

地帯のカンボジアないプレイベン省バンアアイ・チャクレット 1也｜〈を1臼＇.－l}¥

！日jコミょ：．ニ ＇rによると‘，！芦したと非主起するコミュニケ2：発去したd

また［i・iJ9 

ii手ごろ約コo人の米＇.d（および市ベトナム政／l'.f';j:'.1,;;・＇： ヶォ＇（： 1、のチ司式ププ・ブデイlJ・：二口

カンボジア領から撤退するとき２カンボジア地方警備隊の活 発な反撃にあい . ' 人．

17、11. l7 P 1 = ',if: 1:1 人の：）fJJiJI；示日士泣：；lvlシrたという，

ベンヌ←！！投下とスシアヌーク元首・；：Iニューデリー．てt：米mi左会的壱n・・なら ，＇＂：..J., 
・サンJ（のj1:,j元首l!iflPUおよびノン・キンミ！詑r:pカンボジア大｛むを］1司会i誌に／UJ市さ、, 

せることにlr・iJXT:L ；＇ニ。

Lかしこのた止には， ＇＂T,0111グ λ－Ji,・i五引‘ （三1よ九f:/r !.iH 1111 fどと 1iなう Il!ベ
l、ナム；；f♂〉，｜

フ1)8000 ;j:: ）ご）［.•）ヅ）I＇.；；－店fを1j· なう一一一という；二，~I ：－、先－［k tr~ f'~：壬つi i，ているD

、、Jノ
r
d

・、、

!;.;,iiJnしたii11i(ti IYl f｛~につい

一C29.5）ー

カンボジアIlfii!Tl；士，

ーーリ；ミ 止一

司 U

11月 17日

v米［主｜務省スポークスマンは「米，
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てニューデリーで会談することに同意したJと発表した。

〔UP1＝共同－1;9J日 11.lS:1 

’カンボジア政府の発表によると，前ベトナムmの2グノレーフ。が午後国境から 1

キロ陥れたカンボジア領のソクタボン地区に侵入，カンボジア却の反日程をうけた。

これにたいし南ベトナム年の他の2グループeが救援にかけつけ，オンタン，ゴパン

チェンなど南ベトナム1f(J,tf也からもカンボジア領内にたいする砲黙が行なわれた

が，約 311寺間後にftf.お者 2人を出して退去11した。 〔新郁社＝共同一東京 11.20) 

11月18日

インド外務省スポークスマンが発去したところによると，イン1：政府はこのほど，

米，カンボジア何回がニューデリーで会淡を開くのに便宜を与えてほしいという両

国からの要刊を応諾した司 [UPI＝共同一朝日 11.20〕

11月 19日

Vシアヌーク元首；ま，政府指導者との会談後「南ベトナムが3 ニューデリーで1m

かれる予定の米，カンボジア会談に代表を送るならば，カンボジアとしては南ベト

ナムとの関係回復の前提条件としてカンボジアが文書で提出してし、る沿岸諸品への

要求が満たされなくてもかまわない」と諮ったD

両国関係の最も毘要な問題は内陵部の国境紛争で，沿岸諸山問題はそれほど大き

な問題ではないが，シアヌーク言明はカンボジアがわずかながら談歩したことを示

している。シアヌーク元首はさらに次のように述べた。

0南ベトナムがニューデリーに代表を送らなければ，米代表が商ベトナム，カ

ンボジア両国間の外交関係再開のためのカンボジア仰lの条件を南ベトナム政府に

伝達することができょう。南ベトナムがこのカンボジア側の条件を受入れれば，

さらに米国代表をまじえず両国会議を開くことができる。これはカンボジアが国

境・間組について，北ベトナムあるいはベトコン（民抜解放戦線〉と交渉する情利

を決して放楽することを示唆するものではない。

0カンボジアはニューデリーでの会談結果について予l析を避け，国境問題討議

のため北京に代表団を送るつもりだ。 [UPI＝共同一朝日 11.20〕

11月27日

V北ベトナムを訪問中のサンパット・カンボジアタト相は北ベトナム側lとの共同コ

ミュニケを発表し「フプン・パンドン；化ベ卜ナム首相は，シアヌーク・カンボジア

元首と10月に北京でベトナムの国境問題について話合ったさいの合意事項を繰返し
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て述べた。同首相とサンパット外相は，国境問題にかんするこれらの合意事項を協

定文にとりまとめるため，数日中に北京で両国間の大使級の予備会談を開くことに

同意した」と述べた。 〔VNA＝共同一朝日 11.28〕

v米国務省スポークスマンは「来月 7日ニューデリーで開かれる米 ・カンボジア

会談は両国間の問題だけを討議すべきで，第3国の参加なしにこれら諮問の関係し

た問題を取上げるのは適当ではないと思う」と述べ，米国がこの会談でカンボジア

とタイ，南ベトナムとの国境紛争問題を交渉する意図のないことを明らかにした。

向氏は会談の議題としてカンボジアの米新大使受入れ拒否，米援助の停止などをあ

げた。 〔UPI＝共同一朝日 11.28〕

V カンボジア政府はこのほど南ベトナム民族解放戦線とベトナム民主共和国政府

に対し，それぞれ代表を北京に派遣して，カンボジア{Rljと国境問題について会談す

るよう提案した。

北ベトナム政府はチャン・トクピン中国！駐在大使を団長とする代表団をカンボジ

アとの会談に派遣することを決定した。 〔ANW＝朝日 11.29〕

フオス日誌

11月1日

vパテト ・ラオ最高司令部のスポークスマンp シンガポ将軍はカンカイで記者会

見し，ラオス右派軍が新たな軍事攻撃をかけてきていると非難し，さらに次のよう

に諾った。

ラオス右派軍は20個大隊以上の部隊と航空機で、パテト ・ラオの拠点に対し“気

違いじみた攻撃”を加えている。右派軍は戦線の拡大をねらいラオスを新たな危

機に立たせている。バテト ・ラオはラオス危機の平和解決を望んでν、る。しかし

右派の攻撃でわれわれは一歩もあとに引けないところにきており，これ以上がま

んすることはできない。 (Reuter＝朝日 11.2〕

11月8日

V 日本政府はかねてラオス政府から申し入札のあった同国の為替安定基金への参
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加について外務，大蔵前省間で検討していたがp このほど事務当局間で同基金に50

万ドノレをきょ出することで話し合ャがまとまった。

11月12日

Vラオス王｜司軍の参謀木部は， 4・5・公路上の袈街タトムなどの陥落についてつぎ

〔東京 11.8‘ 

のようなコミュニケを発表したD

0北ベトナムlJ;l：の応援をえた強力な訟派軍は数時間にわたってシエンクアン州

タトムを攻撃，このため右派 ・中止；寧はタトムの商方約5キロの地点に再集結せ

ざるをえなかった。

0現地からの報告によると‘タトム攻撃のノξテト ・ラオ兵力は約200で，北ベ

トナム 2個大隊が援護に当たっている。

0とのため山派軍は拠点を放棄し，数キロ離れた地点に陣地を移し，これを死

守している。

0南部サノ汁ーケットの東南東約100キロのセラノンJ11北岸のタンパイにも兵力

不明の北ベトナム ・ラオスti.派連合軍が右派軍守W・H琢を攻撃， jp'j守備隊は撤退の

やむなきにいたヮたο

1 1月 18日

vマクナマラ主！〈．図防長官は記者会見で「18日汗

察機護街巾の F100型ジエツト戦悶機1機が地上砲火によ り撃墜され，目下救出中

〔UPI＝毎日 11.13: 

だ、がパイロットの消息、は不明である。この偵察は昨年ラオスの要請で，共産側の部

隊，物資の浸透に関する情報収集のため開始されたもので，共産側のラオス中立協

定違反を調査するものだが，今後もこの飛行は継続する。なお乾期にはいり，共産

ゲリラの活動が増加していることは事実である」と述べた。

11月21日

vバテト ・ラオ戦闘部隊放送が報ずるカンカイからの報道として伝えるととろに

よれば，ラオス愛国戦線党戦闘部隊の防空部隊は米 F101ジェット戦闘機l機を撃

墜， FlOlジェット戦闘機lt幾を撃破した。

11月25日

V米軍当局筋の言明によると，去る19日夕イ北部のクドン空軍基地を出発，南ベ

トナムのダナン基地に向った米T28型訓練機2機〈各機に2人の操縦士〉がダナン

に着かないので，両機が飛んだと思われるラオスを熱心に捜査中だったが，いまだ

に行方不明である。 〔AP＝朝日11.25) 

〔ANS＝朝日 11.25] 
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Vジョンソン大統領は新ラオス大使に WilliamSullivan氏を選任した。Sullivan

氏は42歳で南ベトナム問題国務省特別顧問。 CTheTimes 11. 26〕

v北京新華社電が伝えるパテト ・ラオ放送の報道によると，米軍用機は引続き中

央ラオス，カンモン升！の多くの地方に爆撃を加え，ロケット弾を打込んでいる。

10月25日， AT-6型機がナカ，サナカ ンその他に掃射を加え，多くの人を負傷さ

せた。

11月11日，同じ型の軍用機がナベ，ブングン，ホムマラトに爆撃を加え， ロケッ

ト弾を打込み，同地方住民の生命，財産に重大な損害を与えた。

A
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64年後半を通して， サイゴンに成立したいかなる政権も安定した基礎の上に，行政

機能を発揮して民心の掌握に努力することはできなかった。ベトコンが農村地域を解

放して，残るのは都市とその周辺だけという状態になるにつれて，仏教徒，カトリッ

ク，軍部，それに現地アメリカ当局はそれぞれ内部に対立をはらみながら，相互の確

執を激化させ， サイゴン政権は自壊作用の様相を深めてきたのである。 63年11月のゴ

政権崩壊後， サイゴンでは1年間に政変5回を数え，政治危機は慢性化している。

11月 4日チャン・パンフォン内閣が成立し， 国家最高評議会もやっと陣容を再建し

て，形だけであっても，とにかく民政移管が実現したかにみえたので， すぐさま仏教

徒，学生の反政府デモが起ってパンフォン内閣をおびやかし始めたにもかかわらず，

テーラ一大使は報告と指示を得るために 11月25日より12月 6日にかけてサイゴンを留

守にした。テーラー大使滞米の約2週間を通して， ジョンソン大統領をはじめ米政府

首脳は個別にあるいは国家安全保障会議でp 何回となく南ベトナム問題を検討した。

これらの会議でどのような問題が討議され， どのような政策が決定されたかが判明

するには， いま少し時間を要するが，あえて考察をするならば，そこでは単に南ベト

ナム問題に関してのみならず， アジア 3 世界に関するアメリカの今後の政策，戦略が

論議されたことは，フノレシチョフ解任，中共核爆発， ジョンソン大統領圧勝などを踏

まえて論議できる“会議の時機”からみて当然考えられるところである。

南ベトナム問題はアメリカにとってそれだけ切りはなされた問題ではなく， そのア

ジア政策，世界政策にかかわるものだからである。 これは関係国にとって南ベトナム

での戦闘にかかってし、るものがあまりにも大きいということである。

ともあれ， 12月 1日首脳会議後の米政府声明と， サイゴンへ戻ったテーラ←大使と

の会談ののち，南ベ トナム政府が行なった声明とは， 当面アメリカが『外部から支持

された反乱と侵略を打ち破るための戦いで， 南ベトナム国民と政府にできるかぎりの

有効な援助を与える』との基本政策を変えることなく，空軍を中心として南ベトナム

の軍事力強化を計ろうとしていることを明らかにしている。このため，現在年4億1500

万ドルに達する援助をさらに10%増加するとともに， これによって10万の兵力増加を

計画しているのである。せいぜい多くて 600万にみたない支配人口から，すでに徴募

した50万の兵員の上にさらに10万の兵力を徴発することは， サイゴン政権がもはや政

権の名に値せず，軍そのものでしかないことを示している。
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しかし，上記の声明で最も注意を引くとともに強調もされたことは， 「ベトコ ンへ

の北ベトナムの援助は引き続き増大され， 北ベトナム軍が1962年のジュネーブ協定を

侵犯してラオス領内に立ち入り，かつ通過している多くの証拠について検討したJ(12. 

l，米政府声明〉， 「北ベトナムからの共産主義の浸透を防ぐため両国は合同計画を作

成中であるJ(12.11南ベトナム政府声明〉のごとく南部のベトコンの活動を北ベトナ

ムの侵略によるものとしている点であろう。 これは最近の米安主主によるホー・チミン－

Jレート燥撃3 また南部におけるべトコンの攻撃に対して北ベトナムの戦略拠点、の爆撃

をもって答えるという“報復燥撃”策を正当化せんとするものである。

さらにこれはアメリカが南ベトナムにおける地上戦闘を放棄したことを意味する。

サイゴン政権にはその支配権をサイゴン，ユエ，ダナンらの都市とその周辺より外に

拡大できる見通しはなくなっーたので、ある。 アメリカはこれら少数の都市，基地を確保

することによって， サイゴン政権に南ベトナム政府という過分な名称を与えることに

したのである。 これこそ南ベトナム政府の実態であり，これら都市および基地の防衛

は例のロストク氏企画の“報復爆撃”策で保証しようというのである。

との戦術をとるならば， 防衛にも高度な破壊力を持つ少数の史軍で、事足りるととも

に，ベトコン，北ベトナム，中共，ソ連，を交渉に引き込む機会は階大し， また交渉

の場合でも現地における彼我の力関係と関係なく自己に有利に交渉を進めうる可能性

も生ずる。アメ！）カによる北進論の採用は南ベトナムの現状からみて必然的なことで

あったと言えよう。

しかし，こともあろうにこれら拠点都市において， 住民の大部分を占める仏教徒 ・

学生は反政府から次第に反米，平和の線を公然化してきてし、る。 これはユエ，ダナン

らの地方都市ほど激しヤ。 さらに12月初日の軍部による半クーデターの際にみられた

軍とアメリカの対立は， “米軍の撤退”を要求する政権が拠点の内部に成立する可能

性を示唆するものである。これこそベトコンの意図するところである。

米空軍によるホー ・チミン ・Jレート爆撃， プーマ政権の強化とパテト ・ラオ解放区

への攻撃からみて，ジョンソン政権は， 現地の状況および内外の！止論に押されて交渉

に追い込まれた場合，南ベトナムからの撤退をラオス駐留と取り引きすることを考え

ているようであるが， 62年当時通用したこのような方式はもはやインド．シナの独立 ・

革命勢力を納得させることはできないだろ う。 ソ速をしてこのような解決方式の相手

に引き込むためには，北ベトナムへの報復を強化する必要があるから，この“北進論”

は今日再び拾頭してきている“冷戦グ、／レープ”に乗ぜられて“第2の朝鮮戦争”に発

展しかねない。冷戦を前提とした米ソの支配体制にゆるみが生じている現在， 若しも

インドシナにおいて平和的解決が可能となれば， ドイツ，朝鮮の統一問題の登場は必

至であるから， アジア戦争への拡大という危険から交渉のための報復的北進を守りと

おすことはジョンソン政権にとってはきわめて困難と言わねばならないだろう。
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南ベトナム日誌

1964年 12月1日

v外務省は芦明を発表し，カンボジアのサンパット外相がハノイを訪問し，カン

ボジア政府と南ベトナム解放戦線が北京で国境交渉を行なうと発表したことに抗議

し，さらにつぎのように述べた。

南ベトナム領土について合法的な権力を持つ南ベトナム政府だけが，カンボジ

ア政府との間で阿国の国境問題を解決する権利を有する。したがって南ベトナム

政府以外との国境協定は無効である。カンボジア政府が南ベトナム民族解放戦線

とこのような協定を結ぶことは公然たる敵対行為で、ある。南ベトナム政府はその

主権と安全を守るため，対カンボジア政策を変えねばならないだろう。

V ホワイトハウス首脳会議後ホワイトハウス発表の声明は「会議はベ トコンの北

ベトナムの援助は引き続き増大され，北ベトナム軍が1962年のジュネーブ協定を侵

犯してラオス領内に立ち入P，かつ通過している多くの証拠について検討したJと

述べ，さらにつぎのように述べた。

大統領はテーラー大使に対し，あらゆる分野にわたって情勢改善のためとるべ

き措置について南ベトナム政府と緊急に協議するよう指令した。大統領はまた外

部から支持された反乱と侵略を打ち破るための戦いで，南ベトナム国民と政府に

できるかぎりの有効な援助を与える，との米国の基本政策を再確認した。この政

策は現在も完全に有効である本年8月10日の両院合同決議条項と一致するもので

ある。

同声明は，テーラー大使が報告した南ベトナム情勢についてさらにつぎのように

述べている。

0サイゴンの政治情勢はなお困難だが，チャン ・バンフォン新内閣は国家の統

一，治安の維持に努力している。過去数ヵ月間に北部地区で、の治安問題は増大し

たがp 政府軍の戦力は徴兵方法の改善，南ベトナム空軍が 100%近く増強された

ことで強化された。政府軍はベトコンに大きな損害を与えている。

。農業生産は引き続き増大しており，これには米国からの肥料，農薬の援助が

重要な役割を果たしている。物価とピアストノレ1；目場は安定している。

。しかしベトコンの交通路の破壊は国内商業を妨害している。

（注〉 首脳会議にはジョンソン大統領，ラλ ク国務，マクナマラ闘防両長官，ホ

イラー統合参謀本部議長，マツコーン中央情報局長，バンディ大統領特別補佐
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官，テーラーった｛吏らが問l.'i'tした。

12月2日

V米国務省は「米国は南ベトナム戦争で北ベトナムがベトコ ンゲリラを支援して

いる広範な証拠を検討，分析しており，適当な形に整いしだい公表する」と発表し

た。

’ファ ン・バンドン ・サイゴン軍政長官は，サイゴン市内の事態が平静に返った

ため，同夜から外出禁止時間を短縮し，禁止時間はこれまでの午後10時～午前41昨

が午前1時～午前5時となった。また4日から小学校の再・開を命じた。

' （米軍機北ベトナム爆撃〉 北ベトナム外務省スポークスマンは「米軍機12機が

1日南ベトナムから北ベトナムに侵入， 17度線北側の非武装地帯のチャリ，タン，

サ，コパイの4ヵ村を30分間にわたって爆撃した」との抗議声明を発表した。

声明全文つぎのとおり。

1日午前10時15分〈日本時間午前0時15分〉ジェット機4機を含む米軍用機12

機が南ベトナム方出から飛来，ベトナム民主共和国領内，非武装地帯北部のチャ

リ，タン，サ‘コパイの 4ヵ村を30分間にわたって爆撃，また銃撃を加えた。米

国とその南ベトナムの手先は同地区を攻撃することによって，最も危険な方法で

非武装地帯協定を再び侵犯した。この非武装地帯協定によって，戦闘再開の原因

となる紛争を回避する緩衝地帯として非武装地帯が設置された。このように10月

半ば以来，米国およびその手先は飛行機や舵船を送り，非武装地帯の北部の多数

地点に対し爆撃や機銃掃射および砲撃を加え，同地域にきわめて危険な情勢をか

もし出してきた。

第1回の10月16日，第2凶の同17日には彼らはタノレア，ラマイサリア，タタン

およびタトイの各村落に対し航空機を派遣して爆撃と銃撃を加えさせた。また3

回目の11月25日夜には米軍とそのかいらいの軍艦船は17度を越え，非武装地帯北

側の公海上にあるコ ン・コ島に砲撃を加えた。これは米国および南ベトナムにお

ける手先がベトナム民主共和国に対して仕かけた新たな戦争行為であり，北ベト

ナムに対する挑発やサボ行為を増加させ，南ベトナムにおける後退や失敗を取り

返そうとねらうものである。

この戦争行為は， ベトナム民主共和国を侵害し， 1954年のベトナムに関するジ

ュネーブ協定を乱暴にも侵犯したものである。

この侵略戦争は南ベトナムの米帝国主義者によって行なわれたもので，ベトナ

ム人民によって断固として反対されつつあり，また進歩的世界世論の非難を受け
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てν、る。

この侵略戦争は不名誉な失敗を絶対にのがれることはできなし、。ベトナム人民

共和国への戦争行為は絶対に失敗をまぬがれえないだけでなく，ベトナム人民の

高まる憤りと世界世論の憤りをし、よし、よ買し＼また米帝国主義者の失敗をますま

す決定的にするものである。

ベトナム人民共和国外務省は米国および南ベトナム政府のと ったこれらの戦争

行為を国際世論に訴えて激しく非難すると同時に非武装地帯（17度線〉を守るよ

う強く要求し，また北ベトナムに対する挑発，妨害政策および行動を断念し，南

ベトナムでの侵略戦争を終結させ，1954年のジュネーブ協定遵守を強く要求する。

Vシノレベスター米国防次官補は北ベトナムが 1日非難した米機によるベトナム北

部非武装地帯攻撃に関してはなにも知らない，と語った。

12月3日

vグエン ・カオキ空軍司令官は「北ベトナムが抗議している米軍機の北ベ トナム

領非武装地への銃爆撃事件には，南ベトナム空軍機は 1機も参加していない。それ

らが南ベトナムのものでないことは間違いない」と答えた。

V ブ、レジネフ ・ソ連共産党第1書記は，クレムリンで、開かれたノボトニー ・チェ

コ大統領歓迎の会合で演説し，北ベトナムにたいする米軍機の銃爆撃を非難し「ソ

連は北ベトナムにたいし援助を与える用意があるjと次のように述・ベた。

米軍機，軍服は北ベトナム銃爆撃を加えたが，ソ連は兄弟国に無関心ではあり

得ず，同国にたいし援助を与える用意がある。火をもて遊ぶことは危険であり，

帝国主義者がもっと慎重になるようにさせねばならない。

V南ベトナムの仏教徒連盟はファン ・カクスー南ベトナム元首，南ベトナム軍，

米政府にあてた声明を発表，米軍がチャン ・パンフォン政府に対する支持を撤回す

るよう要求した。同声明は「チャン政権はかつてのゴ ・ジンジェム政権と同じ方法

で学生，仏教徒を弾圧している。米国がこの流血を求めるチャン政権に対する支持

を直ちにやめなければ，南ベトナムや全世界からの信頼を失うだろう」と述べてい

る。

v南ベトナム向け援助として日本の医療設備を引き渡す式がサイゴンで行なわれ

Tこ。

との設備は 1億7617万円相当でp 早産児の保育器から救急車まで。高橋駐ベトナ

ム大使から引き渡しを受けたチャン ・クアンジュウ保健相は 「史上最悪の洪水の直

後であり感謝にたえないJとあいさつした。
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12月4日

’南ベトナム軍最高司令部は声明を発表，現夜南ベトナムが置かれているきわめ

て重大な情勢にかんがみ，南ベトナムの全将官および上級将校はつぎの決議を採択

したと発表した。

。さる 8月27日軍事革命委が明らかにした軍の地位を維持する。

O内外の圧力から独立した民間政府に完全な支持を与える。

0現政権は，国内の秩序を回復し，前線の軍人が共産主義に対し効果的に戦え

るようにすべきである。

0政権，宗教界の全指導者は争いをやめ，共産主義の侵略や雨ベトナム中立化

の企てに効果的に対抗できるような単一の大国民統一ブロックをつくるべきであ

る。

12月5日

V対外貿易局は10月の貿易事情を次のとおり発表した。

輸出許可制：l億7800万ピアストノレ（9月， 1億3200万ピアストノレ〉

輸入許可傾： 4億4300万ピアストノレ（9月p 6億10007Jピアストノレ〉

商品輸入援助百十両の枠内で、許可ーされた輸入額： 851万5557米ドノレ（9月，1534万

2610米ドノレ〉，米国の援助を除外すれば南ベトナム10月の貿易収支は約1億 8700

万ピアストノレの赤字であった。

’対外貿易応はゴムの95万4251キロ（156万フラ ン十4方3070ポンド＋ 3万1642米

．ドル〉の輸出許可証を発行した。

輸出先：フラ ンス，イタリア，西独，米国， 日本，シンガポーノレ，オランダ，

ベルギー，英国。

輸出会社： S.I. P.H., Terres-Rouges, Michelin, Ce.xo, Covcca, Van Y, Ste 

Anlac, Biederman Cie. 〔D’extremeOrient 12. 5J 

V南ベトナム駐在米援助使節団副団長ジ ョージ・タナム博士は対南ベトナム米援

助のやり方をめぐる見解の相違からこのほど辞表を提出し，7日ワシントンに向け

帰国する。

辞任のきっかけとなったのは，米援助の分配を米側が握り，南ベトナム国民の下

部にまで行き渡るようにすべきだとする同博士の見解にたいし，キレン援助使節団

長は直接政府に供与する方法をとるべきだとして，最近タナム博士が担当する農村

対策事務所を格下げしようとしたことにある。

一（306）ー - 28 -



南ベトナム

Vサイゴンの米軍スポークスマンが語ったところによると，南ベトナム駐留の米

軍将兵は 12月1日現在2万3000人にのぼり，その数は5日現在なお増加しつつあ

る。これは南ベトナムの正規兵，海軍，空軍，海兵隊11人について米兵1人以上の

割り合いになることになる。

また11月のベトコンによる米空軍基地攻撃に対処するため，おくればせながら米

陸，空軍，海兵隊の警備兵も相次いで南ベトナムに到着している。米軍事スポーク

スマンによると， 150人の米海兵隊員が4日到着，中部ベトナムのダナン基地警備

強化にあたることになった。このほか米憲兵隊の一団も米空軍基地防衛のためベト

ナム入りしている。

12月6日

vジョンソン大統領はじめ米政府首脳と 2週間にわたるワシントンで協議を終え

たテーラー駐南ベトナム大使は，サイゴンに帰任した。同大使は「対ベトコン戦を

促進する手段について 7日，南ベトナム政府と緊急協議する」と次のように述べた。

ジョンソン大統領は私と会談した結果，南ベトナム情勢をあらゆる面で改善す

る措置について南ベトナム政府と緊急、に協議するよう指示し，また南ベトナム国

民と政府に，できる限り効果的援助を行なうという米国の基本政策に変りないこ

とを再確認した。

私はできるだけ早い機会に，ワシントンでの討議の内容をチャン・パンフォン

首相以下に伝えるつもりだ，米政府は南ベトナムへの援助強化のため，いくつか

の措置をとることができるし，南ベトナム政府の方でも，米側の協力をもっと効

果的にするため，とることのできる措置があるのだ。

12月7日

V消息筋によると，南ベトナムの若手将官団はグエン ・カーン南ベトナム 3軍総

司令官にたいし，チャン ・パンフォン政権支持を明確lこするか，それとも辞任する

かーーとの最後通告を突き付けた。 〔ロイター＝共同一東京 12.7〕

12月8日

V約50人のベトコン ・ゲリラがサイゴン南西200キロの地点にある南ベトナム軍

前線司令部を襲撃，米軍将校2人，下士官1人，南ベトナム軍兵士9人が殺された。

南ベトナムで戦死した米軍人はこれで合計228人になったと米軍スポ」クスマンは
~－，円、札

高官つ7こ。

Vノ、ロノレド ・ジョンソン米陸軍参謀長はじめ 5人の米陸軍参謀将校がサイゴンに
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到着した。彼等は4日間にわたり南ベトナム各地を訪問する予定である。

〈注〉 消息筋によれば米軍筋は南ベトナムの現有兵力を10方だけ増強する必要が

あると考えているので，今回のジ ョンソン将軍の訪・11司はこのことに関係してい

ると考えられる。

，ラーラ一大使は7日チャ ン・ノミンフォン首相と‘ 8日にはファン ・カクス一国

家主席と会談した。

12月9日

，（米艦が北ベトナム沿岸砲撃〉 北ベトナム人民軍総司令部連絡代表団長ノ、 ．パ

ンロウ大佐はベトナム国際監視委員会のラーマン議長に緊急電報を送り「米艦3隻

が8日夜，ベトナム民主共和国〈北ベトナム〉領海に侵入しp 村落を砲撃したとつ

ぎのように述べた。

ベトナム民主共和国領海に侵入したこれら米国軍艦は20ミリ， 40ミリ， 57ミリ

砲弾でピンリン地区のリ ンタイ村を15分間砲撃した。この10日間に米国と南ベト

ナム当局は4巨iにわたり，北ベトナムの領海を侵犯した。これらは1954年のジュ

ネーブ協定を乱暴にふみにじるものである。

12月 10日

vサイゴンの夜間外出禁止令は， 15日間にわたる｜両市の緊張状態が去ったため解

除された。また戒厳令実施ヤらい閉鎖されていた市内の高等学校も14日には授業を

再開する。

vグエン ・カーン南ベトナム 3軍総司令官は，グエン ・ノレーピエン副首相ととも

にシャム湾のフーコック島を訪問，その帰途，乗用機が出発の直前ベ トコ ンに襲わ

れ，危うく命拾いした。

12月11日

v夜サイゴン北東610キロのダナン空港でむ123輸送機が離陸直後に近くの山に

衝突，乗っていたベトナム人兵士36人と米軍特殊部隊員2人が死亡した。これは

1960年に対ベトコン戦争が始まっていらい南ベトナムにおける最大の飛行機事故と

見られている。

（注〉 この灰色の幽盛飛行機といわれる Cl23輸送機は南ベトナム空軍のマーク

をつけ，米人パイロットによって操縦されているが，これらの飛行機は南ベト

ナムの窓寧基地から飛び立ってラオスで CIAのために秘密任務に従事してい

ると言われている。 〔UPI=Le monde 12. 15〕

’（軍事体制強化の政府声明〉 南ベトナム政府は声明を発表し，南ベトナムに対
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する米国の軍事，経済援助が増額されること，また北ベ トナムからの共産主義の浸

透を防ぐため両国は合同計画を作成中であることを明らかにしたo この声明はテー

ラ←駐南ベトナム米大使とチャン・パンフォ ン南ベ トナム首相との会談のあと発表

されたものである。

同声明によると，南ベトナムの軍事力はさらに強化され，防空体制も改善される

予定である。

なお．同声明はテーラ一大使の承認を得て発表されたものだが，その中で，チャ

ン首相との会談に際しテーラ一大使は 「正当に組織されたチャ ン首相の政府を全面

的に支持する旨を表明した」と述べている。

，米権威筋が諾ったととろによると，米政府は南ベ トナム政府が軍隊および警察

を増強するとの条件っきで， 南ベ トナムへの経済，箪事援助を10ないし15%ふやす

ことに同意した。

米ベトナムに対する米国の援助は現在年間4億1500万ドル（1494｛意円〉だが， こ

れによって4億5500万ド〉レないし， 4億7500万ドノレていどになる見込み。

’モスクワ放送は，さる 8日米艦3隻が北ベトナムの部落を砲撃したととに関連

して北ベトナムにたいする援助の用意があるというソ連の立ち場を重ねて表明し，

米国の挑発に警告し次のように述べた。

。米国の3隻の軍艦がまたベトナム民主共和国〈北ベトナム）の領海に侵入し，

ピンリン地区のリ ンタイ村を砲撃した。この挑発は米国の軍首脳部がインドシナ

半島で武力干渉を拡大する方針をと っていることを示している。

0ワシントンで米国の高官たちが東南アジアにたいする米国の政策を討議した

あとで，北ベ トナムにたいするとんどの挑発が行なわれたというととは注目すべ

きことである。ニューヨーク ・タイムズ紙は 「この会議で広い軍事計画が立てら

れたJと伝えているが，米国の軍首脳部はこの侵略計画の実行にとりかかったよ

うである。

。すべてはっきりしていると思うが，米軍は現実を考慮しようとはしない。彼

らは南ベトナムにたいする武力干渉を強化し，戦火をインドシナ半島全体に広げ

ようとしている。米国のこうした侵略政策は東南アジアと全世界の平和をますま

す脅かしている。ソ連は民族解放のため戦う北ベトナムの人民をいつまでも支持

しており，ソ連のこの態度は強国であり，少しも変わらない。北ベトナムにたい

して軍事挑発を行なうものは，兄弟の社会主義国の運命にたいしてソ連が無関心

ではいられないし，との国に必要な援助を与える用意があるということ を理解し

なければならない。
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’南ベトナム民族解放戦線くべトコン〉代表団はモスクワで関かれる同戦線結成

4周年祝賀式典に参加のため空路モスクワにiムjかった。 〔RP〕

v仏教徒指導者ティク ・タムチャウ師はテーラー駐南ベトナム米大使に公開状を

送り，チャン ・パンフォン現内閣の存続は米，南ベトナム両国民の流血を増すだけ

であると警告して次のように述べた。

われわれは貴下が南ベトナム，米両国民にたいし，チャン ・バンフォン政府の

存続についての責任を負っていると考える。われわれは南ベトナムにおける共産

主義者との戦いにたいする米国民の援助に感謝したし、と思う。しかしチャン・パ

ンフォン政府のように反革命的で，旧政権と問様の態度をとる政府は，共産主義

者にたいする現在の戦いにとって好ましい空気を生み出すことはできない。

V南ベトナム経済省は新しい命令があるまで次のような農産物の輸出を禁止し

fこ。

モチ米の粉，米粉，鴨mす， Caloc, Catreの魚類，中華ソース，胡麻，乾燥小え

び， 8歳以下の水牛。

なお南ベトナム中部の洪水による災害のため，米および米製品輸出は一時的に

停止されている。 〔D’extreme-Orient12. 11〕

12月12日

v政府は法令を発し L’Associationgenerale du bouddhismc victnamicnの設立

を公認するとともに全国組織として活動するための合法的権利を与えた。

この組織は統一仏教会 L’Associationdu bouddhisme uni“に対抗するものと

して設立を許可された。指導者は ThiehMinh True, Tu-Quangらである。

12月14日

’トズテトの第5軍区制令部にある米軍兵舎に，ベトコンが侵入しp 米兵13人が

負傷した。

v南ベトナム民族解放戦線（ベトコン〉中央委幹部会は解放放送を通じ，同戦線

結成4周年記念日（20日〉にあたり，最後の勝利へと前進するよう呼びかけ，つぎ

のようなアピールを発表した。

0米帝国主義者があえて侵略戦争を北ベトナムヘ拡大するならば，わが軍隊，

人民はベトナム全土の人民と一体となって，南北ベトナムにおいて侵略者を断悶

絶滅し，徹底的に打ち破るであろう。

0南ベトナム全人民の目標は独立，民主，平和，中立，祖国の早期再統一およ
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び米国に侵略戦争をやめさせ，南ベトナムから撤退させること，南ベトナム人民

の神聖な権利を尊重させ，南ベトナム問題はベトナム人自身に解決させることで

ある。

12月 15日

vウィノレソン英首相は下院で，英国は南ベトナム政府に対して軍事的に支援する

約束をしていなν、と言明した。

’サイゴンの仏教徒協会本部スポークスマンは，南ベトナム仏教徒の指導者であ

るティッチ ・タムチャウ師とティッチ ・チクアン師とが，チャン ・パンフォン現政

府に対する仏教徒の抗議を表明するため， 500人の僧，尼とともに16日午前8時か

ら24時間のハンストを行なうと発表した。

12月 16日

v北京で開かれた fベトナム南部民族解放戦線結成4周年jを記念する大集会で

北ベトナム大使は「米国は北ベトナム攻撃を考えているが，このきびしい情勢のな

かでp 米国との“友好合作”や“平和共存η を求めることは誤りだ」と述べた。

, (An Laoの戦闘〉南ベトナム国防省は先週南ベトナム中部のアンラオで行なわ

れた戦闘の結果，政府側は死傷，行方不明計121人を出し， 25万ドノレ分の装備が失

われたと発表した。

アンラオでの戦闘は7日から始まったもので，同発表によると，政府軍側の死者

は36人，負傷62人で，このほかM113装甲車五台，きゅう砲2基，自動ライフノレ7

丁などの損害を受けた。しかし別の筋では負傷者数は “3ケタの数字”であるとい

ってし、る。

V ファン ・カクス一国家主席は私立小学校の再開問題をめぐってチャン・パンフ

ォン首相と意見が衝突して辞任したファン ・タンチュク教育相の後任にグヱン ・パ

ンチョン（Nguyenvan Truong）氏を任命した。

（注〉 Le Monde (12. 17）はファン ・タソチュク民の辞任が仏教徒の圧力による

ものであると報道している。

12月17日

V トラン ・パン ・フー（Tranvan Huu）元ベトナム首相（パオダイ政権〉はイン

ドシナ人民大会につν、てシアヌーク ・カンボジア元首に手紙を送ったがその内容は

次の通り。

私は南ベトナムの平和と革新のため大会開催を支持する。 1月末に貧国で関か
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インドシナ

れるインドシナ人民大会に個人的に参加したし、と考えるc

（注〉 Huu元首相は親仏的南ベト ナム中立派。 〔LeMonde 12. 18] 

v仏教指導者はサイゴンの仏教徒に対し，チャ ン・バンフ方ン政府打倒のため19

日仏教徒本部の寺院で行なわれる抗議集会に参加するよう呼びかけた。抗議集会は

徹夜で行なわれる予定である。

12月 18日

' （軍評議会設置〉 グヱン・カーシ南ベトナム 3軍総司令官（土南ベトナム軍の

軍律および昇進など重要決定に関して 3iZ総司令官に助言する “軍評議会”を設置

する旨布告した。

軍評議会はグヱン・カーン3軍総司令官を議長とし，軍管区司令官＼ 主要部隊司

令官ら30人余りで構成される。

vファン・カクスー南ベトナム元首は，南ベトナム国家評議会に書簡を送り，政

治危機解消のため問評議会のメンバーを 7人ふやすよ う提案した。同元首は出身地

派閥の抗争をやめさせるため，北部．中部，南部を代表する顔ぶれを選ぶよう提案

している。

12月 19日

，仏教徒の中心地ユエ市にある13の全高校の学生たちはJヰャン・バンフォン政

府への抗議として，ストをおこなった。

数千人の学生たちは，朝いったんはそれぞれの教室に出席したが，政府退陣まで

教室には帰らないと先生たちに通告してストにはいった。ス トは無期限につづけら

れる予定である。

V南ベトナム解放戦線は向戦線が結成されてから 4年間の戦果を次のように公表

した。

米帝国主義者とその手先が設置した約8000の戦略村のっち， 6400以上を撃滅し

た。その結果，全土の4分の3以上，国民800万以上を；解放した。ことしにはい

ってからの10ヵ月間だけでも約3270の戦略村を撃滅，そのうち多数を抵抗基地に

かえた。

0解放戦線による攻撃は延べ8万回以上で，米兵3000人を含む敵軍40万人に打

撃を与えた。また敵機約2000を撃墜破，各種軍用車両2000以上に損害を与えた。

12月20日
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〈軍部クーデター〉 南ベトナム軍評議会は20日早朝，国家最高評議会を解散し，

同評議会のメ ンパー7人を逮捕， 1人を捜索するとともに学生，僧職を除く仏教徒

指導者を逮捕した3 草評議会がサイゴン放送を通じて発表した宣言の全文つぎのと

おり。

0国家統一の精神に反して行動し，暫定憲法を侵犯して国家の最高利益を傷つ

け，これによって事の再編を妨げ，反共のカを弱めている反革命分子によって国

家評議会が悪用されている事実にかんがみ，ベトナム共和国軍評議会は国家評議

会にたいする信任を撤回し， 12月20日付で国家評議会の解散を宣言する。

。ベトナム軍はファン ・カクスー氏を元首として引き続き信任する。軍は国民

議会が招集されるまでの過渡期間はチャン ・パン7;;tン氏〈首相〉の文官政府を

信任し，支持する。

Oベトナム軍は，あらゆる宗教的，政治的対立について公平を守ること， 8月

27日の決定をつねに尊重することを再確認する。軍は国家統一を達成し，共産主

義者を絶滅して国を守るため，すべての対立勢力関の調停者として行動する用意

がある。祖国と人民のために，軍はいかなる個人または集団にたいしても個人的

な野心のために兵士たちの犠牲を利用することを許さないであろう。

（注〉 なおこの際22人の将軍，高級将校が逮捕され，中部のプレイクへ送られた。

この中には Tranvan Don 〈訓練関係の副司令官）， Le van Kim （陸軍土官

学校の校長）， Mai huu Xuan （政治局長〉 らのダラト・グループの将校が含

まれている。Tonthat Dinh将軍は行動の自由を持っているように思われる。

v南ベトナム政変の推進役となった若手将校団9人は記者会見して「われわれは

チャン ・バンフォン首相にたいし90日以内に真の国民議会を開くよう要請した。ま

た，われわれは国家評議会の解散についてファン ・カクス一元首とチャン ・パンフ

ォン首相は反対しなかったjと諮った。 〔UPI－東京 12.21〕

, 20日予定していた大規模な反政府デモとハンストを中止した。ティク ・ホジャ

ク仏教徒連盟スポークスマンは仏教徒本部に集まった大群集を前に「国家評議会が

解散させられたことによって南ベトナムは土台のない家のようになってしまった。

また4人の仏教徒指導者が逮捕されたJと語った。

' （軍と米と対立〉 消息筋が語ったところによると，テーラー駐南ベトナム米大

使は，国家最高評議会を解散させた若手将校グループと会見したさい「もし逮捕し

た国家評議会員を釈放しなければ，米国は援助計画を再検討することになるかもし

れない」と警告した。

これに対し，テーラ一大使との会見後若手将校グループは，米国の警告にもかか
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わらず追放を閉守するだろうと，記者団に語った。

12月21日

v南ベトナム教育省は，学校における政治活動を禁止しまたあらゆる宗教を噂

重せねばならないとの声明を発表した。これによると政治官伝をしたり，学生を扇

動した教師はきびしく処罰される。1-jl＇.学生はし、かなる政治活動をすることも禁止さ

れ，教師と大学生は学校や団体を政治目的に聞いぬよう聖子特されている。

’中国語l］首相兼国防相林彪元店111は，北ベトナム副首相兼間防相ボー ・グエンザッ

ブc大将にあてて北ベトナム人民軍建軍20同年を祝う定報を送り，そのなかで次のよ

うに述べた。

米ij'j干国主義は南ベトナムで，北ベトナムに対し絶えず戦争の常威と挑発を加え，

インドシナにおける侵略戦争の拡大を積極的に画策してヤる。中国人民解放軍は

いまインドシナにおける米帝国主義の一挙一動に深い注目をはらうとともに，中

国政府が一度ならず宣言した「米国の北ベトナムに対する侵略は中国に対する侵

犯であり，中国人民は絶対にこれを座視しないjとν、う厳粛な声明を完全に擁護

するものである。

米帝国主義が戦争拡大の冒険をさらに進めるならば，必ずやもっとも断固たる

反撃を受け徹底的な失敗をなめるであろう。

12月22日

Vグエン ・カーン3輩総司令’白’は；声明を発表，軍評議会の行動を支持して次のよ

うに述べた。

0国家評議会が解散させられたわけは，反革命分子によって利用されたからで

ある。かれらは国家の神聖な利益を忘れ，自己の党派的配慮を重視していた。

0軍はつねに“汚れのない文官政府”を支持する。とはいえ共通の敵，すなわ

ち共産主義と植民地主義を有利にするすべての紛争，対立を解決するためなら，

軍は必要のさい仲介役を果たす任務を持っている。寧評議会による今回の行動

は，軍がりっぱな信念をいだいてν、る証拠である。

0我々は今後も数多くの困難に遭遇するだろう。各人は無数の犠牲と試練に耐

えねばならなし、。しかし我々の犠牲は，国の独立とベトナム国民の自由のためで、

あって，いずれかの外国の政策に奉仕するためのものでは決してない。

。いずれかの外国または共産主義の奴隷として，恥ずべき豊富の中に生きるよ

りは，独立した主権ある国家の自由な市民としての誇りを持つことができるなら，
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むしろ貧困と清潔の中に生きたほうがよい。

〈注〉 New York Hera1d Tribuneとのインターピューではグエン ・カーン将軍

はもっとはっきりと具体的に，反テーラー的表現をしている。

Vジョンソン大統領承認のもとに発表された米国務省スポークスマンP マクロフ

スキー氏の声明つぎのとおり。

私を含む国務省当局者は，米政府およびテーラ一大使に対する批判的意見から

生じた問い合わせに接している。テーラ一大使は終始，米政府の全面的な支持の

もとに行動している。われわれがすでに繰り返し明らかにしてν、るように国家的

統一の基礎に立ち，いかなるグノレープからの不当な干渉も受けずに，全面的な権

力行使権を持ち正当な手続で構成された政府というものは，ベトコンを打ち破る

努力を成功裏に遂行するため重要な条件であり，またこの努力に対する米国の支

持の基盤となるものである。これこそテーラ一大使が南ベトナム指導者にたいし

表明している立場である。

（注〉 米政府当局者は上の声明は南ベトナムのグェ γ ・カーン 3軍司令官が21日

夜行なったラジオ放送に答えたものであると述べた。

またマクロフスキー氏はこの戸明について， 「この声明の意義はこの内容通

りのもので，つけ加えることはない。私はこれを最後通告とは呼びたく ない」

と述べている。 〔AP一朝日 12.23〕

V ラオス右派の指導者ノサパン将軍はサイゴンを訪問し，チャン ・パンフォン首

相と会談した。

〈注〉 将軍の南ベトナム訪問は，ラオス経由で南ベトナムに侵入するベトコン ・

ゲリラを阻止するための手段を討議したワシソトンおよびサイゴγでの米首脳

や南ベ トナム首脳による一連の協議と関連 して，きわめて重要性を帯びたもの

とみられている。この訪問での重要議題の一つは，ラオス領内での作戦に南ベ

トナム軍を使うかどうかという問題だといわれている。

12月23日

’ラスク米国務長官は記者会見を行ない，その中でとくに南ベトナム政府，軍指

導者に対し，個人的な権力争いを中止し，ベトコンに対する戦いの遂行のために団

結するよう呼びかけつぎのように語った。

0南ベ トナム政府部内での団結は共産ゲリラとの戦闘において何個大隊もの戦

力に相当するものである。

0もし南ベトナム政府部内に団結がなければある種の米国援助は実行不可能と

なるであろう。
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。しかし米国は南ベトナムから手を引く意図はまったくない。過去20年の世界

歴史の経験はもしもあくなき侵略が阻止されずに放置されれば全面戦争へ導くだ

けであることを教えている。

0テーラ、ー米大使はサイゴンでジョンソン米大統領のスポークスマンとして行

動しているのであり，考えうるあらゆる意味で米国政府の支持を受けているもの

である。

vサイゴンの米大使館の米軍人たちは，南ベトナム仏教界の最高指導者ティク ・

タムチャウ，ティク・チクアンの両氏と会見し， 20日のクーデターにどのような立

場をとる意向かを打診した。

12月 24日

v米国務省スポークスマンのマクロスキー氏は「南ベトナム駐在のテーラー米大

使と南ベトナム指導者たちとの政情安定化をめぐる話し合ヤは進展していない。情

勢はきわめて複雑かっ重大である」と述べた。

’米民主党上院院内総務マンスフィーノレド議員はワシントンでラジオ・インタビ

ューを行ない，米国は東南アジア中立化の可能性を検討すべきだと示唆して次のよ

うに述べた。

0米国は東南アジア中立化を含むドゴール仏大統領の提案を考慮、すべきであっ

た。私は中立とし、うのは悪、いことばではないと思う。

0 C東南アジア中立化は可能かとの問いに）チャンスをとらえる べきだと思

う。これらの国の大部分は若く，援助と国際的保障を必要としている。

。しかし米軍は現在南ベトナムから撤退すべきで、はない。もし撤退すればラオ

ス，カンボジアおよびタイに重大な影響を与え，収拾のつかない混乱を引き起こ

すだろう。米国の目的は南ベトナム政府の安定と独立である。

v南ベトナム警察当局はサイゴン中央市場の屋根の上に掲揚された大きなベト コ

ン〈ベトナム南方民族解放戦線〉の旗を押収した。

Vサイゴンの中心部にある同市最大の米軍将校宿舎で，強力なプラスチック爆弾

が爆発，死者2人（米人〉と米人63人，オーストラリア人1人，ベトナム人43人の

負傷者を出した3 このビソレの窓とレンガの躍は吹き飛ばされ，通りにあった自動車

約20台も爆発，炎上した 〔ロイタ一一東京 12.25〕〔UPI－東京 12.26〕

V南ベトナム軍評議会はラジオを通じてコミュニケを発表「軍評議会は20日“緊

急措置”をとったが，いまでは平常の機能に戻り，すでに文民政府に実権を返還し

たJとつぎのように述べた。

一（316）一 デ 38-



南ベトナム

020日の行動は，軍評議会が8月25日に解散した軍事革命評議会にと ってかわ

ろうとして起こしたものではない。

0軍評議会は明確に規定された権限に基づく 3軍司令官（グエン ・カーン将軍〉

のための諮問機関であることを確認する。

12月25日

v政府当局は，サイゴンにしかれている戒厳令を 1ヵ月間延長すると発表した。

（注〉 サイゴンの戒厳令は反政府デそが激化した先月27日に発せられ， この27日

で期限が切れることになっていた。

12月26日

V仏教徒連盟のスポークスマンの記者会見での言明は要旨次のようなも のであ

る。

0政府はわれわれを圧迫しつづけている。われわれには武器はただひとつしか

ない。それは自己犠牲である。

。われわれにはまだ寧評議会の意図がはっきりとはわからない。もし意図がよ

いものなら，国民はそれを歓迎するだろう。しかし悪い意図であれば，何らかの

措置をとらねばならない。

0チャン ・パンフォン政府は新聞にわれわれを攻撃させているし，仏教徒の学

生や支持者たちを逮捕しつづけている。昨夜も愚連隊を組織して仏教センターに

火をつけさせようとした。っかまった連中はみな4000ピアストノレ〈約2万2000円）

ずっすムってもらったといっている。

0政府は全く国を混乱におとしいれている。なぜ責任あるベトナム人が立って

ひとつの集りを組織し，そとで物事がはっきりと正直に説明され，現在のさまざ

まな意見のくい違いを調整する実際的な解決がはかられるようにしないのだろう

か。

。（またハンストやデモなどを行なうか，との聞いに〉必要なら，目的達成の

ため，いかなる手段でもとるつもりだ。

12月28日

vファン・カクス一国家元首とチャン ・パンフォン首相は，サイゴン放送を通じ

て共同声明を発表，現在の危機を解決するには，軍評議会委員を含むすべての人の

善意が役立つだろう。ただしこれは南ベトナムに合法政権を確立するという μ文官

による解決円でなければならない。
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インドシナ

0南ベトナムには共産主義と戦い，現在の困難を克服することが可能な安定し

た確固とした政権が必要である。

。われわれはすべての見解を和解させ，政府， E草および国民の問の結束と団結

を回復し，同時に国民；を失望させぬような文官優位を保証する解決策を見いだす

ため全力をつくしている。

12月29日

，綜国政府は南ベトナム政府援助のため海兵隊を含む戦闘部隊1500人の南ベトナ

ム派兵を決定したとν、われる。消息筋によると，派兵の規模は1500人，うち海兵隊

1300人，ほか輸送部隊，工兵部隊からなっており，純国出発は l月5日といわれる。

〔共同一朝日 12.30〕

12月30日

l (Binh-Gioの戦闘〉 サイゴン南方65キロ， Phuoc-Le(ex-Baria）地方のピン ・

ヂア（Binh-Gia）をめぐって28日より政府軍とベトコンの問に激戦が展開されてい

る。

政府軍は 3佃大隊を投じて 3日目にやっと Binh-Giaを奪l剥したが，現在までに

判明したととろでは死者8，負傷者57，行方不明多数の損害を出した。なおこの中

には負傷者6，行方不明2のアメリカ人が含まれている。

12月31日

Vノ、クズ韓国駐在国連軍司令官兼米第8軍司令官は記者会見で，韓国軍隊の南ベ

トナム派遣につヤて， 「万一，韓国軍が南ベトナムに派遣されれば，その成果は大

きなものがあると確信する。しかし，この派兵問題は韓国政府と南ベトナム政府が

決定する問題である」と述べた。

（注〉 消息筋の問では雨ベトナムへの戦闘部隊派遣は米側のl長誌をによるものだと

の見方が支配llりになっている。

カンボジア日誌

1964年 l2月2日
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：むベトナム

v米・カンボジア会談で，カンボジア側首席代表をつとめるシアヌーク元首の最

高顧問，ソン・サン国立銀行総裁は，シアヌーク元首の名代として記者との特・J}lj会

見に応じ「今後市ベトナム恨1］からの領土侵犯や攻般により，さらに1人でもカンボ

ジア人が殺されることがあれば3 カンボジアは米国および市ベトナムとの関係を｜折

ち，北ベトナムおよび南ベトナムの民族解放戦線を承認することになろう」と述べ

た。また同風間は「カンボジアが平和な生活をしておれるのはシアヌーク殿下とい

うよい指導者をもっているためだ」と語った。 〔芦田特派員＝係日 12.4〕

12月6日

V ニューデリーの米大使館は米，カンボジア関係調整のための何回会談は，ポン

サJレ米代表の到着が思天候で遅れたため，予定より 1Flずらして8日から開始され

ると発表した。 〔UPI－東京 1.7〕

12月8日

v米国・カンボジアのニューデリー会淡はインド外務省のハイデラパ｜ご．ハウス

で聞かれた。カンボジア代表はシアヌーク元首の首席服問ソン・サン国立銀行総

裁，米代表はジョンソン大統領特伎の国務（itJ＇政策企廊会議顧問フィリップ・ボンサ

／レ氏で’ある。 〔池上特派員一毎日 12.9〕

V第 l回米・カンボジア会談終了後，つぎの声明が発表された。

米・カンボジア両国代表団は8日第 1巨l会淡を開き，両国聞のそれぞれの意見

の相迩について話し合七た。またjifij代表団lま手続上の｜昔j凶およびこれらの問題を

提出する方法について立－見の一致をみた。次回の会談は9白午後31!寺（日本時間

午後Gn寺半〉に日Bかれる。

なお，米代表団の一員であるコーレン駐コンゴ（プラザヒcル〉米大使は会談後，

記者団に「会談の見通しは有望であるjと答えた。 〔UPI＝毎日 12.9〕

12月 11日

vサンパト・カンボジア外相は隠述総会でインドシナ問題に悶し，①情勢を悪化

させるおそれのあるいっさいの行為の停止，②外国による内政干渉の停止，③イン

ドシナに関する国際会議の早急開俄の 3点を1954年のインドシナに関するジュネー

ブ協定と1962年のラオスに関するジュネーブ協定の当事国によびかけた。

〔UPIニ毎日 12.12〕

12月12日

- 41ー 一（319）ー



インドシナ

T カンボジアの官釘クプール通信によると， カンボジア！士来JF1 月 25 日から：~o 日

までインド‘ン十人民会議をとUtt：ずるつ｜司会議は11月9日シアヌーク・カンボジア元

首によってfl?:ヨさされたものでー カンボジア， ラオス， ベトナムの代表が出席する。

シアヌーク元首－；ま｜礼会誌を提案するにあたって， ラオス左派（バテトラオ）市ベ

トナム民族解放戦線 Cベトコン）および北ベトナムの代去を招くと話ったが‘ 121] 

のクメールi邑｛誌の招待をJ支ける｛に六回には削！れていなし、。 [.UPI＝＝毎日 12.13: 

Ct) IYiベトナムji白J(,fIJ.＇ベトコンが ft:：：＆のn:i1)を＇i・えられるL、かなるム；；iにfI 

lえ．刈・すると ））:,'/Jl,,JをすでにtlJj らかにしている。

12月 13日

カンボジア国営ノクメ -）レJillti"が；－＇H也で公すとしたところによると， カン；－i：ジア

政府はニューヂ I）ーで1mmri.iユの米・カンボジア会i淡で，

して次の5lJJ日吉提案した。

i首脳！こ合まれるべき／/1Jlhlと

1. アメリカおよび南ベトナムがカンボジア領内にたいする侵略を停止する。

'} 
M ・ アメリカおよびそのliiJ.l，＼~l諸国， とくにタイおよび前ベトナムがベトコンll¥J

j越をめぐり， カンボジァを不：＇＂ 1かつ巾fMrlJtこ非開tしてし、るが． そのようなことは

q1止すべきである。

3. アメリカおよび南ベトナムの攻撃によるカンボジア側の人的，物的損害

アメリカがれIiff~ずるコfニし、し，

4. 

5. 

カンボジァのjえi攻Jj'.f分子による穴伝放送を伴止する。

N’Jベト十ムヨj), ;Jが勝手に逮捕したカンボジア問L止を釈｝決する。

なおこの 5lj'i日提案（士 δIJ、 ソン・サン首＂｝ii刊にヨ之を通じて行なわjもた。

：ロイター＝共｜行l＝＝読売 l'.:!.1,1 

12月 15日

V シアヌーク（14家フ心：Wi:t, 「s/:Iからニューデりーで/JHか札てL、た米・カ シポシ’

アブミ｛史級会談l土決裂した」 とJlrIザ｝した。 シアヌーク元首の発？とによれば， i＇カン ：－1ミ

ジア・ベトナム国境問題について米側は米・南ベトナム軍による侵犯事件の全面的

な責任を認めるのを拒否した。②米側はカンボジアの主張すり国境線の承認を拒

否，54年のジュネーブ協定・による問l探知：別委とは？｝IJの悶限委民会による新聞J;';;jt~U1

定をf"Jtmしたコ；矛氷fill］はカンボジアがよl（近北京で北ベトナムおよび南ベ卜十二、加位

戦線〈ベトコン） ft1＜：との！町ではじめた会談と，このニューデソー会談を悶辿さ－tr
ょうとしてν、ることなどが決裂の耳目rl1とされてし、る。 ＇.~AFPニ 1ff: 日 12. ll{ 
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カンボジア

12月16日

曹三ューデリーの米・カンボジア会決はポン4ト’レ米、 ソンサン・カンボジア両代

？と団長／.H仰のもとに再開された。会i淡はシアヌーク・カンボジア元首が15日，会誌

における米厄のN.：~D：のなさを手，さ航したため， q:,i所されるのではな L ‘かとみられてい

た。 1: AP  =JJ.:I日！二二fo:1:1 12. 1 r 

12月17日

v米・カンボジア会淡j比終日の17日は午後日H年かc)1 i1tnm. インド外務省で1n-1か

れたが， ([if一つ台立に述せずに終わった。このHの会決終了後まずポンサノレ米代去，

つづL、てソン・ 4トン・カンボジア代去がそれぞれ別W;Jにコミュニケを発表した。ソ

ン・サン代夫lらカンボジア机lj一行は18日川d示！のご！二定であるc

u也上作；＇Rn：：：：師！：I12. 18:1 

12月25日

' C新内閣の成立〕 ノロドム・カント Fレi交を引税き首wとするカンボジアの新内

｜別はIt！民議会の信任を受け成立した。新!}l.J僚，J：のとおり E

首十日； NorodomKantol b投下

同I］首相米国防相： LonNol 

外相： KounVick 

Hi安十日： KouRoun 

内務~：11: In Tam 

教Yf~Tl: Sirik ;¥1fotak 

計岡本11:?viau Say 

工業旅通信仰： UngKrapum Phka 

法相1:Pon Kon日vodcy

公共事業相： IngKiel 

間業十日： SoNew 

財政相： ChauSau 

情報相： CheaSan 

m林中II: Chuon Saodi 

ぱ生相： Chha)'Hang Chheng 

社会活動相； Tip~fam ［［γextren・1e-Orient12. 28〕

V 力ンボジァ政府は，！n列を発去し，市ベトナムのへリコザケー 4憐が偵察憾の誘
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インドシナ

導でカンボジア領内の村落の上空に侵入し，機銃掃射をしたと非難した。

〔ロイター＝朝日 12.26] 

フオス日誌

1964年 l2月6日

V ニューヨーク ・デーリー ・ニュース紙は， ｜同紙フリード ・サイゴン特派員の報

道として f南ベトナムに帰flしたテーラー米大使は，ジョンソン大統領から条件つ

きでラオスを空から攻撃することに承認、を得た」と伝えた。 〔AP＝朝日 12.7〕

12月8日

v北京放送はカンカイからの報道として，シエンクワン州のラオス愛国軍（左派〉

および人民は過去数日間に米国とその追｜植者の飛行機8機を撃墜破したとつぎのよ

うに報じた。

0撃隠した飛行機のうち 1機は FlOO型ジコ二ツト機である。同機は12月1日シ

エンFワン市を掃射中，同市上空で撃墜された。米帝国主義者はこの日，ジャー

／レ平原，カンカイ，パンパンに偵察のためジェット機3機を送った。

0同日，米帝国主義者はタトム，ムオンパン，ムオンガン各地区を爆撃，掃射

のためT28型機を送った。現地の愛国軍は侵入機のうち 2機を撃墜した。

012月4日，米国とその追随者は，ムオンパン，ムオンガンの平和な村を爆撃，

掃射するため再びT28型機を派遣した。現地の愛国軍は敵機5機を撃破した。

〔RP＝毎日 12.9〕

12月18日

’ピエンチャン当局は，ノミテト ・ラオの特攻隊がタケク（Thakhek）にある政府軍

の精油基地を爆破したと発表した。間基地はメコン川沿岸のラオス中部地方にあ

り，ラオス最大の精油基地で、ある。

12月22日

V ソ連政府は駐ラオス大使を通じて， プーマ ・ラオス首相に対し，つぎの覚書を
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ラ オス

手渡した。

ソ連はプーマ首相がパテト ・ラオに対する軍事行動をやめ，平和的角4－決の方向

に努力するよう期待する。もし米国のラオス介入強化の計画や意図に対し断固と

していま反対しないと，南ベトナムで米国が行なっているきたない戦争はラオス

にまで拡大されるかもしれない。ラオスの国家的利益とラオス政府の宣言した中

立政策は，米国の内政干渉をやめさせ，米国がジュネープ協定を厳格に履行する

ととを要求している。しかしピエンチャンにいるラオス閣僚は， 3派の協力体制

の回復になんらの関心も払わず，彼ら自身もはやジュネープ協定を認めず3 ひた

すら国内問題を軍事的に解決しようとしているようにみえる。

〔タス＝共同＝毎日 12.23〕

’パテ ト・ ラオ戦闘部隊放送は，米医l，タイ，フィリピン，国府各国軍隊のラオ

ス領侵犯につぎのように警告した。

0米将校4人の指揮のもとにタイ軍2個大隊が最近，ラオスのムオンスイに進

駐した。また米軍は同地の右派軍に対し，タイのウドン空港から武器，弾薬と軍

隊を空輸している。

フィリピン軍，医｜府軍残存部隊が，タイ国境近くのラオス領ブエイサイへ投入

ー され，ラオス右派軍とともに“解放区”への大量攻撃を続けている。

0われわれは米帝国主義がこれらのラオス内政に干渉する行動を即時中止し，

ジュネーブ協定を厳守するよう要求する。 〔新華社＝共同＝毎日 12.25〕

12月23日

カンカイからの報道によると，バテト ・ニラオ放送はラオス右派のノサパン高lj首相

が米帝国主義者や南ベトナムの反動政権とともにラオスへ戦争を拡大しようとたく

らんでいると激しく非難した。間放送は「ノサバン副首相がサイゴンを訪問したの

は南部ラオスのラオス愛国党の基地攻撃のための軍事提携について南ベトナム，米

当局者と秘密会談をするのが目的だ、った」と述べているo

〔新華社＝共同＝東京 12.26〕

12月24日

vプーマ首相はAP通信の質問状に回答を寄せ，米国とラオス政府の問で米機に

よるラオス領内爆撃を許可する協定は全くないと述べた。

さらに同首相はf米国との協定によって米軍機がパテト ・ラオ地域の偵察飛行に護

衛のため同行するのは防衛的理由からであり，ラオス国境への北ベトナムからの侵

入がなければその必要はなくなるだろう」と述べた。〔AP＝共同＝毎日 12.25〕
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12月25日

' 4日間にわたり サイゴンを訪問したラオスのノサパン副首相〈右派〉は，帰国

に先だち記者会見し「共産側に対しラオスがとるかもしれない行動には侵透回廊

（ν、わゆるホー ・チミン ・ノレート〉の爆撃が含まれる」と語った。

:AP＝朝日 12.27〕

12月27日

vパリで開催されたラオス 3派会談に出席したラオス愛国戦線党代表のプーミ・

ボンピチット情報・宣伝・観光相は午後帰国した。｜司氏は帰国に当たり声明を発表，

「米帝国主義者とその代理人は 3派が会談を継続してラオス問題を平和的に解決す ; 

ることを拒絶した。これは極度に緊張したラオス情勢をし‘っそう悪化させるだけで

ある。かれらは，その破壊的な政策がもたらすすべての結果に責任を負わねばなら

ないj と強調したc 〔ANS＝朝日 12.29〕

12月29日

vピエンチャンでは24日夜以来，寧と警察の聞に緊張が高まり，治安措置がとら

れている。ピエンチャンの各入り口には箪の装甲自動車が配備につき，銀行も箪に

よって防備されている。

との緊張はラオス右派の機関紙XiengMahasonの編集長SophonBouphasitiが

警察に 24日逮捕されたことに基づくものである。 この新聞は経済協会議長である

Oun Sananikone氏所有のものであり，同氏は PhouiSananikone元首相， Ngon

Sananikone現経済相の兄弟である。 〔A.F. P.=Le Monde 12. 30〕
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